全国 各地 か ら 
oz 月 の 022.63 月 加 いた だ け ます 威 動 の そば に 、 い つる 。 


四季 $ 光 紀行 


テ ゅ gs 己 の 
彩 條 休 り 休 旧 日 | 彩 
編 日 益 日 聞 0 
NYA 本 | 
人 い を ち 

' 旅 た 


I 呈 | | | 較 | | | 還 1 | 中 中 


ldFB ロ イヤ ル ロ = 下 祖 卒 


7 
に き 


NaBt 


、 
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へ 
2 
き ン / 4 


ASH 


ー。 
む 


Replt あ 還 呈 デー や の 選 ー 


目 06= ニ NASNSISK NIS 


まっ し ョ き 
< 


JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 特別 企画 や 
予約 が 取り に くい 名 店 で の お 食事 な ど 、 
と っ て お き の ひ と と き を お 愉し みい た だ きま す 。 
| 


ツア ー の 人 数 


取 人 人 8 で 20 名 様 ま で 


※ 一 部 の コー ス を 除く ※2 名 様 よ り 出発 保証 コー ス を 多数 ご 用 意 


「 夢 の 休日 」 ご 参加 の お 客 様 か ら 
ど 好 評 い た だ いた 和 宿 を 中 心 に 、 


ロイ ヤル ロー ド 銀 座 ス タッ フ が 上 厳選 し た 宿 を ご 用 意 。 


人 気 レス トラ ン や 料 学 で の 
食事 や 旬 の 味覚 、 名 物 料理 な ど を 
お 愉し みく だ さい 。 

※ 一 部 地域 を 除く 


新幹線 は グリ ー ン 車 を ご ど 用意 。 
バス は 全 10 席 の 「 ロイ ヤル ロー ド ・ プ レミ アム 」 
また は お 1 人 様 に つき 2 席 を ご 用 意 。 一 部 の コー ス を 除く 


計 びき S パ ー コ | 


難 で 革 層状 還 ざ 混 豆 々 惑 


ジ に 技 て ピ ・ こ 加 


目的 地 に あわ せ た 人 数 


目的 に あわ せ て 、 利 便 性 を 重視 し つつ 
快適 に お 過ごし いた だ ける 和 宿 を 用意 。 


郷土 の 味覚 や 名 物 料 理 な ど を 
お 愉し みく だ さい 。 


※ 一 部 地域 を 除く 


新幹線 は グリ ー ン 車 を ご 用意 。 
バス 利用 時 の お 座席 は お 1 人 様 に つき 
2 席 を ご 用 意 。※ 一 部 の コー ス を 除く 


小回り の きく ジャ ン ボ タク シー を 、1 台 あたり 5 名 以下 で 利用 し ます 。 ※ 一 部 の コー ス を 除く | 


詳細 は P.8・20 を ど 覧 くだ さい 。 


詳細 は P.58 を ご 覧 くだ さい 。 
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ライ ン ナ ッ プ Lineup 


特 鮮やか な 色彩 区 せら れ て 、 特 潮風 の 香 1 
集 | 色 どり の 大 自然 e 


紅葉 を 愛でる 旅 


4 P.99-107 


特 | 豊か な 旋律 に 触れ る 旅 特 | ゆっ くり と 過ごす 
集 | 講師 と と も に C 訪 ね る 旅 証 計 厳選 の 旅 

オペ ラ ・ バ ベレ エ ・ と 
演奏 会 を 愉し む 旅 


講師 同行 の 旅 
0 本 午 P.84 一 98 Prime 


ee P.108 一 119 


@ ゆ ロイ ヤル ロー ド - プ レミ アム 利用 コー ス 軍 泊 コー ス ※ コ ー ス の 一 部 又は 全日 達 泊 コ ー ス 


出発 日 
北海 道 ・ 東 北 
9 | 3 引 間 | 四季 条 引 行 | 美味 求 真 の 宿 [ 天 章 ホ テル ] 連 当選 黒山 山形 交響 楽団 定期 演奏 人 鑑賞 本 | Pa 
10/22() 3 日 間 | 四季 < 紀 行 | 料理 研究 家 ・ 山 本 調子 さん と 行く [口福 ( こ うふ く ) の 旅 ] お いし い 東 北 一 山形 "庄内 か ら 秋田 * 男 鹿 一 P.96 
12/29( 本 ) | 3H 間 | 夢 の 人 日 | 東北 の 名 湯 で 過ごす 年 末 雪上 車 で めぐ る 「 み や き 蔵 王 の 樹氷 P.113 
| 3H 間 | 散 の 休 昌 | 基山 苑 の リゾ ー ト [人 各 荘 CHIKUSENSO ONSEN] に 連 泊 「 ワ イル ドモ ンス ター 号 」 で 行く 樹 水 観 賞 人 | Pz7 
128() | 3 日 間 | 夢 の 休日 | を の 北海道 東北 に あそぶ 光り 輝く 冬 の 函館 山 夜景 観賞 特 銀 の 八甲田 山 樹氷 P.46 
64 | 旬間 | 夢 の 作 | 2 つの 流 観 光 船 に 乗る 冬 の 旭山 動物 園 と 道東 冬 景 公 P.49 
228() | 4 昌 間 | 夢 の 人 日 | 人 を の 野島 や 野生 動物 観察 阿寒 湖 の 冬 華 美 と 科 の ネイ チャ ー 紀 行 連 泊 P.48 
関東 中 部 ・ 新 潟 ・ 北 陸 
1078( よ ) 3 日 間 | 夢 の 休日 | 秋 の 作 ヶ 誠 で 愉し な 音楽 と 紅葉 千住 真理 子 ヴァ イオ リン リサ イタ ル 鑑 党 P.85 
10/10』- 補 | 2 日 間 ョ Sm 芸術 の 秋 ハイ ヤー で 愉し む ア ー ト の 町 「 ろ くも ん ] 乗車 と 軽井沢 滞在 P.22 
0 前 DE 歴史 と 伝 紋 の クラ シッ ク ホ テル で 過ごす 答 な る と き 2 人 で 過ごす 秋色 の 日 光 中 祥 ぎ 湖 連 泊 P.5 
2 3 日 間 | 夢 の 休日 | ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ 「 ザ メイ ン ] 潜 在 新 国立 劇場 と モン テカ ル ロ 珠玉 の パレ エ 団 公演 鑑賞 P92 

11/8(%) | 3 日 間 | 夢 の 休日 | "「 俺 」 の 料理 長 長 谷川 在 佑 氏 葉 修 "「 癌 (くら )」 で 絶品 ラン チ 天竜 峡 の 紅葉 と 江戸 の 面影 「 奈 良 井 答 」 ぐ ⑯⑨) pr2 
11/12(t) | 3H 間 | 夢 の 休日 | 箱根 の 名 宿 「 強 苺 花壇 ] に 宿泊 富士 箱根 の 紅葉 と 甲州 ワイ ナリ ー ぐ ⑯) rs 
11/14j) | 旬間 | 夢 の 休日 | 紙 葉 の 飛騨 と 金沢 郡上 八幡 飛騨 高山 ・ 岩 瀬 の 古き 街並み 散策 P.72 
11/15( 炎 ) | 2H 間 | 夢 の 休日 | 秋 の 上 N2 つ の 紅 某 絶景 を 愉し な 宝 徳 寺 の 「 床 も み じ 」 と わた ら せ 渓 谷 人 道 ぐ ⑨) ro 
11/15(%) | 2 日 間 | 四季 弥 紀 行 | 日 米 関係 国際 政治 研究 家 ・ 穫 原 俊 洋 氏 と 訪ね る 藻 林 開国 の 歴 日 米 は じ め て 物語 下田 * 横 浜 歴史 散歩 P.95 
11/17( 本 ) | 3 日 間 | 夢 の 休日 | 御 光 列車 「 え ちご トキ めき リゾ ー ト 雪月花 」 に 乗車 名 の 味覚 「 加 能 が ニ 」 と 「 の ど 黒 を 食す P.71 
11/17() | 3 日 間 | 夢 の 人 日 | 秋色 に 楽 まる 名 庭 半 と ワイ ナリ ー を 訪ね で 紅葉 と ワイ ン と 美食 列車 「 ろ くも ん 」] の 旅 ⑯) gz 
11/20) | 2 昌 H 間 | 夢 の 休日 | * 順 景 美術 館 "「 日 本 平 ホテ ル 」 に 宿泊 甲斐 駿河 の 紅葉 くら べ ぐ ⑨) prz 
11/23( 説 ) | 3 日 間 | の 休日 | [ミッ ニナ ゴヤ 」 で 本 格 フ レン チ を 愉し ち 秋 の お 伊勢 まい り と 香 嵐 渓 の 紅葉 を 愛でる P.78 


n 二 の 2 コテ | 信 井 の 美食 三國 湊 の 灯 力 と 永平寺 参拝 
1/26(+) | 3 昌 間 | 四季 多 紀 行 | / ハ ー モ ニー ホー ル ふ くい 特別 見 学 と 「 越 の ルビ ー プ ロジ ェクト 」 


11/27() | 2 日 間 | 夢 の 休日 | [消失 奏楽 (せい ざ そ うら く )」 名 を 知る & 味 わ う FARM to TABLEー 修善 寺 紅葉 狩り と 季節 の フレ ンチ 


11/28) | 2 日 間 | 夢 の 休日 | 人 気 の 稚 光 列車 と 紅葉 色づく 秋 の 修善 を 愉し む 「THE ROYAL EXPRESS」 で 行く 伊豆 


nu 
| 
1 
の > 


11/29(%) | 2H 問 | 夢 の 休日 | 南 房総 の 小 き な 宿 [ホテ ル 洲 の 崎 風 の 抄 」 に 宿泊 養老 渓谷 の 紅葉 を 愛でる 房総 半島 の 旅 


出発 日 旅行 期間 


4 
11/29( 火 ) | 2 日 間 | 四 稼 紀行 


高崎 芸術 劇場 音楽 ホー ル と 前 橋 白 井 屋 ホテ ル ダ イ ニン グ の 美食 小山 実 稚 軸 ピア ノリ サイ タル と 伊香 保温 泉 P.87 
12/2( 金 ) 3 日 間 夢 の 休日 信州 届 指 の 湯 宿 と 気鋭 の チェ リス ト の 音楽 を 愉し む 宮田 大 チェ ロリ サイ タル 錯 党 P.85 
8 | 3 日 間 | 夢 の 休日 | 林海 側 を 走る 列車 旅 山形 : 新 混 美 人 巡り 名 月 昔 と 米沢 生 シ ャ トー プリ アン ぐ ⑯⑨) | rpz 
1276(X) | 3H 間 | 夢 の 休日 | 美味し い 直 州 取 河 - 伊 富士山 を 望む 乾 な る 宿 と 冬 の 味覚 ぐ ⑯) rs 
16 | 2 me 生子 ミル と 全く テリ スマ スシ ー ズ > の 「 凡 で う 3 の の 誠 ] pg 
27k) | 3 回 | 導 の 全日 5 メ ル ッ ポ 4 ム 拉 ヘル リッ 癌 放電 箇 ( シ ュ タ ー ツ カベ レベ ルリ ン ) ブラー スズ 間 人 導 全 0 
12/14( ホ ) | 旬間 | 夢 の 休日 | ラッ ジュ アァ リー バス で 行く 甲州 信州 湯 け ちり 紀行 山 問 の 名 湯 ・ 秘 湯 と 上 質 な 和 宿 を 愉し ぐ ⑯⑨) ps 
12/18() | 2H 間 | 夢 の 休日 | ホテ ル で ゆっ た り と 宮 ぎ な が ら 愉 し な 冬 の 熱海 海上 花火 大 会 《⑯) rs 
放 交 人 %、 | 4 相 間 | 夢 の 休 旧 | 飛 外 生 . 尼 石 水 見 の 「 案 プリ 」 冬 の 信州 飛騨 北陸 の 味覚 を 味わう ぐ ⑯) ps 
12/22( 相 ) | 旬間 | 芳 の 休日 | 丸屋 迎 山 楼 」 と 「 花 扇 別 い いや ま 」 に 宿泊 情緒 あふ れる 城下 町 犬山 と 飛騨 高山 を 巡る ⑯)D 9| Ps 
12/24() 3 日 間 夢 の 人 先 028DOC の 2 2 1 NEHNER 縛 P90 
272 @| 
12/30( 多 ) 3 日 間 夢 の 人 大 肉 日 は ディ ナー クル ー ズ で 横浜 の 夜景 と と も に ふた つの ラグ ジュ アリ ー ホ テル で 過ごす 年 末年 始 ぐ ② P.112 
12730( 金 ) | 3H 間 | 夢 の 休日 | 宇 祭 月 温泉 飛騨 高山 で 過ごす 年 末年 始 日 本 の 原 風景 「 箇 山 ・ 白 川 卿 と 金沢 の 冬 景 Pi4 
12/31(t) | 3H 間 | 夢 の 作 晶 | 上 必 浴 一 泌 の お 宿 に 連 泊 加賀 屋 別 邸 松乃 問 」 で 寛ぐ お 正月 Pl4 
123(K) | 3 日 間 | の 休日 | 日本 初 上 際 * ア ン パウ ンド コレ クション by Hyatt" の ホテ ル に 宿泊 富士 山本 宮 浅 間 大 社 初 語 と 白妙 の 富士 電 蘭 | Pi 
16( 金 ) | 2 日間 | 夢 の 作 昌 | 都内 の 格式 ある 10 の 神社 を 諾 で る 新春 東京 十 社 めぐ り ぐ ⑯) | ps 
18(①) | 2H 間 | 夢 の 作 有 | ア ィ スチ ュー リッ プ 家 人 と 「 下 温泉 山 」 宿 泊 「 料 剖 放 館 大 洗 山口 楼 」 の あん こう 鋼 を 味わう ⑨) rs 
113(@) | 4 旬間 | 遂 の 休 昌 | 際 四郷 当 の 美景 と ニ つ の 人 気 補 光 列車 [加賀 屋 別 了 松乃 碧 ・「 延 楽 」 で 寛ぐ ⑯) pe 
1/17() | 2H 間 | 夢 の 休日 | 2022 年 秋 開 業 「 和 和 成田 山門 前 」 に 宿泊 新春 開運 成田 山 新 勝 寺 と 東国 三 社 め ぐり ぐ ② P.38 
2 人 め 。 | 3H 間 | 夢 の 人 日 | 全 10 府 の 宿 [ ふ た り と わ に 縁 」 吉 天風 呂 付 スイ ー ト ルー ム に 宿泊 10 の スポ ッ ト か ら 般 る 美しき 富士 山 ぐ ⑥⑨) ps 
119( 本 ) | 3 日 問 | 夢 の 休日 | 近江 和 キシ ャ トー プリ アン と 特選 か に 会 席 を 堪能 する 近江 ・ 北 陸 の 美食 と 名 湯 を 愉し な ぐ ⑨) mm 
122(⑪) | 3H 問 | 夢 の 作田 | 「2< も ん ] と [富士 Ii ピ ュー 特急 ] に 乗車 冬 の 信州 州 将 な る 宿 と 観光 列車 ⑯) | rs 
ル 22(H) | 3 日 間 | 夢 の 休日 | 加 暫 屋 別 松乃 暫 で 味わう 加 能 が に 会 席 冬 の 風物 詩 兼 六 園 雪 吊 り と 庄川 上 遊覧 船 ぐ ⑨) pm 
127() | 3 日 間 | 夢 の 休日 | を の 味覚 [越前 が に 」 と 「 案 プリ 」 を 暗 能 北陸 の 2 つの 名 湯 で 寛ぐ P.33 
1731() | 2 日 間 | 夢 の 休日 | 「 サ フィ ー ル 踊り 子 」 に 乗車 伊豆 半島 へ 春 を 探し に 「 ふ た り と わ に 縁 」 に 宿泊 する 伊豆 ぐ ② P.39 
伊勢 志摩 : 近 畿 * 中 国 四国 
0 り 、 | 3 日間 | 四季 多 紀 行 | 12HH ジ ャ ン ポ タク シー 利用 世界 候 導 高野 山 と 熊野 古道 を 訪ね る ED | res 
| 3H 間 | 遂 の 休日 | ふた っ の クラ シッ ク ホ テル で 目 ぐ 奈良 盆 春日 大 社 御 本 暴 特別 参拝 と 侯 神 宮 両 宮参り P.4 
10/12(k) | 旬間 | 四季 疹 紀行 | 歴 学 者 田中 俊明 氏 と 行く - 河 内 飛鳥 と 高野 山 * 和 歌 山 編 近畿 に 残る 古代 の 国際 交流 の 旧跡 を 訪ね て P94 
10/12(k) | 2 日間 | 夢 の 作 昌 | 京都 博物 館 に て 千 利 体 生誕 500 生 記念 特別 展 も 見 学 秋 の 京都 利休 織部 遠州 ゆか り の 茶室 へ P.93 
3⑭) | 引 間 | 下行 | (ハコ ー ス ]「 放 の 四国 まん な か 年 も の が た り 」 と [人 予 潜 も の が た り ] 梨 還 2 
10/14(*) | 3 昌 間 | 四季 稼 紀 行 | チャ ー タ ー ク ルー ザー で 巡る 瀬戸 内 国際 芸術 名 小豆 島 ・ 直 島 犬 島 を 訪ね る P.62 
導 錠 人 、 | 介 間 | 四 移 紀行 | 3 つの 世界 半 産 を 巡る 秋 の 比 辻 山 ・ 高 野山 ・ 吉 野山 探訪 Pl 
3 | 旬間 | 夢 の 休日 | 上 人 産 [和合 箇 地 の 培 場 参 寺 道 」 へ 熊野 古道 と 天空 の 聖地 ・ 高 野山 ぐ @⑨) 
10/30(d) | 2H 間 | 夢 の 休日 | 「 と くし ま 埋 柳 」 で 味わう 処 門 負 ホテ ルリ ッ ジ で 人 形 浄瑠璃 特別 公演 を 鑑賞 ⑯) pe 
1146() | 3 日 間 | 功 の 休日 | 淡路 鳥 3 年 と ら ふぐ と 小豆 島 オ リー ブ 会 席 を 味わう 2 つの 美食 の 鳥 と 寒 霞 渓 の 紅葉 ぐ ⑯) rw 
11/10( ホ ) | 3H 問 | の 休日 | 神々 が 集まる 神 在 月 に 行く 出雲 大 社 参拝 と 11 月 解禁 タグ 付 活 松葉 が に P.23 


ライ ン ナ ッ プ Lineup 


出発 日 
11/11( 金 ) | 2H 問 芝 27 謗 暗 較 [フォ ー シ ー ズ ンズ ホテ ル 京都 」 に 泊まる 秋 の 特別 企画 獅子 叫 の 庭 の 絶景 を 愉し む 「 宝 厳 院 ] 特別 拝観 P.10 
11/16(k) | 3 日間 | 四季 多 紀 行 | 作家 太田 治子 きん と 行く 秋 の 美術 館 美 食 を 愉し む 旅 大 阪 中 之 島 美術 館 と 京都 珠玉 の 美術 館 巡 り P.98 
4 | 2 外 間 | 夢 の 休日 | 2 つの 窓 越し に 見 る 秋 の 情景 秋 深き 古都 を 感じ る 「 源 光 庵 優先 拝 失 P.66 
11/19() | 2 日 問 茹 沈 Mg 「 フ ォ ー シ ー ズ ンズ ホテ ル 京 都 」 に 泊まる 秋 の 特別 企画 京都 の 奥 座敷 ・ 大 原 「 寂 光 院 」 特 別 拝観 P.1 
11/19(t) | 3H 間 | 功 の 休日 | 知 四 院 ライ ト ア ッ プ と 松 典 山荘 特別 見 学 一 子 相伝 「 な か むら 」 で いた だ く 京 料理 連 泊 P67 
11/20() | 2H 間 | の 休日 | 知 軸 院 ライ ト ア ッ プ 優先 入場 祇園 末 友 」] で いた だ く 「 間 人 援 」 P.65 
11/210j) | 2 日 間 | 夢 の 休日 | 秋 深まる 京都 を 訪ね る 世界 遺産 東寺 ライ ト ア ッ プ 優 先 入 場 P.67 
11/21j) | 3 日 間 | 夢 の 休日 | 争 秋 の 京 を 連 泊 で 愉し な 早朝 の 「 金 戒 光明 寺 」 貸 切 拝観 連 泊 P.68 
11/21j) | 5H 問 | 夢 の 休日 | 「 が ホテ ル 青 秀 京都 清水 ] に 連 泊 し 「 加 加 必 別邸 松乃 ] で 寛ぐ 秋色 に 柴 まる 古都 京都 * 城 下町 金沢 能登 P.70 
11/22( 火 ) | 5 日間 | の 休日 | 連 泊 で 愉 し お 美食 宿 麻 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト ] 東海 道 の 紅葉 絶景 ぐり ぐ 9 ro 
11/23(9 | 3 日間 | 夢 の 休日 | 人 力 車 で 交 大 野 散 策 紅葉 燃 ゆ る 奈良 京都 の 旅 P.65 
11/24( 本 ) | 2 日 間 | 夢 の 休日 | 2022 年 7 月 新規 開業 ホテ ル に 滞在 紅 燃 ゆる 「 二 尊 院 早朝 貸切 拝観 P.68 
11/27() | 4 旬間 | 夢 の 休日 | 「 ホ テル クラン ツィ ア 京都 」 に 連 泊 秋 深まる 滋賀 - 京 都 を 訪ね る 『69 
12/1( 本 ) | 2 日 間 | 夢 の 作 旧 | 和 際 の 京 を 感じ る 「 清 水 寺 」 夜 間 特別 拝観 P.66 
イイ 0 | 2 昌 問 | 散 の 休日 | 天 本 一 也 の 宿 「 玄 炒 庵 ] に 宿泊 松葉 が に 会 席 と 茶 太 別 館 の ぶり し ゃ ぶ ぐ ⑯) rs 
3 | 旬間 | 散り 作 | 泊 内 を 塵 お 絶 景 ホテ ル と 道後 温泉 に 宿泊 し まな み 海 道 と 四国 の 渓谷 美 ぐ ⑯) rs 
12/15() | 3 日 間 | 夢 の 休日 | 神戸 の 夜景. 淡路 島 の 食 ・ 有 肛 温 泉 美景 と 食 を 愉し な 兵庫 の 名 所 めぐ り ⑯) | Pa 
0 の 、 | 3H 問 | 聞 の 人 日 | 造 温泉 と 三 萌 温 泉 に 宿泊 特選 と っ と り 松 葉 が に 「 贅 灯 星 」 を 味わう ぐ ⑯⑨) | Ps 
12/260) | 3 有 H 間 | 夢 の 人 日 | 一 年 の 感謝 を 挫 げ る 年 の 瀬 の 参拝 師走 の 春日 大 社 - 伊 替 神宮 語 ぐ ⑨) rp 
1231( エ ) | 3H 間 | 夢 の 休日 | 異国 情 幸 あ ふれ る 神戸 と 大 塚 国際 美術 館 国生 み の 島 . 淡 路 で 過ごす お 正月 P.ii3 
12731(F) | 3 日 間 | 夢 の 休日 | 上 思 基 神社 - 下 際 神 社 の 両 参り 「HE HIRAMATSU 京都 」 で 過ごす お 正月 P.il5 
1231( 上 ) | 3H 間 | 功 の 休日 | 「 ウ ェ ス ティ ン 都 ホテ ル 京 都 ] に 連 治 美濃 吉本 店 竹 茂 楼 の 新春 懐石 を 味わう お 正月 Pl15 
1231( エ ) | 3H 間 | 夢 の 休日 | 京都 吉光 嵐山 本 店 で 新春 特別 献立 を 味わう 日 本 三 名 鐘 「 三 井 の 晩 鐘 ] を 播 く 年 越し P.ll6 
12/31(+) | 3 日 間 | 夢 の 休日 | 伊 半 志 摩 の [ 迎 質 館 」 で 過ごす 年 末年 始 伊勢 神 宮 初 語 と 城下 町 犬山 Pll6 
12731( よ ) | 3 日 間 | 夢 の 休日 | 瀬戸 内 の 絶景 を 塵 わ 極上 の 時 間 「 ベ ラビ スタ スパ & マ リー ナ 尾道 ] で 寛ぐ お 正月 P.I17 
13() | 2 昌 間 | 夢 の 休日 | 年 の 初め に 京都 の ぎ 社 で 特別 な 体験 を 新春 の 京都 探訪 下鴨 神社 と 金地 院 ぐ ⑨) ro 
し 4) | 2 回 2 細身 を 整え る 湊 史 人" 門 の 旅 ⑳@) 5| re 
110() | 2H 間 | 夢 の 休日 | 本 三 長大 橋立 と 冬 の 味覚 を 愉し な 美山 か や ぶ き の 里 で 「 ほ た ん 鍋 」 を 味わう ぐ ⑯) ps 
125(*) | 3 日 間 | 夢 の 休日 | 丹後 の 美久 と 太 色 を 愉し ち 城 隊 温 泉 「 西 村 屋 本 館 」 で 食す 松葉 か に づく し P.5 
1729() | 2 日 間 | 功 の 休日 | 一 四 神 相応 の 京 ー 京 都 五 社 を めぐ る 美 と 技 の 結晶 ・ 美 術 織物 に ふれ る P.45 
226G) | 6H 間 | 夢 の 人 上 | テー ト な 骨 「 直 委 ・ し まな み 海道 の 給 * 名 城 の を 記 る @ Psy 

九州 ・ 沖 縄 

4D | 介 間 | 四季 多 紀 行 | 古代 か ら の 歴史 の 記憶 と 神々 が 宿る パワ ー ス ポッ ト を 訪ね て 悠久 の 自然 と 歴史 が 息づく 閥 岐 対 馬 本 | Pa 
ツ 20) | 4 | 贅 Mgjm | ES 11 は ジェッ ト 和幸 の 居 の RC 岳人 を 5 
1026% | 3H 間 JH の 小 者 南 低下 宮崎 の 胡 力 「 章 誠一 能 」 と [音色 符 の 季 ・ 合 欲 の は な 」 の 美人 Pi 
3/10(。 | 日 間 | 四季 徐 引 行 | JR ホテ ル 屋 久 鳥 に 3 連 泊 世界 自然 遺産 の 島 「 屋 久 島 」 を 巡る 連 泊 P105 
11/20() | 3 日 間 | 夢 の 休日 | 深まる 秋 の 景色 と 美食 & 都 農 ワ イン を 愉し 紅葉 の 耶馬 渓 ・ 阿 多 く じゅ うか ら 神 話 の 里 ・ 高 千穂 P.24 
12/4(⑪) | 旬間 | 四季 ( 紀 行 | 美しい 海 と 熱 帯 の 森 が 広がる 島 南 の 楽園 世界 自然 遺産 共 美 大 島 を 訪ね る 連 泊 P.i00 


旅行 間 
pp | 5 引 間 | 医 の 作 昌 | 葉 か な 自然 と ふた つの リゾ ー ト で 過ごす 鳥 時 間 宮古 八重 山 南 の 楽園 を 巡る 
932 | 提 間 | 四季 移 引 行 | 美しき 人 重 山 語 鳥 5 鳥 巡 り 有 垣 島 西 表 島 ・ 由 布 島 小浜 島 ・ 竹 富島 
12/31( 上 ) | 3 日 間 | 夢 の 休日 | 客 守 より 花火 * 初 日 の 出 を の ぞ ち 宮崎 シー ガイ アリ ゾー ト で 迎え る お 正月 


12731() | 3 日 間 | 夢 の 休日 | 緑 深き 世界 自然 遺産 の 鳥 「sankara hotel&zspa 屋 久 鳥 」 で 寛ぐ 年 末年 始 


「THE HIRAMATSU HOTELS & RESORTS 宜野座 に 2 連 泊 
1 | 人 光 診 に 休む 美食 リゾ ー ト ホテ ル で 候 ぐ 


312() | 8 日 間 | 功 の 休日 | 連 治 2 困 で ゆっ た り と 早春 の 九州 を 錠 る 絶景 と 自然 を 満喫 九州 ハイ ライ ト 


. 
選 
さ 


3/24( 金 ) 3 日 間 功 の 促 sankara hotel&spa 屋久 島 に 2 連 泊 ジャ ン ボ タク シー で 巡る 屋久 


き 日 本 が も っ と も 美しく 華やか に 彩 ら れる 季節 に 西日本 の 紅葉 の 名 所 を 大 周遊 する " 陸 の クル ー ズ " 
H/20 | 8 問 | 遂 の 休日 | 計 全 が 彩 a 日 本 大 周遊 (本 日 本 編 ) 
鉄道 開業 150 年 記念 JR6 社 を 利用 し て 北海 道 か ら 九 州 へ 
8H 問 の 休日 | 語 是 の 観光 列車 と 世界 半 産 で つ な く 日 本 周遊 の 旅 
夢 の 作 一 憧れ の リゾ ー ト ホテ ル 「 志摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト ] に 2 連 泊 一 
ーー" ビ | ゆったり 太平 洋 ク ルー ズ と 早春 の 伊勢 志摩 東西 周遊 美食 ・ 美 宿 巡 り 


2/21 ( 火 ) 


に 
2 
る 3 


3/18( 下 ) 6 日 間 


李 
っ 
の 1 
中 
〇 1 
の 1 


新型 コロ ナウ イル ス 感 染 防止 対策 に 関す る 対応 に つい て 
公共 交通 機関 に つい て @ 添 乗 貞 に つい て 
人 アグ の - 毎 日 の 検温 と 手指 の こま め な 消毒 を 実施 し ます 
に 


4 ・S 密 (密閉 ・ 密 集 ・ 密 接 ) を 極力 避け 、 ソ ー シ ャ ルディ スタ ンス を 確保 
し た ツア ー 行 程 の 管理 に 努め ます 


@ 利 用 施設 ・ 和 貸切 バ ス ・ タ クシ ー に つい て お 客 様 ご 自身 で の 体調 管理 の お 願い 
こま め な 除 菌 清 掃 、 換 気 に 加 え 従業 員 の 検温 、 マ スク 等 の 適切 な 着 議 ご 自身 の 体調 管理 を お 願い し ます 。 ツ アー 中 は マス ク 着 用 ・ 手 洗い ・ 
の ぼ * 


用 、 う が いや 手指 の 消 毒 の 励行 、 体 調 管理 の 徹底 を 要請 し て お り ます が 咳 エ チケ ッ ト 等 感染 防止 対策 を 励行 いた だ きま す 
※ 各 業界 の 対策 ガイ ドラ イン に 沿っ た 対応 を 事前 に 確認 し ます 


ぬ 行 程 中 の 観光 に つい て 安全 な ツア ー 催 行 へ 向け て 


還 蔽 製 光 時 の ご 案内 や 散策 は 少 人 数 に 分 か れ 、 ソ ー シ ャ ルディ スタ ン 錠 議 較 ご 出発 前 に 健康 アン ケー ト を 実施 させ て いた だ きま す 
時 べ の 確保 に 努め ます 匠 夫 | . ツ アー 中 は 毎日 検 湯 を 放 さ せ て いた だ き 、 お 容 様 の 健康 状態 
(イヤ ホン ガイ ド な ど を 利用 する 場合 が あり ます ) よっ て は ご 参加 の 自粛 を 要請 させ て いた だ く 場合 が あり ます 


※ 上 記 は 、 今 後 の 状 況 に よっ て は 必要 に 応じ て 見 直し ます 。 ま た 、 政 府 や 地方 自治 体 か ら の 要請 等 に より 急 選 変 更 と な る 場合 が あり ます 。※ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 防止 対策 に 伴い 、 イ ベン ト が 中 止 と 
な る 場合 、 ま た 観光 地 に お いて 通常 より も 所 要 時 間 を 要する 場合 が あり ます 。※ 官 公署 の 命令 や その 他 当 社 の 関与 し 得 な い 事由 が 生じ た 場合 や 運送 機関 肥 び 宿泊 観光 施設 等 の サー ビス の 提供 
が 困難 と 判断 され た 場合 、 行 程 の 変更 また は 催行 の 中 止 を させ て いた だ く 場合 が ご ざい ます 。※ 国 や 各自 治 体 か ら の 要請 に 伴い 、 食 事 場所 で の アル コー ル 類 の 提供 を 中 止 する 場合 が ご ざい ます 。 


= JR (新幹線 ・ 在 来 線 特急 ) ーーー バス (タク シー・ ジ ャ ン ボ タク シー) 一 へ 航空 機 ヘ ヘ ン 船 ・ フ ェ リー HH 私 鉄 …・〈 人 力 車 〉…・ 人力車 
ィ イ イケ ー ブ ルカ ー ロ ー プ ウェ イリ フト 還 電信 同 呈 人 加 ヶ 国 至 人 国人 き [合計 な し 薬 花 の みどころ 、 肖 穫 業 の みどころ 桜の みどころ 
倫 宣 士 山 の 眺 望 を 楽し め る 場所 公益 財団 法人 日 本 さく ら の 会 が 選定 し た 「 さ くら 名 所 100 選 の 地 」。 (平成 2 年 選定 ) 

世界 遺産 に 登録 され て いる 場所  [ 搭 子 席 ] 椅 子 席 (高座 椅子 や 掘り ご た つ 等 を 含む お) を ご 用 意 

( 〇 入場 し て の 観光 (下車 し て の 観光 倫 車 窓 か ら の 観光 カジュアル] ご 旅行 の 目的 や 移動 の 利便 性 を 重視 し 、 比 較 的 簡易 な 設備 や 、 通 常 より 狭い 客室 の ホテ ル を 設定 し て お り ます 。 
JTB 宿 泊 ア ン ケー ト 評 価 で 総合 評価 が 90 点 以上 の 宿泊 施設 (詳し く は 、 ご 案内 ・ ご 注意 欄 「JTB 宿 泊 ア ン ケー ト 評 価 に つい て ]」 参照) 


ご 案内 ・ ご 注意 (必ず お 読み くだ さい ) 


コー ス 内 容 の 変更 に つい て 劉 気 象 条 件 、 道 路 状況 に より 行程 (現地 出発 到着 時 間 、 観 光 箇 所 、 行 程 の 順序 、 食 事 時 間 な ど ) が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 劉 気象 条件 に より 、 船 舶 、 ロ ー プ ウェ 
イ 等 が 運休 する 場合 が あり ます 。 劉 気象 状況 に より 、 イ ベン ト が 中 止 と な る 場合 、 ま た 花 や 紅 葉 、 樹 水 、 流 水 が 見 頃 と な ら な い 場 合 、 富 士 山 が 見 えな い 場 合 が あり ます 。 そ の 場合 で も ツア ー は 実施 し 、 
ご 旅行 代金 の 払戻 し は あり ませ ん 。 旬 鉄道 の ダイ ヤ 改 正 、 航 空 機運 航 ス ケ ジ ュ ー ル な どの 変更 で 各 コ ー ス 中 の 出発 * 到 着 時 間 幅 を は ずれ る 場合 が あり ます 。 倫 行程 内 の 旅館 : ホ テル な どの 出発 
お よび 到着 時 刻 は 目安 で 、 諸 事情 に より 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 介 週末 出発 や 年 末年 始 ・ 行 楽 シ ー ズ ン は 道路 の 混雑 が 予想 され る た め 、 到 着 時 間 が 大 幅 に 遅れ る 場合 が あり ます 。 劉 掲載 
の イベ ント は 、2022 年 6 月 15 日 現在 の 予定 と な り ま す 。 変 更 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 欠 官公 署 の 命令 や その 他 当 社 の 関与 し 得 な い 理 由 が 生じ た 場合 や 、 運 送 機関 及び 宿 
泊 : 観 光 施 設 等 の サー ビス の 提供 が 困難 と な っ た 場合 、 行 程 変更 や 催行 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 欠 人 島 へ の 船 : フ ェ リ ー で の ご 移動 時 、 手 荷物 制限 が ある 場合 や ポー ター サー ビス が 無い 場合 が 
ご ざい ます 。 最少 催行 人 員 ・ 最 少 受 付 人 員 に つい て 念 各 コー ス に 記載 の 人 員 と な り ま す 。 ま た 、 最 少 催行 人 員 に 満た な い 場合 は 催行 中 止 と な り ます 。 倫 ご 出発 の 56 一 30 日 前 まで に 最少 催行 
人 員 に 満た な い 場合 は 催行 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 な お 、2 名 様 より 出発 保証 日 は 、 出 発 日 の 30 日 前 の 時 点 で お 申込 人 員 が 2 名 未満 の 場合 、 催 行 中 止 と な る 場合 が あり ま 
す 。( 一 部 コー ス 除 く ) 客室 に つい て 念 特に 記載 が ある 場合 を 除き 、 お 部 屋 は バス トイ レ 付 き と な り ます 。 欠 露天 風呂 付 客 室 の 場合 、 内 風呂 が 付い て いな い お 部 屋 や 、 シ ャ ワー ブー ス の み の お 部 
屋 と な る こと が あり ます 。 欠 洋室 (また は 和洋 室 ) の 場合 、 ご 利用 人 数 に よっ て エキ スト ラベ ッ ド また は ソフ ァ ー ベ ッ ド を 利用 する こと が あり ます 。 欠 客室 内 の 風呂 は ユニ ッ ト バ ス の 場合 が あり ます 。 お 
席 に つい て 念 航空機 列車 な ど お 席 の ご 希望 は 事前 に お 伺い で きま せん 。 カ ッ プ ル 、 同 グル ー プ の 方 で も 座席 が 離れ る 場合 が あり ます 。 念 食事 の 座席 は 、 ツ アー 参加 の 他 の グル ー プ と 相席 と な 
る 可能 性 が あり ます 。 列車 航空機 に つい て 劉 東 海道 山陽 "九州 新幹線 の 車内 に 3 辺 の 合計 が 160cm を 超え る 荷物 を 持ち 込む 場合 は 、 事 前 に 特大 荷物 スペ ー ス つき 座席 の 予約 が 必要 で 
す 。 詳 細 は 旅行 お 申し 込み 時 に 販売 店 に お 問い 合わ せく だ さい 。 く 販売 店 の みな さま へ ) 特大 荷物 スペ ー ス 付き 座席 は 販売 店 で の 手配 と な り 、 現 地 合 流 : 離 団 と な り ま す 。 劉 航空機 ま た は 列車 利 
用 の コー ス に お いて 包括 旅行 割引 運賃 で の お 手配 と な っ た 場合 は マイ レー ジ サ ービス の 対象 外 と な り ま す 。 お 食事 に つい て 旬 一 部 行程 中 食事 が 付か な い コ ー ス が あり ます 。 各 自 お 済ま せく だ 
さい 。 食 事 の 有無 は 各 コ ー ス の スケ ジュ ー ル を ご 確認 くだ さい 。 念 食材: メニュー は 仕入れ 状況 に より 変更 に な る 場合 が あり ます 。 食 食物 アレ ルギー に 関し て は 必ず お 申込 時 に 販売 店 係員 に お 申出 
くだ さい 。 ご 旅行 中 は 厳密 な 「 ア レル ギー 物資 除去 食 」 の 提供 は で きま せん 。 ア レル ギー 対応 で 追加 代金 が 発生 する 場合 は 、 現 地 払 いと な り ま す 。 ロイ ヤル ロー ド : プ レミ アム に つい て 念 [ ロ イ 
ヤル ロー ド ・ プ レミ アム 」 利 用 コー ス で は テレ ビ 、 雑 誌 等 取材 の た め 、 報 道 関係 者 が 予告 な く ツ アー に 同行 する 場合 が あり ます 。 亀 「 ロ イヤ ル ロ ー ド プレ ミア ム ] 利 用 以外 の ツア ー は 、 ご 参加 人 数 に よ 
り 、 バ ス 移 動 と 表記 し て いる ツア ー で も ジャ ン ボ タク シー また は 中 型 ・ 小 型 タ クシ ー を 利用 する 場合 が あり ます 。 食 利用 バス 会 社 :( 株 )km モ ビリ ティ サー ビス また は (株 ) フ ジ エ ク スプ レス 四季 彩 紀 行 
に つい て 四季 彩 紀 行 で は ご 旅行 の 目的 や 移動 の 利便 性 を 重視 し 、 比 較 的 簡易 な 設備 や 通常 より も 狭い 客室 の ホテ ル を 設定 し て いる 場合 が あり ます 。 ま た 、 島 へ の 船 ・ フ ェ リ ー で の ご 移動 時 、 手 
荷物 制限 が ある 場合 や ポー ター サー ビス が 無い 場合 が あり ます 。 お 子 様 の 参加 に つい て 劉 未 就学 児 の お 子 様 ( 一 部 コー ス で は 中 学生 未満 (小学 生 以下 ) の お 子 様 ) の ご 参加 は ご 遠慮 いた 
だ いて お り ま す 。(P.59 の コー ス 除 く ) 念 お子様 の 旅行 代金 は お 問合せ くだ さい 。 た だ し 、 コ ー ス に より 対応 で き な い 場合 が あり ます 。 JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト 評価 に つい て 俺 [JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト 評 
価 ] は 、JTB 商 品 の 品質 に 対し て JTB が 独自 に 定め た 評価 基準 で す 。 宿 泊 施設 その も の の 格付 け や 他 の 旅行 商品 に 対し て の 品質 を 保証 する も の で は あり ませ ん 。 掲 載 の 評価 に つい て は 、2021 
年 4 月 一 2022 年 3 月 の JTB 宿 泊 ア ン ケ ー ト を 対象 と し て いま す 。 ア ン ケ ー ト 枚数 が 30 枚 未満 の 場合 は 対象 外 と な り ま す 。 掲載 写真 に つい て 念 写真 は すべ て イメ ー ジ で す 。 


シン = NO り 仕様 ・ 全 席 独立 型 シー ト 


シー トシ ェ ル で 仕切 られ た 完全 独立 型 シ ー ト は 、 前 後 の 間 隔 も 広い た め 、 プ ラ 
イベ ー ト な 空間 で お 寛ぎ いた だ け ま す 。 荷 棚 の 無い 開放 的 で ワイ ド な 車窓 (UV 
カッ ト 仕 様 ) か ら 、 美 し い 景観 を お 愉し みく だ さい 。 


全席 独立 型 シ ー ト で の rlWT 本 T 部 TI 本 TWDT 本 T コ 


お ひと り 様 で の テー | 革 
ご 参加 C も 適し て いま す 。 | し ゴ 「 ! 如 ! 室 
安心 の 化粧 室 付 。 座席 (イメ ー ジ ) 


|「 ロイ ヤル ロー ド ・ プ レミ アム 」 


利用 の コー ス は ロ NAS 


2 名 様 ょ り 出発 保証 | 


間 = 


部 の コー ス を 除き ます 。 


上 質 を 知る 大 人 の た め の ラ グ ジ ュ アリ ー バ ス 


| ロイ ヤル ロー ド ・ ブ レミ 四 0 


旅 を 彩る ハイ クオ リティ ー な 車内 設 


全 座 席 に 備え を た モニ ター で 、TV や DVD の 他 、 
バス 前 方 の 車載 カメ ラ が 映し 出す 走行 中 の 
景観 を お 愉し みい た だ け ま す 。 


本 格 的 ドリ ンク サー ビス を 提供 で きる ギャ レー 
を 設備 。 湾 れ た て の コー ヒー や 緑茶 、 ジ ュー ス 
を どら そ ぞ 。 


該当 の コー ス に は 
(2) ニン 22RIUAYSUCPHE 
利用 バス 会 社 


(株 )km モ ビリ ティ サー ビス また は 
(株 ) フ アジ エク スプ レス 


※2 名 様 より 出発 保証 日 は 、 出 発 日 の 45 日 30 日 前 の 時 点 で お 申込 人 員 が 2 名 未満 の 場合 催行 中 止 と な る 場合 が あり ます 。( 一 部 コー ス 除く ) 


ズバ リア フリ ー の 化粧 室 付 で 、 
ロン グ ド ラ イブ や 渋 滞 で も 安心 で す 。 


貸し 出し 用 の 傘 も ご 用 意 し て いま す 。 
急 な 雨 $ 安 心 で す 。 


個人 の お 客 様 で の 
貸切 利用 ご 相談 も 承り ます 。 
詳し く は お 問い 合わ せく だ さい 。 


ーー 


JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 特別 企画 や 
予約 が 取り に くい 名 店 で の お 食事 な ど 、 
と っ て お き の ひ と と き を お 愉し みい た だ きま す 。 


〇 ② 募 集 人 数 8 一 18 名 様 の 少 人 数 ツア ー 
1 ツア ー の 募集 人 数 は 最大 で 18 名 まで 、 ラ グ ジ ュ アリ ー バ ス 「 ロ イヤ ル ロ ー ド ・ プ レミ アム 」 利 用 ツア ー は 
10 名 まで と し 、 少 人 数 だ か ら と そ 利 用 で きる 宿 や レス トラ ン を 上 厳選 し まし た 。 


〇 「 夢 の 休日 」 を 熟知 し た 添乗 員 が 同行 


「 夢 の 休日 」 の 添乗 経験 が 豊富 な 添乗 員 や コー ス を 熱 知 し た スタ ッ フ が 
きめ 細やか に お 客 様 を サポ ー ト し ます 。 


②③ 〇 ゆとり の ある バス 移 動 
ラグ ジュ アリ ー バ ス 「 ロイ ヤル ロー ド ・ プ レミ アム 」( 詳 細 は 左 ペ ー ジ に 掲 載 ) 利 用 の コー ス を ご ど 用 意 し まし た 。 
スタ ンダ ー ド な バス を 利用 する 場合 は お ひと り 様 2 席 を ご 用意 し ます 。 
(目的 地 に よっ て は 小回り の きく ジャ ン ボ タク シー (1 台 あ た り 最 大 5 名 ) や タク シー (お 申込 1 組 に つき 1 台 ) を ご 用 意 し ます 。 ) 


〇 ⑨ 新 幹線 は 「 グリ ー ン 車 」 の お 座席 を ご 用 意 C 部 っ コース を 除き ます ) 
⑨ お 人 荷物 往復 宅配 で 身軽 な 旅 を 


ど 自 宅 か ら 最 初 の 宿泊 地 へ 、 お よび 最終 宿泊 地 か ら ど 自宅 へ 、 お ひと り 様 お ひと つ 無 料 で お 荷物 を お 送り いた だ け ま す 。 


〇 ど 予 約 後 の ご 相談 一 夢 の 休 日 ユー ス に ど ご 予 約 い た だ いた 方 限定 一 
ツア ー ど 予約 後 か ら ど 出発 前 の ご 相談 は 、 お 申込 み の 販 売店 また は 国内 旅行 デス ク ( お 電話 また は お 問合せ 専用 フォ ー ム ) に て 承り ます 。 
国内 旅行 デス ク で は 、 と 旅行 先 の 気候 や 服装 に 関す る ど 質 問 や 自由 行動 時 の 過ごし 方 な ど 、 
企画 や 販売 、 添 乗 に 携わる 社員 が 詳し く お 答え し ます の で お 気軽 に お 問い 合わ せく だ さい 。 
ど 質 問 の 内 容 に よっ て は お 答え で き な い 場合 も あり ます 。 
< 国内 旅行 デス ク 電 話 番号 >03-6731-7690 < 国内 旅行 デス ク お 問合せ 専用 フォ ー ム > 


や まな ey や ゃ 必 
〇 ご 出発 前 に 添乗 員 よ り ご 連絡 いた し ます 
安心 し て ど 旅 行 を お 愉し みい た だ く を ため に 、 と 出発 2ー3 日 前 頃 に ご ど 挨拶 を 兼ね て 最終 の ご 案内 を いた し ます 。 
と 不安 、 ど 不明 な 点 等 ご ど ざ いま したら 上 甘 細 な と と で $ ゃ 結構 で す の で ご 相談 くだ さい 。 
(※ 一 部 の コー ス お よび 添乗 員 の 同行 し な い コ ユー ス を 除き ます 。 ※ お 申し 込み 代表 者 様 の み へ の ご 連 絡 と な り ま す 。 ) 


⑨③ 旅 の アレ ンジ を 承り ます 
お 部 屋 の アッ プ グ レー ド や 現地 合流 ・ 離 団 、 往 復 交通 の お 座席 の アッ プ グ レー ド な ど お 客 様 の ご 希望 に お 応え し ます 。 
(※ ど 予約 時 に お 申込 の 販売 店 へ ど ご 希 望 を お 申出 くだ さい (と 出発 21 日 前 まで ) 。 
空き 状況 等 に より ど ご 希望 に 添え な い 場 合 も や ど ご ざい ます 。 ) 


⑤ 国 内 旅行 保険 が 含ま れ て いま す 


詳細 は P.20 の ど 案 内 を ご ど 覧 くだ さい 。 


ま び 万 記 各 
びき 


販売 店 の みな さま へ 往復 の 交通 の お 座席 の アッ プ グ レー ド は 販売 店 に て 手配 し て くだ さい 。 


の bc 2 プー 2 宇 基 院 (1 月 
嵐山 を 借景 と し た 回 遊 式 庭 園 庭 」 は 江戸 時 代 の 名 所 
名 園 案内 記 「 都 林 泉 名 勝 図 され た 名 園 で す 。 


宝 厳 院 (11 月 頃 ) 


創業 か ら 80 余 年 に 渡っ て 京 料理 の 名 店 と 評 さ れる 「 た ん 角 L 店 」 5 癌 食事 を いた だ く 大 書院 は 、1919 年 に 建て られ た 近代 数 寄 屋 建築 を 代表 する 建物 で す 。 
の 流れ を 波 む 「 嵐 山 能 彦 」 の 味 を ご 賞味 くだ さい 。 特別 な 空間 か ら 、 紅 葉 の 絶景 を お 愉し みい た だ け ま す 。 


座 特別 企画 
履 山 の 紅葉 の 名 所 、| 宝 厳 院 」 を 一 般 公開 前 日 に - 本 ツア ー で 特別 に 貸切 。 
「 大 書院 」C て 名 店 「 嵐 山 熊 彦 」 の 出張 料理 を お 愉し みい た だ きま す 。 葵 
男 大 書院 に て 田原 義宣 ご 住職 の 法話 を 拝 | 画 
| 画 田 原 老 師 の ご 案内 に よる 特別 拝観 


( 非 公開 の 本 堂 の ご 本 尊 「 十 一 面 観世 音 菩 薩 」 脇 人 の 「 三 十 三面 体 の 観世 
音 菩 薩 」、 足 利 尊 氏 が 信仰 し た 「 地蔵 菩薩 像 」 な ど を ご 覧 いた だ け ま す 。) 


通常 非 公開 の 大 書院 に て 名 店 「 嵐 山 熊 彦 」 の 出張 料理 を お 愉し みく だ さ ぃ 還 還 il 克 cm 


スケ ジュ ー ル O は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 、\ は # と こ の s 5 、 E 
〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 、 交 は 紅葉 の みどころ 2 日 目 は グル ー プ 毎 に 1 台 、 観 光 タ クシ ー を ど 用 
ゆっ くり 出発 | 京都 駅 (10:45) 発 一 UNI KYOTO] (フラ ンス 料理 
の ご 昼食 ) | 椅 也 席 ひ 二 尊 院 O 〇 常 下 光 寺 ⑨ 思い の まま に 秋 の 京都 を お 楽し みく だ さい 。 京 都 に 精通 し た ドラ イ バ ー が 
] 5 思 国 天 陀 き ーー 甘 琶 国 〇 宝 厳 院 (田原 義宣 ご 住職 の ご 案  ※ 有 料 施設 入場 料 、 有 料 道 路 代 、 駐 車場 代 、 昼 食 代 、 延 長 料 金 等 は お 客 様 
内 に よる 特別 拝観 、 ご 法話 / 大 書院 に て 名 店 「 嵐 山 熊 彦 」 の 出張 料 浴 乗 員 は 同行 し ませ ん 。 
理 の ご 夕食) | 椅子 席 一 一 京都 市 内 泊 (21:00 需 ) 剛力 


2 ホテ ル (11:00 頃 ) = 一 グル ー プ ご と に タク シー (中 型 ) を 1 台 ご 用 意 し = 
ます 。 王 京都 市 内 観光 ( 約 5 時 間 ) = 京都 駅 (16:00 絡 着 國 プ 


ォ ー シ ー ズ ンズ ホテ メル 京都 
※ 移 動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 ・ 中 型 タ クシ ー と な り ま す ( 人 数 に より 分 乗 ) 。 寺社 仏 開か 立 ち 並ぶ 東山 の 航 に 位置 する ラグ ジュ アリ ー ホ テル 。 約 800 年 に も 


※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


田 宿 泊 :〈 京 都 府 京 都市 内 y フォ ー シ ー ズ ンズ ホテ ル 京 都 (洋室 ・ プ レミ アル ー ム ツイ ン 
53m61m) 


の E 介 の 東和 し eZ240 ジ フォ ー シ ー ズ ンズ な ら で は の ホ 


骨 旧 用 川 川 「 


最大 18 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 往復 宅配 付 


出発 日 2022 年 11 月 11 日 ( 金 ) 


有川 旧 | 
UM 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :10 名 @ コ ー ス 番号 :1GGK000.0 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
京都 駅 発着 350,000 由 480.000 由 本 *- E 
添乗 員 は 1 日 目 京都 駅 か ら 2 日 目 京都 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 シッ ピニン ドジ シン V2* ラ ン | プラ ッ タ リー」 


10 


各 都 の 奥 座 敷 ・ 犬 原 | 補 光 院 」 特 別 拝観 2 日 間 


No と 0 


陸 - 
剛 .] 
” 計 
に "| 
| 
の 


連語 院 」 に て ゆっ た り と 紅葉 を 観賞 し な が ら 、 舘 ・ 寂 (わび ・ さ きび) の 
世界 を 味わい ます 。 


」 時 | 
Ioee 料理 メージ) 壮 議 語 (EieiE 
大 原 に ひっ そり と 伴 む 疲 光 院 。 聖 徳 太 子 が 父親 で ある 用 明 天 皇 の 菩 坦 を 遇 うた め に 「 客 殿 」 に て 特別 晩 響 会 。 矢 尾 治 の 創業 明治 元 年 (1868 )、 

594 年 に 建立 し た 天台 宗 の 尼寺 。 平 家 物 語 に ゆか り の 地 と し て も 知ら れ て いま す 。 精進 料理 を お 楽し みく だ さい 。 各 宗派 御 本 山 御用 達 、 仕 


と と 


山門 へ の 続く 参道 は 紅葉 の 隠れ た 名 所 で す 。 出し 専門 の 精進 料理 屋 。 


ME 全 の 人 5 相 出 | 型 徳 大 子 が 建て た 尼寺 「 寂 光 院 」 を 本 ツア ー で 特別 に 貸切 。 
歴史 を 学び 、 美 し い 紅 葉 を 愛 で な が ら の 特別 晩 維 会 へ ご 案内 し ます 。 
田平 成 12 年 の 火災 に 遭い な が ら ゃ 奇跡 的 に 外形 を と ど め た 

「 地 蔵 菩 薩 立像 ( 旧 本 尊 ) 」 特 別 拝観 


『 画 非 公開 の [書院 」 に て 呈 茶 を 頂き な が ら 、 紅 葉 の 美しい 景観 を 室内 か ら 堪 能 | 


画 寂 光 院 顧問 で 京都 産業 大 学 文 化学 部 京都 文化 学科 教授 の 
石川 登志 雄 先 生 に よる 特別 レク チャ ー で 境内 を めぐ る 


画 | 客 威 」 に て 「 矢尾 治 」 の 出張 精進 料理 で 味 わ 2 特別 晩 響 会 


意 し ます スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 、\ は 紅葉 の みどころ 
6 ゆっ くり 出発 | 京都 駅 (11:00) 発 一 「 下 鴨 茶 寮 」( 京 懐石 の ご 昼食 ) 
ご 案内 し ます 。 ] | 較 和 @⑥ 三 千 院 宝 泉 院 寂光 院 
ご 負担 、 現 地 払 いと な り ます 。 (レク チャ ー 付 特別 振 観 ノ 客 典 に て 「 矢 尾 治 」 の 出張 精進 料理 の ご タ 
食 ) | 椅子 席 | 一 京都 市 内 泊 (21:00 頃 ) 圏 太 | タ | 
め ホテ ル (11:00 頃 ) ーー グル ー プ ご と に タク シー (中 型 ) を 1 台 ご 用 意 し 

ます 。 王 京都 市 内 観光 ( 約 5 時 間 ) ーー 京都 駅 (16:00 軸 着 國 ( 

※ 移 動 は ジャ ン ボ タフ シー また は 小型 ・ 中 型 タ クシ ー と な り ま す ( 人 数 に より 分 乗 )。 

お よぶ 歴史 を 持つ 名 庭 「 積 琴 園 」 を 抱く ホテ ル は 、 伝 統 と 四季 折々 の 美意識 、 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

MGM 画 宿 泊 :( 氷 都 府 京 都市 内 〉 フォ ー シ ー ズ ンズ ホテ ル 京都 (洋室 ・ プ レミ アル ー ム ツイ ン ノ 


75 53m-61m) 


最大 18 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 往復 宅配 付 


出発 日 2022 年 11 月 19 日 詩 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 旬 最 少 催 行人 員 :10 名 介 コ ー ス 番号 :1GGK000-1 


= 出発 * 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
2. ーー 4 京都 駅 発着 350.000 円 480.000 円 
0 2600 基 。 法 季 員 は 1 日 目 京 都 駅 か ら 2 日 目 京都 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


ME 人 の 前 還 氏 計量 2022 年 開業 「 祥 坊 靖 沼 貸切 mr 


ーーー 
ーー 


本 HH 
人 人 了 則 本 間 M 


NNM 『/ ン ん 


WOIOT  R 二  I/ の デハ ン の アデン デン ーー 


[ 祥 靖 寧 』 外 観 (イメ ー ジ ) ※ 画 像 は イメ ー ジ バニ ス と な り ます 8 員 還 神功 
木 の 温もり を 感じ る 「 禅 坊 靖 密 」。 建 築 業 界 で 最も 権威 の ある 賞 の ひと つ 360 度 多 広 が る 絶景 が 広がる ウッ ド デ ッ キ で の "空中 禅 "な ど 様 々 た プログラム 


「 プ リツ カー 賞 」 受 賞 の 建築 家 ・ 坂 茂 氏 C よ る 設計 で す 。(2 日 目 ) を ご ど 用意 し て いま す 。(2 日 目 ) 
スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 立 は 花 の みどころ 
の 3 東京 駅 (9⑨:3010:10) 発 = (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) == 
2022 年 開業 の 「 坊 靖 IE を 整え る 新 大 阪 駅 一 信明 石 海峡 大 橋 一 - 〇 うず の 丘 大 則 門 橋 記 念 館 
Ro 9 =ー 二 鳴門 公園 泊 (16:00 貼 ) 
ひ つ 放 ン 回 2 人 符 「 カ リフ ォ ル ニア テー ブル ] に て 創作 フレ ンチ 
ー 員 、 の ! 
ド る 湊 和 委 の 折々 の 硫 色 を 巡 め | コ ホテ ル (9:00 細 ) 一 一 沙 〇 あわ じ 花 さじ き ( ス トッ ク の 花 の 見頃 ) 


な が か がら の "空中 禅 "で 心身 を 整え る ひと と き を 0 ei 詞 
お 過ごし いた た か 、 と 四半 是 「 禅 坊 靖 寧 」 (身体 の 芯 か ら バ ラン ス を 整え る 禅 坊 料 理 
(20 の ご 昼食 と 、 禅 茶道 ・ 書 道 ・ 香 道 の 体験 プロ グラ ム 、 プ ライ ベー ト 


ンジ し た 、 デ トッ クス 効果 に て 腸 内 環境 を 整 免疫 力 を 高め る ご 昼食 、 茶 道 2| 還 ニコ っ 、 内 
な どの プロ グラ ム を 貸切 で ゆっ た り ど 体験 いた だ きま す 。 ミニ コン サー ト ) | 椅子 席 ] 一 鳴門 公園 泊 (16:00 仙 ) 
2 句 の 食材 を 使っ た 和 懐 石 


國 居 多 


ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 〇 大 塚 国際 美術 館 ( 世 界 26 カ 国 の 西洋 名 画 を 陶板 
9 で 原寸 大 再現 し た 陶板 名 画 美術 館 ) 一 ホテ ルアナ ガ 内 「 鮨 阿 那 賀 ] 
4 全量 暗 中 計 っ ( 和 和 会 席 の ご 太 廊 ) 知子 席 ] 一 の 伊 神 宮 一 一 新 大 孤 駅 
アン バ サ ダ ー を 務め る 大 追 淳 英 の ヴァ ーー (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) デー 東京 駅 (193020:15) 着 
イオ リン に チェ ロ ・ ビ アノ を 加え た トリ オ 
の ミニ コン サー ト を 開催 し ます 。 國 周 
開放 的 な 空間 で の で の 癒し の ひと 
大 迫 淳 英 氏 と き を お 過ごし くだ さい 。 


〈 利 用 バス 会 社 (株 )km モ ビリ ティ サー ビス 
※ 荒 天 の 場合 、「 禅 坊 靖 寧 ] の ウッ ド デ ッ キ は 、 サ ッ シ を 閉め て ご 利用 いた だ く こ と が 


あり ます 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

ホテ ルリ ッ ジ 還 容 泊 :( 徳 人 県 ・ 只 門 公園 ) ホ テル リッ ジ ( 洋 室 : ツ イン ノ 約 60m) 

瀬戸 内 海 国立 公園 内 の 自然 の 中 に ひっ そり と 伴 む わずか 10 室 だ け の プラ イ 

ペー ト オ ア シス 。 日 常 の 喧 嘆 を 離れ 、 ゆ っ た り と し た 時 に 身 を 委ね る 。 最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 往復 宅配 付 


美味 な る 食 と 静か な 空間 で 癒さ れる 極上 の リゾ ー ト を お 愉し みく だ さい 。 


出発 日 2023 年 1 月 5 日 ( 木 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :6 名 人 コース 番号 :1GGKR00-0 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
「 テー jm 東京 駅 発着 560,000 由 610,000 ロ 
往路 新 大 阪 駅 台 流 15,000 円 引き 
1 Ii 時 靖国 人大 阪 台 15.000 円 3 き 
ーー ララ ジリ ラ リラ レー 添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


8 名 様 限定 関西 の 世界 遺産 めぐ り と 近鉄 観光 特急 1! あ を に よし 」 ロイ ヤル ロー ド ・ 


プレ ミア ム 


外観 (ニー ジ ) 


章 AG 


日 本 料理 に は 歳時記 に 寄せ る 決ま り 事 が あり 、 そ の 季節 を 意識 し た も の を 心 食べ 物 は 全て 自然 の 恵み か ら 賜 り 、 人 間 は 火 を 使う こと で 煮 炊 き を し 、 野 焼き 
を 込め て 提供 し て いま す 。 十 三 か 月 の それ ぞ れ の 器 に 盛っ て 恥じ な い 料 理 、 を し 、 畑 を 耕し ます 。 自 然 と 共に 育ち 、 自 然 の 怖 さ 、 自 然 の 恵み を 感じ 、 自 然 を 
日 本 料理 の 美味 し さ を 楽 し ん で いた だ ける 非 日 常 の 場 を お 楽し みく だ さい 。 護る こと を 使命 に 、 心 身 を 豊か に し て くれ る 料理 を お 作り し ます 。 


料理 マス ター ズ 
日 本 の 「 食 」 や 「 食材 」、「 食 文化 」 の 素晴らし さや 魅力 に 誇り と こだわ り を 持ち 、 生 産 者 等 と 「 協 働 」 し た 様々 な 取組 を 通じ し 、 こ れ ら の 伝承 、 
普及 に か か わっ て きた 料理 人 を 表彰 する 農林 水産 省 の 顕彰 制度 で す 。 


1 日 目 は 知る 人 ぞ 知 る 大 阪 難波 の | 本 湖 月 」、 スケ ジュ ー ル は 入場 観光 、 〇 は 下車 観 光 、@ は 車窓 観光 
3 日 目 は 京都 に 仔 む 「 草 喰 な か ひがし (1 階 カ ウン ター 東京 駅 ⑨30-1030) 発 ご (東海道 新 幹 線 グリ ー ン 車 ) ニー 

代 ャ ビ 求 新 大 阪 駅 一 〇 堺 市 役所 21 階 ロビ ー 展 望 台 =ー 

0 計 2 ] で 技能 する 日 本 料理 2 1 | 〇 加計 庄 計 仁 徳 天 皇 陵 古墳 一 一 大 阪 市 内 泊 (16:30 妃 ) 

料理 マス ター ズ を 受賞 し て いる 料理 人 が 料理 長 を 務め る 予約 の 取り づら い 名 店 。 ホテ ルーー 回 「 本 湖 月 」 (日 本 料理 の ご 夕食 ・ 穴 見 氏 に よる お 話 ) 
いずれ も 目 の 前 で 料理 人 が 目 の 前 で 調理 を する カウ ンタ ー 席 を ど 用 意 し ます 。 テ ー22:00 妃 ) 画 較 | 夕 | 


と だ わり の 日 本 料理 を 心ゆく まで お 愉し みく だ さい 。 
お 食事 中 ご 主人 自ら が 料理 等 に つい て 語る 時 間 が ご ざい ます 。 


ホテ / ーー 机 計 鞭 詩 東 大 寺 一 一 メイ ンダ イニ ング ルー ム [ 三 笠 
2 (名 物 「 ビ ー フ シチュ ー セ ッ ト 」 の ご 昼食 ) [智子 席 近鉄 奈良 駅 Tr 


の 痢 ] (近鉄 観光 特急 「 あ を に よし ]) rr 京都 駅 王 一 京都 市 内 泊 (15: 30 和 

閑 西 の 世界 財産 登録 地 を 訪れ ます 加 7 の)02G62272 國 居 図 
に 徳 大 旦 陵 古 墳 ホテ ル (10:00 怖 ) 一 -O 〇 還 計 計 選 上 賀茂 神社 一 「 草 喰 な か ひがし 」 (日 本 

「 青 知 鳥 ・ 古 市 古墳 群 」 は 、「 仁 徳 天 香 陵 う | 料理 の ご 昼食 ・ 中 東 氏 に よる お 放 ) = 一 京都 駅 


= (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 東京 駅 (18.00-19:30) 着 國 司 ] 

〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス また は (株 ) フジ エクス プレ ス 

※1 日 目 ホ テル ら ご 夕食 場所 は タフ シー また は ジャ ン ボ タク シー を 利用 し ます 。 ご 参加 人 数 
に 応じ て 分 乗 と な る 場合 が あり ます 。 ※ 体 調 不良 等 に より 別 の 料理 人 に よる 説明 に な る こ 


古墳 」 を 含む 49 基 の 古墳 群 で あり 、 最 も 
規模 が 大 きい 「 仁 徳 天皇 陵 古 墳 」 は 日 本 
最大 の 前 方 後 円 墳 で す 。 


と が あり ます 。 そ の 場合 も ツア ー は 実施 し 、 ご 旅行 代金 の 払戻 し は あり ませ ん 。※ 1 日 目 の 
ホテ ル 到 着 時 間 は 21 時 30 分 一 22 時 頃 と な り ま す 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
上 軟 茂 神社 画 宿 泊 :〈1 泊 目 ノ 大 孤 府 大 阪 市 内 ) 上 国 帝 国 ホテ ル 大 阪 (洋室 . イ ン ペリ アル フロ フ 
具 デラ ックス ツイ ン ノ 約 40m) 
京都 世界 文化 遺産 の 1 つ 。 (2 泊 目 ノ 京都 府 ・ 京 都市 内 〉 ホ テル オー クラ 京都 岡崎 別 虹 (洋室 ツイン) 
国宝 ・ 重 要 文 化 財 に 加え 自然 あふ れる  ※ 隣 接する 岡崎 別院 の 本 堂 改修 工事 に 伴い 、 お 部 屋 か ら の 景観 が 一 部 損 わ れる 場合 


境内 が 評判 で す 。 が あり ます 。 


最大 8 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 往復 宅配 付 


出発 日 2023 年 1 月 25 日 ( 水 ) 


の ) 有 居 


近鉄 観光 特急 | あ を に よし 」(。 色 


2022 年 4 月 29 日 C 運 行 開始 、 大 阪 ・ 奈 良 ・ 京 都 を 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGKR00-1 
出発 - 到 着地 | 2 泊 目 部 屋 タ イフ 2 名 1 室 1 名 1 室 
ガー デン ツイ ン ( 約 40m) | 550,000 円 | 600,000 由 


結ぶ 近鉄 の 新た を 観光 特急 で す 。 東駅 発 gg ラ ィ ー ト ( 細 0m) | 600.000 ロ | 700.000 
天平 時 代 の 高綱 な 色 と さ れる 紫色 の 外観 、 古 往路 新 大 阪 駅 合流 15.000 円 引き 
都 ・ 奈 良 を イメ ー ジ させ る 天平 文様 で 歴史 ・ 文 化 復路 京都 駅 離 団 15,000 円 引き 


を 感じ る 車内 が 特徴 で す 。 


添乗 員 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


よろ びあ ん い 


音 放 人 能 」 と 「 音 色香 の 筆 合 稚 の は な 」 の 美人 3 日 間 


ロ し ッ デ GE 
店 介 全 の 生 合 鈴 の は な 創作 和 和 会 席 ( 御 料理 の 例 ) 音色 香 の ee 了 を ブシ ョ シ 棟 ノロ ビー 


| 泊 音色 香 の 季 ・ 合 歓 の は な 

加 | 割 を 占め る 日 南 市 北郷 町 。 五 重 の 滝 や 世界 的 に 珍し い 苔 に イチ イガ シ 原 生 林 樹海 を 源 と し て 流れ る 猪 八 重 渓谷 の ふも と 。 
その 渓谷 に 沿っ て 建つ 10 棟 の 露天 付 ス イー トル ー ム の 離れ 。 秋 に は 日 本 を 代表 する 山野 草 に 、 真 っ 赤 に 萌え る 紅葉 群 に 囲ま れ ま す 。 
時 雨 に 彩る 苔 庭 に 銀河 。 合 和 欲 の は な の 渓谷 の 四季 は 圧巻 で す 。 


較 都電 qam 


日 本 の 在 来 馬 の 中 で 、 野 生化 し た 貴重 な 存 
在 と し て 国 の 天然 記念 物 に 指定 され て いる 
都井 岬 の 「 御崎 馬 ( み さき 5 うま)」。 宮 崎 県 の 
最 南端 、 都 井 岬 の 550 ヘ クタ ー ル の 広大 な 敷 
地 で 人 間 の 手 を 借り ず に 生き る 野生 の 御崎 
馬 を 専門 ガイ ド さ ん の 案内 で 見 学 し ます 。 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観 光 
羽田 空港 (7:00-9:00) 発 へ 宮崎 空港 一 〇 弟 戸 神宮 一 日 南 
海岸 「 南 卿 プリ ンス ホテ ル 」 (洋食 の ご 昼食 ) | 椅子 席 〇 都井 


1 中 一 北 和 猪 八 重 渓谷 泊 (16: 30 順 ) 
ホテ ル に て 秋 の 創作 和 会 席 田 太 || 
ホテ ル (10:00 頃 ) 一 一 鉄 肥 ( 〇 低 肥 城 寺 、 〇 小村 寿 太郎 生 家 ) 九 


鉄 肥 城 の 大 手 門 か ら 歩 を 進め る と 、 城 下町 の 住 時 を 人 ば せる 建物 が 並ぶ 

細道 が あり ます 。 そ の 伝統 的 な 武家 屋敷 に と け 込 む よ う な 築 100 年 以上 の 

古 民 家 C『 一 能 』 は あり ます 。 東 京 の 日 本 料理 の 名 店 で 経験 を 積ま れ 、 公 館 2 
な ど で 国 内 外 の 質 客 を も て な す 責 任 者 も 務め られ た ど 主 人 が 故郷 に 戻り 、 

ど 夫 婦 で 開か れ て いる 昼夜 3 組 限定 、 完 全 予 約 制 の 隠 れ た 名 店 で す 。 


州 の 小 京都 伯 肥 の 城下 町 | を 地元 の ガイ ド さ ん と 共に 散策 
ー 日 に 昼夜 それ ぞ れ 3 組 限 定 の 「 喜 庵 一 能 」 (会 席料 理 の ご 昼 
食 ) 椅子 席 | = 一 錠 肥 ( 〇 服部 植物 研究 所 ) 北郷 ( 〇 焼酎 工場 
見 学 ) = 一 北郷 ・ 猪 八重 渓谷 泊 (15:30 頃 ) 
及 符 ホテ ル に て 秋 の 創作 和 会 席 國 層 較 
1 ホテ ル (9:00 頃 ) = 一 道 の 駅 な ん ご う = 一 宮崎 空港 へ 羽田 空港 
ぉ び (14:00 一 16:00) 着 國 | 
較 飲 Memm EE JA また は お た は ANA の 大和 用 ど な りお ます 
伯 肥 は 『 九 州 の 小 京 都 』 と 称 さ れ ま す 。 天 正 16 年 (1588) か ら 明 治 初期 まで 利用 パス 人 宮上 通 また は 伺 交 タク シー PO ご 内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
イー ト (1 ベ ッ ト ルー ム 、 全 室 天然 温泉 回 天風 呂 、 テ 5 内 茜 付 / 約 64m_・ 
造 末 仔 選定 て い o 


専門 の ガイ ド さ ん と 一 緒 に 、 鉄 肥 城 填 や 商人 町 通り 、 町 を 流れ る 堀割 の 清流 最大 12 名 | / 1 名 参加 可能 | / 流 乗 員 同 行 | / 往復 宅配 付 
な ど 、 江 戸 時 代 を 和 初 徳 と させ る 町 並み を 巡り ます 。 出発 日 2022 年 10 月 26 日 
ご 旅行 代金 お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :6 名 @ コ ー ス 番号 :1GGK000-2 
出発 ・ 到 着地 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 


羽田 空港 発着 ジニ ニア スイ ー ト 利用 | 360.000 ロ | 450.000 
プレ ミア ム ・ ス イー ト 利 用 | 400.000 円 | 490.000 円 

往路 宮崎 補 洪 合流 12.000 円 B き 

復路 宮崎 空港 離 団 12.000 幅 き 

謗 の の が が の と 082 人 衣 引 半 。 洒 員 は 1 日 目 羽 田 空港 か ら 3 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


創業 150 周 年 を 迎え る クラ シッ ク ホ テル 

「 日 光 金谷 ホテ ル 」 と JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 が 
贈る 秋 の 特別 企画 で す 。 

歴史 に 想い を 馳せ な が ら 贅 沢 な 

ひと 時 を お 過ごし くだ さい 。 


日 光 東 照 宮 特別 拝観 (2 日 目 ) 
一 般 入室 が 禁じ られ て いる 「 徳 川 将軍 着座 の 間 ] へ 
ご 案内 。 ご 祈 守 、 神 職 に よる 宝物 の 解説 を いた し ます 。 


日 光 金 谷 ホ テル 150 周年 特別 メニ ュー (2 日 目 夕食 ) 
創業 150 周 年 に ちな ん だ 当 ツ アー 限定 の メニ ュー を ご 用 意 。 _ 六 
鈴木 一 成 総 料理 長 自ら メニ ュー に つい て ご 紹介 いた し ます 。 


人 ド ロー ン に よる 空中 撮影 

旅 の 途中 、 日 光 の 雄大 な 景観 を バッ ク に ドロ ー ン に よる 空中 

撮影 を いた し ます 。 

貴重 な 旅 の 思い 出 と な る こと で し ょ う 。 

※ 撮 影 の た め ツア ー 中 一 部 撮影 スタ ッ フ が 同行 する 場面 が あり ます 。※ 撮 影 し た 内 容 は 
編集 後 DVD また は デー タ に て 後日 お 渡し し ます 。 荒 天 時 は 撮影 で き な い 場合 が あり ます 。 


詩 軍 症 座 の 間 


ハイ ヤー は ゆとり の 広 さ 「 グ ラン エー ス 」 

を ご 用 意 。 

ベテラン ドラ イ バ ー が ご 案内 し ます 。 
(株 ) km モビ リティ サー ビス 


歴史 と 伝統 の クラ シッ ク ホ テル で 過ごす 克 , 


日 光 金 谷 ホ テル 攻 放 7 


明治 創業 。 現 存する ホテ ル で 日 本 最 古 の フラ シッ クリ 
ゾー ト ホ テ ル で す 。 ヘ レン ケラ ー や アイ ン シ ュ タイ ン な ど 
世界 の 要 人 を お 迎え し た "日 光 の 迎 宮 館 "を ご 堪能 くだ 
癌 ks 


中 禅 寺 金 谷 ホテ ル 話 陵 宮 


日 光 国 立 公園 内 、 中 禅 寺 湖畔 の 森 の 中 に 件 む お 、 カ ナダ 
人 建築 家 』)・ ス ター ジェ ス 氏 設計 、 カ ナダ 産 の 銘木 を ふん 
だ ん に 使っ た ログ ハウ ス 風 洋式 ホテ ル 。 約 114m の 広々 
と し た スイ ー ト ルー ム を ご 用 意 し まし た 。 


お 部 屋 の 二 例 


関東 新潟 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 旬 は 車窓 観光 


東京 都 区 内 (10:30) 発 = 宇都宮 [オト ワレ スト ラン ] (地産 地 消 
ここ だ わる フレ ンチ の 名 店 で 「 栃 木 テ ロワ ー ル 」 の ご 昼食 ) 
〇 若竹 の 杜 若山 農場 (広大 な 竹林 を 散策 ) = 一 
日 光 市 内 (15:50 人 頃 ) 

和洋 折 表 料理 圏 昼 | タ 


| ホテ ル (10:30 頃 ) 一 〇 日 光田 母 沢 御用 邸 記念 公園 一 (名 物 

』 ゆば 料理 の ご 昼食 ) ニー 癌 晴 向 罰 〇 日 光 東 照 宮 特 別 拝観 

上 (殿堂 、 将 軍 着 座 の 間 ご 祈 裕 、 神 職 に よる 宝物 の 解説 ) 一 本 宮 

岬 カフ ェ ( 古 民家 カフ ェ で 日 光 の 歴史 説明 ) 一 一 日 光 市 内 (16:30 刀 

2 問屋 計 還 日 光 金谷 ホテ ル 1 50 年 周年 特別 メニ ュー 

(フラ ンス 料理 ) を お 愉し みく だ さい 。 

鈴木 一 成 総 料 理 長 が 自ら メニ ュー に つい て ご 紹介 いた し ます 。 

國 司 了 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 (第 二 い ろ は 坂 ) 〇 明智 平 ( ロ ー プ ウェ イ で 
華厳 ノ 滝 な ど 大 パノラマ 展望 ) 一 (ご 昼食 ) 一 〇 案内 ガイ ド 
と 中 禅 寺 湖 ハイ キン グ ( 〇 湖畔 、 〇 英国 大 使 館 別荘 記念 公園 、 


2 〇 イタ リア 大 使 館 別 荘 記念 公園 ) 一 一 中 禅 寺 (16:00 山 ) 
り 2 診 和洋 折 表 料理 萌 | 昼 | タ 
店 | ホテ ル (9:00 頃 ) 〇 ネイ チャ ー ガ イド に よる 戦場 ヶ 原 の 自然 
回 散策 ( 約 180 分 ノ 往 路 の 一 部 は 低 公害 パス で 移動 し ます ) 

中 禅 寺 (15:30 頃 ) 

回 人 フラ ンス 料理 圏 因 較 


上 ホテ ル (10:30 頃 ) 〇 酒蔵 見 学 (ご 昼食 ) ⑥ 鹿 沼 組 子 
工房 見 学 (コー スタ ー づ くり ) デデデ 東 京都 区 内 (1Z30 刀 5 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

田 宿 泊 :〈1・2 泊 目 プ 栃木 県 ・ 日 光 市 内 〉 日 光 金 谷 ホテ ル (: ブ 

34m) 

〈3・4 泊 目 ノ 栃木 県 ・ 中 禅 寺 〉 中 禅 寺 金谷 ホテ ル ( 洋 

グ 約 114m) 


seE:|y40 ア た ゴミ リ ニ レ た 】 こ 【(=) 


10 月 30 日 (日 )、11 月 6 日 (日 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 @ コ ー ス 番号 :1GGYO00-0 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 
東京 都 区 内 発 基 750,.000 
※ 泊 乗員 は 同行 し ませ ん 。 宿 泊 時 の お 手続 き は ご 自身 で 行っ て いた だ きま す 。 


四季 $ ク 紀行 古 HB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 特別 企画 九州 離島 アイ ラン ド ホ ッ ピ ング ー 


闘 内 訂 島 区 間 JTB 特 別 チ ャ ー タ ー 
五島 列 鳥 ・ 奄 美 大 島 ・ 屋久 知 の 目 然 ・ 文化 ・ 


yr | | 
かい 
ーー = に 
5 の で WT 


mm マデ ニニ 


に で ーー へ K。 | 

“ 証 区 動植物 が 独自 の 進化 を 遂げ て きた 海 と 
か ぶ : シ タン 駐 化 が 記 濃 < 残る ーー NIII 秋 が 織り な す 亜 熱帯 の 島 奄美 大 島 。 バ 
祈り の 伺 五島 島 の 美しい 景 観 に 深 け 込ん だ 議 も な お 特別 天馬 記 志 の 天 少 な 固有 種 が 数 多く 生 皿 し て いま す 。 
会 を 巡り ます 請 人 ES 2021 年 7 月 に は 所 連 目 然 中 産 に 登録 され まし た 。 


金 作 原 原生 栖 


導 会 (1 日 上 林 才 人 解 = 初め て 五島 に 建て られ た 海辺 に 伴 む 教会 金 作 原 原生 林 (4 日 目 ) 生き た 化石 と いわ れる 巨大 な ヒ カ ゲ へ ヘ ゴ な どの 
亜熱帯 植物 や 、 国 指定 天然 記念 物 の 希少 生物 が 生息 し て いま す 。 


海 を 越え て 九州 の 世界 遺産 の 島々 の 長い 歴史 の 中 で 守ら れき 
貴重 な 自然 ・ 文化 ・ 歴史 、 そし て そこ に 暮らし て いる 人 々 と 出 会 庫 誠 3 Ame 


五島 つば き 空 港 。 


1. 小 さ な プ ロペ ラ 機 で 九州 の 世界 遺産 の 島々 を ホッ ピン グ 五島 列島 

大 型 旅客 機 と は 異な る 半分 一 三 分 の 一 程度 の 高度 で の 低空 飛行 だ か ら こ そ 鹿児島 空港 

視界 が 雲 に 吉 ら れる こと な く 、 美 し い 海 や 島 の 風景 を ご 覧 に な れ ま す 。 

ご デ 

2.JTB 特 別 チ ャ ー タ ー 便 で ご 案内 ま 

長崎 の 航空 会 社 オ リエ ンタ ル エ アブ リッ ジ (ORC) と 鹿児島 の PU 

航空 会 社 日 本 エア コミ ュー ター (JAC) を 特別 チャ ー タ ー し ます 。 本 ツア ー 特 別 運 航 

ー 部 区 間 を 除き 定期 便 で は な い 本 ツア ー だ け の 特別 運航 と な り ま す 。 ーー OKRC 利 用 。 @ 屋久 島 空港 

詳し く は 右記 を ご 覧 くだ さい 。 本 ツア ー 特 別 運 航 屋久 島 

ユエ ワロン ---- ORC 利 用 (定期 便 ) 
3. 地 域 航 空 会 儲 な ら で は の 較 訟 2 佑 
細やか で 温か い お も て な し 略語 

機内 に は アッ ト ホ ー ム な 只 囲 気 に 包ま れ て 3 

旅 を お 楽し みい た だ け ま す 。 美 大 島 空港 

※3 日 目 、 鹿 児島 空港 に て ORC 一 JAC へ 」 

運航 が 引き 継が れ ま す (予定 。 ーー し 介 美 大 島 用 
お 4 ー ジ 
Je の JR の の ※ 上 記 地 図 の 位置 、 縮 尺 、 飛 行 ルー ト は 実際 と は 異な り ます 。 

きん さく ば る ーー 一 ト N で 立 | 省 
回 金 作 原 原 生 林 を 司 | 屋久 島 で は 専門 ガイ ド が 西部 林道 エリ ア や 
ガイ ド 付 で ご 案内 (4 昌利) 帳 邊 合計 水 峡 等 みどころ を ご 案内 (e 日 自 ) 

天然 の 亜熱帯 広 ハッ ※ ご 参加 人 数 に 応じ て ガイ ド は 複数 名 で グル ー プ に 分 か れ て ご 案内 し ます 。 

葉 樹 が 多数 残っ r - 補 こつ に 共に : さ Ce 二 認 だ 2 

て いる [東洋 の ガ 自然 と 共に 生活 する ガイ ド と 一 緒 だ か ら こ そ 


感じ られ る 屋久 島 時 間 を 愉し お 一 


ラ パ ゴ ス 」 を 象徴 

する 金 作 原 原生 費 山 績 太郎 代表 渡邊 太郎 さん 
林 を 訪れ ます 。 。 日 本 山 績 ガイ ド 和 協会 理事 ・ 屋 久 島 観光 協会 理事 ・ 屋久 島 山 一 ガイ ド 連 明 事 務 選 胡 ・ 
ガイ ド が 同行 し 、5 屋久 島町 公認 ガイ ド 

約 120 分 の 散策 甘 開 第 17 回 日 本 エコ ツー リズ ム 大 賞 優秀 賞 受賞 

に ご 案内 し ます 。 


国 | 世界 自然 遺産 の 森 西部 林道 エリ ア (e 


西部 地域 は 、 屋 久 島 の 世界 自然 遺産 の 登録 理由 の 1 つ で ある 海岸 部 の 亜熱帯 か ら 


往復 約 3tm ほ ど 甘 
の ゆる や か な 傾 了 
斜 の ある 山道 ・ 林 


、 僅 装 道路 山頂 部 の 冷温 帯 ま で 連続 し た 植生 の 垂直 分 布 が 保存 され て お り 、 世 界 遺 産地 域 を 
0 車道 が 通っ て いる 唯一 の 場所 で す 。 


相 回 拉 M% ※ 林 道 に は 入ら ず 、 車 窓 か ら の ご 案内 と な り ま す 。 


16 文 写真 提供 : 公 益 社団 法人 鹿児島 県 観光 連盟 


- 五 鳥 つば き 空 港 間 は 定期 便利 用 と な り ま 元 


歴 喝 、 人 々 と 出会う 旅 7 日 間 の 22 @ フ ao 


プシ テン タル エア フレ ッ シ 
スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 
1 展 崎 空港 (11:45 頃 ) 発 -- ヽ 五島 つば き 空 港 一 一 「 椿 茶屋 」 (地元 料理 の ご 
1 昼食 ) 一 一 〇 堂崎 教会 一 福 江島 泊 (16:40 頃 ) 


| 国 替 ホテ ル に て 五島 の 食材 を 使用 し た 和食 創作 料理 田 尽 | 
ホテ ル (8:00 了 ) OO ジン グ ( 借 キ リ シ タ ン 洞 窟 
め 船上 より 見 学 )) ・ 〇 [5 革 計 | 日 五輪 教会 ー ン ノ 浦 港 一 一 〇 青 2 

教会 一 「 ホ テル マル ゲリー | (パス タ セ ッ ト の ご 昼食 ) ニ ーーQ 本 計 詩 四 


0 頭 ヶ 島 天 主 堂 一 一 上 五島 泊 (16:00 頃 ) 
屋 多 4 き 参 ホテ ル に て 五島 の 食材 を 使用 し た 和食 料理 國 層 較 
ホテ ル (8:00 頃 )= 一 奈良 尾 港 へ ン 福江 港 = 一 
紀信 」TB ORC・JAC 特 別 チャ ー タ ー 便 5 の ば き 空港 鹿児島 空港 経 
了 また は 長崎 空港 ・ 鹿 児島 空港 経由 ) 一 奄美 大 島 空港 = 一 〇 田中 一 村 記 
は せ ) | 受 美 術 館 一 一 奄美 大 島 泊 (17:30 需 ) 
腔 人 ホテ ル に て 奄美 大 島 の 食材 を 使用 し た 創作 料理 國 較 


ホテ ル (8:30 頃 )ー 一 〇 金 作 原 原生 林 ( 約 3km 約 120 分 平坦 な 未 舗 装 
人 | 道路 を ゆっ くり と 散策 / ガ イド が ご 案内 ) 一 一 奄美 大 島 泊 (1 3:30 頃 ) 

1127 ホテ ル に て 和食 ( 鶏 飯 ) の ご 昼食 後 は 、【 島 唄 演 奏 】 を お 愉し みい た だ け ま す 。 
充 府 ホテ ル に て イタ リア 料理 國 居 図 
ホテ ル (9:00 頃 )= 一 〇 ホ ノ ホ シ 海 岸 一 一 咽 約 120 分 ゾー ト 
ネイ ティ ブシ ー 奄 美 」 (洋食 の ご 昼食 ) ニー 〇 大 島 細 村 
5 」「B JAC 特 別 チ ャ ー タ ー 使 に だ あき 5 だ 久 島 空 潜 久 島 
M (16:3017:30 財 ) 


11726 
包 こ ク の トド テル に て 和洋 折 豆 料理 
% 未央 ホテ ル に て 5 泊 目 カジ ュ ア ルフ レン チノ 6 泊 目 フレ ンチ フル コー ス 
白谷 雲水 峡 (6 日 目 ) 志 計 ス で は 入口 付近 の 弥生 杉 の 周辺 を ガイ ド 付 で ※ っ ・6 泊 目 共通 閉 居 | タ 
通常 1 時 間 の と ころ を ゆっ くり と 2 時 間 か け て 散策 し ます 。 三 お お 


6 ホテ ル (8:30 頃 ) 一 一 〇 大 川 の 滝 一 一 信 西 部 林道 一 一 〇 永田 いな か 浜 
「 お 食事 処 潮騒 」 (和食 の ご 昼食 ) [益子 席 | 一 一 〇 白谷 雲水 峡 ( 白 

04 | 軒 谷 第 2 駐車 場 一 飛龍 お と し 一 弥生 杉 一 白谷 入口 (高低 差 約 100m ン ノ 
約 120 分 か け て ゆっ くり 散策 ) 久 島 泊 (17:30 頃 ) 國 層 図 
ホテ ル (9:30 頃 ) …… ま た は デー「sankara hotel&spa 屋久 島 ] に て 専門 ガ 
/ | イド に よる 屋久 島 に つい て の お 話 一 茶屋 ひら の (郷土 料理 の ご 昼食 ) 


五島 リト リー ト ray 会 虹 り 


2022 年 夏 開業 予定 。 美 し い 五島 の 海 を 一 望 で 
きる 臨 天 風呂 付 客室 。 
※ 客 室 の 路 天 風呂 は 温泉 で は あり ませ ん 。 


ーー 1 [ 答 子 席 | 一 還 宮代 5 語 尊 2 還 屋久島 空港 へ 鹿児島 空港 
泊 | 五島 列島 リゾ ー ト ホテ ル マ ル グ ゲリー タク 宗良 必 1(16.00 こ 17:40) 着 國 悦 

海 ト 空 〇 ト 星 層 加 5 (利用 予定 航空 会 社 )ORC ま た は JAC ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利用 と な り ま す 。 

N ーー に (利用 バス 会 社 ) 石島 自動 車 また は 長崎 バス 観光 (1 3 日 目 ) ま た は 上 五島 観光 交通 (2 
S 避 E き る 避 1 つ 向台 に ある り / ョ 2 が 7 3 日 目 ) ま た は し ま パ ス (3-5 日 目 ) ※ 豚 空 機 の 発着 時 間 は 2022 年 6 月 現在 の も の で す 。 
※ お 部 屋 ま で の ポー ター サー ビス は ご ざい ませ ん 。 チャ ー タ ー 便 の 海 、 申 請 予定 (も し く は 申請 中 ) の 運航 スケ ジュ ー ル を 時 準 と し て いま す 。 
泊 B 。 前 決定 スケ ジュ ー ル に よっ て 発着 時 間 は 大 幅 に 変更 と な る 場合 が あり ます 。 詳 し く は 最終 
Miru Amaml 2E 旅程 表 に て ご 案内 と な り ます 。※ 名 消 で の 乗 下 胎 時 お よび 各 空港 で は ポー ター サー ビス 
回 6 人 0 MA 0 < の MM 
有 % 安 室 の ア Av =| で ーー o 公 ロ ヒス ヽ 2N 室 守 GE 
0 人 伯 ペン を 利用 し ます 。 ご 参加 人 数 に 応じ て 分 乗 と な る 場合 が あり ます 。 


| THE SCENE 還 計 ) 


TTP する 全 室 オー シャ ン 
ビュ ー の ホテ ル 。 


P .7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

画 宿 泊 :〈1 泊 目 長 崎 県 ・ 五 島 市 〉 五島 リト リー ト ray (洋室 露天 風呂 付 / 約 50m 
〈⑫ 泊 目 ノ 長崎 県 ・ 新 上 五島 町 ) [カジ ュ アル ) 五島 列島 リゾ ー ト ホテ ル マ ル ゲリー タ 奈 良 尾 海 ト 空 
〇 ト 星 (洋室 ・ デ ラッ クス ツイ ン 山側 ・ 海 側 / 約 40Yft、 ま た は エグ ゼクティ ブ テ ラ ス ・ 山 側 
約 49m、 ま た は エグ ゼクティ ブ オ ー シ ャ ン : 海 側 プ 約 46m) 

5・6 泊 目 の ホ テル は 2 施設 より お 選び いた だ け ま す (同一 ホテ ル に 連 泊 ) 〈⑬ 泊 目 ン 鹿児島 県 ・ 奄 美 大 島 》Miru Amami( 洋 室 ・ オ ー シ ャ ン ヴ ィ ラ アウ トド アバ ス 付 ・ 


また は ヒル サイ ド ヴ ィ ラ アウ トド アバ ス 付 ・ 無 ノ 約 37m) 
(JR ホテ ル 屋久 島 sankara hotel& 


(4 泊 目 鹿児島 県 奄美 大 島 )THE SCENE (洋室 ・ ス タン ダー ド ダ ブル ノ 約 30m?) 
に 1 に 区 記 信 (5.G 泊 目 ) (5-6 泊 目 鹿 児 人 県: 屋久 島 )④JR ホ テル 屋久 島 (洋室 ・ ス タン ダー ド ツ イン ノ 約 30m) 


(5・6 泊 目 
Ni 交 恒 ぶ お 電 二 いた が また は ⑥ 届 著 同 sankara hotel&spa 屋久 島 (洋室 ・ サ ンド ラヴ ィ ラ ツイ ング ノ 約 53m) 
天水 の 大 治 場 で お 寄 ざ いた だ け ます 。 屋島 の 東南 、 山 を 背 に む 緑 深き 高台 ※%1.2 階 の ご 指定 は 承れ ませ ん 。※2 階 へ は 脱 段 の 昇降 と な り ます 。 
NN ME の 

0 0 うら 1 最大 18 名 | / 1 名 参加 可能 | / 浅生 員 同 行 | / 往復 配付 
出発 日 2022 年 11 月 24 日 ( 木 ) 

ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり 最少 催行 人 員 :12 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS000-0 
也 2 泊 目 部 屋 タ イプ 3 泊 目 部 屋 タ イプ 5-6 泊 目 ホテ ル 開 還 
中 発 - 半 彰 地 | 下記 客室 タイ プ よ りお 選び くだ さい | ※ 下 記 客室 タイ プ より お 選び くだ さい | ※ 下 記 ホ テル より お 選び くだ さい Ua 1 

ょ cssgg. | デラ ックス ツイ ン 海 側 また は 山側 | ヒル サイ ド ヴ ィ ラ ・ ア ウト ドア バス 付 また は 無 JR ホテ ル 屋 久 島 1.2 1.2 

本 また は エグ ゼクティ ブ テ ラ ス 山側 200.000 」 1.280.000m 
寺島 港 間 | ょ た は エセ ゼ フ テ ィ ブ オー シャ ン 海 側 | オー シャ ン ヴ ィ ラ アウ トド アバ パス 付 ま た は 無 | sankara hotel&spa 屋久 島 | 1.280.000 ロ | 1.440,.000 中 

各 出発 地 よ り ご 集合 、 解 散 の 空港 まで の 往復 の 交通 運賃 は 含ま れ て お り ま せん 。 別 途 交通 、 宿 泊 を ご 和希 望 の 際 は ツア ー 申 込 時 に 販売 店 に お 申し 出 く だ さい 。 


流 乗 貞 は 1 長崎 空港 か ら 7 鹿児島 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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落 の 人 岬 時 オ ヤ ル ロ ー ド 銀座 特別 在 画 
鉄道 開業 150 年 記念 JR6 社 


韻 題 の 観光 列車 と 世界 遺産 


D&S 列 車 「36 ぷ ら す 3 (7 日 目 乗 車 ) 


食 、 温 泉 、 自 然 、 歴 史 、 ホ スピ タリ ティ マイ ンド 
な ど 、 九 州 の 魅力 が 詰まっ た 「36 ぷ ら す 3]」 は 5 
つの ルー ト で 全 県 を ダ 巡り ます 。 今 回 「 夢 の 休日 
で は 、 金 の 踏 博多 一 佐世保 ルー ト に 乗車 する 
コー ス を ご 用 意 し まし た 。 

全 6 両 の 列車 は 水戸 岡 鋭 治 氏 が デザ イン を 手 
が け 、1 一 3 号車 まで の 個室 タイ プ 、5・6 号 車 の 
座席 タイ プ が ご ざい ます 。 

※ 号 車 ・ 座 席 の 指定 は で きま せん 。 


九州 の すべ て が 、 ke 5 ー 
3 ジン ェ ( - WIl@ 


@⑤ 


康 月 曜日 運行 金 の 路 
し 語末 人 ルー ト 


博多 駅 を 出発 し て 、 昼 食 を と りな が ら 佐 世 保 へ 。 


ITB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 特別 企画 さき 、 

鉄道 開業 1 0 に jm 「 東 京 ス テー シ > ンジ ヨ ン ホ テル _ 1 (ゆみ Femramma 
鉄道 150 年 特別 メニ ュー」 の ご 夕食 と ー タ wm ニ , た 

東京 駅 の 歴史 に 触れ る ホテ ル 館 内 ツア ー 還 シー | Aa HL 


国 指定 重要 文化 財 で ある 東京 駅 4 は 下 ク ワ ョ / 
の 0 に コ ・ ^ 。 
以上 の 歴史 を 誇る 東京 ステ ー シ ョ oo EPRF 慎 
ン ホ テル に て 鉄道 開業 150 年 を (Ne ア ーー 、 | 本 語 中 尊 き 巻 温 朱 住 松 園 Wa 
記 交 し た 特別 メニ ュー の フレ ンチ 9 1 8 ド 。 (6 / ー ン 還 駅 
『 設 か ら ド ー ム 内 | R 
逸話 まで と 東京 駅 と お も に 歩 
ん で きた 歴史 に つい て ホテ ル 館 
内 を ご 案内 し ます 。 


晶 老 山 展望 公 


加 還 主 グラ バー 園 -| 
[ 計 大 浦 天堂 


ge 伊予 灘 も の が た り 


か 羽田 空港 

JPTB ロ イヤ ル ロ ー ト 銀座 特別 企画 

グラ バー 園 バー ク ガ フ ニ 名 準 園長 の 
歴史 講座 と 園内 の 「 国 の 重要 文化 財 ] を ご 案内 


「 世 界 遺 産 旧 グラ バー 住宅 」 と 二 棟 の 重要 文化 財 を 


名 誉 園長 が 流 峠 な 日 本 語 で ご 案内 。 

【 ブ ライ アン ・ バ パー ク ガ フ ニ 名 誉 園長 】 

カナ ダ ・ ウ イニ ペグ 出身 。 長 崎 総 合 科学 大 学 教授 、 長 崎 国際 文化 協会 
顧問 。「1972 年 来 日 、 京 都 妙 心 寺 で 9 年 間 の 禅 修行 。1983 年 長崎 に 
居住 。「 幕 末 か ら 明治 に お ける 長崎 史 」 研 究 の 第 一 人 者 。 菩 書 多数 。 

※ ご 案内 する バーク ガ フ 二 氏 は や む を え ず 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 


昌 還 革 還 計 | 州 | 中 国 : 四 国 弥生 間 導 2 所 EE 着 間 | 中 胃 5 mm 詳 間 関東 新潟 | 東 北 


で つ な く 日 本 周 遊 の 旅 8 日 間 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 容 鈴 光 
羽田 空港 (7Z:30-10:00) 発 一 函館 空港 一 一 新 函館 北斗 駅 (10:00 一 
] |12:oo) 発 一 函館 「 は こ だ て 鮨 金 総 本 店 ] (寿司 の ご 昼食 ) [ 答 子 席 
221| ニ 一 〇 五 生 郭 タワ ーーー 湯 の 川 温泉 泊 (16:30 頃 ) 

和洋 創作 会 席料 理 圏 昼 | 
ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 新 函 館 北斗 駅 テー( 北 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) 
2 ーー デー 新 青 森 駅 ーー [還流 甘 紀 〇 三 内 丸山 遺跡 一 一 新 青森 駅 テー( 東 北 
222| 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 盛岡 駅 一 花巻 温泉 泊 (17:30 妃 ) 
回 錠 4 き 参 会 席料 理 國 し 較 
ホテ ル (9:00 頃 ) 一 本 学 稀有 O 〇 中 尊 寺 ーー 「 蔵 元 レ スト ラン せき の 
ぁ - [ 介 彰 灘 あの が だ り 放 灘 駅 (区 ジジ ) う いち ] (和食 の ご 昼食 ) デーー ノ 関 駅 テー( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 ) 

*kk 財 = 東京 都内 泊 (17:00 頃 ) 
に N ー【 ドニ 

「 伊 予 灘 も の カ た り ] 0 有 ュー 国 天 国鉄 道 開業 150 年 記念 「 東 京 ステ ーション ホテ ル 鉄 
伊予 灘 の 夕日 や 愛媛 特産 の 相 橘 類 を イメ ー ジ し た 外観 が 特徴 で 、2022 年 春 に 2 両 編 () 道 150 年 特別 メニ ュー」 の ご 夕食 と 東京 駅 の 歴史 に 触れ る ホテ ル 館 
成 か ら 3 両 編成 に リニュ ー ア ル デ ビ ュー を 迎え まし た 。 伊 予 灘 の 美しい 絶景 を 眺め な が ー 引 
ら 、 旬 の 食材 を 使用 し た こだわ り の お 食事 を お 愉し みい た だ け ま す 。 内 ツア ー 時 司 劉 
ホテ ル (8:30 頃 ) …… 東 京 駅 デー (東海 道 ・ 山 陽 新 幹線 グリ ー ン 車 ノ 車 
4 | 中 お 弁当 ) = 岡山 駅 一 ー 〇 大 原 美術 館 一 一 便 瀬 戸 大 橋 一 一 こん ぴ 
224| ら 温泉 郷 泊 (16:30 引 ) 
還 鍵 人 別邸 初音 に ご 宿泊 の 方 限定 の 和食 國 悦 較 
ep 以 66E10 選 二 芝 准 昌 沿 下 王 当 観光 列車 [伊予 灘 も の が た り ] 八幡 浜 編 
2725 乗車 / 昼 食 付 デ ー 伊 予 大 洲 駅 一 一 道後 温泉 泊 (1Z00 刀 

) | 2 診 料理 長 こだわ り の 月 替わり の 懐石 料理 國 固 較 
ホテ ル (9:30 頃 ) デー 〇 旬 老 山 展望 公園 (し な まみ 街道 を 代表 する 絶 


さこ 


O1 


さこ 


0 | 景 スポ ッ ト ) 一 一 尾道 「 料 亭 旅 館 魚 信 」 (名 物 オ コ ゼ 料 理 の ご 昼食 ) 
| ーー 尾道 駅 エー 医 PEBlSSBFeEYed2 須 乗車 テー 広島 駅 
etSETOra 車体 (イメ ー ジ ) ーー 博多 駅 …… 博多 泊 (19:30 頃 ) 國 悦 
ホテ ル (10:30 頃 ) …… 博多 駅 (11:22 発 ) エー plE ド 1 の 3E 記 乗 
SHOIS、 ii 時 生食 付 = 佐世保 訳 (1613 穫 一 長 人 市 際 泊 (18300 員 
2020 年 10 月 に デビ ュー。 外 観 は 瀬戸 内 海 の 「 青 ] 、 海 岸 線 か ら 見 える 波 の 「 白 ] を イメ ーー ホテ ル 肉 [ ー- て フラ ンス 料理 
ジ し た 瀬戸 内 の 穏 や か な 風景 を 感じ させ る 欠 光 列車 。 必 道 か ら 広島 まで 瀬戸 内 の 景色 ーー EAMESLP4cE4 0 ーー 回 名 
を お 愉し みく だ さい 。 ホテ ル (9:30 頃 ) ニー 5 人 引 G [本 計 甘 思 グ ラバ ー 園 (グラ バー 園 名 
O | 準 園 長 の ご 案内 ) …… 〇 四 恒 良 大 浦 天主 堂 一 一 ホテ ル ニ ュー 長 崎 
228| [中 国 料理 桃 林 ] (中 国 料 理 の ご 昼食 ) | 符 子 席 | 一 一 長崎 駅 (14:30 
月 米 還 れ 串 ほ 崎 
剛 E 望 楼 NOGUCHI 函館 組 誠 09 | 5:00) 着 一 長崎 空港 へ 羽田 空港 (16:00-19:00 着 較 同 
大 正 浪漫 漂う 和 モ ダン の お 部 屋 に は 温泉 展望 風呂 付 で ゆっ くり と お 寛ぎ ざい た だ け ま す 。 〈 利 用 予定 航空 会 社 ) JAL ま た は ANA ま た は ソラ シド エア ※ 航 空 座席 は 普通 席 と な り ま す 。 
ご 夕食 は 、 和 の 技術 に 洋 の エッ セン ス を 加え た 和洋 創作 会 席 を ご 堪能 くだ さい 。 (利用 バス 会 社 〉 [1・2 日 目 ] 函 館 帝 産 バス 、[2 日 目 ] 弘 南 バ ス ま た は 三 八 五 バス 、[2・3 日 
ー 4 則 5・ mA [Z・ 人 
| く 2 ※2 で 車内 に 荷物 の 持 込 ・ 管 理 と な り ま す 。 
化 巻 温泉 佳 松園 0 人 MP ご も ず お 入 み くだ さ い 。 
美肌 の 湯 が 自慢 の 日 本 建築 の 情緒 が 表現 され た 純 和 風 旅館 。 手荷物 宅配 は ご 宅 1 泊 晶 ホテ ル 、3 泊 目 ホ テル ラ ご 目 宅 、8 日 日 ホ テル うこ 
中 庭 で は 交 火 が 装 か れ 、 幻 想 的 な 雰囲気 に 包ま れ ま す 。 モモ の 計 う 回 ご 利用 いた だ け ま す 
岡 東京 ステ ー: ホテ ル 画 宿泊 :〈1 泊 目 北 海道 ・ 湯 の 川 温泉 太 攻 望 楼 NOGUCHI 函館 (和洋 室 ・ 露 天 
テー ショ ン ホ テル 本 風呂 付 / 約 60m) 
が ポ 〈2 泊 ノ 岩 手 上 花巻 温泉 ) 肌 華 財 花 巻 温泉 佳 松 ( 和 12 明 ) 
東京 駅 開業 か ら の 1 年 後 の 1915 年 (大正 4 年 ) に 開業 。 約 100 年 の 時 を 超え て 菊 っ た  〈3 泊 目 ノ 東京 都 〉 東 京 ス テー ショ ン ホ テル (パー クサ イド スー ペリ アツ イン ノ 40m) 
壮 豚 な 赤 妹 瓦 の 駅 舎 。 歴 史 と 文化 息づく 空間 で の ご 滞在 を お 愉し みく だ さい 。 (4 泊 ly ・ こ ん ぴら 温泉 郷 〉 琴 平 グ ラン ド ホ テル 桜の 抄 ( 和 洋室 ・ 別 邸 初音 初 
音 プ レミ アム 
琴平 グラ ンド ホテ ル 秒 の 朱 計 5 (5 泊 目 愛媛 県 ・ 道 後 温泉 ) 放 攻 剛 別 邸 騰 月 夜 ( 和 洋室 ・ 皿 天 風呂 付 ) 
岡 芝 グ ラン ド ホ テル 桜の 抄 (6 泊 目 福岡 県 博多 ) 都 ホテ ル 博多 (デラ ックス ツイ ン ノ 約 34m) 
こん ぴら さん の 参道 に ある 温泉 旅館 。 本 ツア ー で は 2020 年 4 月 オー プン 、 和 モダ ン の 人 ミ ・ 長 崎 市 内 〉 ガ 1 5 2 新 
落 た 空間 と 景観 が 評判 の 別 音 ご 用 意 。 イヤ ル テ ラ ス ・ ハ ー バ ー ス イー 50m) ※2023 年 4 ま 中 の 上 
中 RG 者 0PPI20UEA 庫 の 守 還 人 胃 回 寺 で 部 客室 の 改装 工事 が 実 邦 さ れ ます 。 工 事 期 中 は 双 音 や 、 二 が 損なわ れる 
別邸 腫 月 夜 (5 泊 目 ) 合 が ご ざい ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 
名 湯 道後 温泉 に ひっ そり と 仔 宿 。 は 露 で いつ で も 温 呈 
電 角 で きま す 。 瀬 戸 内 の 旬 が 職 に 踊る お 食事 も お 憎しみ くだ さい 。 出発 日 2023 年 2 月 21 日 ( 火 ) 
都 ホ テル 博多 話 二 ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY001-R 
出発 到着 地 | 36 ぷ ら す 3 座席 2 名 1 室 1 名 1 室 
最上 階 に 天然 温泉 の スパ 、 プ ー ル を 設け た 上 質 で ゆっ た り と し た くつ ろ げ る ラグ ジュ ア 5・6 号 車 1.100.000 ロ | 1.280.000 
リー ホテ ル 。 広 々 と し た ゆとり ある 客室 で お 過ごし くだ さい 。 羽田 空港 発着 こ こ 
0 3 号車 個室 | 1.110,.000 由 ーー 
ガー デン テラ ス 長 崎 ホ テル & リ ゾー ト 5 記 ! 往路 函館 空港 ・ 新 函館 北斗 駅 合流 15,000 円 き 
稲佐 山 の 中 腹 に 位置 し 、 建 穫 家 「 限 研吾 氏 」 が 設計 する 全 室 オー シャ ン ピ ビュー の デザ イ 條 長崎 空 ・ 長 崎 駅 交 団 15.000 き 
ナー ズ ホ テル 。 添乗 員 は 1 日 目 羽 田 空 港 か ら 8 日 目 羽 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


お 荷物 託送 サー ビス 日程 2 日 目 の 新 青 夫 駅 か ら 花巻 温泉 の お 愉 へ 日程 6 日 目 の 道後 温 泉 か ら 博多 の ホテ ル 、 晶 程 7 日 目 の 博多 の ホテ ル か ら 長 崎 の ホテ ル へ と 
ョ スー ツケ ー ス を 託送 いた し ます 。 移 動作 中 の 観光 や 観光 列車 な ど 快適 な 旅 を お 倫 し みく だ さい 
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の 休 


〇 募集 人 数 8 一 20 名 様 の ツア ー 

1 ツア ー の 募集 人 数 は 最大 8 一 20 名 まで で す 。 

(※ 一 部 の コー ス お よび 添乗 員 の 同行 し な た ない コー ス を 除き ます ) 
〇 「 夢 の 休日 」 を 熟知 し た 添乗 員 が 同行 


「 夢 の 休 日 」 の 添乗 経験 が 豊富 な 添乗 員 や コー ス を 熟知 し た スタ ッ フ が 延 楽 露天 風呂 「 華 の 湯 」 ( 秋 頃 ) 
きめ 細やか に お 客 様 を サポ ー ト し ます 。 
(※ 一 部 の コー ス お よび 添乗 員 の 同行 し な い コ ー ス を 除き ます ) 


〇 ゆとり の ある バス 移動 


ラグ ジュ アリ ー バ ス 「 ロ イヤ ル ロ ー ド ・ プ レミ アム 」( 詳 細 は P.8 掲 載 ) 利 用 の 


詩学 浪 F 


答 コー ス を 多数 ご 用 意 し まほ し た 。 ス タン ダー ド な バス を 利用 する 場合 は お ひと り 
様 2 席 を ご 用意 し ます (※3 列 シー ト や 2 列 シ ー ト の バス を 利用 する 場合 は 除 半生 で の 2 
| 陽 きま す )。 ま た 、 一 部 の 行程 で は 小回り の きく ジャ ン ボ タク シー(1 台 あたり 最大 2 
5 名 ) や タク シー( お 申込 1 組 に つき 1 台 ) を ど ご 用意 し ます 。 


す j 新幹線 は 「 グ リー ン 車 」 の お 座席 を ど 用 意 


(※ 一 部 の コー ス お よび 添乗 員 の 同行 し な た ない コー ス を 除き ます ) 


っ 左 技 し ァ 4 3 つ 寺 」 

〇 お 荷物 宅配 で お 帰り は 身軽 に 
最終 宿泊 地 か ら ど 自宅 へ 、 お ひと り 様 お ひと つ 無 料 で お 荷物 を お 送り いた だ け ま す 。 5 日 以上 の ユース で は 、 と れ に 加え て 
ど 自 宅 か ら 最初 の 宿泊 地 へ も お 荷物 を お 送り いた だ け ま す 。 (※ 一 部 の コー ス お よび 添乗 員 の 同行 し な い コ ー ス を 除き ます ) 


〇 ⑨ ご 予約 後 の ご 相談 ー 夢 の 休 日 ユー ス に ご 予約 いた だ いた 方 限定 
ツア ー ど 予約 後 か ら ど 出発 前 の ご 相談 は 、 お 申込 み の 販売 店 また は 国内 旅行 デス ク ( お 電話 また は お 問合せ 専用 フォ ー ム ) に て 承り ます 。 
国内 旅行 デス ク で は 、 と 旅行 先 の 気候 や 服装 に 関す る ど 質 問 や 自由 行動 時 の 過ごし 方 な ど 、 
企画 や 販売 、 添 乗 に 携わる 社員 が 詳し く お 答え し ます の で お 気軽 に お 問い 合わ せく だ さい 。 
ど 質 問 の 内 容 に よっ て は お 答え で き な い 場合 も あり ます 。 
< 国内 旅行 デス ク 電 話 番号 >03-6731-7690 く 国 内 旅行 デス ク お 問合せ 専用 フォ ー ム > 


⑤ と 出発 前 に 添乗 員 よ り ご 連絡 いた し ます 


安心 し て ど ご 旅行 を お 愉し みい た だ く を ため に 、 と 出発 2 一 3 日 前 頃 に ご ど 挨拶 を 兼ね て 最終 の ご ど 案 内 を いた し ます 。 
と 不安 、 ど 不明 な 点 等 ご ど ざ いま したら 臣 細 な と と で も ゃ 結構 で す の で ご 相談 くだ さい 。 
(※ 一 部 の コー ス お よび 添乗 員 の 同行 し な い ュ ユー ス を 除き ます 。 ※ お 申し 込み 代表 者 様 の み へ の ど ご 連絡 と な り ま す 。 ) 


〇 ② 旅 の アレ ンジ を 承り ます 
お 部 屋 の アッ プ グ レー ド や 現地 合流 ・ 離 団 、 往復 の 交通 の お 座席 の アッ プ グ レー ド な ど お 客 様 の ご 希望 に お 応え し ます 。 (※ ど 予約 
時 に お 申し 込み の 販売 店 へ お 申し 付け くだ さい (と 出 発 21 日 前 まで )。 空き 状況 等 に より ご ど 希 望 に 添え な い 場 合 も で ご ざい ます 。 ) 


⑤ 国 内 旅行 保険 が 含ま れ て いま す 


死亡 ・ 後 遺 障 害 (傷害 ) 入院 保険 金 日 額 (傷害 ) 


「 夢 の 休日 国内 」c 掲 載 の 全 ツ アー の 旅行 期間 中 (※1) 人 客 上, つ 00 人 内 額 7, つ 0 円 
は 、 下 記 の 国内 旅行 保険 (「 死 亡 ・ 後 遺 障 害 (傷害 ) 」、 通院 保険 金 日 客 (傷害) 航空 機 欠航 ・ 着 陸地 変更 宿泊 費用 
「 入院 保険 金 日 額 (傷害 )」、「 通院 保険 金 日 額 ( 傷 保険 金 昌 額 つ ,000 円 保 際 金額 10.000 円 


害 )」) の 補償 (※2) が セッ ト さ れ ま す 。 航空 機 を 利用 す (1) 補償 対象 と な る 期間 は 、 当 ツア ー に 参加 する た め に 自宅 を 出発 し て か ら 自宅 に 帰着 する まで と な り ます 。 
ッ ア テー に つい て 人 は 追加 で 「 前 空 r が (※2) 当社 が 引受 保険 会 社 で ある ジェ イア イ 傷害 火災 保険 費 と 別途 契約 する 国内 旅行 傷害 保険 特約 セッ ト 

0 9 て は 追加 で 航空 機 欠航 着陸 地変 更 普通 傷害 保険 の 約款 に 基づい て 補償 され ます 。 詳 し く は 取扱 代理 店 まで お 問い 合わ せく だ さい 。 

宿泊 費用 」(※2、※3) の 補償 が セッ ト さ れ ま す 。 3) 航空機 を 利用 し な い ツア ー に は セッ ト され ませ ん 。 ーーMP の に 


販売 店 の みな さま へ 往復 の 交通 の お 座席 の アッ プ グ レー ド は 販売 店 に て 手配 し て くだ さい 。 


20 


"tom 


青 岸 渡 寺 三 


産 | 紀伊 山地 の 霊場 


重 培 と 那智 突 滝 


写真 提供 :( 公 社 ) 和 歌 山県 観 発 連盟 


西国 一 番 札 所 で 世界 遺産 に 指定 され て いる 青 岸 渡 寺 (3 日 目 ) 。 


本 堂 後 方 に 建つ 朱色 の 三重 塔 と 那智 大 滝 と が 美しく 調和 する 光景 は 必見 で す 。 


新 大 阪 


東京 方 面 = 


し 


わた ら せ 温 泉 
ホテ ル さ さゆ り ( 泊 ) 


初心 者 コー ス を じっくり ウォ ー キ ング 


写真 提供 : 


2 より 出発 人 


熊野 古道 (中 辺 踏 ) 
(人 社 ) 和 歌 山県 観光 連盟 


三 霊場 へ 行く 3 つの 道 、 大 財 奥 道 ・ 熊 野 参 語 道 (熊野 古道 ) ・ 高 野山 町 石道 の 中 で 入門 
ルー ト と され る 熊野 古道 の 中 辺 路 (2 日 目 ) 。 


比較 的 坂 が 少な く 無理 な く 歩け る コー ス を 設定 し て いま す の で 初心 者 で も 安心 。 


高野 山 で は 神島 習 
を 巡り ます 。 


合 の 歴史 を 学び な が ら の 散策 を 、 熊 野 で は 熊野 三山 と 呼ば れる 3 社 す べ て 


スケ ジュ ー ル 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 旬 は 車窓 観光 


東京 駅 (7:30-8:30) 発 デー( 東 ※ 


道 新幹線 グリ ー ン 車 )= 二 新 大 阪 駅 


品 4 約 120 分 


高野 山 


[花菱] ( 花 御堂 弁当 の ご 


昼食 ) 


約 180 分 ) 


フレ ンチ メ 和 和信 


椅子 r 和 ロ 


ーー | 中 詳 識 恨 高野 山 (金剛 峰寺 *・ 奥 之 院 を 専門 ガイ ド と 散策 / 
高野 山麓 ・: か つら ぎ 
の 折 青 料 理 


泊 (17:15 引 ) 


田代 | タ 


料理 


の ご 昼 


守 食 ) 


椅子 ) 


に タ 食 用 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一 路 約 120 分 一 一 田辺 [ 季 楽 里 


龍神 」 (山里 郷土 


中 ニ 王 〇 上 剖 引 革 中 熊野 古道 (牛馬 堂 子 ー 
近 難 王子 を 案内 人 付 で ウォ ー キ ング ノ 約 90 分 ) 一 


世界 道産 熊野 本 宮 大 社 一 一 熊野 本 宮 
幸 山 幸 を ふん だ ん に 盛り 込ん だ 和 会 語 


慢 泉 郷 泊 (17:00 


頃 ) 


國 居 皿 


の | 


(9 5 頃 ) 一 〇 本 締 計 月 熊野 速 玉 大 社 


楼 」 ( 和 反 


の ご 昼食 ) 


椅 


Si 


那 因 の 滝 


G 那 留 山 


- 熊 野 那智 大 社 ・ 青 岩 渡 寺 ・ 大 門 


過 人 勝 清 温泉 泊 (1 6:00 


頃 ) 


紀伊 勝浦 「 万 
り 】 世 界 遺産 の) 


國 違 較 


坂 ) 一 


4 


ト テ ル (9:00 頃 ) = 〇 


ゴ 


橋 杭 岩 


浜名 所 めぐ り ( 〇 ⑥ 三 


久本 州 最 南端 * 潮 lW 


段 壁 ・ 〇 千畳敷 ・ 念 折 良 》 


) 


ー 王 南紀 
IINFINITO 


HOTEL&SPA 南紀 
m 品 9 約 180 分 一 一 新 大 阪 8 
東京 駅 ( 


浜 」 (イタ リア 料理 


の ご 昼 


駅 王 ー( 東 ※ 


9:45 一 20:15) 六 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 


※ 山 道 や 坂道 、 
き 慣 れ た 靴 で ご 


階段 な ど 徒歩 で の 観光 が 多い ツア ー と な り ま す の で 、 歩 き や す ぐ 履 
参加 くだ さい 。※P.7 の ご 案内 


道 新幹線 グリ ー ン 車 ) エー 


も 必ず お 読み くだ さい 。 


己 


椅子 届 
彰 居 


良 ) 


約 6.000 坪 の 広大 な 敷地 に 全 8 室 の み の 「 大 人 の た め の 癒 し 空間 ] で お 寛ぎ ざい た だ け ま す 。 


" ま - Sm 友 


お 部 屋 の 一 例 


和歌 山 の 四季 折々 の 食材 を 活か し た 和 と 洋 が 融合 し た お 食事 を ご 堪能 くだ さい 


eb 」 1 と 
料理 ( イ み テ ジ ) 


男 窒 泊 : 


① 泊 


和歌 山県 高野 山麓 


・ か つら 


ア ま た は 洋 は 和洋 


ぎ 町 〉 山 


大 の 


(洋室 ・ ツ イン ・ 


・ ス イー ト ) ※ ス イ 


和歌 


※ 客 室 の 内 還 呂 が あり ませ ん 。 大 浴場 や 貸 


ト の 部 


県 ・ 態 野本 宮 温 泉郷 ) わ た ら せ 温 泉 ホテ ル さ 
風呂 ( 無 予 約 制 ) を ご 利用 くだ さい 。 


和歌 山県 紀伊 勝 


温泉 ) 届 証 同 百 ぎ 


新館 凪 の 抄 ・ 
温泉 で は あり ませ ん 。 


ー ペ リア また は ラグ >: ジコ リ リ 


タイ プ は 選べ ま 
さゆ り ( 和 洋室 


き 島 の 宿 熊野 別邸 中 の 島 ( 洋 室 ・ ツ 


・ 露 大 風呂 付 ) ※ 客 室 の 露天 風 


最大 10 名 


1 名 参加 可能 


出発 日 2022 年 10 月 26 日 ( 水 ) 、 


2023 年 3 月 8 日 ( 水 ) 


添乗 員 同 行 


復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO0.0 

出発 到着 地 | 9 。| 。 選 B 。| 2 名 和室 1 名 1 室 

東京 駅 発 講 - バー ペリ ア | スー ペリ ア 570,000 由 | 690.000 由 
イー ト | ラ グ ジ ュ ァ リー| 590.000 710.000 

往路 新 大 阪 駅 合流 15,000 円 引き 

復路 新 大 阪 駅 離 団 15,000 円 引き 

添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 4 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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中 国 : 四 国 中 語 部 


夢 の 人 
「 と くし ま 青 柳 」 で 味わう 此 門 負 Rd 


ホテ ルリ ッ ジ で 人 形 浄瑠璃 特別 公演 を 鑑賞 2 日 問 記 


スケ ジュ ー ル 。 は 和 坦 維 、O は 下車 観光 、 は 車 容 観 光 、 療 は 花 の みどころ 


東京 駅 (7:45-8:30) 発 = (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) =ー 

新 大 阪 駅 一 一 淡路 「 青 海 波 ] ( 青 の 舎 に て 和食 の ご 昼食 椅子 席 ] と 
〇 古 酒 の 舎 に て 試飲 セミ ナー と お 買い 物 ) 一 一 療 〇 兵庫 県 立 淡路 
1 | 夢 舞 台 公 苑 温室 「 あ わ じ グリ ー ン 館 」 王 一 鳴門 公園 泊 (16:30 頃 
ペ ご 食前 に 共 還 内 流 人 形 江 の ご 公営 
縛 4 ま 葛 ご 宿泊 者 専用 の [万 里 荘 」 に て 滋味 あふ れる 食材 を 活か 
し た 和 人 懐石 男 尽 | 々 | 


ト テ ル (9:45 頃 ) = 一 〇 うず 潮 観 潮 船 一 の ⑦ あ わ ぎ ん 眉山 ロー プ ウ ェ イ 


鳴門 銅 料理 (イメ ー ジ ) 


ご 


吉成 期間 10 年 以上 の 厳選 古 酒 を 取り 扱う 鳴門 海峡 の 激しい 潮流 の な か で 育っ た 鯛 は 。 つ 一 徳島 [と くし ま 青 柳 ] (鳴門 銅 を 使っ た 懐石 料理 の ご 昼食 ) 符 子 席 
「 古 酒 の 舎 」。(1 日 目 ) [鳴門 鯛 」 こ いう ブラ ンド 品 で す 。 (2 日 目 昼食 ) ーー 咽 約 140 分 王 一 新 大 阪 駅 テー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) == 
東京 駅 (19:00-20:0OO) 着 朝 | 昼 | 圏 
岡 と < し まき 青柳 (2 日 自 昼食 ) 利用 バス 会 社 ) (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※ 食 材 ・ メ ニュ ー は 仕 入 状況 に より 変更 に な る 場合 が あり ます 。 
徳島 を 発祥 の 地 と する 小山 裕久 氏 の 日 本 料理 店 青柳 の 本 店 。 うず 清 観 潮 般 は 潮 の 満ち 引き に よっ て 油 湖 が ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 


※ 
「 銅 の 小山 ] と 呼ば れる ほど 、 鯛 料理 に 定評 が あり ます 。 鳴門 の 鯛 と 地元 の 素材 を 用 いた 四季  ※P7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
料理 を お 愉し みく だ さい 。 
Pt 田 宿 泊 :〈 徳 島 県 ・ 鳴 門 公 園 ) ホ テル リッ ジ ( 洋 室 : ツ イン グ 約 60m 


TB ロイヤル ロー ド 銀 座 特 別 企画 最大 8 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 
ホテ ル に て 阿波 人 形 浄瑠璃 の 出発 日 2022 年 10 月 30 日 (日 


特別 公演 を 鑑賞 日 旨 ) ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 6 名 @ コ ー ス 番号 :1GGYRO0-1 
ホテ ル 敷 地内 に ある 有形 文化 財 [ 三 井 避 松園 別館 」 出発 "到着 地 2 名 1 室 1 名 1 室 
に て 当 ツ アー オリ ジ ナ ル の 阿波 人 形 浄 麗 璃 の 特別 東京 駅 発 300.000 幅 340.000 円 


公演 を ご 用 意 いた し ます 。 3 っ 往路 新 大 阪 駅 合流 15,000 円 き 
数 百年 に わた っ て 継承 され る 伝統 文化 を 間近 で  。 復路 新 大 阪 駅 離 団 15.000 円 引き 


お 愉し みく だ さい 。(17:00 一 予定 ノ 約 60 分 ド 
2 添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


芸術 の 秋 ハイ ヤー で 愉し む ア ー ト の 町 


「 ろく も ん 」 乗 車 と 軽井沢 消 在 2 日 間 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観 光 
東京 駅 (11:00 一 11:30) 発 = 王 (北陸 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 
長野 駅 +tH- (ろく も ん 乗車 ・ 車 内 昼食 ) rr 軽井沢 駅 
] | 還 衣 翌 還る くも ん ラウ ンジ 内 に て オリ ジ ナ ルコ ン サ ー ト ( 約 60 分 ) 
王 デ 軽井沢 泊 (18:00 山 
腔 診 ホテ ル 内 「Vaas] に て フラ ンス 料理 圏 昼 | 
ホテ ル (10:00 頃 ) = 軽井沢 観光 (お 1 組 に 1 台 観光 タフ シー を 
ウ ご 用 意 / 約 6 時 間 ・ 軽 井沢 町 内 に 限り ます ) 沢 駅 
ーー (北陸 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 東京 駅 (17:30 一 18:30) 着 
國 ロ 


(利用 バス 会 社 〉 ア ル ピ コ 交通 (株) また は (株 ) 共和 公 通 また は 朝日 観光 自動 車 ( 株 ) 
また は ( 有 ) て まり バス また は (株 ) フフ トミ 観光 パス また は 平成 交通 ( 有 ) 


ろく も ん ラウ ン RI Pc ト ※1 日 目 の 車 内 昼食 は 遅 め (13 時 半 一 14 時 頃 ) と な り ま す 。 
※1 サー ト は 夢 の の 列 の お 客 様 と ご 一 緒 と な り ま す 。 
感動 の 器 き アン パサ ダー の 大 追 渡 英 氏 に よる 秋 の オリ ジ ナ ルコ ン サ ー ト を 開催 し ます 。 観光 ラ フシ ー の 和 は 2 の あと な り ます 。 MM 
ヴァ イオ リン ・ チ ェ ロ ・ ピ アノ の トリ オ で 、 音 で 秋 を 感じ る ひと と き を お 愉し みく だ さい 。 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
画 宿 泊 :( 長 野 県 * 軽 井沢 〉 ル グラ ン 軽 井沢 ホテ ル & リ ゾー ト (洋室 ・ プ レミ アツ イン ノ 
ぐ トッ 約 60.3m 
軽井沢 観光 は 観光 アフ クシ ー 利 用 (2 日 紹 出 aso es ma 
2 日 目 の 軽 井沢 は お 1 組 に 1 台 観光 タフ シー を ご 用 意 。 個 人 旅行 感覚 で 、 お 好み の 美術 館 や に en 
ショ ッ ピ ング な ど に ご 案内 し ます 。 ( 約 6 時 間 ・ 軽 井沢 町 内 に 限り ます ) 出発 日 2022 年 10 月 10 日 (月 ・ 祝 ) 
= N ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) @ 最 少 催行 人 中 6 名 代 コ ー ス 番号 :1GG1097-5 
ルグラン 軽井沢 ホテ ル & リ ゾー ト 出発 到 基 地 2 名 1 室 1 名 1 室 
森 の 高台 か ら 雄 大 な 浅間 山 と 湖 を 望む 、 敷 地 7 万 二 の | 人 230.000 90.000F 
広大 な リゾ ー ト 。 晴 天 の 夜 に は 満天 の 星空 を ご 志 能 いた 1 _ 往路 長野 駅 合流 12.000 円 引き 
だ け ま す 。 軽 井沢 の 地 野菜 や 地場 食材 を 使っ た フレ ンチ <。。 捕 詳 復路 軽井沢 駅 離 団 12.000 円 き 
も 好評 で す 。 ( EAA 水 員 は 1 日 目 東 京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 し ます 
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中 国 ・ 四 国 
免 人 EE 
神々 が 集まる 神 在 月 に 行く 


出雲 大 社 参拝 と 11 月 解 祭 タグ 付 活 松 葉 が に 3 日 間 


Em 美術 本則 水 許 


足立 美術 館 (2 日 目 ) 横山 大 観 を は じ め と する 近代 日 本 
画 や 、5 万 坪 の 日 本 庭園 を お 愉し みい た だ け ま す 。 


出雲 大 社 神楽 殿 (1 日 目 ) 鳥取 砂丘 (3 日 目 ) 東西 約 16km、 南 北約 2.4km に 広 が 


旧暦 10 月 (今年 の 神 在 祭 は 1 1 月 3 日 一 1 1 月 10 日 の 8 日 間 ) は 全国 の 八 百 万 (や お よろ ず ) の 神々 が 出雲 の 国 に 集まる 月 。 り 、 最 大 高低 差 は 約 90m で 日 本 最大 級 と 言わ れ て いま す 。 


1 1 月 解禁 グ 付 松葉 が に スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 錯 は 車窓 観光 
(2 日 目 夕食 ) 羽田 空港 (9:.0011:00) 発 - ヽ 出雲 空 : 和食 勝 の ご 昼食 

松葉 が に は 比類 が な い 美 し い 姿 と 芳 酵 で 繊細 な 味 1 椅子 席 ーー 〇 出雲 大 社 一 一 玉造 温泉 (17:45 頃 ) 

わい で ズワイ 蟹 の 中 で も オス だ け に 付け られ る 呼び 回 Z73 移 ホテ ル に て 会 席料 理 ロ 貼 


名 で 、 高 品質 の 証 と し て タグ を 取り 付け て いま す 。 
※ お 1 人 様 に つき 1 杯 相当 分 を 数 種類 の 料理 方 法 で 
お 愉し みい た だ きま す 。 


ホテ ル (9:15 頃 )ーー 〇 足立 美術 館 ( 約 50.000 坪 の 広大 な 日 本 庭 
の 園 ) 一 「ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 米子 (洋食 ( 魚 料 理 ) の ご 昼 


ck 朝 温泉 泊 (16:30 引 ) 
諸 符 ホテ ル に て 松葉 が に 会 席 國 選 力 
5 上 ヒ 5 ホテ ル (9:00 頃 ) 王 一 〇 鳥取 砂丘 「AL MARE」 (イタ リア ン 
〈1 泊 目 ) 
佳 肉 苑 皆 美 う | コー ス の ご 昼食 ) | 椅子 席 鳥取 空港 一 羽田 空港 (16:00 一 
今 か ら 約 1300 年 前 の 昔 か ら 親 し まれ て きた 玉造 温泉 の 湯 を 存 分 に お 愉し みい た だ いた 後 、 20:30) 着 囲 司 ] 


夜 風 が 心地 いい 中 庭 や 、 間 U 生 選 生 PGWSNS の 夫 き SEG 
2 : 3 の 〈 利 用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ま た は SNA 

※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利 用 と な り ま す 。 

(利用 バス 会 社 〉 一 畑 バ パス 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


田 宿 泊 :〈1 泊 目 島 根 県 ・ 玉 造 温泉 〉 飛 


介 


E 及 苑 皆 美 (和室 < 和 ベ ッ ド > 天 ゆ ら 


〈⑫ 泊 目 プ 鳥取 県 ・ 三 朝 温 泉 〉 三 朝 薬 師 の 湯 万 委 楼 (和洋 室 /10.5 畳 +†26m ま た 
は 雅 ス イー ト 和 洋室 半 露 天風 呂 付 10 畳 24m) 


有 Z ロ 名 ド 回 語 を お 部 屋 の 言 例 


三朝 薬師 の 湯 万 楼 区 3 


最 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 人 
三朝 温泉 は 歴史 深い 世界 屈指 の ラジ ウム 泉 。 JA。28RM 
源泉 か け 流し で ゆっ くり と 天然 温泉 を お 愉し みい た だ け ま す 。 出発 日 2022 年 11 月 10 日 ( 木 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GGY000-1 
出発 - 到 着地 | 2 泊 目 部 屋 タイ ブ 2 名 1 室 1 名 1 室 
本 和洋 室 360,000 貴 | 460,.000 由 
雅 ス イー ト 380,000 貴 | 480,000 由 
往路 出雲 空港 合流 15, 000 円 引 き 
復路 鳥取 空港 本 団 15,000 円 引き 
蘭 放 3 説 EEE が 2 用 洒 員 は 1 日 目 羽 田 空 港 か ら 3 日 目 羽 田 空 港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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し 2 
深まる 秋 の 某 色 と 美食 都農 ワイ ン を 愉し む 


紀 集 の 耶 ・ 同 区 くじ ゅ うか ら 神話 の 里 ・ 高 和 季 3H 間 


= 


高 征 穂 夜 神楽 (2 日 目 ) 約 800 年 の 歴史 を 持つ 高千穂 
の 夜 神楽 は 、 今 で は 国 の 重要 無形 民俗 文化 財 の 指定 を 
吾 け て いま す 。※ 


都農 ワイ チ ナリー 


耶馬 渓 一 目 八景 (1 日 目 ) 紅葉 の 季節 は 耶馬 渓 の 中 で も 特に 風光 明 獲 美しい と いわ れ て いま す 。 都農 ワイ ナリ ー(3 日 目 ) 世界 的 に も 高い 評価 を 得 て い 
る 今 注目 の 国産 [都農 ワイ ン 」 醸 造 所 へ 。 
スケ ジュ ユール は 坦 紀 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 窓 観光 、 は 紅葉 の みどころ 
TB ロイ ヤル ロー ト 銀 座 特別 企画 

K 時 3 1 ーーー こ ーー 一 羽田 空港 (8:00 一 10:00) 発 へ 大 分 空港 一 「 若 栄 屋 」 (城下 町 杵 
「 ぶ どう の 里 か ら 、 ーー/ 介 山 介 、、W | ] | 午 に て 16 代 続く 老人: 銅 茶 演 の ご 昼食 ) 昌也 〇 耶馬 渓 

ワイ ン の 里 へ 」 ・ 定 あ ) ( 八 つ の 岩 話 群 が 一 望 で きる 一 目 八景 )ー 一 久住 町 泊 (17:00) 
一 人 の 夢 が 県 下 有 数 の ぶどう の 里 | 回 時 ホテ ル に て 創作 フレ ンチ 回 必 | 

いら ワイ > と つなが る 、 4 ・ 
の - W コ ホテ ル (9:00 頃 ) 王 や まな み ハ イ ウ ェ イ ・ 阿 蘇 く じゅ う 国 立 公園 
家 に よる お 話し と 特別 に 醸造 場所 を 本 > 〇 草 千里 ・「TDoucce Nuccal ( 阿 菊名 物 あか 牛 の ス ペ シ ャ ル ラン チ 
見 学 。 ワ イン に 併せ て 、 季 節 の 食材 を SN の 2 の ご 昼食 ) [椅子 席 ] 一 一 〇 天 岩 戸 神社 ( 天 岩 戸 拝観 ) ニ 一 〇 天安 河 
ie へ がり 記 8 原 一 一 喜 千 穂 泊 (16:00 思 

※ ご 夕食 後 、 国 の 重要 無形 民俗 文化 財 に 指定 [ 高 干 穂 夜 神楽 | に ご 案内 
ホテ ル に て 和 懐 石 國 選 較 

フリ ュー ゲル スタ 住 (1 泊 目 ) ホテ ル (9:00 頃 )\ 〇 高千穂 峡 (紅葉 の 渓谷 時 別 企画 
農 リー ( 尾 鈴 産 9 使 ) ー リー 

約 1 万 2 千 坪 の 広大 な 委 地 に 全 室 スイ ー ト ルー ム の 郊 れ が 10 棟 。 AR 0 同時 (000 0 
客室 に は 源泉 か け 流し の 震 天 風呂 が つい て いま す 。 う | で 、 醸 造 場所 を 見 学 ・ ワ イン の 試飲 )・ 季 節 の 食材 を 使っ た ご 昼 人 
を いた だ きま す ( ワ イン 1 杯 付 ) [椅子 席 宮崎 空港 一 へ 羽田 空 
港 (18:30 一 20:30) 着 國 悦 」 


(利用 予定 航空 会 社 ) JAL ま た は ANA ま た は SNA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利 
用 と な り ま す 。 〈 利 用 バス 会 社 〉 大 分 交通 また は 大 交 北 部 バス また は 国東 観光 
バス また は 玖珠 観光 バス 

※2 夜 の [高千穂 多 神 業 」 鑑 中 は 貸切 で は あり ませ ん 。 新 型 ナウ ィ ル 
感染 防止 対策 に 伴い 中 止 と な る 場合 が ご ざい ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読 
みく だ さい 。 


ゃ 


則 お 部 屋 の 且 例 


画 宿 泊 :〈1 泊 目 ノ 大 分 県 - 久 住 町 ) フ リュ ー ゲ ルス 住 ( 和 洋室 . 胡 天 風呂 付 50m) 
2 泊 目 ノ 宮崎 県 高千穂) 居 証 還 旅館 神仙 (離れ : 洋 室 / 本 館 : 洋 室 また は 和室 ン 直 
2 泊 目 天風 呈 付 ※ 寄 室 の 衣 天 風呂 温泉 で は あり ませ ん 。※ 洋 室 は ば ツ イン ※ 客 室 タイ プ 
較 泊 旅館 神仙 ( は 選べ ませ ん ) 
門下 租 叶 に 位 休 ずる 宅 15 潮 の 音 滞 放 。 最大 12 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 


守 才 は 隊 天 属 品 付 、 NO YO 第 TO ぎ を 感じ て お 過ごし いた だ け ま す 。 


出発 日 2022 年 11 月 20 日 (日 


ご 旅行 代金 おぉ 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYO00-2 


出発 ・ 到 着 地 2 名 1 室 名 1 室 
羽田 空港 発着 400,000 円 460,000 円 
往路 大 分 空港 合流 20.000 円 引き 
復路 宮崎 空港 離 団 20.000 円 引き 


料理 (イメ ー ジ ) 添乗 員 は 1 羽田 空港 か ら 3 日 目 羽 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


細 の WH 


中 部 


人 気 の 観 光 列 車 と 紅葉 色づく 秋 の 修善 寺 を 愉し む 


「THE ROYAL EXPRESS | で 行 * バ 伊豆 2 日 間 


風光 明 婚 な 伊豆 の 海岸 線 を 走る ロイ ヤル ブル ー の 車体 が 印象 的 で す 。 
車窓 か ら 流れ ゆく 景色 を ご 堪能 くだ さい 。 


剛 | 秋 の 修善 寺 ・ 熱 海 を 散策 する (2 邊 


例年 11 月 下旬 12 月 上 旬 に か け て 色づく 伊豆 。 紅 葉 の 名 所 の 修善 寺 や 熱海 梅園 、 熱 海 屈 指 
の パワ ー 2 PTMG 外 妥 和 NUM 


「THE ROYAL EXPRESS」 の 音楽 演出 、 お よび JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 ・ 感 動 の 響き 
アン バ サ ダ ー の 大 迫 淳 英 氏 に よる サロ ンコ ン サ ー ト を 開催 。 下 田 湾 を 見 渡す 絶景 の 
[THE ROYAL HOUSE」 を 貸し 切っ て の 優雅 な ひと 時 を お 愉し みく だ さい 。 


HEIROYAL EXPRESS 外観 


| 美しい 車内 。 


水戸 岡 鋭 治 氏 デザ イン の 、 示 881 


し 和 


「 旬 香 亭 」 監 修 の 定評 の ある 洋食 コー ス 。 
車内 で の お 食事 も 、 列 車 の 旅 の 醍醐 味 の ひ と つ で す 。 


スケ ジュ ー ル 6 は 和 坦 紋 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 


は 紅葉 の みどころ 


| 泊 | 里山 の 別邸 2 と 275 


清 国 流れ 里山 風情 が 
色濃く 残る 閑静 な 地 に 佑 
み 、 一 万 坪 の 敷地 の 中 、 
客室 数 を 抑え た ゆとり あ 
る 館内 で は 、 ど こ に いて も 
ゆっ くり と 流れ る 里山 時 
間 」 を 電 能 で きま す 。 


ROYAL CAFE] ご 集合 


11:O0 横浜 駅 「THE 
っ くり 出発 横浜 駅 (1 


1:50) 発 rrr「THE ROYAL EXPRESS」 プ ラ 


チ ナ クラ ス 乗 車 ( 約 3 時 間 車 内 で 洋 人 


の ご 昼食 ) 


THH キ 


下田 ロー プ ウ 


と 


復 ) *? ィ 


1 f 豆 女 下田 駅 …… 下田 々 イィ 


アッ 下田 一 一 相 玉 (下田 郊外 ) 泊 ( 


Z:00 頃 ) 


a 有 き 参 下田 特産 の 新鮮 競 介 と 里山 野菜 を 使っ た 和 会 席 


還 語 際 司 「THE ROYAL HOUSE」 貸 切 に て サロ ンコ ン サ ー ト 


田 太 | 


ホテ ル (9:00 頃 ) 一 \ 〇 修善 寺 の 散策 一 


伊豆 高原 「 ミ クニ 伊豆 高原 ] (地中海 料理 の ご 昼 人 


) 椅子 席 


〇 熱海 梅園 ( 約 380 本 の カエ デ ) 


ー デ 〇 挫 宮 神社 (樹齢 2.000 年 


ノ | を 超え る と いわ れる 大 楠 が 立つ 熱海 屈指 の パワ ー ス ポッ 


道 新幹線 グ 
18:00) 基 


熱海 駅 =( 東 % ノー ン 車 ) = デー 


東京 駅 ( 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) 伊 豆 箱 根 バス 


※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


) 一 


國民 


画 宿 泊 :〈 静 岡 県 ・ 相 玉 (下田 郊外 ) 〉 属 諸 玉里 山 の 別邸 下 


セン トラ ル ホ テル ( 和 


〈 ベ ッ ド 付 ) ・ 露 天風 呂 付 また は 和室 〈 ベ ッ ド 付 )〉 ・ 庭 園 露 天風 : 


付 プ 8 


+ 次 の 問 6 畳 ) 


※ 串 大 風呂 付 客室 は 食事 処 で の 夕食 、 庭 園 露 天風 呂 付 客 


は お 部 屋 で の 夕食 と な 


り ま す 。 


最大 12 名 1 名 参加 可能 


出発 日 2022 年 11 月 28 日 (月 ) 


添乗 員 同 行 


復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 人 最少 催行 人 員 :6 名 借 コ ー ス 番号 :1GGY000-3 
出発 ・ 到 着地 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
横浜 駅 発 ・| 和室 * 赴 天 風呂 付 | 260.000 円 | 310,.000 
東京 駅 着 | 和室 ・ 庭 園 露 天風 呂 付 | 270.000 円 | 320.000 幅 
復路 熱海 駅 離 団 5.000 円 引き 

添乗 貞 は 1 横浜 駅 か ら 2 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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を の 熱海 海上 花火 大 会 2H 問 蘭 計 


TS 防 iSS = スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 
東京 駅 (9:30) 発 一 咽 約 120 分 王 一 湯河 原 富士 屋 旅館 「 事 六 亭 」 
(うな 重 の ご 昼食 ) | 和 椅 子 〇 起 雲 開 ( ガ イド が 館内 を ご 案内 ) 
1 | ーー( ハ イヤ ー) ーー あ た み 伊豆 山 泊 (15:00 引 ) 

ご 食後 、 ホ テル に て 熱海 海上 花火 大 会 の 観賞 を お 愉し みく だ さい 
(20:20 一 20:40 予 定 ) 選 多 
ホテ ル (8:30 頂 ) = 一 (ハイヤー) =ー 〇 MOA 美 術 館 ( 秀 吉 ゆ か り の 
「 黄 金 の 茶室 」 時 間 外 貸切 鑑賞 ) 豆 高 原 「 ラ ・ ヴ ィ ー タ ・ エ ・ ベ ッ ラ 


ノ | 伊豆 高原 ] (イタ リア 料理 の ご 昼食 ) [和子 席 | 一 一 AO 伊豆 の 国 パ ノ 
ラマ パー ク (ロー プ ウ ェ イ に て 富士 山 が 一 望 で きる 碧 テ ラス へ ) ーー 
mm 約 120 分 一 一 東京 駅 (18:30 引 着 國 同 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス ※ ホ テル に 大 型 バ ス が 入 車 で き な い た 
め 、1 起 雲 開 一 ホテ ル 、2 ホテ ルーMOA 美 術 館 は ハイ ヤー で ご 移動 と な り 
ます 。※ 花 火 大 会 は 雨天 決行 で す が 、 荒 天 の 場 合 は 中 止 と な り ま す 。 そ の 場合 で も 
ツア ー は 実施 し 、 ご 旅行 代金 の 払戻 し は あり ませ ん 。※ 花 火 大 会 は 客室 か ら 観賞 で 
きま す が 、 一 部 眺望 が 遮 ら れる 部 屋 が あり ます 。 客 室 タ イ プ は 選択 で き ます が 、 客 室 


音 響 効果 抜群 の 大 迫力 熱海 海上 花火 大 会 (1 日 目 ) の 指定 は で きま せん 。 ま た 、 ホ テル 内 の レス トラ ン 、 ラ ウン ジ 、 バ ー、 大 浴場 な どか ら 


坦 あ る 電光 帝 、3 面 を 山 に 較 ま 配り 味 ] 汰 の 地形 の だ め : 知 で ド げ さ 傘 の 志 が ニニ ニン ーー 還 の く き Ws 

会 場 で 熱海 湾 は 、 こ 必 鉢 」 状 有 じ の た め 、 海 で る 花火 の 音 が ミロ ・/ 寺 に 右 示 三 汗 宏 .2 陸 
反響 し 大 き な スタ ジア ム の よう な 音響 効果 が あり 、 花 火 師 も 絶賛 する 打上 会 場 と 言わ れ ま す 。 玩 泊 静岡 県 / あ た み 伊豆 山 ? ホ テル プラ ン パッ パ 熱 海 ク レッ シェ ンド (洋室 2 剛 
2 紀 a4 ビ ピュー バス 付 ツ イン また は 和室 ・1 階 規 天 風呂 - ベ ッ ド 付 ) 

当 ツ アー で は 混雑 が な く 、 暖 か な ホテ ル か ら 花 火 を ゆっ くり ご 覧 いた だ きま す 。 ※1 階 の 客室 フロ ア 、 大 浴場 へ は 20 段 ほど の 隊 段 が あり ます 。 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 
ホテ ルグラン バッ ハ 熱 海 ク レッ シェ ンド 


美食 ・ 美 景 ・ 美 湯 の 3 拍子 が 還 = 
揃っ た ホテ ル 。 ご 所 


出発 日 2022 年 12 月 18 日 (日 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO0-2 


特に 地元 近郊 の 旬 の 食材 を まま 抽 出発 * 到 着地 部 屋 タイ プ 2 名 1 室 1 名 1 室 
上 V 選 し た フレ ンチ が 評判 で す 。 講 に 、 肖 し mnaeis 洋室 2 彰 ビ ュー パス 付 ツィ ン | 290.000 ロ 340.000 
) ed ン レ 定 和室 1 階 直 天 風呂 . ベ ッ ド 付 | 300.000 円 | 350,000 由 
ー ー 添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


瞬 の 人 
天橋 立 一 望 の 宿 「 去 妙 庵 」c 宿 泊 ee 


松葉 が に 会 席 と 茶 六 別館 の ぶり し ゃ ぶ 2H 間 隊員 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 
東京 駅 (30~-8:30) 発 王 ( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) 〒 呈 新 大 阪 駅 
篠山 城下 町 ホテ ル NIPPONIA「 ル アン 」 (フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) 
1] | | 符 子 席 |……⑥ 篠 山城 大 書院 一 一 天橋 立 泊 (15:45 紀 ) 
※ チ ェ ッ クイ ン 後 、 智 恩 寺 な ど 周 辺 の 散策 を ご 自由 に お 愉し みく だ さい 
多き 参 松葉 が に 会 口 層 了 
ホテ ル (9:45 頃 ) = 一 〇 伊根 湾 め ぐり 遊覧 船 = 一宮 津 「 茶 六 別 館 」 
ブフ | (ぶり し ゃ ぶ 料 理 の ご 昼食 ) | 季子 席 一 一 京都 駅 キー (東海 道 新幹線 
グリ ー ン 車 ) =ー 東 京 駅 (18:00-19:00) 着 國 悦 し 」 
〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) kmm モ ビリ ティ サー ビス 
※1 日 目 の ご 昼食 メニ ュー に は 猪 な ど 一 部 ジビエ が 含ま れる 場合 が あり ます 。 
※1 日 目 ご 食 の 松葉 が に 会 席 は 、 お ひと り 様 に つき 1 杯 程度 の ご 用 意 と な り ま す 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


4 人 介 に で 
、 一 天橋 立 (1 月 頃 ) 


ET 較 宿 泊 :〈 京 都 府 / 天 橋立 玄 妙 庵 ( 和 室 ・ 展 望 半 露天 風呂 付 ま た は 和洋 室 ・ 特 別 
夫 ノ \ 別 館 (2 日 目 昼食 ) 客室 ・ 展 望 半 露天 風呂 付 ) ※ 館 内 に エレ ベー ター は あり ませ ん 。 
※ 客 室 の 半 露 天風 呂 お よび 大 浴場 は 温泉 で は あり ませ ん 。 
宮津 の 創作 郷土 料理 「 ぶ り し ゃ ぶ ]」 を 、 江 戸 時 代 か ら 続 く 料理 旅館 に て お 召し あがり いた だ き 


ます 。 寒 魚 を 薄く 切り 、 昆 布 出汁 に さっ と 湯通し し 、 茶 六 特 製 の ポン 酔 で 味わう と 、 あ っ さり と 最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 
し た 円 や か な 旨み が 引き 立ち ます 。 締 め に いた だ く ぶ り 雑 炊 は 竹 と 野菜 の 旨み が 凝縮 し た 
格別 の 逸品 で す 。 0 出発 日 2022 年 12 月 9 日 ( 金 ) 、 


2023 年 1 月 8 日 (日 ) 


玄 妙 庵 ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) @ 最 少 催行 人 員 :2 名 @ コ ー ス 番号 :1GGYRO0-3 
知人 出発 ・ 到 着地 | 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 

高台 に 建つ 老 宿 。。=。=o。 mana | 和 叶 | 320000m | 430000m 
当 ツ アー で は 天橋 立 を 眺望 で きる 和洋 室 | 380.000 

お 部 屋 を ご 用 意 い た し ます 。 往路 新 大 阪 駅 合流 15,.000 円 引き 

ご 夕食 は 冬 の 味覚 松葉 が に 」 を 将 沢 園 ここ : に = = 復路 京都 駅 離 団 15.000 円 引き 

に 使っ た 会 席料 理 を ご 皿 味 くだ さい 。 桂 別室 風下 前 の 2) 語 中 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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関東 ・ 新 潟 | 東 北 


夢 の 人 
日 本 海 側 を 走る 列車 旅 山形 ・ 新 潟 美食 巡り 2rwrul 


名 月 荘 と 米沢 シャ トー ブリ アン 3 日 間 隊 計 


ーー デュ == > 上 Ha ュ = ュー 


名 月 荘 (2 泊 目 ) 手入れ の 行き 届い た 庭 の 玄関 を くぐり 、 純 和風 の 宿 で 上 質 な 時 間 を お 愉し みく だ さい 。 


ョ スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 全 は 車窓 観光 


米沢 牛 


シャ トー ブリ アン 東京 駅 (8:00) 発 一 一 魚沼 「 樺 苑 」 (田舎 屋 造り の 建物 内 で 和食 の 
(3 日 目 昼食 ) ] | ご 太 人 ) 失 了 扇 一 ご 人 海上 当 
新潟 市 内 泊 (17:00 妊 ) 


ステ ー キ の 女王 と も 言わ れる 1 頭 の 牛 か ら 
わずか し か 取れ な い 非 常に 貴重 な 部 位 。 
美食 で 知ら れる 「 時 の 宿す みれ ] で 米沢 牛 
コー ス 料 理 を 堪能 し ます 。 


回 2 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 挑 李 」 に て 中 国 料理 | 司 四 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 新潟 駅 ーー【 日 本 海 側 を 走る 列車 旅 (普通 車 

の 指定 席 ・ 車 中 お 弁当 ) 】 = デー 鈴 岡 駅 一 ーO 致 道 博 物 館 (日 藩校 時 代 
の 貴重 な 建物 群 ) か み の や ま 温 泉 泊 (17:00 局 ) 

ae 欠 名 月 注 流 日 本 料理 彰 | 借 | 夕 


ホテ ル (10:00 頃 ) ニー 上 杉 神社 …… 〇 上 杉 城 寺 苑 一 
| 米沢 「 時 の 宿す みれ 」 (米沢 生 シ ャ トー ブリ アン の ご 昼食 ) | 椅子 席 
= デ 福 島 駅 テー (東北 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 
東京 駅 (18:00-19:00) 着 彰 昼 圏 
(利用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エク フス プレ ス ま た は (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
画 宿 泊 :〈1 泊 目 新 潟 県 ・ 新 潟 市 内 ) 履 評 記 
m-35m) 
〈⑫ 泊 目 山 形 県 -・ か み の や ま 温 泉 ) 履 議 過 名 月 荘 (和室 ) 


潤 Pa 証 2 泊 目 ) 
名 月 荘 最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


蔵王 連峰 を 望む 小高 い 丘 に 他 み 、 全 室 離 れ 風 の 部 屋 を 持つ 木造 平屋 造り の 宿 。 
和室 に リビン グ と 露天 風呂 また は 半 皿 天 風呂 の つい た 客室 で ご ゆっ くり お 周 ご し くだ さい 。 出発 日 2022 年 1 2 月 う に 土 ) 、 


ホテ ル 日 航 新 潟 本 誠 ) 


信濃 川 の ほとり に 立つ 新潟 の ラン ド マ ー ク 。 
客室 は すべ て 22 階 以上 で 抜群 の 眺望 を 誇り 
ます 。 

夕食 は モダ ン な イン テリ ア の 「 中 国 料理 桃李 ] 
で 好評 の 広東 料理 で す 。 


ホテ ル 日 航 新潟 (洋室 : ツ イン 約 32 


2023 年 1 月 28 日 ( 土 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あ た り ) 人 最少 催行 人 員 :2 名 人 コー ス 番号 :1GGYRO0-4 
出発 到着 地 2 泊 目 部 屋 タ イフ 2 名 1 室 1 名 1 室 


和室 ( 半 起 天風 中 付 また は 皿 天 同時 

※ 選 べ ま せん ) 中 誠 ピ ュー | つ 90,000 円 |470,000 由 
和室 ( 半 起 天風 中 付 また は 皿 天 風呂 付 

※ 選 ませ ん ) 最 連 引 ビ ュー | つ 20,000 円 |490,.000 由 
に /(g=】 復路 福島 駅 離 団 10,000 円 引き 
還 主 2 后 人 0 細 22 素 貞 は 1 日 目 東 京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


東京 駅 発着 


お 部 屋 の 一 例 
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し 2 


美 


富 
FH 


水 の 里 修 富 岳 群青 客室 か ら の 眺望 (イメ ー ジ ) 


[伊勢 エ ビ ・ あ わび 」「 天 然 と ら ふ ぐ 」 、 冬 こ ぞ 美 味 し い 
遠州 ・ 駿 河 ・ 伊 豆 冬 の 美食 材 を た っ ぷり 電 能 し ます 。 


8 

鉄板 焼 結 久 」 

(日 本 平 ホ テル 内 ) (2 日 目 夕食 ) 
日 本 平 の 絶景 を 望む お カウ ンタ ー 席 で 伊勢 エビ 
や アワ ビ を 始め と する 新鮮 な 伊豆 ・ 駿 河 湾 の 
幸 を 愉し み ま す 。 店 内 (イメ ー ジ ) 

賠 料 享 う の い ち 
(3 日 目 昼食 ) 


大 人 の 隠れ 家 の よ うな 料亭 で 遠州 灘 の 荒 
波 に も まれ 育っ た 、 天 然 の と ら ふ ぐ を 贅沢 に 
使っ た 「 遠 州 灘 産 天 然 と ら ふ ぐ コ ー ス 」 を お 


ご | 愉し みく だ さい 。 


峰 富士 を 望む 眺望 自慢 の お 宿 と お 部 屋 を ご 


り きゅう 


意 。 


ふ が く ぐ 


〈1 泊 目 ) 


わずか 8 室 の ホテ ル で 全 室 約 130mm の スイ ー ト 
タイ プ 。 全 て の 客室 か ら 駿 河 湾 越 し の 富士 山 
を 眺め る こと が で きま す 。 お 料理 は 駿河 湾 の 
海 の 幸 を 使っ た 、 フ レン チ テ イス ト に 和 の 技術 
を 取り 入れ た 「 創 作 懐 石 ] を お 愉し みい た だ き 
ます 。 


水 の 里 令 二 指 誠 表 


日 本 平 ホテ ル 計 更 


標高 307m の 丘陵 地 に 建ち 、 ロ ビー の 一 面 の 
ガラ ス 窓 か ら 望 む 富士 山 の 姿 は まる で 一 枚 の 
絵画 の よう で 、「 風 景 美術 館 」 と も 称 さ れ て い 
ます 。 冬 の 澄ん だ 空気 の 中 で 見 る 凛と し た 
富士 山 の 姿 は 格別 で す 。 


お 部 屋 の 愛 
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味 し い 層 州 ・ 駿 河 ・ 伊 豆 


土山 を 望む 昔 た る 宿 と を の 味覚 3 日 問 蘭 


部 


伊豆 8 


『 2 る 株 よ り 出発 保証 


刀 


駿河 湾 の 美食 材 ( イ メー ジ ) 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 
東京 駅 (9:00) 発 一 三島 「gawa 三島 」 (地元 伊豆 食材 の フ 
ンス 料理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 ] 一 〇 鎌倉 殿 の 13 人 伊豆 の 国 大 河 
1 | ドラ マ 館 王 一 土肥 温泉 泊 (15:45 絡 ) 
7 き 珍 金目 魚の し ゃ ぶし ゃ ぶ を 含む 創作 懐石 
し 」 層 了 
ホテ ル (9:30 頃 ) 人 〇 伊豆 パノラマ パー ク (ロー プ ウ ェ イ で 「 幸 
テラ ス 」 へ ) =ー ト [割烹 菱屋 」 (駿河 ラン チ の ご 昼食 ) [椅子 席 
9 本 平 泊 (15:30 妃 ) 内 
2022 年 オー プン 鉄板 焼 「 結 久 」 に て 伊勢 エビ や アワ ビ 
な どの 鉄板 焼 
國 居 釣 
ホテ ル (9:30 電 一 一 ふじ の くに 茶 の 都 ミ ュー ジア ムーー 
浜松 「 料 亭 う の いち 」 ( 冬 の 美食 「 遠 州 灘 産 天 然 と ら ふ ぐ コ ー ス 」 の 
3 | ご 昼食 ) 一 浜松 駅 デー (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) デー 
東京 駅 (17:30-19:00) 着 
國 司 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 


※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

田 宿 泊 :〈1 泊 目 プ 静岡 県 ・ 土 肥 温 泉 〉 水 の 里 価 富 岳 群青 (洋室 ・ ツ イン ・ ス イー 

ルー ム ノ 約 130m) 

〈2 泊 目 ノ 静岡 県 ・ 日 本 平 ) 履 鞭 一 日 本 平 ホテ ル (洋室 ・ ツ イン プ 約 66 一 87m) 
最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 12 月 6 日 ( 火 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 但 最 少 催 行人 員 :2 名 信 


ー ス 番号 :1GGYR00-5 


出発 ・ 到 着地 2 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 

本 スー ペリ アツ イン ( 約 66m) | 440.000 円 | 560,000 幅 
9 コー ナー スイ ー ト ( 約 87m) | 460.000 円 | 580,000 幅 

復路 浜松 駅 離 団 10,000 円 引き 

添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


中 国 ・ 四 国 | 近 譜 


細め 


秘境 の 絶景 
[大歩危 ・ 小 歩 大 」 (2 日 目 ) 

2 億 年 の 時 を 経て 四国 山地 を 横切る 吉野 川 の 
激流 に よっ て 創 られ た 約 8km に わた る 渓谷 で 、 
大 理 石 の 彫刻 が そそ り た っ て いる か の よう な 
美しい 景観 を 誇り ます 。 


ステ ー キ 石 部 春日 

(4 日 目 昼食 ) 

』 時 を 忘れ て ゆっ くり と お 過ごし いた だ く 、 
「 極 上 の 大 人 の 隠れ 家 ] レ スト ラン 。 
当 ツ アー で は 名 物 活 き 飽 と 和牛 ステ ー キ の 
特別 昼 懐 石 を お 愉し みい た だ きま す 。 


内 理 G み 二 ジ ) 


ホテ ルリ ッ ジ 絡 記 5 


鳴門 公園 の 素晴らし い 景 観 と 自然 の 中 に 倍 む わずか 10 室 だ け の プラ イベ ー ト オア シス 。 
鳴門 の 豊 鏡 の 地 で 採れ る 山海 の 幸 を 使っ た お 食事 が 好評 で す 。 


料理 (イメ ー ジ ) 


ベラ ビス タ スパ & マ リー ナ 尾道 族 扇 E' 


瀬戸 内 の 絶景 を 望 お リゾート ホテ ル 。 お部屋 は コン テン ポラ リー な 装い の 中 に 和 の テイ スト 
を 感じ させ る 上 質 な 空間 で す 。 


メイ ンダ イニ ング 「 エ レ テ ギ ア 」 内 観 


名 勝 「 短 の 浦 」。 (4 日 目 ) 


スケ ジュ ー ル 


古く か ら 靖 待ち 周 待ち の 港 と し て 万 業 集 に も 詠 われ た 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 


1 | 答 子 語 


を 眺め な が ら ド ラ 


新 大 阪 駅 ⑨30) 発 (倫明 石 ※ 


喘 大 橋 ) 一 信 淡 路 島 の 


ィ イブ) ニー 


阿 那 賀 「 ホ テル アナ ガ ] (洋食 の ご 昼食 ) 


ーー( 信 大 喝 門 橋 ) 一 〇 大 塚 国際 美術 館 (世界 で 類 を 


2 き 参 ご 宿泊 者 専 ) 


み 


な い 陶 板 名 画 美術 館 を 鑑 


の [万 


グ 約 120 分 ) ー 一 只 門 公園 泊 (16:30 局 
E 壮 ] に て 和 懐 石 圏 昼 | 


ホテ ル (9:00 頃 ) 


品 H 


約 120 分 


祖谷 ローー (ジャン ボタ クシ ー 
ーー(@ 祖 谷 渓谷 ) 一 一 〇 祖谷 の か ずら 橋 「 新 祖谷 温泉 ホテ ル 


ノ | 〈@ 小 歩 危 峡 ) ーー 道後 温泉 泊 (17:00 属 
(12711 発 ) 季 節 の 食材 を 厳 朋 


か ずら 橋 ] (山里 郷土 料理 


の ご 昼 ) 


椅子 


(2/1 発 ) 瀬 戸 


慎 


愛媛 の UI 


上 


異 し た 日 本 料理 


の 幸 を ふん だ ん に 盛り 込ん だ 懐石 料理 


) 


〇 大 歩 危 峡 一 


國 居 


ホテ ル (9:30 頃 ) ⑨ タ オル 美 


内 海 寿 i 


の ご 昼食 ) [椅子 席 ] = 一 く 


術 館 今治 国際 ホテ ル 」 ( 瀬 


う | 〇 大 島 ・ 


老 山 展望 台 ( し ま 


な み 海 道 随 一 の 絶景 ポイ ント ) 


(〈⑯ し まな み 海 道 王 二 境 ガ 浜 泊 (16: 
府 メイ ンダ イニ ング 「 エ レ テ ギ 


00 孔 ) 
ア 」 に て 創作 料理 國 司 


| 


ホテ ル (10:00 人 頃 ) 


4 の 保全 


〇 輌 の 浦 の 町 並み 散策 ( 誰 木 や 輌 の 浦 名 産 


の 店 な ど を ガイ ド 付 で ご 案内 ) 一 一 福山 「 ス テー キ 懐 石 


= ニコ 


可 


(※ 福 山 駅 プ 15:00 妃 ) 


椅子 席 


ーー 細 約 240 分 一 一 新 大 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 


阪 駅 (19:00 仙 着 國 因 


者 


※ 最 終日 、 ご 希望 が な い 場 合 に は 福山 駅 に は 立ち 寄り ませ ん 。※2 日 目 、 祖 谷口 か ら 昼 
良 箇 所 まで は ジャ ン ボ タク シー を 利用 し ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
田 宿 泊 :〈1 泊 目 ノ 徳島 県 ・ 鳴 門 公園 ) ホ テル リッ ジ ( 洋 室 ・ ツ イン グ 約 60m) 

〈2 泊 ン 寺 計り 県 ・ 道 後 温泉 〉 (12/ 1 1 発 ) ふ な や (和室 また は 洋室 ・ ツ イン ) 

(2/1 発 ) 選 lie 邸 騰 H 夜 G 洋 ・ 露 天風 呂 付 ) 


⑬ 泊 ン 広 


グ ジ ュ アリ ー 225 ※ 客 室 は ハリ 
1 名 参加 


・ 境 ガ 浜 ) 太 衣 財 ペラ ビス タ 
ウッ ド ツ イン と な り ま す 


パ & マ リー ナ 尾道 (洋室 ・ テ ラス 


最大 10 名 


の 
に Id 


避 


添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 12 月 11 日 (日)、 


2023 年 2 月 1 日 ( 水 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO0-6 
出発 日 | 出発 到着 地 | 2 泊 目 部 屋 ラ イプ | 2 名 1 室 1 名 1 室 
12 月 11 日 和室 550,000 円 | 670,000 

(B) | 半 人 | 洲 室 |555.000| 675.000 

2 月 1 日 ( 水 ) ーー |560,000 由 | 680.000 由 

添乗 員 は 1 日 目 新 大 阪 駅 か ら 4 日 目 新 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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7 ロイ ヤル ロー ド ・ 
2 が が 


4/ 


| ルフ ララ 軽井沢 ポテ ル & リ ソー ト 料理 (イメ ー ジ ) 


「 電 。 


扉 温泉 明神 館 立ち 湯 ( 冬 頃 ) 扉 温泉 明神 館 カフ ェ & パ ー「 サ ロン 1050] 


身体 の 忌 から 温まる 名 湯 や 公共 の 交通 機関 で は スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鶴光 
な か な か 人 行き に くい 秘 湯 の 湯 宿 を 東京 駅 00) 発 一 笛吹 市 [ワイ ナリ ー レ スト ラン - ゼ ルコ バ ] ( 洋 
ラグ ジュ アリ ー バ ス で 【 」 の ご 昼食 ) [和子 席 一 一 四 放 西 山 温 泉 泊 (15.30 央 ) 

ラグ ン ュ フィ 骨 バス で 館 リ ま す 1 手作り に こだわ る 深山 会 

上 上質 な 湯 宿 を お 愉し みく だ さい 。 ホテ ル (9:30 細 一 ーO 〇 富士 川 切り 絵 の 森 美術 館 (国内 外 の 美しい 


切り 絵 コ レフ ショ ン ) =ー 北 杜 市 「 著 麦 Ha jime」 ( 薔 麦 と 創作 和信 
ノ | の ご 昼食 ) | 和子 席 扉 温泉 泊 (15:30 刀 


全館 源泉 掛け 流し の 宿 西山 温泉 慶 雲 館 2 較 較 | に 2 EZ の EPS 


ギネス に 認定 され た 世界 最 古 の 温泉 旅館 。 
全て の お 部 屋 に 源泉 掛け 流し の 浴室 (露天 風 
呂 ま た は 檜 の 内 風呂 ) が あり 、 ゆ っ た り と 温泉 
三昧 の 寛 ざ の 時 間 を お 過ごし いた だ け ま す 。 
お 食事 は 郷土 料理 の 奥深 い 味わい を お 愉し 
みく だ さい 。 


國 居 了 

ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 〇 北斎 館 テ 一 小布施 「 メ ゾン ドナ チュ ー ル 」 

3 (フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) [椅子 席 ] 一 信州 山田 温泉 泊 (15:30 引 ) 
回 2 ま 基 会 席料 理 


國 居 多 
ホテ ル (10:00 頃 ) =ーー 〇 真田 宝物 館 =--「 グ リル ミル (ルグラン 
4 軽井沢 ホテ ル & リ ゾー ト 内 )] (洋食 の ご 昼食 ) 椅子 席 | ニー 

東京 駅 (18:00 軸 着 


國 周 


扉 温 泉 明神 館 騙 5 


日 常 か ら 解放 され 洗練 され た お も て な し で 時 
間 を 忘れ て ゆっ くり と お 寛ぎ ざい た だ け ま す 。 
湯殿 の 「 立 ち 湯 ] か ら の 自然 の 眺め は 季節 毎 に 
彩り を 変え 、 ま る で 絵画 を 見 て いる よう な 美 し 
さ で す 。 自 然 農園 「 扉 農場 ]」 で 作ら れ た 無 農 薬 
野菜 や 地元 の 食材 を 使っ た 四季 折々 の お 料理 
を ご 堪能 くだ さい 。 


緑 起 山 宿 藤井 蘭 覆 記 5 


目 の 前 に 広がる 渓谷 美 を 見 な が ら の 露天 風呂 
と 地元 信州 里山 の 恵み を 活か し た 会 席料 理 
が 自慢 の 宿 。 

ベッ ド 付 客室 で お 寛ぎ ざく だ さい 。 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


囲 宿泊 :〈1 泊 目 山 梨 県 甲州 西山 温泉 〉 全館 源泉 掛け 流し の 宿 西山 温泉 慶 雲 館 
(和室 ) 
⑫ 泊 目 プ 長野 県 ・ 扉 温泉 扉 温泉 明神 館 ( 洋 室 ・ ツ イン ・ お 鷹 棟 プ 約 56m?) 
〈⑬ 泊 目 長 野 県 ・ 信 州 山田 温泉 緑 想 山 宿 藤井 荘 ( 和 洋室 ) 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 貞 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 12 月 14 日 ( 水 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あ た り ) 人 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO0-7 
出発 ・ 到 着地 1 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
580.000 ロ 680.000 ロ 
| ゞ 去 | 避 に 
|600.000 | 700.000m 
az3EaIG 多 人 2 用 添 系 上 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 4 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


東京 駅 発着 
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凌 太 と 食 を 愉し む 』 


神戸 の 美しい 夜 太 を ホテ ル の 客 宇 か ら お 愉し みい た だ け ま す 。 (1 泊 目 ) 
※ 客 室 に より 向き が 異な り 、 多 少 眺 望 は 異な り ます 。 


較 食 材 の 宝庫 ・ 淡 路 島 (2 日 目 人 ) 


四方 を 海 に 囲ま れ た 淡路 島 で は 、 海 産物 は 
も ちろ ん の こと 、 野 菜 、 果 物 、 畜 産ま で 豊富 
な 食材 が 揃っ て いま す 。 そ の 昔 は 朝廷 に 食材 
を 献上 し て いた 「 御 食 国 ( み け つく に )」 の 
ひと つ に 名 を 連ね て いま す 。 

海 に 面 し た 「 青 海 波 青 の 舎 ] に て 、 海 の 幸 と 
山の幸 を ふん だ ん に 使用 し た 御膳 ・ お 寿司 
を お 愉し みい た だ きま す 。 


全 語 ロイ ヤル ロー ド ・ 


兵庫 の 名 所 めぐ り 3 日 間 


ルレ S7 ペ る 


『 み 


青海 波 青 の 舎 店 内 


全席 海 に 面 し 、 絶 景 の 播磨 灘 を 眺め な が ら お 食事 を お 愉し みい た だ ける 「 青 海流 青 の 舎 ]。 


(2 日 目 昼食 ) 


スケ ジュ ー ル っ は 入場 襲 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 窓 観光 、※ は 花 の みどころ 


ゆっ くり 出発 | 新 大 阪 駅 (12:30) 発 一 一 倫 神 戸 市 内 を 車窓 か ら 見 学 


] | @ コ ンチ ェ ル ト ティ ー ク ルー ズ ( 約 90 分 ) 一 一 神 


(神戸 税関 神戸 ポー ト タ ワ ー- 南 京町 ・ 旧 居留 地 ) ニー 
戸 市 内 泊 (16:15 頃 ) 


ホテ ル 内 「 鉄 板 焼 さ 


ざん か ]」 に て 神戸 ビー フ の 食べ 比べ 


L 岬 


トッ ク の 花 の 見 頃 ) 


ホテ ル (9:45 頃 ) = 一 介 明 石 海峡 大 橋 王 一 北 〇 あわ じ 花 さじ き ( ス 
淡路 [青海 波 青 の 舎 」 (淡路 島 の 食材 を 


使っ た 和食 の ご 昼食 ) | 椅子 席 〇 伊 俳 諾 神 


ホテ ルオ ー ク ラ 神 戸 放 記 


神戸 の ラン ド マ ー ク と し て メリ ケン パー ク に 建つ 地上 35 階 建て の ホテ ル 。 
16 一 27 階 の オー セン ティ ッ ク フ ロア の 海 側 の お 部 屋 を ご 用 意 。 
伝統 の 格式 、 十 質 な 空 間 、 洗 練 さ れ た お も て な し で 寛ぎ の 時 間 を お 過ごし くだ さい 。 


有馬 温泉 の 中 心地 か ら 少 し 離れ た 1,400 坪 の 緑 あふ れる 自然 環 
温泉 街 の 貴 品 か ら 離 れ て ゆっ くり お 過ごし くだ さい 。 


ロビ ー 棟 外観 


/ 馬 温 泉 泊 (15:30 起 ) 


m 


チェ ッ ク イ ン 後 、 ご 希望 の 方 は 徒歩 と ロー プ ウ ェ イ で 六甲 ガー デン 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


テラ ス へ ご 案内 
7 創作 和食 の 山 家 会 席 
國 層 狗 
ホテ ル (9:30 頃 ) ニー 篠山 城跡 大 書院 (ガイド が ご 案内 ) ニー 
9 篠山 城下 町 ホテ ル NIPPONIA「 ル アン 」 (洋食 の ご 昼食 ) [椅子 席 
ーー で 兵庫 陶芸 美術 館 一 一 新 大 阪 駅 (16:00 結 着 
國 悦 し] 


ア ・ 海 側 ・ デ ラッ クス ツイ ング 37m) 


画 宿泊 :〈1 泊 目 兵 庫 県 ・ 神 戸 市 内 〉 ホ テル オー クラ 神戸 (洋室 ・ オ ー セ ン テ ィ ッ ク 
(2 泊 目 兵庫 県 有馬 温泉 〉 有 馬山 叢 御所 別 了 (洋室 ・ メ ゾ ネ ッ ト ( は な れ ) ノ 約 
100m) ※ メ ゾ ネ ッ ト の 階段 は 螺旋 階段 に な っ て お り ま す の で 昇り 降り の 際 に は 
ご 注意 が 必要 で す 。 ベ ッ ド と 浴室 は 1 階 に あり ます 。 館 内 に エレ ベー ター は あり ま 
境 に ある 全 10 室 の 隠れ 宿 。 ビ ん < 


出発 日 2022 年 12 月 15 日 ( 相 ) 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 


復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 お 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :2 名 人 


ー ス 番号 :1GGYR00-8 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
1 新 大 阪 駅 発着 450.000 由 550,000 由 
メソ ネッ ト お 部 屋 い 半 添乗 員 は 1 日 目 新 大 阪 駅 か ら 3 日 目 新 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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細 の WH 


新春 東京 十 社 め ぐり 2 日 間 


神社 を めぐ る 東京 の 旅 へ 


「 東 京 十 社 ] と は 、 明 治 天皇 が 東京 の 鎮護 と 万 民 の 安泰 を 祈る 神社 と し て 定め た 旧 准 勅 祭 社 
の 中 か ら 、1975 年 に 選定 され た 10 の 神社 を 指し ます 。 

北 は 王子 、 南 は 品川 の 範囲 に 点 在 し て お り 、2 日 間 で 10 社 を 参拝 し ます 。 

「 東 京 十 社 め ぐり 」 の ご 朱印 帳 を ご 用 意 い た し ます 。 


還 呈 較 関東 ・ 新 潟 


43/ 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 
ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:00) 発 ーー 〇 根津 神社 一 〇 白山 神社 


白 ホテ ル 椿 山 蘭 「 木 春 堂 」 ( 石 焼 会 席 の ご 昼 人 


) | 椅子 席 


] | 〇 王子 神社 一 一 〇 亀戸 天神 社 一 一 〇 富岡 八幡 宮 
東京 ・ 丸 の 内 泊 (17:00 孔 ) 


し 悦 


パレ ス ホ テ ル 東 京 


東京 駅 が 徒歩 園内 で あり な が ら 、 緑 豊か な 丸の内 
に 位置 し ます 。 客 室 は グラ ンド レジ デン ス を コン 
セプト に 、 隅 々 に まで お も て な し を 行き 届か せる 
よう 、 ゆ と り と くつ ろ ぎ を 実現 し まし た 。 


間 お 部 屋 の 一 例 


細 の MRH 


美山 か や ぶ き の 里 で 「 ぼ た ん 鍋 」 を 味 わ 5 2 日 間 陸 


。 夫 本 立 守 中 名 (1 月 頃 ) 


峰 | 上 質 の 旨味 と 了 さ を も つぼ た ん 銅 (日 上 人 


ほのか な 上 質 な 甘 さ が 特徴 の 猪肉 を ぼたん 鋼 で お 召し 上 が り い た だ きま す 。 
冬 の 味覚 を ご 堪能 くだ さい 。 ※ 仕 入 の 関係 上 、 地 元 産 以外 の 猪肉 と な る 場合 が あり ます 。 


天橋 立 運河 に 沿っ て 建つ 純 

和風 旅館 で す 。 も Le 

対岸 に ある 天橋 立 の 松林 が vw sy = 

庭 の よう な 広がり を 見 せ 、 = ニュー 

すべ て の 客室 か ら 望 むこ と 4 オ 舞 由 
が で きま す 。 お 部 屋 の 三 例 料理 イメ えま ラ ) 
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ホテ ル (9:00 頃 ) 一 〇 神田 明神 一 一 〇 日 枝 神 社 一 一 〇 赤坂 氷川 神社 


ノヽ 


園 「 東 京 芝 と うふ 屋 う か い ] (和食 の ご 昼 人 


0 


〇 肥 大 神宮 一 〇 品川 神社 一 一 東京 駅 (16:30 頃 ) 着 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス 


※1 の 夕食 


は 含ま れ て お り ま せん 。 


※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


) | 椅子 語 


國 司 


較 宿 泊 :( 東 京都 東京 ・ 丸 の 内 〉 パ レス ホテ ル 東 京 ( 当 


ルコ ニー ノ 約 45m) 


E 室 ・ デ ラッ クス ツイ ン with バ 


最大 10 名 


1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 


出発 日 2023 年 1 月 6 日 ( 金 ) 


ご 旅行 代金 


(お 1 人 様 あたり ) 食 最 少 催行 人 員 :2 名 人 


復路 宅配 付 


ス 番 号 :1GGYR00-9 


出発 * 到 着地 


2 名 1 室 1 


名 1 室 


240.000 円 


290.000 ロ 


添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 2 


スケ ショ ー 


東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


ル 


2 名 様 よ り 出発 保 計 


/ ド 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 


「 フ ィ ー ヌ ズ ・ エ ル ブ ] ( 洋 


GO 笠松 公 


( 日 本 三景 


1 | 天橋 立 泊 


(15:30 頃 ) 


7 丹後 の 食材 を 活か し た 京 会 席 


新 大 阪 駅 (9:30) 発 一 員 約 150 分 一 天橋 立 橋立 ベイ ホテ ル 
廊 の ご 昼食 ) | 椅子 席 ] = 一 府中 駅 
天橋 立 を 眺望 ) ? 々 府中 駅 一 


周 尽 | タ | 


ホテ ル (9:30 頃 ) ニー 〇 舞鶴 赤 れ ん が パー ク (現存 する 最 古 の 鉄骨 
構造 れん が 建築 ) 一 一 美山 「 料 理 旅館 枕 川 楼 ] (ば た ん 銅 の ご 昼食 ) 
2 | ニー 〇 美山 か や ぶ き の 里 の 散策 一 一 京都 駅 (17:30 軸 着 


國 悦 
〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) kmm モ ビリ ティ サー ビス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
較 宿 泊 :〈 京 都 府 ・ 天 橋立 〉 文 珠 荘 (和室 /10 畳 ) 
最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 1 月 10 日 ( 選 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 人 @ コ ー ス 番号 :1GGYRO0-A 
出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 

新 大 阪 駅 発 ・ 京 都 駅 着 260,000 中 330.000 中 

添乗 員 は 1 日 目 新 大 阪 駅 か ら 2 日 目 京都 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


中 国 ・ 四 国 


玉造 温泉 と 三朝 温泉 に 宿泊 9PFPPEESs 


ジン 2 レベ の が が 


細 の MRH 


6 / 


ー! (2 日 目 ) 


革 槍 全 が に [所 時 


z 足下 美術 館 店 出水 庭 人 4 月 頃 ) 
松葉 が に の トッ プ ブ ラン ド 「 五 輝 星 ( い つき ぼ し )」 の タグ 付 蟹 。3 日 目 の ご 昼食 で お 召し 上 が りく だ さい 。 四季 折々 の 日 本 庭園 が 美しい 「 足 立 美術 館 」。 (2 日 目 ) 
峰 | 味覚 の お 宿 山田 屋 (3 日 自 昼食) スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 

る ロ に IN 東京 駅 (Z:30-8:15) 発 = デ ( 東 ※ 人 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 
_ MT に 
松葉 が に の 中 で も 、 大 き さ ・ 重 さ ・ 形 状 ・ 色 合い ・ 身 入り の 5 つの 基準 を 満た し た 最高 級 品 の み 新 大 阪 駅 一 咽 約 150 分 = 王 「 ザ ・ シ ロ ヤ マテ ラス 津山 別邸 」(: 
に 与え られ る 「 五 輝 星 ( い つき ぼ し )」 の 盤 を お 召し 上 が り い た だ きま す 。 の ご 昼食 ) | 椅子 席 ] 一 一 〇 津山 城東 町 並み 保存 地区 散策 (ガイ ド 侍 
HE は 1 庫 約 120 か 一 玉 半 温 泉 泊 (17:30 
※ は 生 が に で は あり ませ ん 。 お ひと り 様 に つき 1/2 杯 の ご 用 意 と な り ます 。 本 海 の 海 の 幸 を ふん だ ん に 使っ た 会 席料 理 


し 悦 恩 


ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 〇 出雲 大 社 (ガイ ド 付 ) = ニー「 八 雲 東 店 ] (出雲 
そば の ご 昼食 ) | 椅子 席 一 一 〇 足立 美術 館 ( 世 界 が 認め た 日 本 一 の 
ノ | 庭園 を 誇る 美術 館 ) 一 三朝 温泉 泊 (17:30 引 ) 

回 4 ま 参 会 席料 理 


國 居 多 


ホテ ル (9:00 頃 ) デ 〇 白兎 神社 ーー 鳥取 砂丘 砂 の 美術 館 
鳥取 「 味 覚 の お 宿 山田 屋 」 ( 五 輝 星 の 角 の ご 昼食 ) |[ 椅 子 席 | 一 


佳 翠 苑 皆 美作 う | 咽 約 120 分 一 一 姫路 駅 テー( 東 海道 ・ 山 陽 新幹線 グリ ー ン 車 ) =ー 


京 駅 (20:00-21:00 
情緒 あふ れる 湯 の 街 玉 造 温泉 に 建つ 、 現 代数 寄 屋 造 り の 宿 。 最 上 階 の 展望 露天 風呂 な ど 趣 東京 駅 ( ) 着 
の 異な る 4 つの 大 浴場 を 満喫 いた だ け ま す 。 國 居 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈1 泊 目 プ 島根 県 ・ 玉 人 造 温 浴 苑 を (和洋 ・ 天 ゆら ) 
⑫ 泊 目 ノ 鳥取 県 ・ 三 朝 温泉 志 の 湯 万 有 栓 (和洋 イー ト ま た は 雅 スイ ー ト ・ 
温泉 半 露 天風 呂 付 ) 


ーー ーー 、 最大 10 名 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 
世界 一 7 で ず 了 朝 温泉 に ある 湯 宿 。 自 家 源泉 3 本 か ら な る 源泉 出発 日 2022 年 12 月 19 日 (月 ) 、 
100% の 温泉 に 浸かっ て 存 分 に お 寛 ざい た だ け ま す 。 2023 年 1 月 29 日 0 
! ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO0B 
出発 * 到 着地 | 2 泊 目 部 屋 タ イブ 2 名 1 室 
開 スイ ー ト 570,.000 幅 
京 駅 発着 * 
MM 雅 スイ ー ト 580.000 ロ 
往路 新 大 阪 駅 合流 15.000 円 引き 
復路 姫路 駅 離 団 20.000 円 引 き 
フロ ント ・ ロ ビー( 和 を ・ イ メー ジ ) 添乗 員 は 1 日 目 東 京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 人 


越前 が に 懐石 ・ 刺 身 ・ 焼 き が に (2 日 目 ) 
料理 方 法 は お 選び いた だ け ま す 。 


aa 


明治 7 年 開業 。 令 和 3 年 の 夏 に 再 始動 。 全 室 源泉 か け 流し の 半 協 天風 呂 付 の 客室 で お 克 ぎ いた だ け ま す 。 (2 泊 目 ) 越前 岬 水仙 ラン ド (2 日 目 ) 冬 の 日 本 海 の 荒波 に 耐え 6 
ヘクター ル の 敷地 に お よそ 500 万 球 の 水仙 が 咲き ます 。 


食 | お りょう り 京 町 葛 谷 _ : スケ ジュ ー ル 6G は 和 場 記 、 〇 は 下車 失 光 、@ は 車 観 光 、※ は 花 の みどころ 
= 東京 駅 (7:30-9:30) 発 =ー( 北 陸 新 幹線 グリ ー ン 車 ) ーー 金沢 


(2 日 目 昼食 ) < 
歴史 ある 町 並み の 一 角 に 件 お 老舗 料亭 で 、 越 前 2 

市 の 「 越 前 和紙 」 を 使用 し た 越前 和紙 懐石 を ご 堪 
能 く だ さい 。 

※ 和 紙 懐 石 は 食材 や 使う 和紙 な ど が 季節 に よっ 
て 変わ り ま す 。 


Il 駅 一 金沢 「 松 魚 亭 ] の ど ぐ ろ の ご 昼食 ) | 椅子 席 ⑨ ヤ マト 
油 味 噌 (ガイ ド が ご 案内 ) 一 一 あわ ら 温 泉 泊 (16:00 頃 ) 
回 7 名 の 地元 の 食材 を ! いた 創作 懐石 料理 田 必 | 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 開 〇 越前 岬 水仙 ラン ドーー 越 前 市 京町 「 萬 谷 
(越前 和紙 懐石 の ご 昼食 ) [椅子 席 = 一 〇 越前 和紙 の 里 一 一 あわ 


が に ュー が [に ら 温泉 泊 (16:00 頃 ) 
上 PT 「 趣 般 が に ] と 「 せ いこ が に 』 2 | 革 衣 お ひと り 様 で 一 杯 の 越前 が に 令 石 
を 食す (2 日 目 タ 信 ) 下記 ぐ ⑧ か ら お 好き な メニ ュー を お 選び くだ さい (お ひと り ず つ ) 


越前 和紙 懐石 (イメ ー 釣 


ャ デー ュ で 黄色 の タグ が 目印 の 「 越 前 が に 」 を お ひと り 様 で ⑳@ 茹 で が に (まる ご と 英 で る ) 
、 1 衝 全 し 7 富 光 栖 作用 義 し ます) 刺身 ・ 焼 き が に 「 脚 は お 刺身 ・ 肩 と 甲羅 は 焼き 」 


茹で が に 、 刺 身 ・ 焼 き が に な ど 、 ご 希望 の 調理 方 法 
で お 愉し みく だ さい 。 せ いこ が に は 1 2 月 末 ま で の 
_ 」 2 ヶ月 間 の み 漁 が 行わ れ ま す 。 


※ ご 出発 前 に 添乗 員 よ りお 伺い 國 司 釣 


ホテ ル (9:30 頃 ) ニ ーー 〇 東尋坊 観光 遊覧 船 一 一 金沢 [ジャ ル ダ ン ・ ポ ボー 
う ル ボ キュ ー ズ ]」 (フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) | 椅 子 席 |= 一 金沢 駅 =ー( 北 
陸 新 幹線 グリ ー ン 車 )== 東 京 駅 (18:00 一 20:00) 着 國 悦 


た G 泊 目 ) (利用 パス 会 社 ) 北 鉄 金沢 パス また は 北 鉄 白山 パス また は 北 鉄 加賀 パス 
泊 越前 あわ ら 温泉 お と は の : IE ※3 日 目 の 東尋坊 観光 遊覧 船 は 当日 の 気 旬 条 件 に よっ て 欠航 に な る 場合 が ご ざ 
較 「 り の 侍 ま い 、 量 より 質 に こ だ 


いま す 。 払 戻し は あり ませ ん 。 徒 歩 で の 観光 と な り ま す 。※2 日 目 、 あ わら 温泉 光 
わっ た 旬 の 食材 を 用 いた 創作 懐石 料理 を ご 風 湯 園 べ に や で は お ひと り 様 一 杯 の 越前 が に の ご 提供 と な り ま す 。※P.7 の ご 案 
堪能 くだ さい 。 3 も 必ず お 読み くだ さい 。 


田 宿 泊 :〈1 泊 目 プ 福井 県 ・ あ わら 温泉 〉 越 前 あわ ら 温 泉 お と な の 湯 宿 つ る や (和室 ) 
※ お 部 屋 は それ ぞ れ 趣 が 異な り 、 指 定 は で きま せん 。 

〈2 泊 目 福 井 県 ・ あ わら 温泉 〉 あ わら 温泉 光風 湯 園 べ に や ( 半 露天 風呂 付 和 室 
また は 半 露 天風 呂 付 和 洋室 )※ 選 べ ま せん 。 


H 


最大 12 名 添乗 貞 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 12 月 12 日 (月 ) 


あわ ら 温泉 光風 湯 画 べ に や 
あわ ら の 風土 と 調和 し た 全 17 室 の お 部 屋 は 
ー 部 屋 ご と に コン セプト が 異な り 、 全 室 源泉 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY000-4 


か け な が し の 半 露 天風 呂 を 備え て いま す 。 お 出発 - 到 着地 2 名 1 室 
食事 は 夕 朝 と も に お 部 屋 に ある ダイ ニン グ で 

ゆっ くり 地元 の 下 み を お 愉し みい た だ け ま す 。 東京 駅 発着 420,000 由 
茹で が に 、 刺 身 * 焼 き が に の 調理 法 で 、 冬 の 味 往路 金沢 駅 合流 15,000 円 き 
WS 本 4 の 復 有 金 沢 駅 離 団 15.000 円 きき 


お 部 屋 の 一 例 添乗 具 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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且 ロイ ヤル ロー ド ・ 
プレ ミア ム 


癌 委 飛騨 (2X 二 用 ん ( 富 儲 )U 時 県 観光 連 明 


冬 の 信州 ・ 飛 騨 ・ 北 陸 の 味覚 探訪 


冬 と いえ ば 美食 の 季節 。 寒 ブリ や 蟹 な どこ の 時 期 に し か 味わう こと の で き な い 旬 の 食 と 、 信 州 蕎麦 や 
最高 級 ブ ラン ド 牛 の 飛騨 牛 尽く し 懐石 な どの 土地 土地 の 食 を どちら も ご 堪能 いた だ ける 、“ 食 "に 
こだわ っ た コー ス で す 。 

冬 な ら で は の 景色 を 眺め た り 、 湯 に 定評 の ある 温泉 宿 で 軸 い だ り 、 冬 を 満喫 し な が ら 美 食 を 巡る 旅 に 
出かけ て み ま せ ん か 。 


スケ ジュ ー ル 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観 史 | スケ ジュ ユール 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 旬 は 車窓 観光 


東京 駅 (8:30) 発 ニー 呈 約 200 分 一 松本 「 そ ば 庄 松本 城 店 蕎麦 の ご 東京 駅 (30-8:45) 発 =( 東 道 新幹線 グリ ン 車 ) 〒〒 米 原 駅 ーー 
1 硫 人 ) | 短 子 席 | 一 一 〇 国宝 ・ 松 本 城 一路 約 120 分 泊 (17:00 妃 ) 1 福井 「 開 花 亭 sou-an] (や さい 懐石 の ご 昼食 ) [和子 席 G 永 平 寺 
飛騨 牛 尽く し 会 席 口 届 較 ー デ 山代 温泉 泊 (17:00 頃 ) 
本 2 加 能 蟹 懐石 司 了 
テル CO00 一 つい 深 0 高 IH「 本 陣 平 野 屋 ホテ ル (9330 怖 ) 一 瑞 龍 寺 一 一 氷見 [氷見 温泉 郷 くつ ろ ぎ の 宿 うみ あ 
2 | 和光 庵 ] (和食 の ご 昼食 ) 和子 席 ーー 〇 回 流 半 情 白川 卿 一 2 | か り ]( 寄 プ リ を 使っ た 会 導 料 理 の ご 室 朗 ) 答 了 民 | 
金沢 泊 (16:30 引 〇 兼 六 園 一 一 金沢 泊 (17:15 頃 
4 診 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 ラ ・ プ ラー ジュ ] に て フラ ンス 料理 國 層 図 隔 社 府 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 桃 李 ] に て 中 国 料 理 國 居 図 
ホテ ル (9:30 頃 ) ニー 〇 兼 六 園 三 一 供 雨 晴 ※ 氷見 [氷見 温泉 郷 く < つ ホテ ル (10:00 頃 ) 一 一 〇 加計 訪 川 郷 川村 「 蕎 麦 庄や まこ し ] 
ろ ぎ の 宿 う みあ か り ]」( 寒 プリ を 使っ た 会 席 料理 の ご 神 食 ) 胸 席 っ | 億 麦 の ご 写 食 ) 科 子 席 | 一 一 飛騨 の 古い 町 並み 散策 一 
づ | O 黄 聞き 一 あわ ら 温泉 泊 (1715 吉 0 
加 27 人 越前 が に を 含む 僚 石 料理 遼 局 較 2 飛騨 牛 尽く し 会 席 國 固 四 
ホテ ル (9:45 頃 ) 一 一 申 約 120 分 一 ー 〇 国宝 ・ 松 本 城 一 
ホテ ル (10:00 頃 ) 一 〇 永平寺 一 一 福井 「 開 花 事 SOu-an] (や さい 懐石 | 4 | 松本 [割烹 松本 館 ]( 季 節 の 僚 石 料理 ) [ 短 子 席 ] 一 中 約 200 分 一 
4 | の ご 昼食 ) | 符 子 席 ] 一 米原 駅 テー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) =ー 東京 駅 (18:00 悦 着 朝 | 大 | 較 
東京 駅 (19300-20:15) 着 左 國 | | 画 宿泊 :〈1 泊 目 ノ 石川 県 - 山 代 温泉 ) 6 季 亭 (和室 また は 和室 ・ 赴 天 
人 5 風 叫 付 また は 和室 ・ ペ ッ ド あり 天風 上 人 また は 和洋 室 ・ 天 周 品 付 ※ 選 べ ま せん ) 
Z ロ ・ 1 2」 」 宝 洗 
の 上 古人 ホテ ル 日 誠二 . リ ュ フ ス フ ロ アツ イン ン 31n1 た 上司 回 2 
(3 泊 目 福井 県 ・ あ わら 温泉 ) あ わら 温泉 光 購 湯 園 べ に や (和室 また は 和洋 室 ・ 半 起 天 | ^ う 泊 目 岐 早 上 高山 扇 和 洋室) 
周 付 ※ 選 べ ま せん) 名 参加 可 復路 宅配 付 


最大 10 名 1 名 参加 可能 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 12 月 20 日 ( 火 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催 行人 員 :2 名 人 コー ス 番号 :1GGYRO0D 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO0-C | 出発 * 到 着地 1 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 和室 590,000 由 | 710.000 由 
東京 駅 発着 570.000 ロ 680.000 東京 駅 発芽 和室 皿 天 風呂 付 600.000 円 | 730.000 ロ 
復路 米原 駅 離 団 15.000 円 きき 委 ペ ツ ド あり 二天 ョ 付 ま た は 衛 吉 恒 天 B 付 | 620.000 円 | 750.000 由 
添 径 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 4 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 往路 米原 駅 合流 15.000 引 き 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 4 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
| 泊 | あわ ら 温泉 光風 湯 画 べ に や 記 】urW た ちば な 四季 亭 本 虹 
2021 年 リニュ ー ア ル 。 山代 温泉 発祥 の 地 で ある 服部 神社 、 薬 王 院 の 


全 17 室 の お 部 屋 は 源泉 か け 流 し の 半 露 天 
風呂 付 で す 。 
ご 夕食 は 地元 ・ 三 国 港 や 越前 港 か ら 水 揚げ さ 
れ た 新鮮 な 越前 秀 を お 召し 上 が りく だ さい 。 
※ 船 は お お ひと り 様 に つき 1 杯 の ご 用 意 と な り 
ます 。 


正面 に 建つ 150 余 年 の 歴史 を 持つ 老舗 旅館 。 
ご 夕食 は 蟹 さ し や 焼き 蟹 な ど 、 
水揚げ され た 加 能 蟹 を 存 分 に お 愉し みく だ 


さい 。 


意 と な り ます 。 


橋立 港 な ど で 


※ 蟹 は お ひと り 様 に つき オス ・ メ ス 各 1 杯 の ご 


〈P.34 共 通 の ご 案内 〉 〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス ※ 和 気 角 条件 


に より 


川 卿 の 積雪 


量 が 少な い 場 合 が あり ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
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記 ロイ ヤル ロー ド ・ 
| ジ ICS7 ム 


飛騨 高山 の 古い 町 並み CE 扇 別 還 や ま 】3 部 屋 の 三 例 
京都 の 老舗 提 尋 屋 「 小 嶋 商 店 」 が 手掛け る 提灯 が 灯る 国選 定 重要 伝統 的 建造 物 知 保 存 地区 の 「 飛 騨 高山 の 。 木 の ぬ くも り と 飛騨 情緒 に 満ち た 「 花 選 別 序 い いや ま ! 。 
「 灯 屋 迎 帆 楼 ] の ラウ ンジ スペ ー ス 。 (1 泊 目 ) 古い 町 並み 」。(3 日 目 ) (2・3 泊 目 ) 
歴史 と 自然 に 触れ る 旅 スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車 容 鈴 光 
飛騨 高山 は 古い 町 並み や 高山 陣屋 な どの 歴史 ・ 文 化 と 、 世 界 遺産 白川 卿 の 大 自然 の 両方 に 新 大 阪 駅 (8:45) 発 一 咽 約 210 分 一 「 ホ テ 5 
触れ る こと が で きる 場所 で す 。 の 還 宰 ・ 夫 ーー 
当 ツア ー で は 高山 に 2 連 泊 し 、 ガ イド 付き で の 町 並み 散策 や 高山 最 古 の 酒造 平瀬 酒 造 」 の IIZ RIOE 旧 | 間 に 0 還 馬上 
特別 内 部 見 学 、 そ し て 白川 郷 の 散策 を ゆっ た り と お 愉し みい た だ きま す 。 1 〇 日 本 庭園 有楽 区 (国宝 茶 

- 犬山 泊 (16:30 鉛 ) 
回 多き 参 月 替わり の 会 席料 理 
口 層 了 
ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 忠 約 150 分 川村 [蕎麦 庄 や まこ し 」 
( 薔 の ご 昼 信 ) 椅子 席 ⑯】 世 界 遺 産 に 川中 十 庄 
フ 高山 市 内 泊 (16:15 頃 ) 
7 飛騨 邊 尽く し 会 席 
國 居 了 
ホテ ル (9:45 頃 ) =ー 〇 高山 祭 屋台 会 館 一 〇 飛騨 高山 の 古い 
町 並み 散策 (ガイ ド 付 ) …… の 平野 屋 花 兆 庵 ] (和食 の 
由 | 3 ご 昼食 椅子 席 平 ーー 一 高山 市 内 泊 (15:15 怖 ) 
証 泊 泊 所 21 欠 2 季節 の 彩り を いた だ < 会 語 料 理 
國 居 了 
寒い 冬 こ そ 天 然 温泉 で 寛ぐ ホテ ル (9⑨:15 頂 ) 一 〇 郡上 八幡 の 古い 町 並み 散策 一 一 
犬山 唯一 の 100% 天 然 温泉 を 誇る 「 屋 迎 和 楼 」 と 、 と ろ み の ある 美容 液 の よう な 湯 が 特 微 。 4 | 「 ホ テル 柄 寺 1( 和 廊 の ご 硬 廊 ) 栓 子 楓 | 一 一 時 約 2109ーー 
の 高山 の 神代 の 湯 を ひく 「 花 扇 別 邸 い いや ま ]、 い ずれ も 寒い 名 に ぴっ た り の 湯 宿 を ご 用 意 新 大 阪 駅 130 需 ) 着 
し まし た 。 國 悦 


〈 利 用 パス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 


灯 屋 迎 帆 楼 本 寺 


※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

現代 的 な デザ イン を 取り 入れ な が ら も 、 大 正八 年 か ら 続く 歴史 を 感じ る 館内 。 犬 山城 と 木曽 1 > 、 、 問 

さ さ ニコ ュ 言 計 ミロ ナ ェ Cc とこ ぷー ナマ 宿 泊 :〈1 泊 目 愛 知 県 犬山 〉 灯 屋 迎 帆 楼 ( 和 洋室 ・ 半 露天 風呂 付 スイ ー ト ) 

川 の 眺望 が 広がる 全 室 ス イー ト ・ 半 露天 風呂 付 の 敬 沢 な 空間 で お 寛ぎ ざい た だ け ま す 。 ※ エ グ ゼ クティ ブス イー ト と プレ ミア ム ス イ ー ト は 2 階 に 展望 テラ ス が ある メゾ ネッ ト 
タイ プ で す 。 
〈2・3 泊 目 岐 阜 県 ・ 高 山 市 内 ) 履 評 編 花 扇 別 了 い いや ま ( 和 室 ・ ベ ッ ド 付 ま た は 和 

露天 風呂 付 ) ※ 館 内 に エレ ベー ター は あり ませ ん 。 
最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


8 ーー 2 月 22 日 ( 木 ) 


花 扇 別邸 いい や ま 馬 泊 y 


し た ふる さと の 味 を ご 堪能 くだ さい 。 人 0 328 リ 2 名 1 室 1 名 1 室 
2 | 和室 ベッ ド 付 |500.000 ロ |600.000 由 
CS | 連 民 B 人 lOI000 本 610.000h 
リー | 還 員 付 520.000 ロ |620.000 由 
添乗 貞 は 1 新 大 阪 駅 か ら 4 日 目 新 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


春 目 大 社 中間: 御 廊 


奈良 公園 内 に 位置 する 、 全 国 に 約 干 社 あ る 春日 神社 の 総 本 社 。 
世界 遺産 「 古 都 奈良 の 文化 財 ] の ひと つ に 含ま れ て いま す 。(1 日 目 ) 


岡 ミ 三重 を 代表 する ブラ ンド 和牛 、 松 阪 牛 を 食す 
(2 日 目 昼食 ) 


三重 を 代表 する 日 本 有数 の ブラ ンド 和牛 の 
「 松 阪 牛 ] 。 政 降り の 肉質 で 、 と ろ け る 様 な 
まろ や か さ が 特 徴 で す 。 

すき 焼き や あみ 焼き が 有名 で す が 、 松 阪 を 
代表 する 老舗 の ひと つ 「 牛 銀 本 店 ] に て 、 甘 さ 
を 抑え た あっ さり 味 の 銅 「 汐 ちり ] を お 愉し み 
いた だ きま す 。 


JW マ リオ ッ ト ・ ホ テル 奈良 誠 更 》 


2020 年 に 開業 し た 、 マ リオ ッ ト ・ イ ンタ ー ナ ショ ナル の 日 本 初 進 出 ブ ラン ド ホ テル 。 
奈良 の 自然 や 文化 か ら イ ンス ピ レ ー シ ョ ン を 受け た 邸宅 の よう な 美しい デザ イン で す 。 


お 部 屋 の 一 例 


回 


se トル ー ム 。 英 膚 湾 に 面 し た 美食 ホテ ル に 
宿泊 。 ゆっ くり と 上 質 な 時 を お 愉し みく だ さい 


メイ ンダ イニ ング 「 ラ ・ メ ー ル 」 か ら は 自然 美央 か な 「 英 廣 注 」 を パノラマ サイ ズ で 時 連 で きま す 。 
メイ ンダ イニ ング で 味わう “ 海 の 幸 フラ ンス 料理 " 


伊勢 志摩 の 代表 食材 伊勢 エビ や 秋 を 、 志 摩 観 光 ホ テル の 代名詞 「 樋 口 宏 江 総 料理 長 ] が 、 女 性 
な ら で は の 繊細 な 感性 で 創り あげ る 「 海 の 幸 フ ラン ス 料 理 ] を お 愉し みく だ さい 。 (2 日 目 夕食 ) 


則り ロ 


イヤ ル ロ ー ド ・ 
プレ ミア ム 


ーー GS ne 
人 vo2228EM2SNE2S 


スケ ジュ ー ル 


千年 以上 の 長い 歴史 を 持つ 伊勢 神宮 。 
天 照 大 御 神 を 祀る 皇 大 神宮 (内 宮 ) を 観光 案内 人 付き で 参拝 し ます 。 (2 日 目 ) 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 


」 に て 和食 会 語 


ゆっ くり 出発 | 新 大 阪 駅 (13:00) 発 一 〇 門 計 庄 記 春 日 大 社 
奈良 市 内 泊 (16:00 眞 ) 


] | 人 夫 ホテ ル 内 「 校 倉 


L 


「 汐 ちり 」 の ご 昼食 ) 
2 が ご 案内 ) 一 賢島 泊 ( 
回 天 ホテ ル 内 「 ラ ・ メ ー ル 」 に て フラ ンス 料理 


ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 路 約 150 分 = 松 阪 [3 


17:00 頃 ) 


出 


F 銀 本 店 ] (松阪 生 の 
〇 伊勢 神宮 内 宮 ( お 伊勢 さん 観光 案内 人 


國 居 多 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一 〇 ミキ モト 真珠 島 (鳥羽 湾 に 浮か ぶ 真 珠 工芸 品 


の 展示 施設 ) ニ 一 ご 昼 人 


(※ 宇 治山 田 駅 13:30 妃 ) 


う | ーー 瑞 約 180 分 一 一 新 大 阪 駅 (17:00 軸 着 


國 層 」 
〈 利 用 パス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※ う 3 ヽ く て ご 希望 が な い 場 合 は 宇治 山田 駅 に は 立ち 寄り ませ ん 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
田 宿 泊 :〈1 泊 目 奈 良 県 奈良 市 内 yJVV マ リオ ッ ト ・ ホ テル 奈良 (洋室 ・ ツ イン また は 
ダブ ル ノ 約 36m) 
※2 名 様 で ご 参加 の 場合 は ツイ ン 、1 名 様 で ご 参加 の 場合 は ダブ ル と な り ま す 。 
2⑫ 泊 目 ノ 三 旨 改 工 号 志摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト (洋室 ・ ツ イン ノ 約 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 
出発 日 2022 年 1 4<】 こ 【(=) 
ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO0F 
出発 ・ 到 着地 1 室 1 名 1 室 
新 大 阪 駅 発 基 450.000 円 570.000 由 
添乗 員 は 1 日 目 新 大 阪 駅 か ら 3 日 目 新 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


37 


細 の 條 
アイ スチ ュー リッ プ 和 観賞 と 「 那須 温泉 山 楽 」 宿 泊 「 


記 ロイ ヤル ロー ド ・ 


「 料 難 旅 館 大 洗 山 楼 」 の あん と う 鋼 を 味わう 2 間 『 


スケ ジュ ー ル は 入場 紋 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 欠 光 、※※ は 花 の みどころ 
東京 駅 (9:00) 発 一 咽 約 150 分 東日本 ホテ ル 宇 都 宮 「 フ ォ ン 


4 


ター ナ 」 (イタ リア 料理 の ご 昼食 ) [椅子 席 
1 〇 那須 高原 農園 いち ご の 森 ( い ちご 狩り を お 愉し みく だ さ い ) ーー 
那須 温泉 泊 (16:30 刀 ) 
こだわ り の 食材 で 季節 を 感じ る 会 席料 理 
| 属 多 
ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 大 洗 「 料 亭 旅 館 大 洗 山 口 楼 ]」 (あん こう 鋼 の 
yy 晶 |  。| ご 太 )[ 央 子 且 一 ※ の 国営 ひ た ち 海 浜 公園 (に 咲く アイ ス 


チュ ー リ ッ プ を 観賞 ) = 呈 約 120 分 一 東京 駅 (17:00 貼 ) 着 
彰 昼 圏 


年 
還 記 ひだ 泊 公園 | イス チュ ミリ ッ プ (12 月 下旬 1 有 和 需 : イ メー ジ ) 


国営 ひたち 海浜 公園 (2 日 目 ) 球根 を 冷蔵 処理 し 、 外 気温 と の 温度 差 に より 冬 を 疑似 体験 させ 、 
開花 時 期 を 調整 し た 「 ア イス チュ ー リ ッ プ ] 。 冬 は 花 持 ち が よ く 、 長 い 期 間 お 愉し みい た だ け ま す 。 (利用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス 


※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
大 洗 山口 楼 (2 日 目 昼食 ) ta 


田 宿 泊 :〈 栃 木 県 那須 温泉 〉 那 須 温 泉山 楽 ( 和 洋室 ・ 庭 園 露 天風 呂 付く ベッ ド 付 》 
10 畳 + 広 緑 踏 込み また は 和室 ・ 庭 園 高 天風 呂 付 ノ 10 十 広 緑 十 踏 込み ※ 選 べ ま 
元 来 、 漁 師 の 方 々 が お 味噌 汁 の 感覚 で 船上 で 僅か な 5 
水 や 、 大 根 の 水分 の み で 作っ て いた あん こう 料理 を 


せん ) 
も と に 、 水 戸山 口 楼 の 三代 目 が 初め て 代り 上 げた 鍋 料 理 
「 あ ん こう 銅 」 伝統 の 味 を お 召し 上 が りく だ さい 。 語 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 1 月 8 日 


那須 温泉 山 楽 


0 エゴ TP 本 
創業 95 年 以上 の 老舗 旅館 。 山 の 湧き 湯 を その まま 較 こ ご 旅行 代金 (お 人様 あ た り ) 人 最少 催行 人 員 : 代 コ ー ス 番号 :1GGYR00-G 
引い た 源泉 か け 流し の 大 露天 風呂 と 四季 の 移ろい を 較 出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
味覚 で 感じ る 上 品 な 会 席料 理 が 自慢 で す 。 で 東京 駅 発着 260,000 円 280,000 円 
上 お 部 屋 の 一 例 添乗 具 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


夢 の 人 
2022 年 秋 開 業 「 和 空 成田 山門 前 間 = ィ ャ ルー 


新 春 開 軍 成田 山 新 勝 寺 と 東国 三 社 め ぐり 2H 問 陽 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観 光 
東京 駅 (8:30) 発 一 〇 鹿島 神宮 ( 武 の 神 を 祀る ) 一 一 佐原 商家 町 
ホテ ル NIPPONIA「 ル アン 」 (フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) [椅子 席 ]…… 
1 | 〇 水郷 佐原 の 散策 一 〇 香取 神宮 (香取 神社 の 総 本 社 ) 一 
成田 泊 (16:00 頃 ) 

縛 放 き 参 名 の 食材 を 厳選 し た 京 料理 較 昼 | 夕 | 


ホテ ル (10:00 怖 )…… 〇 成田 山 新 勝 寺 ( 真 言 宗久 山 派 大 本 山 の 一 つ ) 


の =ー デ 成 田 「 川 豊 別 館 ]」 (うな 重 を 含む 和食 の ご 昼食 ) | 椅子 席 
ェ 1 テー 9 〇 候 栖 神社 (武神 の 乗り 物 の 神 が 祀 っ れる ) 一 
! ITITiT ミ 東京 駅 (16:30 略 ) 着 國 同 
真言 宗 智 山 派 の 総本山 ・ 成 田山 新 勝 寺 。 不動 明 王 信仰 の 一 大 中 心地 で も あり 、 成田 不動 や 一 ーーーーーーーー ーー ーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 
お 不動 様 と いっ た 通称 で も 親しま れ て いま す 。 (2 日 目 ) (利用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
1 1 基 【 計 寺 画 宿 泊 :〈 千 葉 県 : 成 田 〉 和 空 成田 山門 前 (和室 /38-40mm ま た は スー ペリ アス イー 
「 関 東 の お 伊勢 参り ] 東 国 三 社 へ ノ 約 50 こ 52mfi ま た は デラ ックス スイ ー ト ノ 約 57ー66m) 
鹿島 神宮 、 息 栖 神社 、 香 取 神 宮 - v 臣 . 々 ※ 和 室 は シャ ワー の み と な り ま す 。※ 大 浴場 は 温泉 で は あり ませ ん 。 


の 三 社 を 東国 三 社 と 呼び ます 。 ※ 和 室 と デラ ックス スイ ー ト は 参道 ビュ ー と な り ま す 。 
江戸 時 代 に は 伊勢 神宮 参拝 後 
に この 三 社 に 参る と ご 利益 が 
ある と 相当 な 人 気 を 誇っ た と 
され ます 。 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 1 月 17 日 () 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO0HH 
出発 到着 地 | 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
和室 250,000 由 280.000 由 
歌舞 伎 と の 深い 緑 が あ る 成田 山 新 勝 寺 の 門前 宿 らし く 、 東京 駅 発疹 | スー ペリ アス イー ト 260,.000 円 | 300.000 由 
歌舞 伎 の 名 家 秘 蔵 の コレ クシ ョ ン が 館内 に 展示 され 、 デラ ックス スイ ー ト | 270.000 幅 310.000 由 
唯一 無 一 の 時 間 を 過ごす こと が で きま す 。 上 詳細 計 45 山 22 人 290 活 素 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


和 空 成田 山門 前 


江戸 時 代 創業 の 老舗 旅館 の 跡地 に 2022 年 秋 開 業 。 
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2 旨 


ト 、 


三島 ズ スカ カ条 ウォ ー ク か ら の 富士 山 


10 の ビュ ー ス ポッ ト か ら 雪 化粧 し た 
美しい 富士 山 と 河口 湖 を 眺め る 


山梨 側 か ら 見 る 対称 形 の 入 線 を 誇る 富士 山 や 、 静 岡 側 か ら 見 る 海 と 松林 と 富士 山 、 そ し て 
ゆっ くり と 寛ぐ お 部 屋 や 露天 風呂 か ら 眺め られ る 富士 山 と 、 さ ま ざ ま な 姿 の 富士 山 を 愉し む 
旅 で す 。 晴 天 の 多 い 空 気 の 澄 ん だ 冬 だ か ら こ そ 美しく その 姿 を 現し て くれ る 富士 山 。 
また 、 ロ イヤ ル ロ ー ド ・ プ レミ アム の 大 き な 窓 か ら 富 士 山 を ゆっ くり 眺め な が ら 移動 し ます 。 
河口 湖 や 山中 湖 で は 湖 を 手前 に 雄大 な 富士 を 眺め られ る よう 、 走 行 ル ー ト も 工夫 し て いま す 。 


回 ょ 」 
計 填 泉 ホテ ル 人 | 同国 本 語 
鐘 山 苑 の 細 流 事 4ー5 階 に ある 特別 フロ ア の 客室 。 |・ 


全て の 客室 に 富士 山 を 望む 露天 風呂 が 設け られ て いま す 。 を 
お 部 屋 の 計 例 


ふた り と わ に 緑 計 吉 

全 10 室 が すべ て スイ ー ト ルー ム の 富士 山 一 望 の お 宿 。 全 客室 に 専 
用 露天 風呂 付 テ ラス が あり 、 富 士 山 X 海 X 夕 景 を 部 屋 か ら 満喫 で き 
ます 。 お 食事 は 駿河 の 海 か ら 揚がっ た 新鮮 な 魚介 、 伊 豆 の 山々 が 育 
ん だ 旬 の 味覚 を 匠 の 技 で 目 に も あざ や か な 膳 に し て ご 提供 し ます 。 


細 の 人 


RE 探し に 2 人 


Ws 


ま 
ボ 
い Y 


呆 大 水 仙 ま つり (1 月 頃 ) 


爪 木崎 水仙 まつ り (1 日 目 ) 海 を 望む 丘陵 地 に 1 月 か ら 2 月 に か け 伊豆 西部. 土肥 で し か 咲 
約 300 万 本 の 野 水仙 が 咲き 誇り ます 。 か な い 土 肥 桜 。 (2 日 目 ) 


サフ ィ ー ル 上 喘 り 子 (日 自 ) 


サフ ィ ー ル は 「 サ ファ イヤ ] を 意味 する フラ ンス 語 。 で 
青く 輝く 美しい 伊豆 の 海 を 全席 グリ ー ン 車 の 車窓 か ら 

お 愉し みく だ さい 。 

※ お 座席 の 希望 は 承れ ませ ん 。 


中 部 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 


東京 駅 (930) 発 一 中 約 120 分 = ニー 一 條 山梨 [フリ 


ルー ツ パ ー ク 富士 屋 


ホテ ル 」 (甲州 名 物 あ わび の 煮 貝 付 和 食膳 の ご 昼 


昼食 ) [椅子 席 


1 | (&@ 河 口 湖 と 宣 4 入 め な が ーーa0 フ 


(近代 画家 が 描く 様々 な 「 富 士 山 」) = 富士 吉田 泊 (16:00 妃 ) 


ジ ヤ マ ミュ ー ジ アム 


回 祖 参 旬 の 食材 を 使っ た 心 づく し の 和久 席 


田 昼 | タ 


ご 出発 まで お 部 屋 か ら 富士 山 の 眺 望 を お 愉し みく だ さ 
ホテ ル (10:00 頃 ) = 〇 忍野 八 全 人 で 日 中 沼 を 同局 し な が ら 


屋 ホ テル 「 カ スケ ー ド ] 


2 湖 と 富士 山 の 景観 を 堀 能 ) = 一介 宮 ノ ト 富士 


〇 三島 スカ イ ウ ォ ー ク 
還 多 4 参 洋 の テイ スト を 織り 込ん だ 創作 和食 懐 


(名 物 カ レー セッ ト の ご 昼食 ) [椅子 席 | 一 一 公 信 芦ノ湖 一 一 
土肥 温泉 泊 (16:30 頃 ) 


石 國 居 皿 


ホテ ル (10:00 頃 ) ニー 土肥 金山 一 一 人 代 大瀬 


A ご 出発 まで お 部 屋 か ら 駿 河 湾 や 還 士 山 の 眺 望 を お 倫 し みく だ さい 


育 ( 海 越し の 富士 


ドウ ェ イ ホテ ル 」 


う | を 望む お ビュ ユー スポ ッ ト ) 須 走 「 富 士 スピ 


(2022 年 オー プン の ホテ ル で イタ リア 料理 の ご ) 


守 食 ) [椅子 語 


= デ 咽 約 120 分 王 二 東京 駅 (18:30 紀 着 


國 固 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エクスプレス ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈] 泊 目 山 梨 県 ・ 吉田 山 温泉 ホテ ル 鐘 | 


苑 「 別 四 然 然 | (洋室 


ツイ ン : 露 天風 呂 付 42m) 
〈⑫ 泊 目 静 岡 県 土肥 温泉 〉 ふ た り と わ に 縁 (和洋 室 ・ 露 天 


風呂 付 ) 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 1 月 19 日 ( 木 )、2 月 


12 日 (日) 


ふた り と わ に 緑 


全 室 10 室 すべ て が スイ ー ト ルー ム の お 宿 。 
84m 以 上 の 客室 で 専用 露天 風呂 付 テ ラス より 富士 
山 や 海 を 眺望 で きま す 。 


結 i@ ら 9( イ メニ ジ ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO0-」 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発 落 460.000 円 560.000 由 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


さい 〇 は 入場 観光 、 〇 は 
スケ ン ュ ー ル 療 は 花 の みどころ 、: 


下車 観 光 、 介 は 車窓 鈴 光 、 
表 は 桜の みどころ 


ゆっ くり 出発 東京 駅 (1 1:00) 発 ー (サフ ィ ル 


1 | 土肥 温泉 泊 (16:30 妃 ) 


= テ 伊 豆 女 下田 駅 王 一 柴 〇 爪 木崎 水仙 まつ りー 


洋 の テイ スト を 織り 込ん だ 創作 和食 懐石 


外 り 子 グリ ー ン 車 ) 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


較 弁 | タ 
ホテ ル (10:00 思 ニー* ae マー スガ ー デ ン ウ ッ ド 御殿 坦 
ノ | [ 銀 明 翠 」 (鉄板 焼き の ご 昼食 ) [椅子 席 | 一 一 東京 駅 (16:30 頃 ) 着 
國 局 


一 宿泊 :〈 静 岡 県 ・ 土 取 温 泉 〉 ふ た り と わ に 緑 (和洋 室 ・ 露 天風 呂 付 ) 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 1 月 31 日 ( 火 ) 


ー ス 番号 :1GGYRO0-K 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 人 


出発 ・ 到 間 地 2 名 1 室 


1 名 1 室 


東京 駅 発着 320.000 幅 


360.000 ロ 


添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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24 上 / 厨 /// 約 


ーーーーー 


下鴨 神社 特別 祈 補 (日 ) 


下鴨 神社 に て 、 正 月 3 が 日 の 特別 祈 裕 を 、 夢 の 休日 ご 参加 の お 客 様 の み で お 受け いた だ きま す 。 


通常 は 近く に 寄る こと の で き な い 本 殿 も お 近く で ご 覧 いた だ け ま す 。 
※ 本 殿 内 に は お 立ち 入り いた だ け ま せん 。 


PB ロイ ヤル ロー ド 銀 座 特 別 企画 
南 禅 寺 塔頭 金地 院 庭園 案内 と 茶室 拝観 


徳川 家康 を 支え た 名 僧 ・ 金 地 院 崇 伝 ee 


ゆか り の 禅 寺 で す 。 
特別 名 勝 に 指定 され て いる 方 丈 前 庭 


仕 長 の 加藤 友規 氏 
だ きま す 。 
その 後 、「 茶 室 八 窓 席 」 を ご 覧 いた だ 
きま す 。 
長谷 川 等 伯 の 複 繧 を ゆっ くり と ご 鑑賞 
くだ さい 。 


| ロイ ヤル ロー ド ・ 
ダレ ミア ム 


の 』 / 


。  【[ 里 神 社 | 


この コー ス は BS 朝日 「 京 都 


ぶら り 歴 史 探訪 ] と の 共同 油 BS 朝日 
企画 と な っ て いま す 。 京都 
ツア ー で 訪れ る 京都 の 魅力 
を 番 租 内 で も ご 案内 いた 歴史 探 記 
し 寺 "。 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 


ゆっ くり 出発 | 京都 駅 (12:45) 発 王 一 〇 平安 神宮 一 
1 O 加計 計 計 下鴨 神社 (特別 祈 補 ) 一 一 京都 市 内 泊 (16:30 軸 
回旋 優 ホテ ル 内 「 ヌ ー ヴ ェ ル ・ エ ポッ ク 」 に て フラ ンス 料理 


LIL 防 


ホテ ルオ ー ク ラ 京 都 岡崎 別邸 


京都 岡崎 エリ ア に 開業 し た 静 議 な ひと と き を 感じ られ る スモ ー ル ラグ ジュ アリ ー ホ テル 。 


ご 夕食 は 革新 的 な フレ ンチ を お 愉し みく だ さい 。 


 . 開 キー 
ーー ンー 


の 全 珍 9 」 ま 

絆 哲 き 。 

LT “ 

ルル . 還 | 
証 外観 (イメ ー ジ ) 


攻 に た 『 ド お 0 


ま 。( 


中 
欠 語 ポリ アジ イシ お 部 屋 の 証 別 


ホテ ル (9:45 頂 ) 一 臨 証 困 国 〇 南 禅 寺 塔 頭 金地 院 ( 植 導 加 藤 
造園 加藤 友規 社長 に よる に よる 案内 付き 見 学 と 、 茶 室 の 拝観) 
ノ | 一 - 南 禅 寺 参 道 菊水 (和食 の ご 昼食 ) 一 一 〇 住吉 大 社 

新 大 阪 駅 (16:30 叶 着 


國 層 し ] 
〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
田 宿 泊 :〈 京 都 府 ・ 京 都市 内 〉 ホ テル オー クラ 京都 岡崎 別邸 (洋室 ・ ス ー ペ リア ツイ ン 
40m ま た は ガー デン ツイ ング 40mi) 
※ 隣 接する 岡崎 別院 の 本 堂 改 修 工事 に 伴い 、 お 部 屋 か ら の 景観 が 一 部 損なわ れる 
易 合 が あり ます 。 

最大 10 名 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 1 月 3 日 ( 火 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :4 名 人 


ー ス 番号 :1GGYRO0-L 


出発 * 到 着地 | 部屋 タイ プ 2 名 1 室 1 名 1 室 
京都 駅 発 ・| スー ペリ アツ イン | 280,000 円 320,000 由 
新 大 阪 駅 着 | ガー デン ツィ イン | 290,000 円 340,000 由 
添乗 員 は 1 日 目 京都 駅 か ら 2 日 目 新 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


近 譜 北 陸 


『 2 る 株 よ り 出発 保証 


| トド * | 


7 


- 3 
Ts 


ゃ ウ ュ ・ 
4 


" 1T 1 是 IIARTNPNNI 半 ro 
の まう 当 ま に 会 選 誰 名 様 人 (1 メニ ジ ) 昌 M 周 す 各 。 (| づ 、 
旬 の 味覚 ・ 蟹 を 上 質 な 宿 で ご 堪能 くだ さい 。 お ふた り に 1 杯 、 タ グ 付 き ゆ で 留 を ご 用 意 冬 の 時 期 の み 見 られ る 「 寺 吊り 」 の 姿 を 観賞 し ます 。 (3 日 目 ) 
し ます 。 (1 日 目 夕食 ) 


近江 牛 シ ャ トー ブリ アン を 堪能 (日 邊 昼食) 2 4 


て いる 「 近 江 牛 」。 シャ トー ブリ アン の ご 昼食 ) | 枯 子 席 | 一 品 約 210 分 ーー 

400 年 に 渡る 長い 歴史 を も ち 、 繊 細 な 旨味 と ] | 山中 温泉 泊 (16:00 皿 ) 

と ろ け る よう な 脂 が 特徴 で す 。 ー パ ーー 

大 津 郊 外 に ある 和 嘆 [ 叶 匠 誠 寿 長生 2 句 の 味 党 「 か に 会 病 

の 郷 」 の 食事 処 に て 牛 ヒ レ 肉 の 中 で も 中 央 し 局 力 

立 | N 立 信 と 言 四 生計 庄 計 

1 キー ホテ ル (⑨30 軸 一 石川 県 九谷 焼 美術 館 一 中 谷 宇 吉郎 雪 の 

くだ さい 。 5 近 沖 光二 リッ ン (イメージ) 科学 館 一 一 片山 津 ホ テル アロ ー レ 内 「 ベ ラヴ ィ ス タ 」 (洋食 の ご 昼食 ) 
ノ | | 短 子 席 | 一 一 〇 那 谷 寺 一 一 現 約 120 分 一 王 和 倉 温泉 泊 (16:00 結 ) 


還 腔 診 器 に も こだわ っ た 、 旬 の 食材 を 活か し た 和食 


Q 泊 目 9 回 


ホテ ル (9:30 頃 ) ーー 兼 入 詩 の 寺 証 り ) = 一 
約 1 万 坪 の 敷地 に わずか 全 10 室 の 上 質 な お も て な し が 魅力 の 日 本 旅館 。 0 0 MM 2 
館内 は 畳 敷 き の 廊下 で 統一 され て お り 、 寛 ざ の 空間 が 広がり ます 。 沢 「 金 城 櫻 」 (老舗 料亭 に て 加 人 賀 会 席 の ご 昼食 ) 
生産 者 か ら 直 接 仕入れ た 食材 を 活か し た 食 も お 愉し みく だ さい 。 う 3 |O 金 沢 21 世 紀美 術 館 一 一 金沢 駅 = (北陸 本 線 グ リー ン 車 ) = 
大 阪 駅 着 (18:30-19:40) 着 


國 周 


/ | (用 バス 会 社 ) (株 )km モ ビリ ティ サー ビス 
- プ ャ 。, : プ ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
1 還 二 折 請 請 時 宿泊 ① 泊 目 ノ 石 川 県 山中 温泉 ) か よう 亭 (和室 ・ 内 風呂 な し ・ シ ャ ワー 付 ン 12.5 
ーー ーー 畳 + 次 の 問 4.5 連 また は 和室 起 天 風呂 付 /9.510 畳 + 次 の 間 3 財 ) 
『 時 。 利 含 ぶ 年 嘉 評 る コロ 詞 メイ 1 皇 戸 ーー さ ッ ド 信 晶 主 
TsWI お 部 屋 の 三 例 " 飲 の 内 浴場 ( イ 多 ジ ) 1 Yi 松乃 碧 (和室 〈 ベ ッ ド 付 〉 12 畳 8 
し 震 ご / 写 穴 人 志 人 バ き 3 


加賀 屋 別 邸 松乃 碧 吉 
輸 島 深 や 九谷 焼 な どの 伝統 工芸 品 が 館内 に 展示 され 、 ま る で 美術 館 に 滞在 する か の よう に 


過ごせ る 宿 。 ーー 最大 10 名 | /1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 
七尾 湾 を 一 望 で きる お 部 屋 に て 癒し の ひと と き を お 過ごし くだ さい 。 


出発 日 2023 年 1 月 19 日 ( 木 ) 


ー い 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO0-M 
出発 * 到 着地 | 1 泊 目 部屋 タイ プ 2 名 1 室 1 名 1 室 
新 大 阪 駅 発 ・| 和室 ・ 内 風呂 な し ・ シ ャ ワー- 付 | 450.000 円 | 520.000 
8 大 阪 駅 着 和室 ・ 十 天 風呂 付 470.000 貴 | 550,.000 
机 復路 金沢 駅 苑 団 10.000 円 き 

区 9933E 四 二乗 員 は 1 日 目 新 大 阪 駅 か ら 3 日 目 大 阪 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


和室 お 部 屋 の 主 例 
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北 陸 | 中 部 関東 新潟 


2 あー 
ー 万 三 千 尺 物語 


重 牝 業 4.000m ま あー マ の が オニ ンダ 衝 四 


ニー ニー デー ーー 


いい cnr オ に pappa 


ー 一 


自 川 卿 ( 且 頃 ) 居 写真 提 供 : 民 時 県 自 川 笠 役場 語 放 二 尽 物語 放 観 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 


東京 駅 (8:30) 発 一 一 松本 「 ヒ カリ ヤニ シ ] (ナチ ュ レ フレ ンチ の ご 昼食 ) 
] | | 符 子 席 |- 一 高山 温泉 泊 (16:30 絡 ) 

ZZ 飛騨 牛 料理 を 含む 会 席料 理 
ホテ ル (9:O0 頃 ) = 一 〇 上 因 詳 計 白 川 卿 ( 冬 景色 の 茅 昔 集 


南砺 市 [ 若 の 音 」 (里山 フレ ンチ の ご 昼食 ) [椅子 席 | = 一 城端 駅 = 
2 | 観光 列車 「 ベ ル ・ モ ンタ ー ニ ュ ・ エ ・ メ ー ル ] (ギャ ラリ ー の よう な 空間 


バル ・ ン ター 三 ュ *〒、 ペ ー ル 
(2 日 目 ) 

フラ ンス 請 で [美しい 山 と 海 ] を 意味 する 観光 列車 

車内 は 伝統 工芸 井波 彫刻 」 が 施さ れ た 欄間 な ど 

まる で ギャ ラリ ー よ う 。 

車窓 に は 雄大 な 「 散 居 村 」 や 山並 み が 広がり ます 。 


較 尽 | 


内 観 ( イ メー ジ ) 


N3 三 マ N | 
ダイ 0 グ 列 車 で 車窓 の 景色 を 愉し み ま す ) =〒 高 岡 駅 一 王 和 倉 温泉 泊 (16:30 頃 ) 
YY [一 万 三 千 尺 物語 ] (3 日 分 地元 食材 中 心 の 日 本 料理 彰 太 | タ 
際 、 富山 駅 発着 の 約 2 時 間 の 列車 に 乗車 し 、 車 窓 か ら 

ー。 Gi 富山 湾 の 景色 を 眺め な が ら 富 山 湾 鮨 を お 愉し み ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 富山 駅 Hr 人気 の 観光 列車 「 一 万 三 千 尺 物語 ] 

| 生 マ ニ マー つ くだ さい 。 9 (富山 湾 鮨 の ご 昼食 ) ササ 富山 駅 一 〇 豪農 の 館 内 山 邸 一 

料理 (イメ ー ジ ) 宇奈月 温泉 泊 (16:00 候 ) 
多き 参 富山 湾 の 恵み を 活か し た 会 席料 理 國 層 
ーー _ ホテ ル (9:30 頃 ) = ニー 〇 玉 層 園 谷村 美術 館 上 越 市 [百年 料亭 
飛騨 亭 花 扇 族 諾 ) 軸 一 上 越 妙高 駅 


4 宇 喜 世 ] (和食 の ご 昼食 ) | 椅子 
ーー (北陸 新幹線 グリ ー ン 車 ) =ー 東 京 駅 (16:30 一 19:30) 着 
國 居 


神代 棲 の どっ し り と し た 重厚 感 と 木 の ぬ くも り 
溢れ る 純 和 風 の 宿 。 バ ッ ド 付 客室 を 含む 広々 と し た 
三間 続き ツイ ン の 客室 を ご 用 意 し まし た 。 

ご 夕食 は 、 日 本 を 代表 する ブラ ンド 和牛 ・ 飛 騨 邊 を 
電 能 くだ さい 。 


(利用 バス 会 社 (株 ) フジ エク フス プレ ス ま た は (株 ) km モビ リティ サー ビス 

※ 観 光 列車 の 運行 時 間 ・ 運 行 区 間 は 変更 と な る 場合 が あり ます 。 お 座席 の 希望 や 
指定 は お 受け で きま せん 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

較 宿 泊 :〈1 泊 目 岐 阜 県 ・ 高 山 温泉 ) 肪 尾 王 飛騨 亭 花 扇 (和洋 室 ) 

〈2 泊 目 ノ 石川 県 ・ 和 倉 温泉 〉 族 攻 同 加賀 屋 別邸 松乃 碧 (和室 ベッ ド 付 また は 和洋 室 
※ 選 べ ま せん ) 


加 貨 屋 別 邸 松乃 


前 田家 ゆか り の 茶室 の ある 美しい 庭園 、 七 尾 湾 を 


一 望 で きる オー シャ ン ビ ュー の 客室 、 そ し て さ な が RE' … 〈⑬ 泊 目 ノ 富山 県 ・ 宇 奈月 温泉 ) 履 評 軸 延 楽 (和室 ) 

ら 美術 館 を 訪れ て いる か の よう な 設え を 演出 する _- - マビ 

お 宿 で す 。 北 陸 初 の オー ルイ ンク ルー シブ シス テム (。 ー 

で 、 ラ ウン ジ ・ バ ー や お 食事 の 際 の お 飲物 を 自由 に 最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 1 月 13 日 ( 金 ) 


ご 利用 いた だ け ま す 。 茶室 庭園 (イメ ー ジ ) 


延 楽 馬 史 ED 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 @ コ ー ス 番号 :1GGYROON 


全 室 峡谷 沿い の 静か で 落ち 着い た 純 和 風 の 旅館 出発 ・ 到 着地 | 3 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
で す 。 山 あい な が ら 日 本 海 に 近い 地の利 を 生か し 、 本 和室 560.000 円 660.000 円 
Mudets 類 を 豊富 に 使っ た 会 席料 理 は 自慢 の 32P 有 和室 ( 謡 天風 呂 付 ) 580.000 四 680.000 
0 復路 上 越 妙 高 駅 離 団 10.000 円 引き 
添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 4 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


42 


北 陸 


細 の 促 H 
その 味覚 越前 が C」 と 「 寒 プリ 」 を 虹 能 


北陸 の 2 つの 名 湯 で 寛 ぐ 3 日 間 


* 


も 水上 の 写真 提供 :( 公 和 ) も ま 観光 推進 機構 


11 月 一 2 月 くら い の 間 に 水温 が 下がり 脂 が 乗っ た 状態 で 漁獲 さ 
れる 「 寒 ブリ ]」。 


> 雇 人選 還 松 75 岩 大 治 場 
露天 風呂 の 水鏡 の 湯 は まる で 七尾 湾 に 浮い て いる か の よう 。 


ン ーー 


黄色 い タ グ が 特徴 の 皇室 献上 級 の 越前 が に を お ひと り 様 一 杯 を ここ ろ ゆ くま で ご 堪能 くだ さい 。 


職 | 科 の 風物 詩 
ii 


日 本 三 大 名 園 の ひと つ 「 兼 入園 ]」 で 冬 の 風物 
詩 で 知ら れる 「 雪 吊 り ] を お 愉し みく だ さい 。 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 


東京 駅 (9:00 一 11:00) 発 王 ( 北 陸 新 幹線 グリ ー ン 車 ) =ー〒 金 沢 駅 

〇 永平寺 一 あわ ら 温 泉 泊 (17:00 頃 ) 

ーー 加 2 唆 珍 お ひと り 様 で 一 杯 の 越前 が に 懐石 
和志 1 | 下記 @⑳⑧ か ら お 好き な メニ ュー を お 選び くだ さい (お ひと り ず つ ) 

SN の 4 ⑳ 茹 で が に (まる ご と 茹で る ) 

北陸 の 2 つの 名 湯 に 宿泊 P・ 旧 率 交 園 ⑤ 刺 身 ・ 焼 き が に 「 脚 は お 刺身 ・ 肩 と 甲 羅 は 焼き 」 

生 づ 由 催 前 (に 浜 垂 周 信 

1 泊 目 は 福井 県 屈指 の 温泉 街 と し て | 関西 の 穫 座 敷 」 と 呼ば れ 、 昔 か ら 多く の 文人 時 客 に 愛さ ka 

れ て きた あわ ら 温 泉 に 宿泊 。2 泊 目 は 、“ 一 羽 の シラ サギ に より 湯 脈 が 見 つけ られ た "と いう 言 ホテ ル (10:00 頃 ) 一 一 金沢 東急 ホテ ル 「 マ レ ・ ド ー ル ] 6: の ご 
云え が 温 こ ご 宿 泊 い た だ きま す 。 の 1 

MAN ) | 生子 鹿 一 -O 兼 六 園 ( 冬 の 風物 誠 雪 刷り )ーー 〇 ひがし 茶 


固 


過 限 


ノ | 街 一 和倉 温泉 泊 (17:00 引 ) 
9 宮 ゝ Iz 戸 号 | パリー 思 島 塗 や 九谷 焼 な ど 器 に も こだわ っ た 憎 石 料理 
あわ ら 温 泉 光風 湯 べ に や 了 記 4 98 


あわ ら の 風土 と 調和 し た 全 17 室 の お 部 屋 は 一 部 屋 ご と に コン セプト が 異な り 、 全 室 源泉 か 
け 流 し の 半 皿 天 風呂 を 備え て いま す 。 お 食事 は 夕 朝 と も に お 部 屋 に ある ダイ ニン グ で ゆっ 


ト テ ル (9:30 頃 ) ニ ーー 〇 瑞 龍 寺 一 〇 高岡 大 仏 一 一 「 丸 尚 」 ( 宰 ブ リ 


1 


くり 地元 の 恵み を お 愉し みい た だ け ま す 。 う | 会 席 の ご 昼食 ) [椅子 席 ] 一 一 富山 駅 テー( 北 陸 新 幹線 グリ ー ン 車 ) 
茹で が に 、 刺 身 ・ 焼 き が に の 調理 法 で 、 冬 の 味覚 を 存 分 に お 愉し みく だ さい 。 ーー 東京 駅 (18:00 一 20:00) 着 國 同 


(利用 パス 会 社 北 鉄 金沢 バス また は 北 鉄 白 山 パス 

※ 1 日 目 、 あ わら 温泉 光風 湯 男 べ に や で は お ひと り 様 一 杯 の 越前 が に の ご 提供 
と な り ま す 。 
※ 気 象 状況 に よっ て は 、2 日 目 兼 六 園 で 雪が 見 られ な い 場 合 が あり ます 。 


※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


ee 


外観 (メージ) 理 (イオ メージ ) 田 宿 泊 :〈1 泊 目 ノ 福井 県 ・ あ わら 温泉 ) あ わら 温泉 光風 湯 園 ベ に や ( 半 露 天風 呂 
付 和 室 また は 半 露 天風 呂 ) ※ 選 べ ま せん 。 


ッ 、 〈2 泊 目 石 川 県 和倉 温 泉 〉 財 加賀 屋 別邸 松乃 碧 ( 和 室 ベ ッ ド 付 ま た は 和 
加賀 屋 別邸 松乃 碧 【e 光明 べ ませ ん ー 
輪島 塗 や 九谷 焼 な ど 伝統 工芸 品 が 館内 に 展示 され 、 ま る で 美術 館 に 滞在 する よう に 過 ご 最大 12 名 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


せる お 宿 で す 。 ご 食 は 、 能 登 の 食材 を 中 心 に 使っ た 依 石 で 、 北 陸 の 日 本 酒 と ね わせ て お 
愉し みい た だ きま す 。 出発 日 2023 年 1 月 27 日 ( 金 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :6 名 但 コ ー ス 番号 :1GGY000-5 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 
東京 駅 発着 420,000 由 
往路 金沢 駅 合流 15.000 円 引き 
復路 富山 駅 離 団 15.000 円 引き 
美術 品 添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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し 2 


LU MEW mr 


奈良 ホテ ル ( 本 館 ) 外観 志摩 鋭 光 ホ ラノ 9 クラシック 4 外 抽 | 
奈良 ホテ ル (本館) (1 泊 目 ) 志摩 観光 ホテ ル ザ クラ シッ ク (2 泊 目 ) 
明治 42 年 に [関西 の 迎 加 館 」 と し て 奈良 公園 内 に 誕生 し まし た 。 1951 年 の 開業 当初 か ら 多 く の 宴 客 を お 迎え し て きま し た 。 
スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 
東京 駅 (8:30-9:30) 発 ==( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 )== 京 都 駅 
ィ r+ (近鉄 特急 ) rr 近鉄 奈良 駅 一 〇 唐 招提 寺 =ー 一 
] | O [加計 計 計 薬師 寺 一 一 奈 良 市 内 泊 (15:30 刀 
回 時 参 メイ ンダ イニ ン ブ ル ー ム [三笠 ] に て フラ ンス 料理 
[ 
時 ホテ ル (9:00 頃 ) ニ 一 O [本 計算 恨 春 日 大 社 (国宝 御 本 殿 特別 参拝) 
| 参拝 2 と 補 *! 2・3 9/26 (月 ) 更 、1712( 木 )3 E:「 す き 焼 金谷 ] (すき 焼き の ご 昼 
回 Btdes 拓 m 日 神宮 し た に ビリ 2| 邸 ノ 11/13() 発 [と ろ る 虎 中 (和食 の ご 昼食 ) 
春日 大 社 で は 朱色 が 鮮やか な 中 門 や 御 本 殿 な ど を 特別 参拝 、 伊 勢 神宮 で は 外宮 ・ 内 宮 の 境 〇 伊勢 神宮 外宮 (ガイ ド が ご 案内 ) 一 一 覧 島 泊 (16:30 細 ) 
1 5 - 1 ガイ ド 中 
PWM 細 敵 人 村 [ ラ ・ メ ー ル ザ フラ シッ ク 」 に て フラ ンス 料理 
國 居 図 
奈良 ? * テ ル (本 館 ) 1 泊 目 〉 ホテ ル (8:30 一 10:00 頃 )ー 一 〇 伊勢 神宮 内 宮 ( ガ イド が ご 案内 ) 
前 100 年 上 の 歴史 を 持ち 、 広 大 な 自然 公 園 に 包ま れ た ホテ ル 。 枢 貞和 必 の 二話 っ | お は らい 町 (1/1 2 発 は 除く ) 一 一 「 割 誠 大 豆 」 (寿司 の ご 昼 
な 雰囲気 の ダイ ニン グル ー ム で 、 伝 統 の フラ ンス 料理 を お 愉し みく だ さ 良 ) [椅子 席 ] = 一 宇治 山田 駅 rr (近鉄 特 切 ) エ 名 古屋 駅 =ー( 東 
海道 新幹線 グリ ー ン 車 )== 東 京 駅 (16:3020:00) 着 國 屋 
(利用 バス 会 社 〉 奈良 交通 
※ 3 日 目 ホ テル 出発 時 間 は 、1/1 2 ( 木 ) 発 の み 、 お 正月 期間 で 混む こと が 予想 さ 


れる 為 、8:30 頃 の 出発 に な り ま す 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


田 宿 泊 :〈1 泊 目 奈 良 県 ・ 奈 良 市 内 〉 奈良 ホテ ル ( 本 館 ) (洋室 ・ デ ラッ クス ツイ ン 
グ 約 3134m) 

※ 客 室 タ イプ の 指定 は で きま せん 。 

〈2 泊 目 ノ 県 賢島 〉 時 訪 志摩 観光 ホテ ル ザ クラ シッ ク (洋室 ・ プ レミ アム 
ツイ ン ノ 約 36m) 


較 志摩 観光 ホテ ル ザ クラ シッ ク 陣 弄 
替 志 摩 国立 公園 の 自然 に 守ら れ な が ら 、 英 席 湾 を 見 下ろ す 賢島 の 高台 に 倍 む ホテ ル 。 出発 日 2022 年 9 月 26 日 (月 ) 、11 月 13 日 (日) 、 


胃 勢 志摩 


三重 の し た 食材 を 活か し た 伝統 の 「 海 の 幸 フ ラン ス 料 理 ] を ご 堪能 くだ さい 。 


2023 年 1 月 12 日 ( 木 ) 


の 代金 お 1 人 様 あたり ) @ 最 少 催行 人 員 :8 名 
コー ス 番 号 :〈9/26 発 〉〈11/13 発 〉1GG1096-5 〈1/12 発 〉1GGY000-6 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 300.,000 円 390.000 円 
往路 京都 駅 合流 15.000 円 引 き 
復路 名 古屋 駅 離 団 12.000 円 引 き 


添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


夢 の 人 


PP 


明治 27 年 創業 。 正 倉 院 の 宝物 を は じ め 
数 多く の 貴重 な 古代 の 織物 の 研究 と 復 
元 を 重ね て きた 龍村 美術 織物 。 そ の 豊富 
な 知識 と 卓越 し た 技術 に よっ て 生み 出さ 
れ た 製品 は 、 そ の 美 し さ と 品質 か ら 国 内 
外 か ら 高 い 評価 を 得 て い ます 。 織 工場 の 
見 学 を し た 後 、 シ ョ ー ル ー ム を 訪ね ます 。 


[京都 五 社 め ぐり 」 で 開運 祈願 2 日 昌 


「 四 神 相応 (し じん そう お う )」 の 考え の 元 、 風 水 に 基づき 造ら 
れ た 平安 の 都 、 京 都 。 東 西南 北 を 守護 する 四 つ の 社 と 中 央 を 
守護 する 平安 神宮 を 巡り ます 。 


夢 の 人 


龍村 美術 織物 
ショ ー ル ー ム (イメー ジ ) 


所 


「 美 と 技 の 結 日 * 半 術 織 


京都 の 中 心 、 市 # 


ー 四 神 相応 の 京 一 京都 五 社 を めぐ る 


スケ ジュ ー ル 


物 に ふれ る 2 日 間 


| 泊 | ホテ ルオ ー ク う 京 者 


役所 前 に 位置 する ホテ ル 。 
館内 は 和 の 薫り と ヨー ロ ピ アンテ イ スト が 


調和 し 、 フ ラシック な 趣 が 漂い ます 。 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 信 は 車窓 観光 


東京 駅 (9:30 こ 10:30) 


=ー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) 


〇 松尾 大 社 ・ 


重森 


1 茂 神社 一 〇 平安 神宮 = 一 
回 2 診 ホテ ル 内 で 鉄板 


京都 市 内 泊 (17:00 頃 ) 


焼 


== 京 都 


三 玲 作 庭 の 松風 苑 一 一 〇 配合 鞭 選 上 賀 


LIL 劉 


ホテ ル (9:30 頃 ) 王 一 〇 龍村 美術 織 


2 織物 ギャ ラリ ー テ =ー「 京 料理 祇 
ーー 〇 八坂 神社 一 一 ひ 城 南宮 
リー ン 車 )== 東 京 駅 (19:30 一 20:15) 着 


※ 移 動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 ・ 中 型 タ ダク シー と な り ま す (人 数 に より 分 乗 ) 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


物 ( 工 場 見 学 ) 一 〇 龍村 美術 


貫 


花 郷 ] (和食 の ご 昼食 ) | 椅子 席 


一 京都 駅 ==( 東 


道 新幹線 グ 


國民 


画 宿 泊 :〈 京 都 府 ・ 京 都市 内 〉 


中 ホホ テル オー クラ 京都 (洋室 ・ ソ ツイ ング 37mf( 東 


山側 )) 記 和 2 名 | /1 る 多加 能 | / 活 員 同行 | / 人 時 
出発 日 2023 年 1 月 29 日 (日 ) 


人 @ 北 (玄武 )… 
人 @ 西 (白虎 )… 
人 @ 中 央 … 平 安 神 
人 @ 東 ( 訪 龍 )… 八 
@ 南 (朱雀 )… 


上 賀茂 神社 
松尾 大 社 


呆 


坂 神社 
城南 宮 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY000-7 
出発 - 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発 基 170.000 幅 200,000 由 
往路 京都 駅 合流 15,000 円 引き 
復路 京都 駅 離 団 15,000 円 引 き 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


茂 時 温 朱 | 抽 村 屋 本 館 」 で 食す 松 葉 か に づく し 3 日 間 


人 es スケ ジュ ー ル 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 


ゆっ くり 出発 | 京都 駅 (11:00 一 13:40) 発 ==( 特 3 


車 )= テ 城崎 温 泉 駅 一 一 城崎 温泉 泊 (14:30 頃 ) 
7 診 地 物 松葉 か に づく し 」 を お 部 屋 で お 召し あがり くだ さい 


妃 き の さき 号 普 通 


で ご ど ごち 


LIL 多 


あま く と ろり と し た 食 感 の お 造り 、 あ っ さり と し て いく | 
ら で も 食 せ る 茹で 、 香 ば し さと 一 段 の 甘み が 癖 に な 
る 焼き な ど 、 松 葉 か に の 様々 な 料理 で 口福 の ひと と 
き を お 周 ご くだ さい 。 


Ne か 
松葉 か に を 堪能 日 目 タ 食 ) の で 


『 。 


ホテ ル (9:30 頃 )ー 一 〇 1 


根 湾 め ぐり ( 施 


の 「 橋 立 ベ イ ホ テル ]」 (洋食 の ご 昼 人 ) | 椅子 席 
恩 寺 (| 文殊 の 知 
「 ぶ り し ゃ ぶ 」 会 席 


臣 船 か ら 舟 


[] 恵 ] で お な じみ ) 


大 橋立 


(15:30 頃 ) 


國 局 多 


は ご 人 数 に よ 


Li | 西村 屋 本 館 人 


創業 150 余 年 の 伝統 と 格式 の 中 に 、 凛 と し た 空 
も て な し の 心 が 息 づく 関西 屈指 の 名 旅館 。 


| 泊 | 女 虐 回 電 


約 80 メ ー ト ル の 高台 か ら 天 橋立 を 展望 で きる 随 一 の | 
宿 。 見 下ろす と その 姿 は 龍 が 空 に 舞う か の よう 。 大 浴 
場 か ら ゆ っ た り と お 湯 に つか りな が ら 、 そ の 絶景 を お 愉 
し みく だ さい 。 


気 と お 


庵 館内 に は コ 


ホテ ル (9:30 頃 )= ニ ー 〇 鹿苑 寺 


ンー へ 


金 圏 寺 ) 


[京都 御室 


う | 佐 近 ] (和洋 折 表 料理 の ご 昼食 ) [ 入 子 席 


京都 駅 (16:00 恩 着 


っ て は ジャ ン ボ タク シー また は タク シ 
夕食 は 、 お ひと り 様 あたり 活か に 2 杯 相当 の 使 
F レ ベー ター が な いた め 、 館 内 の 移動 は 階段 の ご 
※ AN 


O 占 議 計 衣 東寺 = 一 


國 居 


(利用 バス 会 社 〉 ヤ サカ 観光 バス ※1 の 城崎 温泉 か ら お 宿 ま で は バス また 


を 利用 し ま 


ます 。※ 1 泊 目 の ご 


を 予定 し て いま 


す 。※2 泊 目 玄 妙 


と な り ま す 。 


画 宿 泊 :〈1 泊 目 兵 庫 県 城崎 温泉 ) 履 証 財 西 村 屋 本 館 (和室 8 畳 ) 
(2 泊 目 ノ 京 都 府 ・ 本立) 玄 妙 庵 (和室 ・ 天 橋立 側 ) 
最大 12 名 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 

出発 日 2023 年 1 月 25 日 ( 水 ) 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 但 コ ー ス 番号 :1GGY000-8 

出発 到着 地 3 名 1 室 2 名 1 室 

京都 駅 発着 290,000 円 300,000 由 
添乗 貞 は 1 京都 駅 か ら 3 京都 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


45 


夢 の 人 日 | 


本 思 


冬 の 北海 道東 北 に あそぶ 


光り 輝く を の 5 見 館山 夜景 


八甲田 樹氷 (3 日 目 ) 八甲田 山 の 樹 水 は 、 規 模 ・ 壮 観 さ で 圧倒 され ます 。 
この 時 期 だ け 見 る こと が 出来 る 景色 を ロー プ ウ ェ イ より 存 分 に お 愉し みく だ さい 。 


医 和 レ スト ラ ン 山 崎 
[奇跡 の りん ご 」 コ ー ス 
(2 日 目 昼食 ) 

難し いと され て いた 自然 栽培 に よる りん ご 作り 

を あき ら め ず に 努力 する こと に より 成功 し た 木 


村 さ ん の 「 奇 跡 の りん ご 」 を 使っ た 山崎 シェ フ に 
よる フレ ンチ で ご 賞味 くだ さい 。 


< ご ーー 


ま 
店 内 AU 


望 楼 NOGUCHI 函 館 時 


大 人 が 寛げる 場所 を 追求 し た 洗練 され た ラグ ジュ アリ ー ホ テル 。 

当 ツ アー で は 「WAMODERN] の 和洋 室 を ご 用 意 い た し ます 。 お 部 屋 に は 温泉 展望 風呂 が 
つい て お り 、 湯 浴 み を 独り 占め が 出来 ます 。 ご 夕食 は 、 函 館 の 食 文化 と 北海 道 の 旬 食材 を 
多く 味わう 和洋 創作 料理 を お 愉し みく だ さい 


八甲田 ホテ ル 陣 虹 ! 
都会 が 数 百年 の 彼方 に 失っ た 大 自然 が 残る 八甲田 。 そ の 大 き な 懐 の 中 で 、 ゆ っ くり 流れ る 時 
を お 過ごし くだ さい 。 ご 夕食 は フラ ンス 料理 フル コー ス を ご 堪能 くだ さい 


賞 白 銀 の 八 軸 構 水 3H 間 


五 生 郭 タワ ー(1 日 目 ) 
冬 の 函館 に 浮 びあ が る 五 生 郭 を タワ ー よ り 眺 め ま す 。 


PA) 


函館 夜景 (1 日 目 ) この 時 期 に し か 出逢う こと の 出来 な い 「 冬 ] な ら で は 
の 景色 へ ご 案内 いた し ます 。 


圏 弘 前 シー ドル 工 刀 KImorl 兄 学 ・ 名 KCEB 
りん ご の 産地 、 青 森 県 で 傷 が つい て 識 計 の ォ ー 
し まっ て 選 果 外 に な っ て し まう 、 愛 情 民 議 計 り > 
た っ ぷり に 育っ た りん ご を 収穫 し た 
ば か り の 鮮度 な 内 に シー ドル (お 洒 ) 
に 仕立 て ます 。SDGs な シー ドル 工 
房 で 試飲 を お 楽し みく だ さい 。 
※ こ の 日 は 工房 の 操業 自体 は お 休み ュー 
の 為 、 外 か ら 見 て 説明 を 聞き ます 。 外観 六 頁 提供: 前 シ 三 ドル 斑 房 Kim6ril 
スケ ジュ ー ル 
羽田 空港 (7:4010:00) 発 へ 函館 空港 一 一 「 五 島 軒 本 店 ] (洋食 の 
1 ご 昼食 ) | 椅子 席 |= 一 〇 五 入 郭 タダ ワー テーQ 函 館山 ロー プ ウ ェ イ 
(一 の | 温泉 泊 (17:30 引 ) 
ホテ ル に て 和洋 創作 会 席料 理 口 層 了 賠 
ーー 道 新 幹線 グリ ー ン 車 ) 
の ーー デ 新 青森 駅 一 一 レスト ラン 山崎 「 奇 跡 の りん ご フル コー ス ]=ー 
〇 弘前 シー ドル 工房 kimori 見 学 、 試 飲 王 一 酸 ヶ 湯 温泉 泊 (17:00 妃 ) 
主計 診 ホテ ル に て フラ ンス 料理 フル コー ス 國 居 図 
ホテ ル (10:00 頃 ) 一 〇 八甲田 ロー プ ウ ェ イ ( 樹 水 「 ス ノー モン ス 
3 ター」 観 賞 ) 一 一 「 奥 入 瀬 森 の ホテ ル 」 (ご 昼食 ) | 椅子 席 |= 一 〇 十 和 
田 湖 一 一 八戸 駅 デー( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 ) エ 東京 駅 (19:00 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 


21:00) 着 朝 | 昼 
〈 利 用 予定 航空 会 社 ) JAL ま た は ANA ま た は AIRDO ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 
と な り ま す 。 (利用 バス 会 社 ) [1・2 日 目 ] 函 館 産 バス 、[2・3 日 目 ] 十 和田 観光 


電鉄 また は 秋 北 バス ※1 の 宿 到着 は 17:30 頃 を 予定 し て いま す 。※ 雪 道 で 
も 歩き や すい 服装 で ご 参加 くだ さい 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


田 宿 泊 :〈1 泊 目 北 海道 ・ 湯 の 川 温 泉 廊 嗣 望 楼 NOGUCHI 函 館 (和洋 室 ・ 展 望 
風呂 付 / 約 60m) 
〈2 泊 目 / 青 森 県 ・ 酸 ヶ 湯 温泉 泉 〉 八甲田 ホテ ル (洋室 ・ ソ ツイ ンプ 約 30m) 


1 名 参加 可能 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 1 月 28 日 圭 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 人 @ コ ー ス 番号 :1GGY000-9 
出発 - 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
羽田 空港 発 ・ 東 京 駅 着 330.000 由 350,000 円 
往路 函館 空港 合流 15,000 円 引き 
復路 八戸 駅 離 団 20.000 円 引き 


添乗 員 は 1 の 羽田 空港 か ら 3 日 目 の 東 京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


関東 ・ 新 潟 | 東 北 


蔵王 山麓 の リゾ ー ト 「 竹 泉 荘 CHIKUSENSO ONSEN」C 連 泊 すう 2ey 中 発 人 


/ | 


2 
「 ワ イル ドモ ンス ター 号 」 で 行く 樹氷 観世 3 日 問 邑 


国 車 I250 リ ドモ ジス クニ 5]( 有 9) 間 還 還 陸 oo 


較 雪上 車 「 ワ イル ドモ ンス ター 号 」 で みや ぎ 蔵 王 の 樹 水 めぐ り cg 下 ) 


世界 的 に も 珍し いと 言わ れる 「 樹 水 ] の 世界 へ 。 こ の 氷 と 雪 の 芸術 は 、 日 本 で も 見 られ る 場所 は 限ら れ て お り 、 場 所 ご と に 異な る 次 を 見 せ て くれ ます 。 
中 で も 蔵王 連峰 の 樹 丈 は 、「 ス ノー モン スタ ー」 や 「 ア イス モン スタ ー」 と 呼ば れ 、 そ の 雄大 さと 美 し さ は 日 本 で も 有数 と 言わ れ て いま す 。 
当 ツ アー で は 暖房 完備 ・ 前 向き 独立 シー ト の 雪上 車 「 ワ イル ドモ ンス ター 号 ] に て 暖か な 空間 で の 観光 を お 愉し みい た だ きま す 。 


日 本 三景 [松島 」 の 冬 景色 SB 到 ) スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 鈴 光 
東京 駅 (9:00) 発 一 一 号 約 150 分 一 一 那須 塩原 「 こ ちぎ 和 邊 渡邊 
ファ ー ム 」 (和牛 ステ ー キ の ご 昼食 ) [椅子 席 ⑥ 〇 那須 ステ ンド 
グラ ス 美 術 館 王 一 遠刈田 温泉 泊 (17:00 妃 ) 

懐石 料理 と 郷土 色 を 融合 させ た 日 本 料理 


湾内 に 浮か ぶ 大 小 260 ほ どの 島々 
が 美しい 日 本 三景 [松島] 。 
松島 か ら 遊 覧 船 に 乗船 、 海 上 より 
多 島 美 を ご 堪能 いた だ な が ら 、 塩 釜 
へ 向かい ます 。 


田 尽 | 夕 
2 人 EEEioUN 
品 | 替 久 庵 | (和食 の ご 昼食 ) [ 短 子 席 
(昌代 の 時 上 富 「 ワ イル ドモ ンス ター 号 ( デ ラッ クス クラ ス ) 
乗車 」) =ー 遠 刈田 温泉 泊 (16:00 貼 ) 


國 居 了 
ホテ ル (1000 軸 〇 国宝 ・ 瑞 歳 寺 松島 佐 勘 松 ) RUE ン 


= 洗 」 に て ご 尽 食 ) [ 箇 子 語 | 一 松島 ン ン 〇 松島 放 区 船 (日 本 
導 泉 荘 CHIKUSENSO ONSEN 誠に ーSS 下 の お の 


蔵王 連峰 の 麓 、 美 し い 森 の 中 に 件 む お ラグジュアリー ホテ ル 。 ーー 東京 駅 (17:30 一 19:00) 着 
ご 夕食 は 料理 長 自慢 の 日 本 料理 を ご 堤 能 くだ さい 。 遼 司 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス 
※ 寺 上 車 は 、 荒 天 時 、 ド ライ バー の 判断 で 行け る と ころ まで ご 案内 し ます が 、 視 界 不 
良 の 為 運 休 す る 場合 も あり ます 。 ま た 、 樹 水 は 自然 現象 の た め ご 覧 いた だ け な い 場 
合 が あり ます 。 そ の 場合 で も ツア ー は 実施 し 、 払 戻し は あり ませ ん 。 ま た 、 ご 人 数 に よ 
分 乗 や 他 の ツア ー の お 客 様 と 同乗 に な る 場合 が あり ます 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


宿 泊 :〈 宮 城 県 ・ 遠 刈田 温泉 〉 竹 泉 荘 CHIKUSENSO ONSEN( 和 室 ・ ベ ッ ド 付 ま 
た は 和洋 室 ) 


* ン 


過 ! 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 1 月 25 日 ( 水 )、2 月 7 日 ( 火 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO0P 


出発 * 到 着地 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
ジュ ニア プレ ミア スイ ー ト ( 和 宣 ベッ ド 付 | 460.000 円 | 560.000 貴 


| ガー デン スパ スイ ー ト ( 和 き 守 ) | 490.000 ロ |620.000F 

サイ プレ スス イー ト ( 和 洋室 ) | 500.000 円 | 630,.000 円 
と 復路 仙台 駅 離 団 10.000 円 引き 
Pla 添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 し ます 
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児 の 人 
冬 の 野鳥 や 野生 動物 観察 


困 寄 湖 の 冬 華 美 と を の ネイ チャ ー 紀 行 4H 間 


を * 
回 究 湖 の 冬 の 風物 詩 “ 科 華美! 
阿寒 湖畔 に 打ち あがる 花火 を 滞在 中 


冬 華 美 (2 日 目 ) 


お 愉し みい た だ きま す 。※ 氷 上 に は 入場 で きま せん 。 湖 
畔 沿い で お 愉し みく だ さい 


ーー ーー 固守 国 際 光 ルポ 


ボッ ケ ( 混 火 山 ) の 森 ス ノー ウォ ー ク プラ イベ ー ト ツア ー( 日 目 ) 。 困 寒 国際 ツル セン ター(4 日 目 ) 11 月 か ら 3 月 上 旬 に 飛 
ネイ チャ ー ガ イド と 一 緒 に 冬 の 森 を 満 記 し な が ら ス ノー シュ ー で ボッ ク 自 然 探勝 路 を 散策 し ます 。 来 する 野生 の タン チョ ウ を 観察 し ます 。 
スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 鈴 光 
2 防 春 用 幅 了 ・ ゆっ くり 出発 | 羽田 空港 (11:00-13:00) 発 - ヽ 女満別 空港 一 〇 オ 
服装 ・ 持 ち 物 に つい て 層 東 一 写 王 1 | ホー ツク 流氷 館 一 一 網走 泊 (16:00 仙 ) 
ーー サン グラ ス 加 売 侍 珍 ホテ ル 内 レス トラ ン に て 創作 フレ ンチ [ 
過 み 物 (水筒 ) 加 ホテ 走 港 ン 網走 流水 観光 砕氷 船 [ お 一 ろ 
雪 焼 け 対策 の 日 焼け 止め 2 、 
手袋 ら 」 よ り 流 洲 観 負 ) ご 幼 走 港 一 -「 ザ ・ グ レー トペ ア 」 (洋食 の ご 
3 書 食 ) | 椅子 席 ] 一 一 〇 美 幌 幅 一 一 〇 屈 斜 路 湖 砂 場 ( 白 鳥 の 飛来 
1 に Mi の b) 一 - 同 穴 湖 温 泉 泊 (16:00 頃 ) 冬 華美 を お 愉し みく だ さい 
し っ か り し た 防 講 革 回 夫 ホテ ル 内 レス トラ ン に て 和 会 席 國 司 較 
雪 の 中 を 歩き ます の で 、 選 oe 
る ホテ ル (10:00 頃 ) 王 一 の 〇 ボッ ケ ( 泥 火山 ) の 森 ス ノー ウォ ー ク プ 
性 防寒 性 の 高 し ミ 9 5 ea 
MON に in ライ ベー ト ツ アー (ネイ チャ ー ガ イド が ご 案内 -・ 約 120 分 ) 一 ご 
ご 用 意 く だ さい 昼 信 〇 阿寒 湖 ア イヌ コタ ン = テ ーー 阿寒 湖 温泉 泊 (16:30 頃 
回 府 ホテ ル 内 レス トラ ン に て 和 会 席 國 選 多 
4 ホテ ル (9:00 頃 )ー 一 〇 阿寒 国際 ツル セン ター【 グ ルス 】 = 釧路 市 内 
(ご 昼食 ) 一 釧路 空 : 羽田 空港 (5:00 こ 18:00) 着 國 司 
北 天 の 丘 あ ば し り 湖 鶴 雅 リゾ ー ト 了 記 ! 用 職人 JA し また は ANA ま た は AIR DO な は 間 
PWR cm ーー 還 用 と な り ま す 。 < 利用 パス 会 社 ) 困 塞 パ ス ま た は 通 ま た は 網走 バス また 
網走 湖畔 の 小高 い 場所 に 位置 し 、 天 然 温泉 、 露 天風 呂 が 自慢 の 和風 リゾ ー ト で す 。 は くし ろ パ ス ま た は 北海 道北 見 バス また は 市 里 パ ス ま た は 北海 道 拓殖 パス また は 
だ あ 。 ] も 再 お ) 十勝 バス また は 根室 交通 また は 北 紋 バ ス ※ 流 水 然 現象 の た め ご 覧 いた だ け 


よ 
な い 場 合 が あり ます 。 こ の 場合 で も ツア ー は 実施 し 、 払 戻し は あり ませ ん 。※ 悪 天候 
等 に より 「 お 一 ろ ら ] 欠航 時 は 「 博 物 館 網走 監獄 ] 入場 に 変更 し ます 。 ま た 、 般 路 上 に 
流水 が 見 られ な い 場 合 は 海上 遊覧 と な り ま す 。※ 当 日 の 天候 及び 自然 状況 に よっ て 
は 、 安 全 上 の 判断 で コー ス や 内 容 が 変更 に な る 場合 も あり ます 。 ま た 、 プ ログ ラム が 
スタ ー ト し て か ら も 、 天 候 の 急変 な ど に に より 、 ガイ ド の 判 上 で 、 コ ー ス の 変更 や 途中 
中 止 に な る 場合 も あり ます 。※ 小 学生 以下 の お 子 様 は ご 参加 で きま せん 。※ 冬 華 火 
は 気象 状況 に より 中 止 と な る 場合 が ご ざい ます 。 そ の 場合 で も ツア ー は 実施 し 、 ご 
旅行 代金 の 払戻 し は あり ませ ん 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

一 宿泊 :〈1 泊 目 北 海道 ・ 網 走 ) 改 衣 園 北 天 の 丘 あ ば し り 湖 鈴 雅 リ ゾー ト ( タ ワー 棟 


(露天 風呂 付 ) 約 56m) 
〈2・3 泊 目 北 海道 阿寒 湖 温 泉 〉 硫 刻 周 あか ん 鈴 雅 別 斑 郭 の 座 ( 森 の 座 ス イー ト ・ 


露天 風呂 付 和 洋室 / 約 61m・ 風 の 座 ス イー ト ・ 露 天風 呂 付 和 洋室 / 約 61m) 
h Il 性 財 (②・3 泊 目 ) 前 
図 4 靖 0 に 最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 
全 室温 泉 露 】 o 


森 や 湖 を 明 む 天風 呂 に つか り 、 道 果 の 自然 を ご 体感 くだ さい 。 出発 日 2023 年 2 月 28 日 (W) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :6 名 人 @ コ ー ス 番号 :1GGYO00.A 
出発 ・ 到 着地 |1 泊 目 部 屋 タイ プ | 2 泊 目 部 屋 タイ プ 2 名 1 名 1 室 
衣 還 空 発 | ワー 林 和洋 守 | 林 の 座 スイ ー ト 470.000 由 550,000 
尾 天 購 忠 付 和洋 室 | 出 の 座 ス イー ト |500,.000 円 | 一 一 
往路 女満別 空港 合流 15.000 円 引き 
復路 釧路 空港 離 団 15.000 円 引き 


添乗 員 は 1 羽田 空港 か ら 4 日 目 泌 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


し 2 


証 。。。。 2 つの 流水 観光 船 K 垂 。。 
その 他 山 動物 半 と 追 目 東 冬 景 色 4 日 間 


旨 直 流水 便 光 記 水 的 I お 写る ら り コウ テン) 還 上 5 光 06 の リ ジ コ IVERUI( タ ウシ) 
が 較 須 の 2 二 ジ で 9。 は 自 然 現象 の 計 き = 覧 いた だ け な い 則 合 が あり ま 5: 思 二 用 の イメ ニス は 自 多 朱 の に ご 甘い だ だ け な い 場 合 か あり ます 3 
網走 流水 観光 砕氷 船 「 お 一 ろ ら 」 (3 日 目 ) 大 型 船 で 船 の 重み を 利用 し て 、 氷 板 を 押し 割 紋別 流氷 観光 船 「 ガ リン コ 号 四 IIMERU] (2 日 目 ) 船 の 先端 の スク リュ ー で 流氷 を 砕 
りな が ら 前 進 する 姿 は 圧巻 で す 。 き 割 っ て 、 ガ リガ リ と 砕き な が ら 進む 豪快 迫力 満点 の フル ー ズ で す 。 
冬 の 旭山 動物 園 へ 日 自 スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 
動物 た ちの 野生 の 魅力 を 最大 限 に 引き 出す ゆっ くり 出発 | 羽田 空港 (10:00-11:30) 発 へ 旭川 空港 
展示 方 が 人 気 の 動 物 園 で す 。 


〇 旭川 市 旭山 動物 園 一 一 層雲 峡 温 泉 泊 (17:00 頃 ) 
1 | ご 希望 の 方 は ホテ ル 到 着 後 、 層 雲 峡 温泉 氷 漂 ま つり を お 愉し みい 
た だ け ま す 。 (1/28 一 3/1 2 開催 予定 ) 
本 1 の 創作 料理 | 


和則 物 還 (イメ ー ジ ホ | 港 ご ン 流水 観光 船 「 ガ リン コ 号 和 
2 RU ー 入 列 市 ( 和 有 の ご 昼食 ) | 椅子 席 |= 一 
YY も さ \ 固 寮 国際 ツル セン ター(4B 曲 mm 
| 8 11 月 か ら 3 月 上 旬 に 飛来 する 野生 の = 
ト ーーー ー 回診 262 ダ ー タンチョウ を 観察 し ます 。 ホテ ル (9:30 頃 ) ニ 一 づ オ ホー ツク 流氷 館 王 網走 港 ン 網走 流 


氷 観光 砕氷 船 [あー ら 」 船 上 よ 流水 観賞 マン 網走 港 一 一 


う ke し 安 ] (寿司 の ご 昼食 ) | 椅子 席 阿寒 湖畔 泊 (16:00 需 ) 
| 泊 ホテ ル 大 雪 ONSEN &, CANYON RESORT kg:) 較 還 | に タク 5 2 の SRIIE3UDMWUST 1 計 ク 


層雲 峡 温泉 の 中 で も 最も 高台 に 位置 し 、 雄 軸 請 琶 旧記 ホテ :00 人 固 )ーー- 寒 国際 い ンタ ー【 グ ルス 】= テ ー 制 路 
た 呈 枯 に つが 90E 帳 の 2 朋 ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 〇 阿寒 国際 ツル セン ター【 グ ルス 】= 一 釧路 市 内 


4 ー バ ! 女 ワ ロ こ RS 避 こ ・ ・ 
ラマ を 堪能 し て いた だ け ま す 。 (ご 昼食 ) = 一 釧路 空港 へ 羽田 空港 (15:00-18:00) 着 國 司 


(利用 予定 航空 会 社 〉JAL ま た は ANA ま た は ADO ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な 
り ま す 。 〈 利 用 バス 会 社 〉 旭 川 交 通 ※ 流 氷 は 自然 現象 の た め ご 覧 いた だ け な い 
場合 が あり ます 。 こ の 場合 で も ツア ー は 実施 し 、 払 戻し は あり ませ ん 。※ 悪 天候 等 に 
より 「 ガ リン コ 号 」 欠 航 時 は 「 オ ホー ツク タワ 1] 入場 に 変 と な り ま す 。※ 悪 天候 等 
に より 「 お 一 ろ ら 」 欠 航 時 は 「 博 物 館 網走 監獄 ] 入 場 に 変更 し ます 。 ま た 、 航 路上 に 流 
氷 が 見 られ な い 場 合 は 海上 遊覧 と な り ま す 。※ 失 光 航 「 ガ リン コ IMERU]、 


い \ 還 = ナル F に で 出発 ・ 寺 陸 ペタ ド 
北 天 の 丘 あ ば し り 湖 鈴 雅 リゾ ー ト 陣 記 と な る 8 が ちり ます 。%P.7 の ご 案内 も 必ず お 訪 み く だ さい 。 


網走 湖畔 の 小高 い 場所 に 位置 し 、 天 然 温泉 、 
視 天 風呂 が 自慢 の 和風 リゾ ー ト ホテ ル で す 。 


画 宿 泊 :〈1 泊 目 ン 北海 道 : 層 雲 峡 温泉 ?) ホ テル 大 雪 ONSEN & CANYON RESORT 

( 雪 ほ た る ・ 和 風 モ ダン ツイ ング 30mf ま た は 和風 モダ ン 和 洋室 /50m) 

〈2 泊 目 北 海道 ・ 網 走 講 玉 北 天 の 丘 あ ば し り 湖 鶴 雅 リゾ ー ト (タワ ー 棟 和洋 
29m ま た は 古 の 座 フ ロア 諸 天 風呂 付 和 洋室 /56m) 

〈3 泊 目 北 海道 ・ 北 海道 ・ 阿 寒 湖畔 ? あ か ん 遊 久 の 里 鶴 雅 ( 別 館 ・ 和 洋室 /45m) 


最大 12 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 2 月 20 日 (月 )、3 月 6 日 (月 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催 行人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY000-A 
出発 - 到 着地 | 1 泊 目 部屋 ウイ | 2 泊 目 部屋 ライ プ | 2 名 1 室 | 1 名 1 室 
和風 モダ ン ツイ ン | タ ワー 棟 和 洋室 |380.000 円 460,.000 


賠 に 位置 する 「 あ か ん 遊 久 の 里 
鶴 雅 ]。 疲 れ を 癒す 温泉 と 山海 の 美味 、 日 本 
の 旅館 文化 を 継承 する お も て な し を ご 堪能 く 


羽田 空 
だ さい | 和 軸 モダ ン 和 和 二天 財 和 和 |410.000 一 
往路 旭川 空港 合流 15.000 円 引 き 
復 申 釧 路 空港 団 15.000 円 引 き 


添乗 貞 は 1 羽田 空港 か ら 4 日 目 泌 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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中 部 


細め 


ほ き > 。 富士 山 加計 特 意 (<④ 飲 三 ジ ) 
ろく も ん (1 日 目 ) 「 真 田 一 族 ] の 家紋 「 六 文 銭 ] か ら 命名 され 、「 赤 備え 」 を イメ ー ジ し た 富士 山 ビ ュー 特 女 (3 日 目 ) 富士 山 に 一 番 近 い 鉄道 か ら 雄 大 な 景色 を 望め ます 。 


濃い 赤 の 配色 に 家紋 が デザ イン され て いま す 。 外観 は 自然 に 映え る 色彩 、 車 内 は 木 を 活か し た 心温まる デザ イン で す 。 


水戸 岡 鋭 治 ASA スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鶴光 


冬 の 甲信 地方 S 生 東京 駅 (:50-9:10) 発 = (北陸 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 
建築 ・ 鉄 道 車両 ・ グ ラフ ィ ッ ク ・ プ ロダ クト な ど 、 ーー 7 回 井沢 駅 TH 観光 列 「 ろ くも ん 」 乗 車 (車内 に て 洋食 の ご 昼食 ) 
さま ざま な ジャ ン ル の デザ イン を 行っ て いる 1 + 長 野 駅 一 一 〇 信州 善 光 3 扉 温泉 泊 (16:30 妃 ) 


水戸 岡 鋭 治 氏 。 還 信 淫 中 た 利 
車両 や 関連 施設 の デザ イン は 鉄道 ファ ン の 2 地元 の 名 の 材 に 、 斬 新 な 趣向 の 数 々 を 施し た 和食 
枠 を 超え て 広く 注目 を 集め 、 多 く の 賞 を 受賞 
し て いま す 。 


富 寺 山 に 特急 内 装 ( 算 


ホテ ル (10:00 頃 ) 一 諏 訪 「 く ら す わ ] (洋食 の ご 昼食 ) | 椅子 語 
〇 SUWA ガ ラス の 笛吹 川 温泉 泊 (16:00 山 ) 


扉 温泉 明神 館 計時 ノ | a 婦 診 季節 の 食材 を 使っ た 茶 料 理 


パリ に 本 部 を 置き 、 厳 格 な 審査 を フリ ア し た ホテ ル ・ レ スト ラン だ けが 認め られ る ルレ ・ エ ・ 國 居 図 

シャ トー 加盟 の 宿 。 語 三吉 時 上 

ゆっ た り と し た 空間 に 上 質 な 調度 が 配 さ れ 、 ど こ に いて も 極上 の 寛ぎ が 提供 され ます 。 ホテ ル (10:00 頃 ) 王 二 河口 湖 「 割 烹 七草 ] ( 鯛 茶漬 け ミ ニ 会 席 の 
リン ご 昼食 ) [椅子 席 河口 湖 駅 m+ 観光 列車 富士 山 ビ ュー 特 婦 」 


3 | 乗車 大 月 駅 = 〇 山梨 県 立 リニア 見 学 セ ンタ ーー 
東京 駅 (17:00 引 ) 着 


國 固 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

外観 ( 冬 頃 誠 フ 回 少 較 回 突 党 の 暖炉 (イメ ー ジ ) 較 宿 泊 :〈1 泊 目 長 野 県 ・ 扉 温泉 〉 扉 温泉 明神 館 ( 和 室 ・ お 腐 棟 ・10 畳 オリ ビン グン 
約 60m ま た は 洋室 ・ ツ イン ・ お 鷹 棟 ノ 約 56m) ※ 選 べ ま せん 


〈⑫ 泊 目 プ 山梨 県 笛吹 川 温 泉 属 黄 置 笛吹 川 温泉 学 忘 (和洋 室 ・ 別 邸 赴 天 風呂 付 
笛吹 川 温泉 学 忘 牙 誠 Pa 


上 中 の ほとり に 位 む 3 千 坪 の 庭園 に わずか 20 室 の 温泉 宿 。 
[源泉 か け 流 し 温泉 ] と 旬 の 地元 食材 を 生か し た お 料理 が 自慢 で す 。 


日 常 の 喧騒 か ら 離 れ 、 心 ゆく まで ゆっ くり お 宙 ざ いた だ け ま す 。 最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


aeE:=y40 ア た た ゴリ ニ アア 4 こ 【(=) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 多 コ ー ス 番号 :1GGYROO0-R 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 380.000 幅 470,.000 由 
往路 軽井沢 駅 合流 5.000 円 引き 


添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


細 の WH 


加入 頁 屋 別邸 松乃 門 で 味わう 加 能 が に 会 選 『 ee 届 
冬 の 風物 詩 兼 六 園 雪 吊 り と 庄川 峡 遊覧 / 


庄川 峡 遊 覧 


四 ae ee 
冬 の 庄川 峡 と 長崎 大 橋 (( 公 社 ) と や ま 観 光 推 進 機構 


i(3 日 目 ) 庄川 峡 の 四季 折々 の 自然 が 織り な す 景 色 を 愉し む フ クルージング 。 


冬 は 水墨画 の よう な 幻想 的 な 景色 が 広がり ます 。 


兼 六 園 の 雪 刷 り q 日 旨 ) 


兼 六 園 で は 毎年 1 1 月 より 、 日 本 海 側 特有 の 
湿っ た 雪 の 重み で 枝 が 折れ な いよ うに する 
た め 寺 吊り が 行わ れ ま す 。 

この 時 期 に し か 見 る こと の で き な い 冬 の 風物 詩 
を ご 覧 いた だ け ま す 。 

※ 気 象 状況 に よっ て は 雪が 
あり ます 。 


Bm られ な い 場 合 が 


和 S 理 (GPX テ ジジ 


賠 里山 の オー ベル ジュ 
新 の 音 (3 日 目 昼食 ) 


世界 遺産 「 白 川 郷 ] [五箇 山 合掌 集落 ] の 程 近 く 
に 倍 お オー ベル ジュ 。 

自家 栽培 の お 米 や 新鮮 野菜 を 巧み に 用 いた 
里山 フレ ンチ が 好評 で す 。 

里山 の 風景 を 眺め な が ら 、 心 癒さ れる 時 間 を 
お 愉し みく だ さい 


北 陸 周 東 ・ 新 潟 


re デ 


加 損 屋 別邸 松乃 碧 加 能 蟹 
1 泊 目 「 加 賀 屋 別邸 松乃 碧 ] の ご 夕食 は 、 こ の 時 期 な ら で は の 「 加 能 が に 会 席 」 を 


召し 上 が りく だ さい 


スケ ジュ ー ル 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 念 


(イメ ー ジ ) 


は 車窓 観光 


大 阪 駅 (8:00-9:00) 発 = 


(北陸 本 線 グ リー ン 引 


宣 食 ) [椅子 席 


し ] ( 寿 司 の ご 


金沢 「 宝 生 寿 


(16:30 頃 


) ーー 金沢 8 
ーー 〇 難 六 園 ( 冬 の 風物 計 
] | " 雪 昨 り " が ほど こさ れ た 風情 ある 園内 を 散策 ) 一 = 

和倉 温泉 泊 
加 能 が に を 味わう 会 席料 理 


田 太 || 


ホテ / 


レ (9:45 頃 ) 一 一 〇 国宝 ・ 瑞 龍 寺 一 一 


高岡 ] ( 洋 人 


の ご 昼食 ) 


椅子 』 〇 能 作 


ご タ 人 あ 


高岡 「 ホ テル ニュ ー オ ー タ ニ 
大 沢野 泊 (16:00 幻 ) 


ト テ ル 内 レス トラ ン 「 ト レゾ ニ エ 」 に て フラ ンス 料理 


國 居 四 


ホテ / 


う 


し (9:45 頃 ) 


椅子 席 


廊 の 加 能 が に 会 席 の 蟹 の ご 提供 


未定 と な っ て お り ます 。 


過 遊 覧 船 は 悪天候 の 場合 運航 中 止 


※ う 3 ヽ ) 


川上 


| 泊 加賀 屋 別邸 松乃 碧 


お 宿 。 


七尾 湾 を 一 罰 で きる オー シャ ン ビ ュー ルー ム で 大 人 


の 格別 な 時 間 を お 過ごし くだ さい 


リバ パー リトリート 雅 業 倶 


神通 峡 の 河畔 に 件 む ス モー ル ラ グ ジ ュ アリ ー ホ テル 。 
ー ト 作品 、 美 し い 景観 、 
滋味 あふ れる お 食事 な ど 、 贅 沢 な 空間 で 旅 の ひと 


館内 に ちり ば め ら れ た 現代 ア 
と き を お 過ごし いた だ け ま す 。 


〈1 泊 目 ) 


輪島 塗 や 九谷 焼 な ど 伝 統 工 芸 品 が 館内 に 展示 され 、 
まる で 美術 館 に 滞在 し て いる か の よう に 過ごせ る 


お 部 屋 の 詩 例 


2 泊 目 ) 


合 は ご 旅行 


終了 後に 船 代金 相当 額 を 払戻 し いた し ます 。 


※ 中 学生 未満 の お 客 様 の ご 参加 は ご 遠慮 くだ さい 。 


※P. ES 


に つい て は 2022 年 6 月 1 


ーー 〇 庄川 峡 遊 覧 船 ( 長 崎 橋 周 遊 コ ー ス 約 25 分 ) 
= 城端 [里山 の オー ベル ジュ 新 の 音 」 (里山 フレ ンチ の ご 昼食 ) 
ーー 咽 約 300 分 一 一 新 大 阪 駅 (19:15 頃 ) 着 


1 (株 ) km モビ リティ サー ビス 
ご 


國 周 


現在 


と な る 場合 が あり ます 。 そ の 場 


田 宿 泊 :〈1 泊 目 石 川 県 ・ 和 禄 温 泉 太 英 斑 加賀 屋 別邸 松乃 碧 ( 和 洋室 また は 和 
室 ・ ベ ッ ド 有 ) RM 

〈⑫ 泊 目 富 山県 ・ 大 沢野 〉 リ バー リト リー ト 雅 挟 倶 (和洋 室 ・ 新 館 プ レミ アス イー トン 
約 115mf ま た は 新館 ラグ ジュ アリ ー ス イー トノ 約 150m) 


出発 日 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あたり ) 


最大 10 名 


2023 年 1 月 22 日 (日 ) 


1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 


復路 宅配 付 


信 最 少 催行 人 貞 :2 名 信 


ー ス 番号 :1GGYR00-S 


出発 * 到 着地 


2 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 


1 名 1 室 


大 阪 駅 発 ・ 
新 大 阪 駅 着 


ラグ ジュ アリ ー ス イー ト 
プレ ミア スイ ー ト 温泉 付 


520.000 幅 


580.000 由 


ラグ ジュ アリ ー ス イー ト 温 泉 付 | 530.000 幅 


590.000 由 


往路 金沢 駅 合流 


8,.000 円 引き 


添乗 貞 は 1 


大 阪 駅 か ら 3 日 目 新 大 阪 駅 ま 


で 1 名 同行 いた し ます 。 
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竣 の 人 


絶 京 と 目 然 を 滴 順 


剛 7 放 の 名 所 を ハイ ライ ト で 巡る 


桜島 (遠望 ) や 日 南海 央 高千穂 峡 と いっ た 風光 明 交 な 名 所 や 、 九 州 を 代表 する 4 つの 寺社 ・ 唆 島 神宮 、 鵜 戸 神宮 、 
困 区 神社 、 太 宰 府 天満 宮 を 訪れ ます 。 
大 自然 と パワ ー ス ポッ ト か ら エ ネル ギー を も ら う 九 州 ハ イラ イト の 旅 を お 愉し みく だ さい 


邑 島 神宮 (2 日 自 ) 


6 世紀 に 始ま る た い へ ん 長い 歴史 を 
持つ 、 南 九州 最大 の 神宮 [霧島 神宮 」。 
鮮やか な 朱色 と 美しい 装飾 が な され た 
社殿 は 必見 で す 。 

本 殿 ・ 常 殿 ・ 拝 殿 は 2022 年 に 国宝 に 
指定 され まし た 。 


組 島 神宮 Ke』KaPIV.B 


高千穂 峡 9 則 


宮崎 県 の 北部 、 熊 本 県 境 近 くに 位置 
する 峡谷 の 高千穂 峡 。 

阿 菊 山 の 噴火 に よる 火砕流 が 侵食 _3 泊 
され て 形成 され た 柱状 節理 の 美しい 2 統 
断崖 で 、 国 の 名 称 ・ 天 然 記念 物 に 指定 m 1 
され て いま す 。 だ 仙 
周辺 に は 日 本 神話 ゆか り の 神々 を 祭る 


神社 が 点 在 し て いま す 。 9 
SHIROYAMA HOTEL kagoshima 叶 5 


鹿児島 市 内 の 高台 に 建つ ホテ ル 。 豊 か な 自然 に 囲ま れ て 四季 折々 の 美しい 風景 を ご 堪能 
いた だ け ま す 。 特 に 露天 温泉 か ら 眺 め る 錦江 湾 と そこ に 浮か ぶ 桜 島 は 絶景 で す 。 


有 村 溶岩 


記 所 


固 鉄板 焼 「 ふ か み ] 

(4 日 目 夕食 ) 
シェ ラ ト ン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾー ト 
内 の 鉄板 焼 レ スト ラン 。 
繊細 な 肉 の 甘み と 旨味 に 定評 が ある 
宮崎 邊 の 希 少 部 位 シ ャ トー ブリ アン を 
ご 堪能 くだ さい 


料理 (イメ ー ジ ) お 部 屋 の 一 例 露天 風呂 か ら の 朝焼け 
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九州 ハイ ライ ト 8 日 間 7 
2 リ 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 


am ゆっ くり 出発 東京 駅 (11:30 て 12:30) 発 =ー (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) 
] | ニー 新 大 阪 駅 一 大阪 港 (17:00 頃 ) 発 ン ン (フェ リー さん ふら わあ 
312| 乗船 ) ニン 


名 様 より 出発 保証 


考 


【 
志布志 港 着 (8:55 頃 ) 一 〇 有 村 溶岩 展望 所 (桜島 と 錦江 湾 を 遠望) 
福山 「 く ろ ず レス トラ ン 秦 畑 」 (伝統 的 製法 で 造ら れ た 黒 酢 を 
使っ た ご 昼食 ) [ 椅 子 席 | = 一 〇 肝 島 神宮 一 一 鹿 児島 市 内 泊 (17:00 略 


て つう 
軸 ニ トト つう 


| 較 [ ル シ エ ル 」 に て フラ ンス 料理 
5) 國 層 図 
内 ホテ ル (10:30 頃 ) = 一 〇 識 詩 選 仙 央 園 (桜島 と 錦江 湾 を 借景 に 
人)a 有 】)。)。 っ | 語 し た 美しい 庭園 と 和食 の ご 昼食 季子 席 一 一 O 知 忠武 家屋 敷 旗 園 
江戸 時 代 初 期 に 築 か れ た 、 薩 摩 藩主 島津 家 の 別 へ 「 仙 大 園 」 314| 園 一 鹿 喝 島 市 内 泊 (16:30 才 
晴れ た 日 に は 桜島 の 姿 を 遠 還 で きま す 。 (3 日 目 ) () 楽 水 ] に て さつま 会 席 


ホテ ル (9:00 頃 ) = 一 員 約 150 分 =ー 〇 的 肥 城 下町 の 散策 と 自由 昼 人 
4 ーー デ 〇 鵜 戸 神宮 宮崎 市 内 泊 (17:30 納 ) 
1 人 鉄板 焼 「 ふ か み ] に て 宮崎 和牛 シャ トー ブリ アン 


ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 喘 約 150 分 三 一 ご 昼 信 〇 国見 ケ 丘 展望 台 


つ | 一 - 〇 高千穂 神社 一 一 高千穂 峡 散策 一 一 高千穂 泊 (16:00 軸 
地元 の 高生 穂 牛 や 季節 の 野菜 を 使っ た 和 
國 層 図 
ホテ ル (9:30 頃 ) デー 〇 阿 菊 神社 一 〇 大 観 話 == 
6 重 町 「 け オー ベルジュ ・ ア ・ マ ・ フ ァ ソ ン 」 (フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) 
3/17 椅子 席 |=ー 〇 九重 " 夢 "大 吊橋 一 一 別府 温泉 泊 (16:30 妃 ) 
(人 | 語 還 診 「 え いた ろう 」 で の 海鮮 料理 
長 さ 390m、 高 さ 173m、 歩 道 専用 と し て 日 本 一 の 高 さ を 誇る 吊橋 。 較 居 多 
四方 に 大 パノラマ が 広がり ます 。 (6 日 目 ) 輸 ホテ ル (9:30 頃 ) 一 〇 臼杵 石仏 (国宝 指定 の 磨崖仏 ) 一 
フ | 悦 員 符 温 泉 泊 (12:30 頂 
3/18 午後 は 別府 の 自由 散策 を お 愉し みく だ さい 。 
は) 「 玄 ] で の 和食 会 席 
太平 洋 に 面 し た 45 階 建て の 高層 ホテ ル 。 客 室 の 大 き な 窓 か ら は 一 面 に 広がる 海 の 眺 望 國 し 」 罰 
を ご 覧 いた だ け ま す 。 水平線 に 昇る 朝陽 の 姿 も 圧巻 で す 。 ホテ ル (9:00 頃 ) デ 二 〇 太宰 府 天満 宮 一 博多 「 博 多 料亭 稚 加 染 
ー O | ( 活 造 り を 含む 和食 の ご 昼食 ) [ 和 子 席 | 一 博多 駅 一 福岡 空港 


3/ 6 羽田 空港 (17:3019:30) 着 


國 周 


〈 利 用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な り ます 。 

〈 利 用 バス 会 社 (株 ) km モビ リティ サー ビス 

※ 徒 歩 で の 観光 や 段差 の 多い 観光 箇所 が 含ま れ ます 。 歩 きやすい 服装 で ご 参加 くだ さい 。 
※8 日 目 、 ご 希望 が な い 場 合 に は 博多 駅 に は 立ち 寄り ませ ん 。 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


旅館 神仙 誠 画 宿 泊 :〈1 泊 目 ノ 胎 中 泊 〉 フェ リー さん ふら わあ (スイ ー ト ノ 約 22m 


高千穂 神社 の 近く に 位置 する 全 15 室 の 料理 旅館 。 〈2・3 泊 目 鹿 児島 県 鹿児島 市 内 ySHIROYAMA HOTEL kagoshima (洋室 ・ 桜 島 


由 SE Es ビュ ー ル ー ム プレ ミア ムツ イン ノ 53m) 
客室 は 露天 風呂 付 、 廊 下 は 全て 畳 敷 き で 和 の 安らぎ を 感じ て お 過ごし いた だ け ま す 。 の 泊 目 吉崎 県 正答 市 内 ) シ ェ ラ ト ン ・ グ ラン デオ ー シ ャ ン リ ゾー ト ( 層 室 - フ ラブ ツイ ン - 
ト グラ ンド ング 50m) 

〈5 泊 目 宮 崎 県 ・ 高 干 穂 〉 旅館 神仙 (本 館 和 室 ・ 赴 天 風呂 付 /10 一 12 畳 また は 本 館 
洋室 露天 風呂 付 ま た は 離れ 洋室 ・ 露 天風 呂 付 ) ※ 客 室 の 露天 風呂 は 温泉 で は あり ま 
せん 。 
〈6・7 泊 目 大 分 県 別府 温泉 ) 必 詩 過 AMANERESORT SEIKAI( 晴 れ の 棟 洋 室 ・ 露 
m 一 天風 呂 付 /65m) 


ーー Sc 
最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 往復 宅配 付 


AMANERESORT SEIKAI 輝 当 = 出発 日 2023 年 3 月 12 日 (日) 


別府 漁 に 上 陣 む 、 全 室 オ ー シ ャ ン ピ ュ ー・ 皿 天 また は 半 力 天風 呂 付 の 宿 。 開 放 感 の ある 。 mgz ニ や /。、 7 」 
リゾ ー ト の よう な ゆとり の ある 客室 と 、 温 泉 地 . 別 府 の 湯 で ゆっ た り と お 過ごし くだ さい ぃ 。 ご 診 行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 。 最少 仙 行人 遇 2 名 コー ス 番 号 :1GGYROOT 
出発 到着 地 | 5 泊 目 部 屋 タ イフ 2 名 1 室 1 名 1 室 


東京 発 ・ ーー 守 」 1.120.000 ロ | 1.350.000m 


ーー 上 空 > 本 館 洋室 
h 』 | 毅 n 室 | 1.150.000m | 1.400.000m 


に や お 部 屋 の 例 


外観 ( 空 撮 ) 


OL 


ム ァ ェ ー 往 四 新 大 阪 駅 合流 15.000 円 引 き 
ひら 和 申 博多 駅 また は 福岡 空 光 団 25.000 円 き 
負 2 人 唱 ) 素 中 は 1 日 目 東京 駅 か ら 8 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 し ます 
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一 憧 れ の リゾ ー ト ホテ ル 「 志摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト 」 に 


東西 周遊 美食 ・ 


志摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト 外観 


春 め く 太 平 洋 を の ゆっ くり フル ー ズ し 、 東 西 の 美食 ・ 美 宿 を ご 堪能 いた だ きま す 


/ ノ \ 固 < 
美食 で 知ら れる 志麻 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト で は 100m1 ス イー ト ・ ル ー ム に ゆっ くり 2 連 泊 。 / | 人 回 仙台 洪 
仙台 和牛 、 桑 名 の は まぐ り 料 理 、 伊 勢 の 美食 材 の 味覚 を お 愉し みく だ さい 。。 り ) 茶寮 宗 園 ( 泊 )$ 思 … 


東西 の 観光 名 所 へ ご 案内 し ます 


中 禅 寺 湖 、 美 し い リア ス 式 海岸 の 「 英 席 湾 」、「 な ば な の 里 」、「 伊 勢 神 宮 ]」 伊良湖 菜 の 
花 ガ ー デ ン 


| 那須 ステ ンド グラ ス 
太平 洋 フェ リー 2 
(3 日 目 ) 
フェ リー・ オ プ ブ ・ ザ ・ イ ヤー28 eV ザッ ツ : カ ルド シ 
年 連続 受賞 。 Ps 目 光 ( 泊 ) 


フル ー ズ ・ シ ッ プ ・ オ ブ ・ ザ ・ 

イヤ ー( フ ェ リ ー 部 門 ) に い 1 

た 、 実 力 派 フ ェ リ ー の 船旅 。。-gsagy= 

を お 協 し みく だ さい 。 = ペイ スイ ー ト (8 


な ば な の 里 名 古屋 洪 
陸 


し て 


河津 桜 が 咲く 早春 の 
し ます 。 


東西 の 美食 を ご 堀 能 く だ さい 


ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 日 光 の 会 席料 理 ・ 伊 勢 海老 の 名 門 ホ テル の フラ ンス 料理 の ほか 、 
仙台 の ブラ ンド 牛肉 「 仙 台 和 牛 」 老舗 料理 屋 の 「 貼 料理 ] な ど 東西 の 美食 を 堪能 し ます 。 


青葉 山 公園 (3 日 引 ) 
伊達 政宗 公 の 騎馬 像 で 有名 な 仙台 
城跡 地 の 公園 。 

[ 杜 の 都 」 仙 台 市 内 が 一 望 で きま す 。 


伊達 政宗 崎 馬 像 テ 茶寮 落 園 仙台 年 料理 (イメ 寺 ) 


| 5 中 部 関東: 新潟 | 東 北 
| | 


ゆっ た り 太 平 洋 ク シーズ と 早春 の 伊勢 志摩 


2 連 泊 - 


ュ イ ヤル ロー ド ・ 
プレ ミア ム 
記 ョ / 
スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 の は 車窓 鈴 光 、 は 花 の みどころ 


ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:00) 発 一 一 足利 市 「 相 洲 楼 ] (和食 膳 の ご 昼食 ) 
O 〇 栗田 美術 館 ( 伊 萬里 ・ 柿 右 衛 門 等 の 責 重 な コ レフ ショ ン ) 一 
] | 中 禅 寺 湖 泊 (16:30 需 ) 
1 日 本 料理 BY ザー リッ ツ ・ カ ー ル トン 日 光 に て 会 席料 理 


田 尽 | タ 
ホテ ル (9:30 頃 ) @O 那 須 ス テン ドグラ ス 美 術 館 = 一 
那須 「 ホ テル エピ ナー ル 那 須 」 (フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 | 一 
ノ | 秋保 温泉 泊 (16:00 紀 
W 回 禄 診 地元 の ブラ ンド 和牛 [ 仙 台 邊 と 懐石 料理 
較 司 較 


ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 〇 青葉 山 公園 ( 杜 の 都 仙台 市 内 を 一 望 ) = 一 
仙台 港 (12:50 頃 ) ニン (太平 洋 フ ェ リ ー) - ン 
づつ | ※ フ ェ リ ー[ い し か り ]】 の 海 側 - 特 等 洋室 (パス - シ ャ ワー トイ レ 付 ) を ご 用 意 。 展 思 


320) デッキ や 展望 大 浴場 か ら 太平 洋 の 海原 と 夕景 を お 愉し みく だ さい 。 
國 居 図 
マン ン 名 古屋 港 (10:30 頃 ) 着 一 一 送 つ な ば な の 里 (河津 桜 が 咲く 花 
の 里 ) = 一 桑名 「 魚 重 楼 」 (名 物 は まぐ り 料 理 の ご 昼食 ) 椅子 席 
4 | 園 一 - 覧 鳥 泊 (16:30 男 ) 
MM 「 浜 木綿 ] に て 美 し 国会 席 
國 居 狗 


太平 洋 フ ェ リ ー 


ホテ ル (9:30 園 一 - 〇 伊勢 神宮 内 宮 (案内 ガイ ド 付 )…… 


望 デッキ や 展望 大 浴場 か ら 太平 洋 の 海原 と 夕景 を お 愉し みく だ さい 。 (3 泊 目 ) | 性 泊 eo0 還 

jn 3722 華 放 診 メイ ンダ イニ ング 「 ラ ・ メ ー ル 」 に て 1 勢 志 摩 の 美食 材 を 
東西 を 代表 する 名 宿 を ご 用 意 し まし た (4 | 謀 ふん だ ん に 活か し た 「 海 の 幸 フ ラン ス 料 理 ] 
ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 日 攻 記 軸 国 ク 
2020 年 中 禅 寺 湖畔 に 開業 し た 国内 5 番目 ホテ ル (9:30 頃 ) = 一 鳥羽 港 - ヘ ン 伊良湖 港 一 「 和 味 の 宿 角 上 楼 ]( 地 魚 
の 世界 的 ブラ ンド ホテ ル 。 料理 の ご 昼食 ) | 生 子 O 〇 伊良湖 菜の花 ガー デン ニー 

ニー ンド 、 > 余 + 所 = > ロミ 6 料理 トニ に 可 丁 / 市 6 展 溢 米 の 化 ラック 

本 陸生 2 豊橋 駅 デー( 東 泡 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 東京 駅 (18:00-19:20) 着 
湖 を 眺め る 約 57nf の ゆとり の 客室 で お 寛 () 
ぎく だ さい 。 較 属 し 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス また は (株 ) フジ エク スプ レス 
※ フ ェ リ ー の 有 船 名 ・ 時 間 は 変更 に な る 場合 が あり ます 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈] 泊 目 ノ 栃木 県 ・ 中 禅 寺 湖 ) ザ ・ リ ッ ツ ・ カ ー ル トン 日 光 (洋室 : ツ イン また は ダブ ル 
ベッ ド グ 約 57mf ※ 選 べ ま せん ) 
〈⑫2 泊 目 ノ 宮城 県 ・ 秋 保温 泉 〉 茶寮 宗 園 ( 離 れ 和室 ) ※ 館 内 に エレ ベー ター は あり ませ ん 。 
〈③⑬ 泊 目 〉 太平 洋 フ ェ リ ー( 特 別 洋 室 : ツ イン プ バ スタ ブ ・ シ ャ ワー トイ レ 付 ) 

※3 日 目 昼食 ・ タ 食 お よび 4 日 目 朝食 は 船内 に て ブッ フェ と な り ま す 。 

(4・5 泊 目 三 重 県 賢島 ) 財 : 摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト (洋室 ・ ス ー ペ リア ス 
イー ト ツ イン グ 約 100m) 


茶寮 宗 園 記 》 


仙台 の 奥 座 敷 ・ 秋 保温 泉 に 仔 む 南東 北 屈指 
の 名 旅館 と いわ れる 純 和 風 、 数 寄 屋 風 建築 
の お 宿 。 離 れ 和室 の 客室 を ご 用 意 し まし た 。 
ご 夕食 は 東北 の 素材 を 懐石 料理 で お も て 
な し し ます 。 

八 千 坪 の 敷地 に 広がる 日 本 庭園 が 見 事 。 元 れ 側 庭園 風景 (イメ ー ジ ) 


志摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト 8 


窓 の お こう に 広がる 穏やか な 英 廣 湾 の 景色 。 
邸宅 の よう に くつ ろ げ る 広々 と し た お 部 屋 で す 。 
ご 夕食 は 変わ ら な い 伝 統 の 技 が 作り 出す 「 海 の 幸 フ ラン ス 料 理 ] を ご 堪能 くだ さい 。 最大 10 名 


1 名 参加 可能 | / 添乗 貞 同 行 


出発 日 2023 年 3 月 18 日 圭 ) 


往復 宅配 付 


二 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あたり ) @ 最 少 催 行人 員 :2 名 @ コ ー ス 番号 :1GGYRO0-U 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 960,.000 由 1.200,000 由 
復路 豊橋 駅 離 団 10.000 円 引き 
添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 6 東京 駅 まで 1 名 同行 し ます 
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細め 


er 
アー ト な 島 「 直 上 島 」・ し まな みみ 海道 


姫路 城 桜 (4 月 証 旬 )『 写 真 提供 : 尋 中 市 


趣 の 異な る 5 つの ホテ ル ・ 旅 館 で の 滞在 を お 愉し みい た だ き な が ら 、 
ー ト な 島 「 直 島 」 や し まな み 海 道 の 絶景 、 ま た ーー バク 


ー ト な 島 の 本 格 旅館 、 名 湯 道後 温泉 の 隠れ 宿 、 地 域 に 根ざし た 宿 、 瀬 戸 内 の 絶景 
全 わ 人 そし て 都市 型 オ ー ベ ル ジ ュ と 、 異 な る 魅力 に 満ち た 宿 を ご 用 意 し まし た 。 
また 、 当 ツア ー で は 日 本 さく ら 100 選 に も 選ば れ て いる 松山 城 や 姫路 城 の 名 城 の 桜 や 
桜 と 瀬戸 内 の 多 島 美 を 一 度 に ご 覧 いた だ ける 開山 公園 へ ご 案内 いた し ます 。 
瀬戸 内 な ら で は の 海 の 幸 と 各地 の 味覚 も ご 電 能 くだ さい 


総本山 善通寺 


回 


アー ト な 島 の 本 格 旅館 
世界 に 府 る アー ト な 島 「 直 島 」 に 誕生 し た 、 若 手 ア ー テ ィ ス ト の 作品 と 出会え る 日 本 の 
お も て な し の 宿 。 客 室 は 全 室 スイ ー ト で 露天 風呂 を 備え た 本 格 旅館 で す 。 


直島 旅館 ろ 起 カウ ェ & パ ミ 6 戸 北 革 ホ テル 外観 


こ と 


お 部 屋 の 計 例 お 部 屋 の 計 例 


開山 公園 の 桜 と 多田 弘 大 橋 


中 提供 : (ご 社 ) 愛 媛 県 観光 物産 協会 料理 (イメ ー ジ ) 
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紹 


_ 魅力 異な る 5 つの 宿 に 宿泊 。 = /“"… 完 
総 京 ・ 名 城 の 桜 を 巡る 6 日 間 


Lo は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 、 
スケ ジュール ※※ は 花 の みどころ 、 表 は 桜の みどころ 


東京 駅 (7:45-8:15) 発 (東海 道 ・ 山 陽 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 
岡山 駅 二 宇野 港 、 ヘ ン ( 四 国 汽船 ・ フ ェ リ ー) - ン 宮浦 港 (直島 ) 

] | [日 本 料理 一 扇 ]( 旬 彩 弁当 の ご 昼食 ) | 答 子 席 | ノ 〇 ベネ ッ セ ハウ ス 
326| ミュ ー ジ アム ーー の 〇 地 中 美術 館 一 一 直島 泊 (16:30 引 ) 

中 ) | 。 誠 あ 還 Ai 

人 参 瀬戸 内 の 旬 菜 鮮魚 を 愉し む 会 席料 理 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一宮 浦 港 ( 直 島 ) ニン (四国 汽 船 ・ 高 速 旅客 船 ) ニン 
高松 : (ジャ ン ボ タク シー) = 一 つや し ま ー る 

2 | 高松 [わら 家 」 (讃岐 うど ん の ご 昼食 ) [ 枯 子 席 ] 一 - 〇 総本山 善通寺 
327| 一 時 約 140 分 一 ー 道 後 温泉 泊 (1730 細 ) 
に MLd 2 料理 長 拘 り の 月 替わり の 懐石 料理 


ユ 


ホテ ル (10:00 頃 ) = 一 表 肪 ESSES 当 ll% 痕 O 松 山城 一 一 

ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 松山 [| 本 料理 雲海 ]( 鯛 丼 の ご 昼食 ) 
づ | |[ 答 子 席 ] 一 -(⑱ し まな み 海 道 ) 一 (ジャン ボタ クシ ー) 一 
328| 壮 〇 開山 公園 一 一 (ジャ ン ボ タク シー) = 一瀬 戸田 泊 (16:45 軸 


「 | 2 家 快 か つ 総 細 な 伺 の お も て な し 料理 
剖 | 太 | 夕 
ホテ ル (11:00 頃 ) デー 平山 郁夫 美術 館 一 一 
4 | 尾道 「 科 亭 旅館 灸 信 」 (オコゼ 付 ミ ニー 会席 の ご 昼食 ) [ 季 席 
3/29 ー ] 本 さく と 届 〇 千 光 寺 公 園 王 一 境 ガ 浜 泊 (16:15 頃 ) 
4) | 還 村 区 メイ ンダ イニ ング [エレ テ ギ ア 」 に て 創作 料理 
國 固 較 
ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一品 約 150 分 ニー ホテ ル 日 航 姫路 「 中 国 料理 桃李 ] 
ロ | (点心 の ご 昼食 ) [ 短 子 席 | 一 一 語 ESSEEWIe の 青野 較 恨 姫 路 城 
別邸 騰 月 夜 識 紅 2 (ガイ ド 付 ) 一 ー 神 戸 市 内 泊 (16:45 怖 ) 
RE ( 相 ) 「 ビ フ テ キ の カワ ムラ 三宮 本 店 ] に て 神戸 牛 鉄板 焼き 
全 室 露 天風 呂 付 の 客室 、 瀬 戸 内 の 旬 が 膳 に 
踊る 美食 の 数 々 、 そ し て 時 代 を 超越 し て 愛さ ご 朝食 は 「 世 界 一 の 朝食 」 を ご ゆっ くり お 愉し みく だ さい 
MNO OOI 0 | ホテ ル (11:00 過 一 一 巻 〇 神戸 布 3 ハー ブ 園 一 一 新 大 阪 駅 
- 331| ニー( 東 海道 新 幹線 グリ ー ン 車 ) = 東京 駅 (1600-1700) 六 
國 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) kmm モ ビリ ティ サー ビス 
※2 日 目 、 高 松 港 一 や し ま ー る 一 昼食 箇所 は ジャ ン ボ タク シー また は タク シー 利用 と な り 


Gag 


地域 の 歴史 ・ 文 化 ・ 食 材 に 光 を あて る 宿 
か つて 廻船 問屋 と し て 栄華 を 極め た 堀内 家 
の 邸宅 「 旧 堀内 邸 」 を 改装 し た 宿 。 

ご 夕食 は 「 宴 ] を イメ ー ジ し た 島 の お も て な し 
料理 を お 愉し みく だ さい 


※3 日 目 、 道 の 駅 は か た 開山 公園 - ホ テル は ジャ ン ボ タク シー また は タク シー 利用 の た め 、 
途中 で お 乗り 換え と な り ま す 。 
※5 、 ホ テル ー タ 食 箇所 は 往復 タフ シー 利用 と な り ま す 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


男 宿 泊 :〈1 泊 目 ノ 香川 県 - 直 島 〉 直 島 旅館 ろ 霞 (和洋 室 ・ デ ラッ フス スイ ー ト 56m) 
〈2 泊 目 愛 媛 県 . 導 後 温泉 ) 還 別 國 騰 月 夜 (和洋 室 ・ 露 天風 呂 付 ) 

〈⑬ 泊 目 ノ 広島 県 ・ 瀬 戸田 〉Azumi Setoda (洋室 : 庭 ツイ ング 50m) 

※ ロ ー ベ ッ ド ・ ハ リウ ッ ド ツイ ン と な り ま す 。 
※ お 部 屋 に テレ ビ の ご 用 意 は あり ませ ん 。 ま た 館内 に エレ ベー ター は あり ませ ん 。 

〈④ 泊 目 広 島 県 ・ 境 ガ 浜 ) 訪 詩 嗣 ベラ ビス タ スパ & マ リー ナ 尾道 (洋室 ・ テ ラス ラグ ジュ 
アリ ー ツ イン グ 50m) ※ 客 室 は ハリ ウッ ド ツ イン と な り ま す 。 

〈5 泊 目 兵 庫 県 ・ 神 戸 市 内 〉 神戸 北野 ホテ ル (洋室 ・ デ ラッ クス ツイ ン ノ 約 36m ま た は 
プレ ジ デ ン シ ャ ルツ イン ノ 約 39m) 


お 部 屋 の = 例 


[ペラ ビス タ スパ & マ リー ナ 尾道 


(4 泊 目 ) 


油 戸 内 海 を 也 わ 高 台 に 建ち 、 多 島 美 が 紙 り 
な す 風 景 を お 愉し みい た だ け ま す 。 

心 と 身体 を 解放 させ な が ら 、 し まな み の 絶 景 較 
を ご 堪能 くだ さい 。 

ご タ 食 は 自然 豊か な 風土 が 生み 出す 食材 
本 来 の 味 を 大 胆 か つ 繊細 に 活か し た ダイ ナ 
ミッ ク な 料理 で す 。 


5 泊 目 ) 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 往復 宅配 付 


出発 日 2023 年 3 月 26 日 (日 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 最少 健 行人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYROO-V 


Eo 出発 * 到 着地 | 5 泊 目 部屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
・ エ ・ シ ャ トー」 加 盟 の オー ベル ジュ 

和 の 仙人 市 オー ベル ジュ ame デラ ッ ク メ ッ イン | 900.000m | 1.080.000p 

異人 館 か の よう な 雰囲気 の 館内 と 、 フ レン チ プレ ジ デ ン シ ャ ルツ ィ ン | 910,.000 円 | 1.090,.000 円 

の 巨匠 ベル ナー ル ・ ロ ワ ゾ ー 氏 か ら 受 け 継 い 往路 岡山 駅 合流 20,000 円 引き 

だ 世界 一 と 称 さ れる 朝食 が 人 気 で す 。 復路 新 大 阪 駅 離 団 15.000 円 引き 


流 乗 員 は 1 東京 駅 か ら 6 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


※「 ル レ ・: エ ・ シ ャ トー] と は 、 厳 格 な 審査 を フリ ア し た ホテ ル ・ レス トラ ン の み が 加 盟 で きる 、 世界 的 
権威 を も つ 会 員 組 織 で す 。 日 本 で 加盟 し て いる の は わずか 1 1 軒 の み で す 。 (2022 年 6 月 現在 ) 
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SS SG 2 


〇 募集 人 数 825 名 様 の ツア ー 
1 ツア ー の 募集 人 数 は 最大 8 一 25 名 まで で す 。 
目的 地 に あわ せ て 最適 な 募集 人 数 を 設定 し ます 。 


〇 ロイ ヤル ロー ド 銀 座 央 選 の 添乗 員 が 同行 


添乗 経験 が 豊富 な 添乗 員 や ュー ス を 熟知 し た スタ ッ フ が さき ーーーー 
きめ 細やか に お 客 様 を サポ ー ト し ます 。 写真 提 條 和 原 局 


③ 新 幹線 は 「 グリ ー ン 車 」 の お 座席 を ご 用 意 


(※ 一 部 の コー ス を 除き ます 。) 


っ た に レア 衝 4| 居 | 

〇 お 荷物 宅配 で お 帰り は 身軽 に 
最終 宿泊 地 か ら ど 自宅 へ 、 お ひと り 様 お ひと つ 無 料 で お 荷物 を お 送り 
いた だ け ま す 。 5 日 以上 の ユー ス で は 、 こ と れ に 加え て ど ご 自宅 か ら 最 初 の 宿 那智 少 
泊地 へ も お 荷物 を お 送り いた だ け ま す 。(※ 一 部 の コー ス を 除き ます 。) 


〇 ご こ 出 発 前 に 添乗 員 よ り ご 連絡 いた し ます 


安心 し て ど 旅 行 を お 愉し みい た だ く た め に 、 ど 出発 2 一 3 日 前 頃 に ど 挨拶 を 兼ね て 最終 の ご 案内 を いた 
し ます 。 ど 不 安 、 ど 不明 な 点 人 等 ご ざい まし た ら 上 茸 細 な と と で $ ゃ 結構 で す の で ど ご 相談 く だ さい 。 
(※ お 申込 み 代 表 者 様 の み へ の ど ご 連絡 と な り ま す 。 ) 


②③ 旅 の アレ ンジ を 承り ます 
部 屋 の アッ プ グ レー ド や 現地 合流 ・ 離 団 、 往 復 の 交通 の お 座席 の アッ プ グ レー ド な ど お 客 様 の ど ご 希望 
(に お 応 え し ます 。 (※ ど 予約 時 に お 申し 込み の 販売 店 へ お 申し 付け くだ さい (と 出発 21 日 前 まで )。 
冠 き 状況 等 に より ど 希 望 に 添え な い 場 合 も や ご ざい ます 。 ) 


⑤ 国 内 旅行 保険 が 含ま れ て いま す 


詳細 は P.20 の と 案内 を ご 覧 くだ さい 。 


びび ざ の パー] 
で 鞭 選 若 加 ママ 党 澤 弄 々 雅 


四季 彩 紀行 で は ど 旅行 の 目的 や 移動 の 利便 性 を 重視 し 、 比 較 的 箇 易 な 設備 や 通常 より も 狭い 客室 の ホテ ル 
を 設定 し て お り ま す 。 また 、 鳥 へ の 船 ・ フ ェ リ ー で の ど 移 動 時 、 手 荷物 制限 が ある 場合 や ポー ター サー ビス 
が 無い 場合 が ど ざい ます 。 


誠 和 ーーーーー ーーー ン 時 一 NN II 計 


り リド リ 二 ド ray 策 島 i 回 世 言 


“ 
四季 % 少 紀行 


と やさし い バ イオ ジェ ッ 


五島 リト リー ト ray に ご 少 在 4 日 間 "gs と 


加 
1 
| 


甚 廊 


\ 


人 R | 


一 島 り ドリ 主 ド Rraya 回 思 言 


- 


五島 リト リー ト ray 2022 年 夏 開業 予定 。 コ ン セプト は [折り の 島 、 光 の 宿 」。 石 島 の 美しい 景観 が 館内 に 光 み 出る 。 五島 つば き 蒸 汐 所 (2 日 目 ) 小さ な 祈り の 集落 「 半 泊 」 に 


デザ イン に する こと で 、 建 物 の 中 で も 外 に いる か の よう な 開放 感 あ る 空間 を 創出 。 


バイ オジ ェ ッ ト 燃 料 提供 元 [ ユ ー グ レナ 社 ] の 
コー ポレ ー ト シェ フ 鳥 羽 周 作 氏 に よる 五島 の 旬 な 
食材 を 使用 し た 創作 料理 を ご 堀 能 日 目 司 人 


鳥羽 周作 氏 が 実際 に 目利き し た ず 
五島 の 食材 を 使用 し た 創作 料理 
を ご 電 能 。 


クル ディ ス ヴ ィ レ ッ ジ ヨド ウル 釣 ド ラジ ((1 メ ー ジ ) 


鳥羽 周作 氏 

J リ ー グ の 練習 生 、 小 学校 の 教員 を 経て 、31 歳 で 料理 の 世 
界 へ 。2018 年 「sio] を オー プン 。 現 在 、 全 国 に いろ いろ な 
業態 の 8 店 舗 を 展開 。 モ ッ ト ー は 「 幸 せ の 分 母 を 増やす 」 。 
語 喘 副 四 記 2021 年 6 月 より ユー グレ ナ 社 コー ポレ ー ト シェ フ に 就任 。 


五島 リト リー ト ray Le 
美しい 五島 の 海 を 一 望 で きる 露天 風呂 付 客室 。 刻 一 刻 と 色合い を 変え る 海 と 空 の 劇場 を 心ゆく 
まで お 愉し みい た だ け ま す 。 ※ 客 室 の 露天 風呂 は 温泉 で は あり ませ ん 。 


| 』 』 所 ii 間 且 証 間 


最大 25 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 貞 同 行 | / 復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) @ 最 少 代行 人 員 :14 名 @ コ ー ス 番号 :1GG6105-5 
出発 到着 地 2 名 1 室 1 名 1 室 
長崎 空港 発着 490.000 由 580.000 由 

各 出 発 地 より 長崎 空港 まで の 往復 の 交通 運賃 は 含ま れ て お り ま せん 。 

別途 交通 、 宿 泊 の 手配 を ご 希望 の 際 は ツア ー 申 込 時 に 販売 店 に お 申し 出 く だ さい 。 

添乗 員 は 1 日 目 長崎 空港 か ら 4 日 目 長崎 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


2022 年 12 月 に 開業 予定 。 本 コー ス で は 開業 前 に 、 製 造 工 
程 の ご 説明 と 半 泊 教会 へ ご 案内 し ます 。 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 


展 崎 空港 [特別 待合 室 10:30 ご 集合 ] 五島 つば き 空 港 一 一 
「 椿 茶屋 ] (地元 料理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 〇 堂崎 教会 一 一 

〇 水 ノ 浦 教会 (外観 の 見 学 福江 島 泊 (16:40 妃 ) 

回 時 書 参 ホテ ル に て 創作 和食 コー ス (1 3 日 目 共通 ) 口 悦 較 


ホテ ル (10:30 頃 ) = 一 五島 つば き 空 港 

ENeE 志 g 語 訪 22 計 園 バイ オジ ェ ッ ト 燃 料 「 サ ステ オ 」 搭載 
選 の ORC チ ャ ー タ ー 機 に て 【 五 島 福 江島 上 空 を 約 40 分 間 遊 覧 ( 予 

定 ) 】 へ 五島 つば き 空 : め ま た は 遅 め の ご 昼食 ※1 

(※2) 一 〇 五島 つば き 蒸 溜 所 / ブ レン ダー に よる ご 案内 ・⑨ 
半 泊 孝 (※2) 内 神社 に て 【 国 指定 重要 無形 民俗 文 
化 財 五島 神楽 】 を (貸切 〉 鑑 賞 (18:00 一 約 30 分 間 ) 一 一 福江 島 
泊 (19:00 絡 ) 國 屋 較 
ホテ ル (8:00 頃 ) 一 一 福江 港 - へ 貸切 》/ ク ルー ジン グ ( 倫 キリ シタ 
ン 洞窟 (船上 より 見 学 )・ 〇 旧 五 輪 教会 へ ン 福江 港 ※ 
3) 一 一 鳥羽 シェ フ に よる 五島 の 地元 の 食材 を 使用 し た 創作 五 


〇 福江 城跡 …… 〇 五島 氏 庭園 …… 武家 屋敷 通り …… 〇 明星 


院 一 一 〇 鬼 岳 一 デ デ 福 江島 泊 (17:30 仙 ) 國 居 区 
ホテ ル (9:30 頃 ) 王 一 五島 つば き 空 港 長崎 空港 (11:15 人 頃 ) 六 
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〈 利 用 航空 会 社 ?ORC ※ 航 空 機 の お 座席 は 普通 席 と な り ま す 。 

〈 利 用 バス 会 社 〉 五島 自動 車 また は 長崎 バス 観光 

※ 別 紙 [ お 申込 み の ご 案内 ] を 必ず ご 確認 の うえ 、 お 申込 み を お 願い いた し ます 。 
詳し く は 販売 店 係員 に お 問 合 わ せく だ さい 。※ 本 コー ス は テレ ビ 、 雑 誌 等 の 取材 
の た め 、 報 道 関係 者 及び 各社 関係 者 が 予告 な く ツ アー に 同行 する 場合 が あり ま 
す 。 ※ 本 コー ス は 未 就学 児 (3 歳 一 ) か ら ご 参加 いた だ け ま す 。 

※] 2 〇 RC チャ ー タ ー 機 は 悪天候 の 場合 欠航 と な り 、 行 程 の 変更 お よび 記 
載 の 観光 内 容 が ご 覧 いた だ け な い 場合 が ご ざい ます 。 ま た 、 出 発 時 間 に よ り ご 
昼食 時 間 が 通常 より 早め また は 遅 め の ご 昼食 と な る 場合 が あり ます 。 
※2 2 半 泊 教会 お よび 蒸溜 所 へ は 細い 山道 を 走行 する た め ( 片 道 約 15 分 ) 、 
観音 平 で 貸切 バス か ら タ クシ ー に お 乗り 換え いた だ きま す 。 島内 タクシー 台 数 が 限 
られ る た め 、 ジ ャ ン ボ タク シー、 お よび 小型 タク シー 等 数 台 で の 分 乗 お よび ピス ト 
ン で の 往復 走行 と な り 、 皆 様 が ご 到 着 され る まで お 待ち いた だ く 時 間 が ご ざい ま 
す 。 ま た 、 タ クシ ー の 車種 は お 選び いた だ け ま せん 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 

35) 5 キリ シタ ンク ルー ズ は 悪天候 の 場合 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈 長 崎 県 ・ 福 江島 〉 五島 リト リー ト ray (洋室 ・ 露 天風 呂 付 / 約 50m) 
販売 店 の 皆様 へ I-web 512136 を 必ず 手 交 お 願い し ます 。 
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関東 ・ 新 潟 


東 北 | 北海 首 


北 陸 | 中 部 


沖 縄 | 九 州 近 識 | 伊勢 志摩 
プレ ミア ムダ イニ ング in 松山 城 


1 Ns に SRK。 ー 
Wh、 ここ | 一 cnncs 

| 0 まな か 生年 も の が た り 外観 

SN 、 、 ※ 画 像 は 日 中 に 運行 じ で びる 列車 の て メ ー ジ と な り ます 。 


(A・B コ ー ス 共通 ) 


pe TB ロイ ヤル ロー ド 銀 座 特別 企画 


プレ ミア ムダ イニ ング hin 松山 城 
ーー ーー 日 本 夜景 遺産 に 認定 され た 現存 1 2 天守 の 一 つ 「 松 山 
ーー テコ 城 」 を 閉 城 後に 特別 貸切 し 、 地 元 松山 の 割烹 料理 店 
人 「 創 主席 」 の 料理 長 が 手掛け る 1 夜 限り の スペ シャ ル 
ーーーー 、 旬 欠 衣 野外 ディ ナー を お 愉し みい た だ きま す 。 
ここ ヶ 衣 ライ ト ア ッ プ され た 松山 城 と 美しい 夜景 、 そ し て 三味 


線 ・ 琴 ・ 尺 八 の 演奏 な ど 、 当 ツア ー で し か 体験 する こと 


ニアン N、 い / 宇 ここ " 用 , の で き な い 特別 な 時 間 を お 届け し ます 。 


デー 

2 に を ※ プ レミ アム ダイ ニン グ in 松山 城 の イベ ント は A 
ーー 吉 p ァ FN 7 27wkoo ララ ョ 尾 追 6 り ・ ビン ー ス ・B コ ー ス あわ せ て の 開催 と な り ます 。 
ーーーーー 銘 人 3 ァ 用 CO 用 


松山 城野 外 デ ィ ナ ー( イ メー ジ ) 


皿 計 4| 後 の 四 国 ま ん な か 千年 も の が た り 」 と 
| 伊予 灘 も の が た り 」 乗車 5 日 間 


スケ ジュ ー ル (@) 易 観 光 、 〇 光 窓 観光 
(A コ ー ス ) ケ ジ ュ ー/ 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 


間 B ロ イヤ ル ロ ー ト 銀座 特別 企画 間 二 きら お に に 
特別 貸切 夜 の 四国 まん な か 千年 も の が た り NM 
味 匠 藤本 特別 阿波 会 席 琴平 駅 (17:30 頃 ) 発 == (店 証 愉 還 夜 の 四国 まん な か 千年 も の が た り 
囲炉裏 の 火 を イメ ー ジ し た 光 を 囲み 、 い [夕食 プ 味 匠 藤本 に よる 特別 阿波 会 席 ]) = デー 本 平 駅 (20:50 頃 ) 着 
つも と 違っ た 趣 ある 究 囲 気 の 中 、 阿 波 の の ar タタ シー 一 :00 頃 ) 落 


内 で し か 味わう こと の で き な い 特別 会 3 eo 
席 に 仕立 て 、 お 愉し みい た だ きま す 。 * 3 攻 間 蔵 」( フ ラン ス 料 理 の ご 昼食 ) 
車内 装 (イメ ー ジ ) ーー 境 ガ 浜 泊 (16:30 妃 ) 


=ー デ デ 道後 温泉 泊 (15:30 頃 


| 泊 | 別邸 騰 月 夜 2 細 = ーー ーー 
ーー 則 旧 | 國 ホテ ル (7:50 頂 ) 一 一 松山 駅 ーー (観光 列車 伊予 灘 も の が た り 」 


EE 二川 上 有 | 乗車 ノ 朝 食 付 ) = 伊予 大 洲 駅 一 O 負 龍 山 斑 (ガイ ド 付 )…… 


全 室 攻 天風 呂 付 の 客室 で いつ で も 名 湯 を 上 すす 洲 城 ラン スズ 料理 の ご 
2 し [LE UN NIPPONIA HOTEL 大 洲 城下 町 |( フ ラン ス 料 理 の ご 昼食 ) 


瀬戸 内 の 旬 が 膳 に 踊る お 食事 も ご 電 能 くだ 症 上 岬 | 挫 子 届 …… 大洲 城 一 道後 温泉 泊 (16:00 妃 ) 
さい 。 ンー (17:40 結 発 一 還 証 除 還 プレ ミア ムダ イニ ング nn 松山 城 
ーー ル (21:00 紀 着 國 居 了 


D | ホテル (10:15 周 ) 一 松山 空港 一 へ 羽田 空港 (13:00-14:00) 着 國 ] 
408 0 (利用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な り ます 。 


NAM 
mk 0 9 月 13 日 ) ※| ョ ツア ー の 貸切 運行 で は あり ませ ん 。 ま た 、 乗 車 い た だ く 座 席 


ララ の RE 3 陸 な 5 6 K 
ご 旅行 代金 お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :12 名 (※) 介 コ ー ス 番号 :1GGS000-3 0 2 
出発 * 到 着地 | 3 名 | 室 | 2 名 1 室 1 名 1 室 ーーー ニ ーー ニー ニー ーー ペー 
羽田 空港 発着 910. | 920.000 中 1.050.000 上 6 県 こん びら 温泉 郷 ) 琴平 グラ ンド ホテ ル 桜 の 抄 ( 和 洋室 ・ 別 邸 初 
ーー 5 3 音 ・ 初 音 プ レミ アム 
ーー 〈②2 泊 目 ン 広 島 県 - 境 が 硫 屋 同 ベ ラビ スタ スパ 8& マ リー ナ 尾道 (洋室 .・ コ ン フォ ー ト ラグ 
ジュ アリ ー ツ イン また は ラグ ジュ アリ ー ハ リウ ッ ド ツイ ン ノ 50n1 ※ 選 べ ま せん ) 
添乗 員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 5 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 34 泊 目 ノ 愛 媛 県 ・ 道 後 温泉 改 度 山 別 氏 肛 月 夜 ( 和 洋室 ・ 肝 大 風呂 付 ) 


北 陸 | 中 部 


沖 縄 九州 近 談 

ーー 半生 O ーー っ や 
] 夜 限り の スペ シャ ル 野 外 デ ィ ナ ー 
愛媛 の 美しい 海 治 い を 走る 「 伊 予 決 ものがたり] < mr し ゴ 


夕焼け 空 を 連想 させ る 「 茜 ] 、 太 陽 や 相 橘 類 の 輝き を 表す 「 黄 金 ]、 あ た た か な 
沿線 を 彩る 花々 と いう 意味 を 込め た 「 陽 華 ] 、 そ れ ぞ れ の 魅力 あふ れる 3 つ 
の 章 が 、 あ な た の “ 旅 も の が た り "の 1 ペー ジ を 彩り ます 。 


関東 新潟 | 東 北 | 北海 道 


伊 表 灘 も の が だ りり | 外観 症 計 削 画 人 提供 : 設 社 
避 


北川 村 「 モ ネ の 庭 ] マ ル モ ッ タ シ 水 の 庭 (10 月 頃 


※ に こ 淵 、 北 川村 「 モ ネ の 庭 」 マ ル モ ッ タン は B コ ー ス の 観光 箇所 で す 。 


語 村 和志 国 土佐 時 代 の 夜明け の も の が た り 」 と 
「 伊 予決 も の が た り 」 乗 車 4 日 間 


志 国 土佐 時 代 の war ア ” バズ クン シュ ニル O は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車 鶴光 


夜明け の も の が た り 欄 欄 ツ 羽田 空港 (7730-8:30) 発 一 ヽ 高 知 空港 一 一 〇 竹林 寺 一 一 

幕末 の 志士 た ち が 夢 見 た 日 本 の 夜明け に に 』 門 高知 駅 (観光 列車 「 志 国土 佐 時 代 の 夜明け の も の が た り 」 乗 車 ノ 
な ぞ ら え 、 未 来 的 な モチ ー フ も 入れ 込ん だ 」 RAN も 、 昼食 付 ) =ー 奈 半 利 駅 ーー 〇 北川 村 「 モ ネ の 庭 」 マ ル モ ッ タン 

車両 デザ イン が 特徴 の 列車 。 車 窓 に 映る 雄 | アビ 』 邊 ーー 咽 約 120 分 一 高知 市 内 泊 (18:15 頃 ) 


大 な 自然 と 土佐 流 の お も て な し を 満喫 する 2 地元 の 食材 を 活か し た 和食 男 必 | 


贅沢 な ひと と き を お 愉し みく だ さい 。 志 国 E 佐 時 代 の 夜 明 紋 の お の が だ り E 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一 に こ 淵 (仁淀 ブル ー の 絶景 スポ ッ ト ) 一 一 
[QRAUD (くら うど )] (洋食 の ご 昼食 ) ーー 一 咽 約 120 分 王 一 
NIPPONIA HOTEL 大 洲 城下 町 諸 訪 % G 唄 龍山 荘 ( ガ イド 付 ) …… 大 洲 市 内 泊 (16:45 頂 ) 
愛媛 大 洲 城 の 城下 町 に 点 在 する 歴史 ある 邸宅 を リノ ベー ショ ン し た 、 小 規模 分 散 型 ホテ ル 2 珍 フュ ー ジ ョ ン 料 理 (創作 和食 ) 閉 | 屋 | 
で す 。 そ の 土地 の 歴史 と 文化 に ひたる 旅 の ひと と き を お 過ごし いた だ け ま す 。 ホテ ル (10:15 頂 ) 一 一 伊予 大 洲 駅 テー (観光 列車 「 伊 予 灘 も の が た り ]」 
※ リ ノ ベ ー シ ョ ン ホ テル の た め 、 客 室 の 中 央 に 浴室 が ある な ど 、 通 常 の ホテ ル と は 造り が 異 乗車 / 昼 食 付 ) =ー 松 山 駅 一 一 O 〇 葛 吾 幸一 道後 温泉 泊 (14:45 央 ) 
NNEOUEMUWO O ホテ ル (17:400 発 一 還 題 国 プレ ミア ムダ イニ ング hn 松山 城 
ーー 、 双 】 さ ーー ホテ ル (21:00 結 ) 着 


國 居 多 
ホテ ル (9:30 頃 ) 王 王 (但し まな み 海 道 〉 一 〇 大 島 ・ 亀 老 山 展望 台 
尾道 料亭 旅館 魚 信 ] (瀬戸 内 名 産 オ コ ゼ 会 席 の ご 昼食 ) = 
福山 駅 ーー( 東 海道 ・ 山 陽 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 王 

東京 駅 (18:30-19:40) 着 


較 司 」 
mm (利用 予定 航空 会 社 )」JAL ま た は ANA ※ 有 航空機 の 座席 は 普通 席 と な り ま す 。 
出発 日 2022 年 10 月 14 日 ( 金 ) (利用 パス 全社) 高知 駅 前 観光 
PT ※[ 志 国士 佐 時 代 の 夜明け の も の が た り ]、[ 伊 予決 も の が た り ] は 当 ツ アー の 貸切 運行 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり )  @ 最 少 催 行人 員 :12 名 (:※) 人 @ コ ー ス 番号 :1GGS000-4 で は あり ませ ん 。 ま た 、 乗 車 い た だ く 座席 は お 選び いた だ ( け ませ ん 。 


出発 * 到 着地 3 名 1 室 
駅 着 1 田 宿 泊 :〈] 泊 目 高 知 県 高知 市 内 城西 館 ( 和 室 ・ 千 寿 /10 畳 ) 
0 780.000 円 890.000 ロ 〈② 泊 目 ン 愛媛 県 ・ 大 洲 市 内 〉 (カジュアル ] NIPPONIA HOTEL 大 洲 城下 町 (洋室 ・VMG 
ーー。-----------__ グラ ンド ツイ ン : メ ゾ ネ ッ ト ) ※ 分 散 型 ホ テル の た め 、 受 付 ・ レ スト ラン と 客室 棟 の ご 移動 
復路 福山 駅 離 団 20.000 円 引き は 徒歩 と な り ます 。 
添乗 員 は 1 日 目 羽 田 空港 か ら 4 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 (3 泊 目 愛媛 県 道後 温泉 ふ な や (和室 また は 和室 ・ 次 の 間 付 ※ 選 べ ま せん ) 


〈P.60・6 1 共通 の ご 案内 〉 ※「 プ レミ アム ダイ ニン グ hn 松山 城 ] は 行 で 雨 や 強風 な ど 荒 天 の 場合 は 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 こ の 場合 、 避 苫 で の プレ ミア ム 
ディ ナー に 変更 と な り ま す 。 10 月 14 日 時 点 の 天気 予報 で 催行 判断 を いた し ます 。※ ス ・B コ ー ス 、2 コ ー ス いずれ も 最少 催行 人 員 を 満た し た 場合 の 催行 と な り ま す 。 


チャ ー タ ー ク ルー ザー で 巡る 瀬戸 内 国際 芸術 祭 


小豆 島 ・ 直 島 ・ 犬 島 を 訪ね る 3 日 間 
N コ ョ クア ノ ( 


い チャ ー タ ー ク ルー ザー (イメージ) 
記 個人 で は な か な か 周遊 し づら い 瀬戸 内 海 の 島々 を チャ ー 
ーー ッ 。 ター クル ー ザ ー に て 効率 よく 快適 移動 し ます 。 
直島 。 ベ ネッ セハ ウス ミュ ー ジ アム [自然 建築 ・ ア ー ト の 共生 ] が コン セプト の 美術 館 。 ベネッセ ハウ ス ミュ ー ジ アム 日 内 ア イラ ンド フル ミズ の 00 代り 敵 抽 クル ニ 
。1 階 室内 に は 冷暖 房 完 備 、2 階 デッキ 部 分 の 展 
表 で は 穫 ざ な が ら 湖 戸 内 海 の 美しい 双 を お 情 し み 


(に の 2r1v 7 いた だ け ま す 。 
精 戸 内 国 際 3 iP スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観 光 、@ は 車窓 観光 
esa ! 羽田 空港 (9:0012:00) 発 高松 空港 一 高 松 港 ニン 
思 内 の 四角 台 に 3 年 に | が 1 | 國 チ ヤ ー タ ー ク ルー ザー ご 宮浦 港 一 一直 島 泊 (16:30 因 ) 
一 度 開催 され る 現代 ア 癌 レー 回 時 ミュ ー ジ アム レス トラ ン 「 一 扇 ] に て 和 6 男 圏 | 
の は 和 2 遂 ike OS 時 人 の ンー ンー ヤン 
ーー の 3 光 - ズ ン に か け 、 人 場 Eo は 圧 港 一 - 〇 小豆 島 オ リー ブ 公 園 一 ご 昼食 一 土庄 洪 


遇 2 島 へ 拡大 。 前 回 開催 で は 
I 100 万 人 を 超え る 来場 者 で 販 
わい まし た 。 


片道 約 45 分 


。 2 ュー チャ ー タ ー ー ク ルー ザー ン ン 犬 港 IN 〇 犬 島 精錬 所 美 


術 館 ( ガ イド 付 ) …… 犬 島 港 ペー チャ ー タ ー ク ルー ザー ニン 
片道 約 30 分 和 清 港 還 ) 当 泊 (17:45 頃 ) 


沙 培 人 回 22 伯 テラ スレ スト ラン に て フレ ンチ 國 居 釣 
麗 島 
ホテ ル (9:40 頃 ) ニ ー 〇 地 中 美 術 館 (ガイ ド 付 ) (建物 の 大 半 が 埋設 され 


NN 選 1 た 安藤 忠雄 氏 設計 の 建物 ) 一 一 の ベネ ッ セ ハウ ス ミュ ー ジ アム (ガイ 
ーー ペ ネ ッ 1 う | ド 付 ) (瀬戸 内 海 を 望む 高台 に 建つ ミュ ー ジ アム ・ 作 品 鑑賞) ・「 日 本 料 

M 理 扇 ( 和 良 の ご 昼 人 ) 宮浦 港 - ン チャ ー タ ー ク ルー ザー 

MI 全 に ク マン 高松 港 一 高 松 空港 へ 羽田 空港 (1800 一 21:30) 着 國 屋 


〈 利 用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利用 と な り ま す 。 
(利用 バス 会 社 〉 小豆 島 交 通 (株 ) (2 日 目 小豆 鳥島 内 ) 
※ 本 コー ス は 健脚 の 方 向け の コー ス と な り ま す 。※2 犬 島 港 一 犬 島 精錬 所 美術 
館 は 片道 徒歩 約 10 分 の 移動 に な り ま す 。 ※ 気 象 ・ 海 象 条件 、 ED より 飛行 機 
や 船舶 が 遅延 又は 欠航 し た 場合 、 行 程 が 大 幅 に 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。※ 
各 島 問 の 移動 時 間 は 目安 と な り ま す 。 気 象 条 件 等 に よ 0 性 が ご ざい ま 
す 。※ 本 行程 の 移動 は と くに 記載 の な い 場 合 、 小 回 り の 利く ジャ ン ボ タク シー また は 
中 型 タ クシ ー ま た は 小型 タク シー を 利用 いた し ます 。 ご 参加 人 数 に 応じ て の 分 乗 と な 
り ま す 。 ま た 、 各 施設 の ご 入場 が 複数 グル ー プ 分 か れ て の ご 案内 と な る 場合 が あり 
ます 。※ チ ャ ー タ ー ク ルー ザー 船内 に トイ レ を 完備 し て お り ま す 。 ※ デ ッ キ 部 分 に 出る 
へ シン る い 際 は 救命 胴着 を 着用 いた だ きま す 。※ ご 参加 人 数 に より フク ルーザー は 2 艇 に 分 か れ 
ベネ ッ セ ハウ ス る 場合 が あり ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


識 30 分 


※ 実 際 の 地図 の 縮尺 と は 異な り ます 。 


( 仙 


ーー 


犬 島 精 錬 所 美術 館 写真 : 条 野 太一 


施設 内 外 に は 至る 所 に 現代 アー ト を 設置 し て いま す 。 テ レビ の 無い 客室 で 建築 と 自然 と アー ト を 画 宿泊 :( 香 川 県 ・ 直 島 ) が = ァ アルル ベネッセ ハウ ス (パー フク デラ ックス ツイ ング 28ni) 
心ゆく まで 楽し め る ホテ ル で す 。 ※ 各 レス トラ ン 会 場 まで 車両 また は 徒歩 で の ご 移動 が あり ます 。 


最大 8 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 おぉ 1 人様 あ た り ) 最少 催 行人 員 :6 名 但 コ ー ス 番号 :1GGS000-5 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 460,000 ロ 500,000 由 
往路 高松 空港 馬 流 10.000 円 引き 
【 復路 高松 空港 離 団 10,000 円 引き 
ベネ ッ セ ハウ ス テラ スレ スト ラン 写真 渡邊 修 ベネ ッ セ ハウ ス パー ク お 部 屋 の 一 例 写真 渡邊 修 添乗 貞 は 1 羽田 空港 か ら 3 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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季 


四季 <$ 少 紀行 


に 


1・2 日 目 ジ ャ ン 


ボタ クシ ー 利 用 


宿泊 施設 


『 霊 そ 落日 
O に きら さ 
〇 。 ミ 朗 本 ど と る 
熊野 十 首 館 わ は 入 じじ め 。 
“ し kde 
SB 
の に 
9 
す 那智 の 浅 


1・2 日 目 は ジャ ン ボ ハイ ヤー 利 
用 の た め 、 観 光 ポ イン ト の すぐ 
前 まで ご 案内 いた し ます 。 大 型 
バス の 場合 、 大 型 バ パス の 場合 、 
熊野 本 宮 大 社 は 158 段 、 熊 野 
ョ ll 邦久 大 社 で は 467 段 の 石段 を 
丁目 る と どこ ミシャ ン ボ タク ンジ ニニ 
| の た め 観 光 ス ポッ ト の 目 の 前 
まで ご 案内 いた し ます 。 


人 高野 山 奥 之 院 参道 
写真 提供 : ぶ 益 社団 法人 和歌 山県 観光 連盟 


高野 山 で は 、 世界 中 産 の 金 表 凍 寺 ・ 奥 之 院 を 訪れ ます 。 
3 日 目 は 移動 距離 が 長い た め 、 ゆ っ くり お 座り いた だ ける よう に 大 型 バ ス を ご 用 意 い た し ます 。 


| 泊 | わた ら せ 温 泉 ホ テル 
ささ ゆり 


西日本 最大 級 の 露天 風呂 、 日 本 一 の 家族 再 
用 貸切 串 天 風呂 な ど を 有する ホテ ル 。 

大 自然 の 中 、 天 然 の 湯 の 香 に つつ まれ 日 頃 
の 疲れ を し て いた だ け ま す 。 


スケ ジュ ー ル 


4《 ) 


務 野 太 
大 社 周辺 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 


ゆっ くり 出 


羽 


中 


空港 (11:00 一 12:30) 発 
ーー デ 〇 白浜 めぐ り ( 三 段 壁 ・ 千 畳 敷 ) 


ワ ロ ェ 


南紀 白浜 


エ / 詞 


道 ・ 滝 尻 王 子 ーー 熊野 本 宮 温 泉郷 


2 き 山 海 の 旬 の 素材 を 盛り 込ん だ 和 


度 瀬 ) 泊 (16:45 頃 ) 


〇 加療 世 衣 熊野 古 


LIL 多 


久 ホテ ル (9:30 


E| | 策 子 席 | 一 一 


熊野 速 玉 大 社 一 一 


料 


大 社 ・ 〇 青 岸 渡 寺 ) 一 一 能 


理 旅館 [万 清 
那智 山 めぐ り ( 誤 辻 蘭 妥 〇 那 留 の 


楼 ] (紀州 会 


頃 ) 一 一 〇 還 党 迄 当 熊 野本 宮 大 社 一 一 〇 画 


の 


| に 食 4 


野本 宮 混 泉郷 (: 
の 旬 の 素材 を 盛り 込ん だ 和 


度 瀬 ) ノ (1 


Z:30 


記 


3 


滝 ・ 〇 熊野 那智 
頃 ) 


國 居 多 


う 


椅子 硬 


ホテ ル (8:45 頃 ) 一 一 く 高 
〇 奥 之 院 ' 〇 総本山 金剛 内 寺 「 総 持 
ーー 忠 約 120 分 


院 ] (精進 


スカ イラ イン >ーー 5 計 科 衣 高 野山 


記 


理 の ご 昼 


) 


1 


田 空港 (18:30 一 20:40) 着 
〈 利 用 予定 航空 会 社 JAL ま た は ANA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な り ます 。 


り 空 港 ま た は 


関西 国際 空 洪 


(利用 バス 会 社 〉 日 の 丸 観光 バス (3 日 目 ) 


※1.2| 


目 は 小 M 


國 因 


り の 利く ジャ ン ボ タク 


シー( ワ ン ボ ックス ノ /8-9 人 乗 ! 


) を 東 


は 中 型 タ クシ ー の ど ) 


意 と な る 場 


し ま 
合 が 


と りあ る 大 型 パ ス を ご 


意 し ま 


が あり ます 。※ 高 野山 
ご 案内 いた し ます 。※ 


で は 


9。 
長 時 間 


※ 


す 。 参 加 人 数 


(| 


応じ て 分 乗 と な る か 、 


あり ます 。3 
B 智 の 


滝 は 三 還 


は 長 


重 


o 


また 
距離 移動 の た め 、 ゆ 
葵 か ら の 眺望 と な る 場合 
3 徒歩 で の 観光 と な り ま す 。 ガ イド が ゆっ くり と 
P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 


画 宿 泊 :〈 和 歌 山 県 ・ 熊 野本 宮 温 泉郷 (渡瀬 )) わ た ら せ 温 泉 ホ テル ささ ゆり (和光 


風呂 な し ) ※ 客 室 に 


国 


ら か じ め ご 了承 くだ さ 


呂 は あり ませ ん 。 大 浴場 


し!o 


年 を ご 利 


E 評 ・ 
いた だ きま す よ う あ 


最大 16 名 1 


名 参加 可能 


出発 日 2022 年 9 月 25 日 (日 )・10 月 23 日 (日 ) 


添乗 貞 同 行 


復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GG6105-4 
出発 - 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 290.000 320.000 由 
往路 南紀 白浜 空港 合流 30,000 円 引き 

復路 伊丹 空港 また は 関西 国際 空港 離 団 30,000 円 引き 

添乗 員 は 1 日 目 の 羽田 空港 か ら 3 日 目 の 羽 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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溢 
2 電 


し > SN 


齋 党 


2 女 


め 


「 彫 本 友 」 で い た だ 


9 昌 ク s 


回 括 折 園 示 友 (ra 


2009 年 に オー プン 。 名 店 ひし めく 京都 ・ 祇 園 界隈 で 、“ 構 えも 料理 の 一 つ " と 捉え 、 日 本 の 
建築 美 に こだわ っ た 店 舗 で 、 四 季 の うつ ろ い を 感じ られ る 旬 の 「 間 人 蟹 」 を メイ ン と し た 料 
理 を ご 堪能 くだ さい 。※ 仕 入 状況 に より メニ ュー の 内 容 が 変更 と な る 場合 が ご ざ 


※ 蟹 は お ひと りさ まあ た り 0.5 杯 相当 の 使用 を 予定 し て いま す 。 


京都 ブラ イト ン ホ テル 


自然 光 が 降 り 注ぐ 開放 的 な アト リウ ムロ ビー が お 客 様 を お 出迎え 。 


ゆっ くり と くつ ろ げ る 広 さ の ソフ ァ や 大 型 の パス タブ な ど ゆ と り の 客室 で お 宙 ざ くだ さい 。 


夢 の 人 


< 「 間 人 2 日 間 


IPB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 特別 企画 
知 軸 院 開門 前 の ライ ト ア ッ プ を 
特別 に ご 観賞 


知 恩 院 で 紅葉 シー ズン に 見 逃 せ な い 「 友 禅 苑 ] や 
本 堂 で ある 御影 堂 (国宝 ) の ライ ト ア ッ プ を ゆっ く 


り と ご 観賞 くだ さい 。※ 


恩 院 の 貸切 拝観 で は 、 


JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 主催 の 他 の ツア ー の お 
客 様 と ご 一 緒 に な り ま す 。 ー 


スケ ジュ ー ル は 入場 紋 光 、O は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 は 紅葉 の みどころ 
京都 駅 (11:00) 発 錦 水 亭 ]( お 弁当 の ご 昼食 ) に PT 


人 航 を 


使っ た ご 夕食 ) | 椅子 席 ] 一 一 京都 市 内 泊 (2 


1 〇 光明 寺 (長岡 京 屈指 の 紅葉 名 所 ) ニ ー に jl『 届 同 \O 知 恩 院 
(ロイ ヤル ロー ド 銀 座 貸切 プラ イト アッ プ 観 賞 ) 一 [千本 友 ( 間 
:00 頃 ) 口 層 較 


ホテ ル 


(9:30 頃 )= 一 上 〇 北野 天満 宮 =ー 一 GO 妙 


心 寺 =ー 京都 ・ 


2 | 御室 ・ 佐 近 」( 京 と フラ ンス の } 
〇 [ 買 計 鞭 紀 仁和 寺 (特別 拝観 ) 京都 駅 (16 


※ 移 動 は ジャ ン ボ タフ シー また は 小型 ・ 中 型 タク シー( 人 数 に よ 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


衣料 理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 


:00) 着 國 悦 」 


り 分 乗 ) と な り ま す 。 


田 宿 泊 :〈 京 都 府 ・ 京 都市 内 ) 屋 語 軸 
イン グ 42m) 最大 14 名 


出発 日 


京都 ブライ トン ホテ ル (洋室 


・ ラ グ ジ ュ アリ ー ツ 


1 名 参加 可能 


2022 年 11 月 20 日 (日 ) 


添乗 貞 同 行 


復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 コー 


番号 :1GGY000-C 


出発 ・ 到 着地 3 名 1 室 2 名 1 室 1 名 1 室 
京都 駅 発着 | 260.000 円 | 270.000 円 | 320,000 円 
添乗 員 は 1 京都 駅 か ら 2 日 目 京都 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


穫 葉 燃 ゆ る 奈 愉 、 * 京 都 の 旅 3 日 間 


還 操 で = わる に 行 さ づら い 二 5 京都 の 


紅葉 スポ ッ ト へ ご 案内 


長谷 寺 (1 日 目 ) 山 の 斜 面 に 建つ 国宝 本 堂 の 外 舞 台 か ら は 、 五 重 塔 と 赤 や 黄色 に 染まっ た 


紅葉 を 見 渡す こと が で きま す 。 
浄瑠璃 寺 (2 日 目 ) 極楽 浄土 を 現し た と いう 庭園 


の 紅葉 と 三重 塔 。 


| 泊 | オー ベル ジュ 
ぷれ ざん す 0 Q 泊 目 ) 


悠 大 な 歴史 文化 が 残る 桜井 の 地 で 丘 の 上 に 建つ 
こだわ り の オー ベル ジュ 。 美 し い 田園 風景 に 囲ま 
れ た わずか 9 室 の 小さ な 宿 で す 。 


泊 THE THOUSAND 
DD 2 泊 目 ) 


京都 駅 か ら 徒歩 約 2 分 と いう 立地 に あり な が ら 、 
落ち 着き と 寛ぎ を 兼ね 備え た ホテ ル 。 京都 な ら で 
は の お も て な し の 空間 で 、 心 地 よ いひ と と き を お 
過ごし くだ さい 。 


| 


スケ ジュ 


ー ル は 和 場 鶴光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 


は 紅葉 の みどころ 


1 阪 駅 


東京 駅 (8:00 一 9:00) 発 (東海 道 新幹線 グリ 
廊 の ご 昼食 ) [椅子 席 


〇 長谷 寺 区 


ー ン 車 ) == 新 大 


「THE KASHIHARA] ( 和 


ラジ に て 奈 良 の 旬 の 良 材 を 使っ た フラ ンス 料理 


市 内 泊 (17:00 頃 ) 上 朝 計 符 ホテ ル 内 レス ト 


尽 | タ | 


ホテ ル (9:30 頃 ) 〇 長 岳 寺 =「 尾 川 」 (松花 堂 弁当 の ご 昼 


介 子 庫 O⑥ 浄 瑠璃 ミ ホテ ルーー「 南 禅 寺 参道 菊水 」 
和 会 席 の ご 夕食 ) | 符 子 庫 京都 市 内 泊 (21:30 頃 ) 着 國 司 較 


と に 購 
ら ) 


(9:15 頃 ) 王 一 嵐山 …… (人 力 車 に て 竹林 の 小径 


峨 野 の 一 社寺 を 選ん で ご 案内 ) …… 上 鳥居 本 


・O 〇 お客 様 ご 
ーー [角屋 平 


野 屋 」 (和食 の ご 昼食 ) | 椅子 席 
海道 新幹線 グリ ー ン 車 )== 東 京 ぽ 
(利用 バス 会 社 〉 奈 良 交通 (1・2 日 目 ) 


〇 清涼 寺 


※2 日 目 夕食 時 、3 


数 に より 分 乗 )。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


R(18:30 一 20:00) 勘 


京都 駅 ーー( 東 
國 悦 」 


よ ジ ャ ン ボ タク シー また は 小型 ・ 中 型 タ フク シー と な り ま す (人 


田 宿 泊 :〈1 泊 目 プ 奈良 県 桜井 市 内 〉y オ ー ベ ル ジ ュ ド ・ ぷ れ ざ ん す 桜井 (洋室 :・ ス タ 


ンダ ー ド ツ 


ング 約 30mf また は エグ ゼクティ ブス イー トノ 約 87m) 


〈2 泊 目 京 都 府 ・ 京 都市 内 yTHE THOUSAND KYOTO( 洋 室 : ツ イン グ 約 37m) 


出発 日 2022 年 1 


最大 14 名 1 名 参加 可能 


日 ( 水 ・ 祝 ) 


復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY000-D 
出発 - 到 着地 | 1 泊 目 部屋 タイ プ 2 名 1 室 1 名 1 室 
スタ ンダ ー ド ツイン | 330.000 円 | 400.000 円 
東京 発汗 「 エ テ セ ラテ ィ ブ スイ ー ト | 350.000 中 
往路 新 大 阪 駅 合流 15,500 円 引き 
復路 京都 駅 離 団 15,000 円 引き 
※ 添 乗員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 同行 いた し ます 。 
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近 譜 


竣 の 人 H 
2 つの 窓 越し に 見 る 飲 の 情 示 


秋 深 き 古 都 を 感じ る | 源 光 庵 」 優 先 拝観 2 日 間 


趣 寺 (1 日 自 ) 
TB ロイ ヤル ロー ド 銀 座 特別 仙 賠 人 寺 


田 信長 、 豊 臣 秀 吉 な ど 戦 国 大 名 ゆか り の 寺院 。11/17 発 は 黄 梅 院 の 
> 相 さ 1Z 公開 、11/24 発 は 芳春 院 の 通常 非 公開 特別 拝観 へ ご 案内 し ます 。 
源 光 庵 優先 拝観 特別 公開 芳春 院 の 通常 非 公開 特別 


= 嗣 スケ ジュ ー ル  。 胃 3 下 ge 有 3 ュー 
2 の の ケ ジ ュ ー ル は 坦 観 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 は 紅葉 の みどころ 


2 川 員 


東京 駅 (8:30-9:30) 発 =( 東 海道 新幹線 ・ グ リー ン 車 )== 京 都 駅 
「 下 障 福 助 (和食 の ご 昼食 ) 符 子 席 〇 大 徳 寺 11/17 発 


で 紅葉 を ご 次 深 いた だ きま - 1 黄 梅 院 (特別 公開 )、[11724 発 | 芳春 院 (中 常 非 公開 特別 拝観 ) 

い 「 人 り の )、 こ っ の 后 中 開き | 1 | *O 加 証 詳 下 神社 一 計 都 市 内 泊 (1630 

し に 見 える 美しい 紅葉 の 情 * 1 こ タ 食 4 11/17 発 IX イン ダ イニ ング いと 桜 」 に て 繊細 か つ 彩 ! 

景 を お 愉し みく だ さい 。 ee ー 豊か な 京 モ ダン キュ イジ ー ヌ 、|117224 発 |「 日 本 料理 宝 ヶ 池 ] に て 
和 懐 石 の ご | 層 多 
ホテ ル (7:45 頃 ) ニ ー 3 寺 呈 \O 源 光 庵 (優先 拝観 ) 一 ホテ ル 


有 ホテ ル (1 1:15 頃 ) 〇 貴船 神社 デー「 ひ ろ や ]」 (和食 の ご 昼食 ) 

椅子 席 ]= 一 \ 〇 塁 殊 院 門跡 京都 駅 =ー( 東 海道 新幹線 グ 
リー ン 車 )=ー 東 京 駅 (19:00 一 20:00) 着 國 賠 
※ 移 動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 中型 タフ シー となり ます (人 数 に より 分 乗 )。※2 


源 光 庵 (1 1 月 頃 ) 


Ts は ホテ ル を 7.45 頂 出発 する 行程 と な り ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
ザ ・ プ リン ス 京 都 宝 ヶ 池 画 宿 泊 :〈 ぶ 者 府 ・ 京 都市 内 〉 ザ ・ プ リン 京都 宝 ヶ 池 ( 洋 ・ ク ラブ フロ アツ イン また 
比 部 山 を 借 暴 に し 、 古 く よ り みや こび と の 保養 地 と し て も 知ら れる 景勝 の 地 洛 北 ・ 宝 ヶ 池 。 “フフ フフ ロア ハリ ウッ ド フ イン グ 約 40m ※ 選 べ ま せん 
京都 駅 か ら 、 わ ず か 20 分 ほど で 辿り 着く 清 爽 の 別天地 に 建つ 、 懐 か し い 心地 よさ を 感じ る ホ 最大 14 名 | / 1 名 参加 可能 | / 流 乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 
ウッ 出発 日 2022 年 11 月 17 日 ( 木 ) 、1 1 月 24 日 ( 木 ) 
さ ュ ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 人 @ コ ー ス 番号 :1GGY000-E 
出発 到着 地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 210,.000 由 240.000 
往路 京都 駅 合流 15,000 円 引き 
復路 京都 駅 離 団 15,000 円 引き 


添乗 員 は 1 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


| 清水寺 」 夜 間 特 別 拝 観 2 日 間 


。 馬 欄 放 回り の きく ジャ ン ボ タク シー で 
上 廊 項 貼 目 清水 寺 夜 間 特 別 拝観 NO SO 
灯 の 消え た 閉門 後 の 清水 
紅葉 と 苔 の 美しい 園 光 寺 の 「 十 牛 
寺 に ご 案内 する 夜間 特別 拓 庭 ( じ ゅ う ぎ ゅ う の に わ ) 」 や 、 紅 較 議 
鋭 。 大 講堂 に て 、 今 年 の 漢 葉 の 名 所 と し て 名 高い 二 尊 院 、 清 
字 を 披露 する こと で 知ら れ 涼 寺 な ど を めぐ り ま す 。 | 
る 森 買 主 に よる 講和 に 耳 を 
傾け 、 日 中 と は 異な る 静寂 
な 空間 の 中 、 幻 想 的 な 紅葉 
と 清水 の 舞台 か ら 望 む 市 内 - 
の 煙 び や か な 夜景 を お 愉し に 間 : *・| : 寺 スケ ジュ ー ル 
みく だ さい 。 = に ss - 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車 5 


吸 


が S 観光 、\ は 紅葉 の みどころ 
※ 大 講堂 で の 森 買 主 の 講話 : kg で ゆっ くり 出発 | 京都 駅 (12:30) 発 O 彫 光 寺 O 真 如 党 


は JTB 主 催 以外 の ツア ー の っ ぎー こと へ ms O 金 戒 光 2 「 日 月 庵 ] ( 和 会 席 の ご 夕食 ) 
NR 2 8 - NE まま 還 語 * 〇 回 計 還 清 水 寺 (夜間 特別 拓 観 ノ 森 買主 に よる ご 

か パ に な 清水 寺 ( イ メー ジ ) 講話 ) 一 一 京都 市 内 泊 の 45 頃 ) I 
ホテ ル (10:00 頃 )ーー\ メ O [本 流 甘 引 天 龍 寺 テー「 貞 山 態 彦 ]( 和 信 
の の ご 昼 信 ) | 椅子 』 ⑨ 二 尊 院 〇 清涼 寺 京都 駅 


5 本 = SE 本 (16:30 細 ) 着 國 悦 
4 ーー- ト ーー レード ーー ドド ニニ ーーーー ーー ーー ーーーーー ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー ーー ーー 
京都 プラ イト ン ホ テル ※ 移 動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 ・ 中 型 タ クシ ー と な り ま す (人 数 に より 分 乗 ) 。 


自然 光 が 降 り 注 ぐ 開放 的 な アト リウ ムロ ビー が お 客 様 を お 出迎え 。 ーー ※1 日 目 は 早め の ご 夕食 と な り ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
ゆっ くり と くつ ろ げ る 広 さ の ソフ ァ や 大 型 の バス タブ な ど ゆ と り の 客室 で お 寛 ざく だ さい 。 本 中 還 池 50 ドジ 25 が 
が イン グ 42m) 
最大 20 名 | /1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 
出発 日 2022 年 1 
ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 人 最少 催行 人 員 :10 名 但 コ ー ス 番号 :1GGYO00F 
出発 - 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
京都 駅 発着 170.000 由 200.000 ロ 


お 部 屋 の 詩 例 添乗 貞 は 1 京都 駅 か ら 2 日 目 京都 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


夢 の 人 
知 恩 院 ラ イト アッ プ と 松 殿 山 蘭 特 別 見 学 


一 子 相伝 | な か むら 」 で いた だ く 京 料理 3 日 間 


スケ ジュ ー ル (⑥ 観光 、 〇 光 、 窓 観光 、 1 “ご 

WEB ロイ ヤル ロー ド 銀 座 特別 企画 に Sv ーー 8 0 ろ 
EE Ez 東京 駅 (8:30 一 9:30) 発 ーー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 )=〒 

「 知 恩 院 」 ラ イト アッ プ 開 門前 貸切 拝観 京都 駅 一 - 南 禅 寺 八 千代 (湯豆腐 の ご 昼食 ) | 腔 子 席 
JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 の ] 〇 光雲 寺 (特別 拝観 ) 〇 南 禅 寺 =ー ホ テル 
お 客 様 だ け で 、 開 門前 の 。 ホテ ル (17:45 頃 ) 一 「 京 料理 な か むら 」 (一 子 相伝 の 京 料理 ) 
ON [ 椅子 席 ] 一 京 都市 内 泊 (20:30 頃 ) 男 尽 | タ | 
に 見 逃 せな い 「 友 祥 欧 (ゆう 壮 ホテ ル (9:15 頃 ) O 〇 彫 光 寺 
MM 陸 パ の 〇 白 沙 村 荘 ・ 橋 本 関 圭 記念 館 ( 京 料理 の ご 昼食 ) | 短 子 席 
を の っ た り と ご 葛 くだ さい 。 の O 青 夢 院 門 中 の 知 恩 院 (ロイ ヤル ロー 
※ 知 因 院 の 貸切 拝観 で は 、 Sr > ド 銀座 貸切 ) ラ イト アッ プ 鈴 賞 一 一 京都 市 内 泊 (18:00 頃 ) 
JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 主 * 久 固 腕 診 ホテ ル 内 レス トラ ン で 鉄板 焼き 國 居 
に ホテ ル (930 還 一 \ 〇 松 典 山 衝 ( 貸 切 特別 見 学 ) 一 「 辰 屋 | 

う | 茶 料 理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 〇 避 計 甘 放 平 等 院 一 一 京都 駅 =ー 

知 恩 院 ライ ト ア ッ プ (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 )=ー 東 京 駅 (18:30-20:00) 着 國 悦 


※ 移 動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 ・ 中 型 タ クシ ー と な り ま す ( 人 数 に より 分 乗 ) 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


較 通常 非 公 \ 開 の 「 松 殿山 荘 」 特 別 見 学 (3 日 自 較 宿 泊 : (京都 府 - 京 都市 内 〉 太 衣 軸 ホテ ルオ ー ク ラ 京 都 (洋室 ・ 東 山側 ツイ ン ン ノ 


平安 時 代 の 関白 藤原 基 房 ( 松 殿 ) の 別邸 跡 に 、 山 荘 流 流 祖 ・ 高 谷 宗男 が 築い た 類 ま れ な 近代 37 
数 寄 屋 建築 で 、2017 年 に 重要 文化 時に な り ま し た 。 通 常 非 公開 の 名 建築 を 見 学 し ます 。 


「 京 料理 な か むら 」 の 夕 人 崩 


最大 15 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 11 月 19 日 ( 圭 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY000-G 


(1 日 目 夕食 ) 出発 到着 地 2 名 1 室 1 名 1 室 
千 利 休 の 一 期 一 会 の 心 を 身 に 体 し 、 代 々 一 人 の 世 東京 駅 発 落 360.,000 幅 410.000 由 
継ぎ だ け に 伝え る 一 子 相伝 を 守っ て いま す 。 特 に 有 四 往路 京都 駅 合流 15,000 円 き 
名 な の が 「 白 味噌 の 雑煮 ] と 「 ぐ じ (甘鯛 ) の 酒 焼き ] 復路 京 き 
で 、 素 材 を 味わい 尽く す 京 料理 の 逸品 で す 。 | 
に 3 人 2836 み 久 2 添 素 中 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


夢 の 作 
秋 深 まる 京都 を 訪ね る 


世界 遺産 東 圭 ライ ト ア ッ プ 優先 入場 2 日 間 


ホテ ルグラン ヴィ ア 京 都 


JR 京都 駅 に 直結 する ロケ ーション 。 京都 タワ ー を 
一 望 で きる お 部 屋 を ご 用 意 し まし た 。 


スケ ジュ ー ル は 和 場 褒 、 〇 は 下車 観 、@ は 車窓 欠 光 、 は 紅葉 の みどころ 

東京 駅 (8:30-9:30) 発 デー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 )=ー 京 都 思 
「 南 禅 寺 参道 菊水 ](: か ) | 椅子 席 |…… 〇 南 禅 

1] | 寺 ーー \\ 〇 金 戒 光明 寺 〇 [ 剖 父 薔 記 東寺 ( 小 子 房 

和 / ラ イト アッ 人生 j 内 泊 (18:00 妃 ) 

芋 訪 符 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 コ トシ エー ル 」 に て フラ ンス 料理 」 司 較 


2 


ホテ ル (9:30 頃 )ー 王 導 〇 三 千 院 ……※ 〇 宝 泉 院 一 「 京 料理 下鴨 

2 | 福助 」 (和食 の ご 昼食 ) | 符 子 記 〇 塁 殊 院 門跡 一 一 京都 駅 ーー 

未 寺 ライ ト ア ッ プ (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 )= テ 東京 駅 (19:00-20:0O) 着 國 属 

PB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 特別 企画 ※ ご 移動 は ジャ ン ボ タク シー の ご 利用 と な り 、 参 加 人 数 に 応じ て 分 乗 と な り ま す 。 


呈 = 5 較 コ ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
世界 遺産 「 東 寺 」 ライ ト フ ツア 優先 入場 と 「 小 子 房 」 特 別 拝観 田 宿 泊 :〈 京 都 府 ・ 京 都市 内 〉 ホラ ル グ ン ヴ イッ 京都 ( 洋 ・ ス ー ペ リア ツイ ンタ 
東寺 の 迎 寅 館 と も いわ れる 通常 非 公 開 「 小 子 房 ( し ょ うし ぼう )」 の 特別 拝観 後 、 優 先 ワー ビュ ー ン 33m) 

入場 で 紅葉 の ライ ト ア ッ プ を ご 観賞 いた だ きま す 。 光 に 照ら され 水面 に 映る 幻想 的 
な 姿 は 圧巻 の 光景 で す 。 ※ 東 寺 で は 、JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 主催 の 他 の ツア ー の 
お 客 様 と ご 一 緒 に な り ま す 。 


最大 16 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 貞 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 11 月 21 日 (月 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人 様 あたり ) 行人 記 る @ コ ー ス 番号 :1GGY000-H 


障 北 の 紅葉 名 所 0 
めぐ り ( 日 旨 ) 東京 駅 発着 220.000m 260.000 ロ 

苔 の 緑 と 深紅 の 紅葉 の コン トラ スト 往路 京都 駅 合流 15,000 円 引き 

が 美しい 三 千 院 や 枯山水 庭園 が 有 復路 京都 駅 離 団 15.000 円 引き 


名 な 明 殊 院 門跡 な ど を めぐ り ま す 。 


添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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近 譜 


夢 の 人 
2022 年 7 月 新規 開業 ホテ ル に 滞在 


紅 燃 ゆる 1 二 尊 院 」 早 朝 貸切 拝観 2 日 間 


スケ ジュ ー ル は 入場 綿 光 、 〇 は 下車 観 光 、@ は 車窓 観光 、 は 紅葉 の みどころ 


東京 駅 (8:30-9:30) 発 ーー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 )== 京 都 駅 
「 し ょ う ざ ん リゾ ー ト 京都 ・ 千 寿 閣 」 (和食 の ご 昼食 [椅子 』 
1 | \⑨ 庭 園 散 策 ) = 一 \ 〇 大 徳 寺 黄 梅 院 (特別 公開 )・\ 〇 大徳 寺 
Pole ーー 京都 市 内 泊 (16:00 頃 ) 
回 府 ホテ ル 内 「 ナ ナノ イチ 」 に て 京 フ レン チ 較 尽 | 


過 1 * 
PU 和 1 “ ホテ ル 還 F 国 \ 〇 二 尊 院 (一 般 開門 前 を 本 ツ 
トー ベ ンー ご 法話 と : ーー\ 開 王 寺 ー 一 \ 〇 常 寂光 
Fi [一 尊 院 早朝 貸切 招 の 20 oe 
開門 前 の 1 時 間 を 本 ツア ー で 特別 に 貸切 し ます (8:009:00)。 お 人 引 凍 0 
朝 の 凛と し た 空気 の 中 、 ご 住職 と お 話 と 境内 の 紅葉 を ゆっ くり と ご お 愉し みく だ さい 。 6 RAN 
※ 移 動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 中型 タク シー と な り ま す ( 人 数 に より 分 乗 ) 。 
通常 非 公開 「 大 徳 寺 芳 春 院 」 特 別 拝観 ng 下 ) 2 は 、 ホ テル を Z30H 発 と なり ます 。 
京都 名 四 間 (金閣寺 ・ 銀 閣 寺 ・ 飛 雲 閣 ) の ひと つと され て いる 、 0 


小堀 遠州 作 の 「 呑 湖 較 ]( ど ん こ か く ) を ご 覧 いた だ きま す 。 較 宿 泊 :〈 京 都 府 ・ 京 都市 内 yTHE HOTEL HIGASHIYAMA by Kyoto Tokyu 
Hotel( 洋 室 ・ エ グ ゼ クティ ブ ハ リ ウッ ド ツ イン グ 43mi) 


則 


THE HOTEL HIGASHIYAMA by Kyoto Tokyu Hotel ーー ーー 
最大 16 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


肥 


出発 日 2022 年 11 月 24 日 ( 木 ) 


元 京都 市 立 白川 小学 校 環 地 に 開業 。 和 の 美 し さと 現代 的 な 機能 性 の 両 0 人 謗 2 衣 哨 肥 
立 を 追求 し た 客室 で 京都 の 伝統 と 文化 を 感じ な が ら お 過ごし くだ さい 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 但 コ ー ス 番号 :1GGYO00- 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 220.000 中 260.000 由 
往路 京都 駅 合流 15,000 円 引き 

っ 復路 京都 駅 離 団 15,000 円 き 

SB 人 誠 | ホ 来 貞 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


早朝 の | 金 戒 光明 寺 」 貸 切 拝観 3 日 間 


TB ロイ ヤル ロー ド 銀 座 特 別 企画 | | ホテ ルオ ー ク ラ 京 都 岡崎 別邸 
ヽ 1 ヶ 岡崎 工 ! 紅 た 
「 金 戒 光明 寺 」 身 和 挟 観 Et _- 
紅葉 の 名 所 と し て 名 高い 金 戒 暫 W で スモ ー ル ラグ ジュ アリ ー ホ テ ー 
光明 寺 を 、 本 ツア ー で 開門 前 で 本 計 間 。 ル 。2 泊 目 の ご タ 食 は 革新 的 議 イー 
に 貸切 いた し ます 。 静 か な 空 者 な フレ ンチ を 京都 の 季節 と と 二 た よっ 
間 の 中 、 朝 日 に 照ら され る 紅 ee も に お 愉し みく だ さい 。 7 
葉 を お 愉 だ さい 。 普 段 2 箇 二 le 1 寺 は を Cm ッ ミグ コーー - 
公開 され て いな い 方 や 2 2 人 スケ ジュ ユー ル 。 っ は 坦 馬 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 客 光 、 は 紅葉 の みどころ 
の 庭 も ご 覧 いた だ け ま す 。 io 。 っ コ marW シ 。 / 寺 東京 駅 (8:45-10:00) 発 ==( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) == 京 
は 都 駅 一 「 南 禅 寺 八千代 」 (湯豆腐 の ご 昼食 ) [椅子 席 O 
] 南 禅 寺 一 一 \ 交 〇 大 徳 寺 興 臨 院 (特別 公開 )…… 〇 大 徳 寺 黄 
梅 院 (特別 公開 ) 一 一 「 京 懐石 美濃 吉本 店 竹 茂 楼 ] ( 和 会 席 の ご 
夕食 ) 一 一 京都 市 内 泊 (19:30 頃 ) 悦 区 
較 窟 時 (銀閣寺 ) JTB 時 間 外 特別 拝観 og) ホテ ル (10.0055) 一 の 生 崇 ( 和 列 公開) 一 ー\ 属 山 導 
季節 を 問わ ず 大 勢 の 人 が 訪れ る 慈 照寺 ( 銀 間 寺 ) を 、JTB の 貸切 で 夜間 (時 間 外 ) 公 開 し ます 。 覧 船 ……「 市 月 ] (和食 の ご 昼食 ) | 答 子 席 | 一 ホ テル 
紅葉 の 時 期 に 国宝 - 失 音 典 ( 銀 間 ) や 、 白 砂 で 作ら れ た 銀 沙 若 : 向 月 台 が あたたか い 光 に 照ら され 。 っ ホテ ル (16:30 頃 ) 一 \ O 回 設 良 燥 寺 (銀閣寺 ) 時 間 外 特 
る 様 を ご 覧 いた だ け ま す 。 _- EE 別 拝観 一 一 京都 市 内 泊 (18:30 結 ) 
最大 14 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 回 2 人 ホテ ル 内 ファ イン ・ ダ イニ ング [ヌー ヴェ ル ・ エ ポッ ク ] 
出発 日 2022 年 11 月 21 日 (月 ) で 京都 の 食 文化 を 融合 させ た フラ ンス 料理 囲 同 四 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 ぁ た り ) @ 最 少 代行 人 中:8 名 @ コ ー ス 番号 :1GGYO00-K ホテ ル (8:15 頂 ) 一 一 基 名 鷹司 \ 〇 人 金 戒 光 明寺 (ロイ ヤル ロー ド 銀 
出発 着地 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 EE Et 
スー ペリ ァ ッ ィ ン (40m) | 340.000m | 410.000 NN 
東京 駅 発着 | ガー デン ツイ ン (40m) 360,000 ロ 460,000 由 (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 )== 東 京 駅 (18.00~-19:30) 着 國 司 ] 
I 要 スイ ー ト (70m ※ 移 動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 "中型 タク シー と な り ます (人 数 に より 分 乗 )。※3 
本 2 0 は ホテ ル を 8:15 頂 出発 する 行程 と な り ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
復路 画 宿 泊 :( 京 都 府 - 京 都市 内 / ホ テル オー クラ 京都 岡崎 別 氏 (洋室 ) 
に ok 50009gIR ※ 隣 接する 岡 別 院 の 本 章 改 修 工 事 に 伴い 、 お 部 屋 か ら の 景 携 が 一 部 損なわ れ 


添乗 員 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


いる 場合 が あり ます 。 
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近 譜 


夢 の 人 上 


間 還 語 パシ ンク フン ツア ぶ jc 連 泊 還 
只 買 ・ 京 都 を 


_ 秋 六 本 まる 


2 と に 
PB ロイ ヤル ロー トド 銀座 特別 企画 還 計 老人 十 ほ M き 衣 


三井 寺 の 国宝 ・ 重 要 文 化 財 の 集まる 中 院 エ リア の 拝観 と 、 百 体 観音 堂 の すべ て 仏 さ ま を 国宝 の 金堂 円 陣 に 


遷座 し た 内 陣 の 夜間 貸切 拝観 で す 。 


観 ke ロ ーー デ = こい 
較 滋賀 京都 の 紅葉 名 所 へ ご 案 
世界 遺産 ・ 平 等 院 や 紫式部 ゆか り y 

の 寺 「 石 山寺 ] な ど を 訪れ ます 。 

2 日 目 に は 、 季 節 を 問わ ず 多 く の 人 
が 訪れ る 世界 遺産 ・ 慈 照寺 ( 銀 閣 
寺 ) を 、JTB の 貸切 で ご 覧 いた だ き 
ます 。3 日 目 は 1 組 に 1 台 の タクシー 
1 
の 京都 を お 愉し みく だ さ 


石山 寺 (11 月 頃 ) 
公社 ) び わこ ビジ ター ズ ビ ュー ロー 


琵琶 湖 ホ テル 陸 記 % 


天然 温泉 の 大 浴場 や ベラ ンダ 付 の 客室 か ら 雄 大 な 琵琶 湖 が ご 葛 い た だ け ます 。 


] NN 


お 部 屋 の 一 例 


誠二 が ら の 2 


ホテ ルグラン ヴィ ア 京 都 人 記 


お 部 屋 か ら は 、 京 都 の シン ボル で ある 京都 タダ ワー を 一 望 で きま す 。 本 ツア ー で は グラ ン ヴ イィ ア 
フロ ア 宿 泊 者 専用 の 「 グ ラン ヴィ アラ ウン ジ 」 を ご 利用 いた だ け ま す 。 京都 の 絶景 と コン シェ 
ル ジ ュ に よる 最高 の サー ビス を お 愉し みく だ さい 


訪ね る 4 日 間 


過 周 ( 月頃 ) 放 @ 等 院 
葉 が 鳳 便 堂 に 華 


ホテ ルグラン ヴィ ア 京 都 グラ ン ヴ ィ ア ラウ ンジ 


2021 年 10 月 、 ホ テル 最上 階 に ニュ ユー オー プン し た 
「 グ ラン ヴィ アラ ウン ジ 」 で お 寛ぎ くだ さい 。(2・3 泊 目 ) 


スケ ジュ ー ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 信 は 車窓 観光 、 \ は 紅葉 の みどころ 
東京 駅 (9:30 一 10:30) 発 =ー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 )=ー 京 都 
駅 @G 元 里 坊 旧 竹 林 院 ホテ ル (16:00 頃 ) 


] 2 ホテ ルレ スト ラ ン で 和 会 席 ( 早 め の ご 夕食 ) 
ホテ ルーー 回避 \G 三 井 寺 ( 夜 間 貸 切 拝観 ) 


大 津 泊 (20: 0 
ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 導 〇 石山 寺 辰巳 屋 」 (抹茶 料理 の ご 

昼食 ) [和子 席 ] 一 一 \O 恩 語 選 平等 院 一 一 \ 〇 城南 宮 一 一 

ノ | 開 ホテ ルーー\ 〇 皿 流 罰 選 蓄 照 寺 (銀閣寺 ) JTB 時 間 外 特別 拝 


観 一 一 京 懐石 美濃 吉本 店 竹 茂 楼 ] ( 京 懐石 の ご 夕食 ) 一 一 京 
都市 内 泊 (21:30 頃 ) 國 居 了 
ホテ ル (10:00 頃 ) 

グル ー プ ご と に タク シー( 中 型 ) を 1 台 ご 用 意 し ます 。 

う 京都 市 内 観光 (6 時 間 ) 王 京都 市 内 泊 (16:00 頃 ) 
議 充 符 ホテ ル 内 レス トラ ン に て 鉄板 焼き 國 
ホテ ル (10:00 頃 ) ニ ーー\ 〇 本 計 庄 記 天龍 寺 デ 一 「 渡 月 亭 」 ( 和 R 
人 4 | ご 昼食 ) 〇 宝 厳 院 一 一 京都 駅 テー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 
車 ) == 東 京 駅 (18:00 一 19:30) 着 國 悦 し 」 


〈 利 用 バス 会 社 〉 ヤ サカ 観光 バス (1・2 日 目 ) 
※2 日 目 の 日 中 以外 4 日 目 の 移動 は ジャ ン ボ タフ シー また は 小型 ・ 中 型 タ クシ ー と 


v 8 | 較 


な り ま す (人 数 に より 分 乗 ) 。※3 の 移動 は 、1 組 に 1 台 の タフ シー( 中 型 ) で 移動 
し ます 。 添 乗員 は 同行 いた し ませ ん 。 昼 食 代 、 駐 車場 代 、 有 料 道路 代 、 有 料 施設 の 
入場 料 ・ 振 観 料 ・ 延 長 料 金 等 が 発生 し た 場合 は 、 お 客 様 ご 負担 現地 払い と な り ま 
す 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
田 宿 泊 :〈1 泊 目 滋 賀 県 大津) 琵琶湖 ホテ ル (洋室 ・ デ ラッ クス フロ アノ 40m) 
〈2・3 泊 目 ノ 京都 府 ・ 京 都市 内 〉y ホ テル ブ グランヴィア 京都 (洋室 ・ グ ラン ヴィ アデ 
ラッ クス ツイ ンタ ワー ビュ ー ル ー ム ノ 34mi) 
最大 14 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 
出発 日 2022 年 11 月 27 日 (日 ) 
ご 旅行 代金 お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYO00L 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 400,000 円 480,000 円 
往路 京都 駅 合流 15,000 円 引 き 
復路 京都 駅 離 団 15,000 円 引き 
添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 4 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


69 


細 の 人 


「 ザ ・ ホ テル 青 8 者 清水 」c 還 泊 し 「 加賀 屋 別邸 松乃 碧 」 で 寛ぐ 


慈 照寺 ( 銀 間 寺 ) (撮影 : 柴 田 明 菩 ) (イメ ー ジ ) 


慈 照寺 (銀閣寺 ) (2 日 目 ) 兼 六 園 (4 日 目 ) 還 | か. ホテ ル 青 龍 京都 清水 5 
季節 を 問わ ず 大 勢 の 人 が 訪れ る 慈 照 寺 ( 銀 閣 寺 ) 。 国 指定 特別 名 勝 で 日 本 三 名 園 の ひと つ 。 
JTB の 貸切 で 夜間 (時間 外 ) 公開 し ます 。 


較 古都 京都 の 紅葉 ・ 城下 町 金 沢 登 を 5 日 間 で めぐ レコ スケ ジュ ー ル は 坦 維 %、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 は 紅葉 の みどころ 
ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:00 一 11:00) 発 =ー( 東 海道 新幹線 グ 
リー ン 車 )=ー 京 都 駅 一 \ 〇 高台 寺 (特別 拝観 ) ニ 京都 市 
111 内 泊 (16:30 頃 ) 
| 回 主 訪 人 附 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 ブ ノワ 京都 ] に て フラ ンス 料理 
[ 


ホテ ル (10:00 頃 ) 一 一 \ 〇 大 徳 寺 黄 梅 院 (特別 公開 ) ニ ーー「 し ょ 
の ざん リゾ ー ト 京都 ・ 紙 屋 川 」 (和食 の ご 昼食 | 椅子 席 |・\ 〇 庭園 
1122 策 ) 一 一 導 〇 北野 天満 宮 一 一 (ホテ ル )=ー ⑲ 世 界 遺 産 に SE 
Q⑳ (銀閣寺 ) (JTB 時 間 外 特別 拝観 )=ー[ 南 禅 寺 参 道 菊水 ]( 和 
語 の ご 夕食 ) | 符 子 席 ]= 一 京都 市 内 泊 (21:00 妃 ) 較 居 陶 


ご 出発 まで ホテ ル 周 辺 散 策 を 各自 お 愉し みく だ さい 
つづ | ホテ ル (11:00 頃 ) 一 京都 駅 デー( 北 陸 本 線 グ リー ン 車 )== 
1123| 金沢 駅 …… 金沢 泊 (15:00 頃 ) 


京都 で は 、 歴 史 的 価値 の ある 元 小学 校 校舎 レン < ヽ を > 
を 活用 し て 建て られ た ラグ ジュ アリ ー ホ テ に ン 

ル に 連 泊 し 、 紅葉 彩る スポ ッ ト へ ご 案内 し ま 

す 。 北 陸 で は 、 名 宿 「 加 賀 屋 別邸 松乃 百 ] に 。 

宿泊 。 北 陸 の 美食 ・ 名 湯 ・ 古 利 も お 愉し みい 乱 

た だ きま す 。 


回 


04 


政 中 嘩 


高台 寺 ( イ メー ジ ) 写真 提供 上 zzd6 計 2。) ピン mr っ ホテル 内 レス トラ ン [ 侵 古 」 に て 鉄 
ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 上 〇 六 園 ( 紅 葉 彩 る 名 庭園 ) ニ 一 
ザ ・ ホ テル 青龍 京都 清水 〈1・2 泊 目 ) 4 | O 国 指定 重要 文化 財 志 摩 一 一 寿し 龍 」( お 寿司 の ご 昼食 ) | 答 子 席 


1124| 王 ー 和 倉 温泉 泊 (15:00 頃 
2020 年 3 月 開業 、 京 都市 街 を 一 望 する 緑 豊か な 高台 に 建ち 、 清 水 寺 まで 徒歩 約 8 分 の 好 (6) 和 記 温泉 泊 【 


立地 。 昭 和 初 期 に 建築 され た 小学 校 の 面影 を 残し つつ 校庭 ・ 屋 上 ・ 教 室 を 保存 活用 し た ホ 2 能 堂 の 食材 を 使っ た 和食 会 席 國 固 陶 
に レス トラ ン は 図書 館 を 科 徒 させ る 空間 で 、 地 元 活か し た ー 

を の し 2 い た | ホテ ル (10:00 画 一 \ 弧 持寺 ( 開 信 700 年 を 迎え る 古 ) 一 
5 | 輪島 「 ラ トリ エ ・ ド ゥ ・ ノ ト 」 (フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 一 金沢 
M 駅 デー( 北 陸 新 幹線 グリ ー ン 車 )=ー 東 京 駅 (19:20 一 20:30) 着 
朝 昼 
(利用 バス 会 社 ) [4・5 日 目 ] 北 鉄 金沢 バス また は 北 鉄 白 山 パ ス 
※1-3 の 移動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 ・ 中 型 タ クシ ー と な り ま す ( 人 数 


こよ り 分 乗 ) 。※ 慈 照寺 で は JTB の 他 の ツア ー の お 客 様 と ご 一 緒 に な り ま す 。※3 


、 京 都 -* 金 沢 に ご 移動 の 際 は 、 ご 自身 で 荷物 の 持 込 ・ 管 理 と な り ます 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
田 宿 泊 :〈1・2 泊 目 プ 京都 府 ・ 京 都市 内 〉 ザ ・ ホ テル 青龍 京都 清水 (洋室 ・(2 名 1 室 ) 
剛 泊 ホテ ル 日 航 金 沢 (3 泊 目 〉 デラ ックス ツイ ン ノ 51m、(2 名 1 室 ) プ レミ アム ツイ ン ノ 60m、(1 名 1 室 ) ス ー ペ リ 
金沢 の 広大 な パノラマ を 望め る 北陸 最高 層 の ラン ド マ ー ク ホテ ル で す 。 エ グ ゼ クティ ブフ ロア ァ アキ ング ン 45m) 半 | 
な ら で は の 上 質感 で 安らぎ を 感じ て いた だ く 、 気 品 漂う 空間 を ご 提供 し ます 。 〈⑬ 泊 目 ノ 石 川 県 - 金 : 航 金沢 (洋室 ・ リ ュ ク アツ イン グ 31mi) 
回 時 7 (4 泊 目 ノ 石 川 県 賀 屋 別 邸 松乃 碧 (和室 く < ベッ ド 有 >) 


復路 宅配 付 


加賀 屋 別邸 松 用 碧 二 二 添乗 員 同 行 
回 … ぽ 登 の 食材 を 中 心 に 使っ た 会 席 で 、 日 本 酒 と あわ せ て お 愉し みい た だ きま す 。 出発 日 2022 年 11 月 21 日 (月 ) 


ウン ジ や お 食事 の 際 の お 飲物 は ご 自由 に お 召 上 が り い た だ け ます (一 部 有料 ) 。 Nas 
ッッ ンタ シャ ン ピ ュ ル に て 大 人 の 析 な 時 間 を お 通 ど し くだ さい 、 ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) @ 最 少 催行 人 中 8 名 人 @ コ ー ス 番号 :1GGY000-W 


出発 ・ 到 着地 | 1.2 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
デラ ックス ツィ ン | 550,000 円 ーー 
東京 駅 発着 プレ ミア ムツ イン | 590.000 円 計 
スー ペリ アキ ング ーー 690.,000 円 
往路 京都 駅 合流 15,000 円 引き 

復路 金沢 駅 離 団 15,.000 円 引き 

庭園 ( み 講 ジ ) 細 昌 6 区 電光 】 。※ 活 乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 5 日 目 東京 駅 まで 同行 いた し ます 。 


の 史 PP タン こ 


ちさ ドキ めき リツ 党 ド 雪月花 炒 失 
え ち ご トキ めき リゾ ー ト 雪月花 (3 日 目 ) 秋 か ら 冬 に 移り 変わ る 、 新 潟 の 海 と 山 の 景 色 を 大 き な 窓 か ら お 楽し みく だ さい 。 


地元 食材 を 使っ た 車内 で の お 食事 も 好評 で す 。 


=ーー、、 


旬 の 味覚 タグ 付加 能 ガ ニャ 王 請 請 記 
の ど 黒 を 食す レビ = 


この 時 期 な ら で は の 食材 を 使っ た ご 夕食 を 
お 愉し みく だ さい 。 


本 > を 、 4 
ーー 剛 秋色 に 色づく 
2 北陸 ・ 新 潟 を めぐ る 


霊峰 白山 を 御 神体 と する 白山 神社 の 総 本 宮 
= 語 訪 議 証 沼 | 晶 山 比 畔 神社 ] や 紅葉 名 所 「 玲 仙 渓 」、 新 潟 
合川 計 地 品 誤 編 を 走る 観光 列車 な ど を ご 案内 し ます 。 


上 自 山 朗 叶 神社 


た ちば な 四季 亭 生 33》 


11 月 に 解禁 に な っ た 橋立 で 水揚げ され る タグ 付 の ブラ ンド 角 を 使っ た ご 夕食 を ご 堤 能 く だ さい 。 


2 7 電 
上 立 箇 懐 石 ( イ ス 周 ジ ) 魚 2 名 様 分 


延 楽 【 交 E 
全 室 渓谷 沿い の 静か で 落ち 着い た 純 和風 の 老舗 旅館 。 
ご 夕食 は 旬 の 食材 「 の ど 黒 」 を 味わっ て いた だ く 会 席料 理 を ご 用 意 し ます 。 


露天 風呂 華 の 湯 ]( 秋 頃 ) の ど 黒 (イメ ー ジ ) 


観光 列車 「 え ちご トキ めき リゾ ー 


旬 の 味覚 「 加 能 ガ ニ 」 と 「 の ど 黒 」 を 食す 3 日 間 


ト 雪 月 花 」C 乗 車 


を 


地元 北陸 で は オス 留 より も 人 気 が 高い 香箱 蟹 ( メ ス 蟹 ) 
を ご 賞味 くだ さい 。 


E ド 
那 谷 寺 @ 石 川 県 観光 連盟 


那 谷 寺 (1 日 目 ) 松尾 略 蓄 の 奥 の 細道 で 有名 な 那 谷 寺 。 
展望 台 よ り 臨 む 奇 岩 遊 仙 境 は 境内 一 の 絶景 で す 。 


スケ ジュ ー ル は 電信 光 、O は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 は 紅葉 の みどころ 
東京 駅 (9:0011:00) 発 =ー( 北 陸 新 線 グ リー ン 車 )==ー 人 金沢 駅 
1 | ニー\G 那 谷 寺 一 一 導 〇 鶴 仙 渓 一 一 山代 泊 (15:30 頃 

タグ 付加 能 ガ ニ を 使っ た 「 橋 立 蟹 懐石 川 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 遂 〇 白山 比 畔 神社 ( 昇 


尼 参 拝 )…… 「 和 田屋 」 


ブフ | (和食 の ご 昼食 ) [和子 席 奈月 温泉 泊 (15:30 頃 ) 
2 診 北陸 冬 の 味覚 「 の ど 黒 会 席 」 朝 | 昼 | タ | 
ホテ ル (10:30 頃 )= 一 導 〇 玉 翠 園 ・ 谷 村 美 術 館 王 一 糸魚川 駅 HH 


弄 


和 〇 え ち ご トキ めき リゾ ー ト 肝 月 花 / 車 内 で ご 昼食 mr 上 越 妙 
駅 ー( 北 陸 新 幹線 グリ ー ン 車 )=ー=ー 東 京 駅 (19:00 一 20:30) 着 
彰 恒 | 


(利用 バス 会 社 〉 北 鉄 加 賀 パ バス また は 北 鉄 金沢 バス また は 北 鉄 白 山 バ ス ま た は 
北 鉄 能登 バス 

※3 日 目 は 車 中 で の ご 昼食 と な る た め 、 遅 め の ご 提供 と な り ま す 。 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈1 泊 目 石 川 県 : 山 代 ) た ちば な 四季 亭 (和室 露天 風呂 付 ま た は 和室 
〈 和 ベッ ド ) 露天 風呂 付 また は 和洋 室 露天 風呂 付 ) 
※ 客 室 の 造り は すべ て 異な り 、 選 べ ま せん 。※ ご 夕 廊 は 、 お ひと り 様 あたり オス 磐 
1 杯 相当 、 メ ス 蟹 1 杯 相当 の 使用 を 予定 し て いま す 。 

〈⑫ 泊 目 富 山県 ・ 宇 奈月 温泉 〉 履 散 遍 延 楽 ( 対 峰 導 ) (和室 また は 和室 露天 風呂 付 ) 


最大 15 名 | /1 名 参加 可能 | / 泊 員 同行 
出発 日 2022 年 11 月 17 日 (本 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :10 名 コ 


復路 宅配 付 


ー ス 番号 :1GGY000-N 


出発 ・ 到 着地 | 1 泊 目 部 屋 タ イプ |2 泊 目 部 屋 タ イプ | 2 名 1 1 名 1 室 
和室 臨 天 風呂 付 370,000 幅 490.000 
和室 
東京 駅 | 和室 ( 和 ベ ッ ド ) 380.000m| 一 
露天 風呂 付 生計 較 人 390,000 由 510.000 
和洋 宣 天 風呂 付 | 400.000m| 一 
往路 金沢 駅 合流 15.000 円 き 
復路 上 越 妙高 駅 離 団 10.000 円 引き 
※ 添 乗員 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 同行 いた し ます 。 
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| |. 
聞 。 


郡上 八幡 ・ 時 高 - 涯 瀬 の 証 き 和み 4 日 間 


飛騨 の 里 (1 1 月 頃 ) 


P・ 飛騨 の 里 (2 日 目 ) 豪雪 に 耐え て きた 合掌 造り や 椅 昔 き の 
屋根 な ど 、 昔 の 農山 村 風 景 を 残す 博物 。 


兼 六 園 (4 日 目 ) 紅葉 の 見 ご ろ を 迎え る 兼 六 園 。 柚 や ケヤキ な ど 、 赤 色 と 黄色 に 染まり ます 。 岩 源 町 歩き (3 日 目 ) 江戸 時 人 初期 か ら 日 本 海 を 行き 来 す る 北 
前 船 の 港町 。 土 蔵 や 廻 山 問 屋 が 建ち 並ぶ 街並み を 散策 し ます 。 


金沢 芸 胡 と 巡る スケ ジュ ユー ル は 坦 紀 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 窟 観 光 、\ は 紅葉 の みどころ 
城下 町 金沢 (4 日 目 ) 東京 駅 (7:308:00) 発 ==( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 )=== 名 古屋 
駅 一 郡上 八幡 [リストランテ 雀 の 庵 」 洋食 の ご 昼食 ) 一 \ 郡 


4 日 目 は 金沢 芸 下 が 金沢 市 内 を ご 案内 致し ます 。 時 


1 | 上 由 街並み 散策 (ガイ ド が ご 


泊 (16:30 妃 ) 
7 飛騨 牛 料理 を 含む 会 席 口 司 較 
ジ ) ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 交 〇 高山 古い 町 並み 散策 (ガイ ド が ご 案内 ) 


の ーー「 本 陣 平 野 屋 別館 ] (和食 の ご 昼食 ) [椅子 席 | 一 一 \ 〇 合掌 造 
り の 集落 飛騨 の 里 一 一 富山 泊 (16:30 頃 ) 


食材 の 宝庫 ・ 回 2 岩瀬 [ピア ッ ト ス ズ キ チン クエ 」 (イタ リア ン の 夕食) 圏 同 了 
富山 の 老舗 [松月 」 ホテ ル (9:00 頃 ) 一 - 〇 富 岩水 上 ライ ン に て 岩瀬 まで 運河 フル ー 
(3 日 目 昼食 ) ズーーO 〇 岩瀬 町 歩き …… 岩瀬 [料亭 「 松 月 」」 ( 旬 の 魚 料理 の ご 昼 

冶 4 年 (1911 年 の 老 鐘 料 。 相 和 良 ) 沢 泊 (16:00 頃 ) 


折々 の 旬 の 魚 料理 を お 召 し 上 が りく だ さ 


時 震 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 弁 慶 ] に て 季節 の 寿司 会 席 國 屋 較 


ホテ ル (10:00 頃 ) 〇 金沢 芸 怒 が 金沢 市 内 を ご 案内 一 金沢 
4 ニュ ー グ ラン ド ホ テル プレ ステ ー ジ 「 ロ ワ ]」 (洋食 の ご 昼食 ) 
椅子 席 ] 一 一 \ ま 〇 兼 六 園 一 一 金沢 駅 テー( 北 陸 新 幹線 グリ 

車 )=ー 東 京 駅 (19:00 一 21:00) 着 國 同 


(利用 バス 会 社 〉 名 鉄 観光 バス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


神代 本 の どっ し り と し た 重厚 感 と 木 の ぬ く 
も り 溢 れる 純 和風 の 宿 。 ベ バッ ド 付 客室 を 含む 


広々 と し た 三間 続き ツイ ン の 客室 を ご 用 意 し 較 宿 泊 :〈1 泊 目 ノ 岐阜 県 ・ 高 山 温泉 ) 太 語 飛騨 亭 花 扇 (和洋 室 ) 
RIDE IS 半 誠人 プ コタ (2 泊 目 井山 県 ・ 富 山 )ANA フ ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 富山 (洋室 ・ デ ラッ クス ツイ ン 
(3 泊 目 石川 県 ・ 金 沢 ) 太 衣 財 ホ テル 日 航 金 沢 洋室 ・ コ ン フォ ー ト ツイ ン ノ 約 31m?) 


緑 あふ れる 富山 城 寺 公 園 を 望む 地 に そびえ た つ ホ テル は 時 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 
JR 富山 駅 より 徒歩 約 15 分 の 便利 な 立地 で す 。 


| 泊 ホテ ル 日 航 金沢 gi 財 


出発 日 2022 年 11 月 14 日 (月 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYO00P 


金沢 の 広大 な パノラマ を 望め る 北陸 最高 層 出発 到着 地 2 名 1 室 1 名 1 室 
の ラン ド マ ー ク ホテ ル で す 。 東京 駅 発芽 350,000 由 420.000 由 
往路 名 古屋 駅 合流 10,000 円 き 
復路 金沢 駅 離 団 15,000 円 引き 


添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 4 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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中 部 関東 新潟 


し 2 


時 さ そら さ 2⑳ ほ 天草 峡 と 天竜 呈 の 紅葉 (1M 月 頃 ) 
「 そ ら さ ん ぽ 天 竜 峡 ] (3 日 目 ) 令 和 元 年 に 開通 し た 天竜 峡 大 橋桁 下 遊歩 道 。 眺 下 に 広がる 紅葉 の 樹々 と 天竜 川 の 絶景 


~ 「 値 」 の 料理 長 長谷 川 在 佑 氏 監修 "[ 富 (くら )」 で スケ ジュ ー ル は 入場 維 X、O 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、\ は 紅葉 の みどころ 


絶品 ラン チ (3 日 自 昼食 ) 東京 駅 (9:00) 発 一 一 甲府 「 常 磐 ホ テル ] (和食 膳 の ご 昼食 ) [知子 席 
奈良 井 宿 の 中 心 部 に 2022 年 グラ ンド オー 1 \ 〇 昇 仙 峡 (美しい 峡谷 の 紅葉 ) デー 上 諏訪 温泉 泊 (16:30 妃 ) 
プン 。 信州 諏訪 の 食材 を 活か し た 日 本 料理 


元 酒蔵 を 改修 し た 趣き ある レス トラ ン 。 

「 偉 」 の 料理 長 長谷 川 在 佑 氏 監修 と 、 信 州 
食材 を 知り つく し た 友 森 料理 長 に よる 、 こ こ 
奈良 井 宿 で し か 味わう こと の で き な い 「 新 郷 
土 料理 ] を お 召し 上 が りく だ さい 。 


し 層 軌 


ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 \ 〇 光 前 寺 ( 紅 葉 の 名 利 を 散策 ) = 

「 ロ カン ディ ー ナ ミヤ ザワ ]」 (イタ リア 料理 の ご 昼食 ) 

の 導 〇 天竜 峡 「 そ ら さ ん ぼ ぽ 天竜 峡 ] (紅葉 の 絶景 散歩 を 愉し む ) ーー 
昼 神 温泉 泊 (16:00 妃 


回 2 憎 石 料理 
國 選 釣 
ホテ ル (9:30 頃 ) ニー 〇 奈良 井 宿 (地元 ガイ ド が 案内 する 昔 町 散策 ) 
全 室 露天 風呂 付 、 全 8 室 の 小さ な お 宿 。 湯 浴 み を 着 て 利用 いた だ く 諏 訪 湖 一 望 、 開 放 感 ”。 |…… 「 レ スト ラン 軍 」 (2022 グ ラン ド オ ー プ ン 名 店 「 俺 ]」 の 料理 長 
た っ ぷり の 混浴 串 天 風呂 は 、 諏 訪 湖 と つなが っ て いる か の よう な 一 体感 を 味わえ ます 。 う | 長谷 川 在 佑 氏 監修 に よる 創作 和食 の ご 昼食 ) [椅子 席 
東京 駅 (18:30 財 着 
朝 | 居 | 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

田 宿 泊 :〈1 泊 目 長 野 県 ・ 上 諏訪 温泉 ) 訪 詩 凡 共 sui 諏 訪 湖 ( 和 洋室 ) 

〈⑫2 泊 目 長 野 県 ・ 昼 神 温泉 ) 改革 同 石 苔 亭 い し だ (和室 〈 ベ ッ ド 付 〉 ・ 半 有 天 風呂 付 
また は 和洋 室 : 露 天風 呂 付 ) ※ 選 べ ま せん 


誠 天 購 局 付 客室 の 一 例 


SACKK 6 
石 若 亭 いし だ 放 虹 


ド 000 坪 の 敷地 に 僅か 19 室 、 平 屋 建 て 純 和 風 数 寄 屋 造 り の 静寂 な 宿 。 


と ろり と し た 良質 な 泉 質 を 誇る 美肌 の 湯 と し て も 人 気 で す 。 最大 10 名 |/! 名 参加 可能 |/ 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 11 月 8 日 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 人 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO0-W 
出発 ・ 到 着地 1 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 


臨 天 風呂 付 客室 
[スタ ンタ ー ド タイ プ ! (45m) | 400.000 ロ 480.000 
っ iss | 420.000 ロ | 500.000 ロ 
客室 露天 風呂 の 一 例 添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


東京 駅 発着 
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細 の MRH 


関東 ・ 新 潟 


本 染まる 名 庭園 と ワイ ナリ ー を 訪ね て 


人 気 の 観光 列車 「 ろ くも ん 」 に 乗車 (2 昌和 目 ) 


真田 家 が 六 文 銭 を 旗印 と し て 用 いた こと か ら 
名 付け られ た 、 濃 い 赤 色 が 印象 的 な 観光 列車 
「 ろ くも ん 」。 

車窓 か ら の 景色 と と も に 軽井沢 の 人 気 イ タ 
リア 料理 店 「primo fito」 の 洋食 コー ス 料 理 
を 愉し み ま す 。 


ホー 3 理 の ー ジ ) 


サン ク ゼ ー ル ワイ ナリ ー 
本 店 (2 日 自 ) 


北信 州 の 見 晴らし の 良い 丘 の 上 に ある ワイ 
ナリ ー で 自社 畑 で 育て た ぶどう の ワイ ン の 
テイ ステ ィング や お 買い 物 を お 愉し みく だ さい 。 


= と 


ルグラン 旧 軽 井沢 本 虹 9 


旧 軽 井沢 に 和合 お フラ シカ ル な ホテ ル 。 
信州 食材 を 使用 し た 美食 フレ ンチ と 最上 階 に 
位置 する 露天 風呂 が 人 気 。 


上 林 ホ テル 仙 毒 閣 駒 


県 内 最大 級 ・1 日 の 湧出 量 約 1.036t の 温泉 を 持つ 
和風 旅館 。 

秋色 に 染まる 樹々 に 囲ま れ た 野趣 あふ れる 露天 
風呂 が お すす めで す 。 

地産 地 消 の 懐石 料理 を お 召し 上 が りく だ さい 。 
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ュ イ ヤル ロー ド ・ 
2 が 


に / 


ーー 沢 各 是 4 と 2 


スケ ジュ ー ル 6 は 和 坦 維 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 


は 紅葉 の みどころ 
東京 駅 9:00) 発 一 一 高崎 「 和 食 か ね こ 」 (ご 昼食 ) [椅子 席 ] テー 
〇 徳明 園 ( 北 関東 随 一 と 評 され る 日 本 庭園 の 紅葉 ) = 一 
1 | 軽井沢 泊 (16:30 刀 
及 診 フラ ンス 料理 
し 層 多 
ホテ ル (9:45 頃 ) 一 軽 井沢 駅 (観光 列車 「 る くも ん 」/ 車 内 に て 
洋食 コー ス 料理 ) Hr 長野 駅 王 王 つ サ ンク ゼー ル ワ イ ナリ ー 本 店 
デ (北信 州 の 小高 い 丘 に 広がる ワイ ナリ ー 見 学 ・ お 買い 物 ) 
上 林 温 泉 泊 (16:00 頃 ) 
回 錠 き 天 地産 地 消 の 懐石 料理 
國 怖 了 
ホテ ル (9:15 頃 ) 一 \ 〇 松 雲 山荘 (紅葉 が 彩る 美しい 日 本 庭園 ) 


3 = 二 長 岡 [「Bague] (フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) [ 特 子 席 ] 一 一 長岡 駅 
= デー (上 越 新 幹線 グリ ー ン 車 ) =ー 東 京 駅 (17:00 一 18:30) 着 
朝 居 | 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 


※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

画 宿 泊 :〈1 泊 目 長 野 県 ・ 軽 井沢 〉》 ル グラ ン 旧 軽井沢 (洋室 ・ デ ラッ クス ツイ ング 約 
42 一 46m) 

〈2 泊 目 長 野 県 ・ 員 上 林 ホ テル 仙 毒 閣 ( 和 室 ま た は 和室 (ベッ ド 
付 〉) 


最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 
ご 旅行 代金 お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :2 名 但 コ ー ス 番号 :1GGYRO0-X 
出発 到着 地 | 2 泊 目 部屋 タイ プ 2 名 1 室 1 名 1 室 
無 
_ くま せん の | 380.000 | 440.000n 
東京 駅 発 落 和室 内 湯 温泉 付 390.000 | 450,000 
生 師 天 購 付 ペッ ド 人 430,000 ロ 計 講 

復路 長岡 駅 離 団 10.000 円 引 き 
添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


中 部 | 関東 新潟 


『 2 る 株 よ り 出発 保証 


人 ル 


箱根 美術 館 , 庭 園 (11 月 頃 ) 


デ 


紅葉 (1 月 央 ) 四 計 ー- 強 紀 花壇 料理 (イメ ー ジ ) 


スケ ジュ ー ル  G は 坦 編 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、\ は 紅葉 の みどころ 


罰 ル ルミ エー ル ワ イ ナリ ー 


(2 日 目 ) 東京 駅 (9:00) 発 一 中 約 120 分 = 一 笛 吹 「 フ ルー ツ パ ー ク 富士 屋 
NSP ホテ ル 」 (洋食 の ご 昼食 ) [ 徐 子 席 一 一 仙 城 滝 駅 * ィ (\ 〇 昇 仙 峡 
ンド ショ ン ンコ ンク ー ル で 還 5 
数 々 の 賞 を 受賞 し て いる ワイ ナリ ー を ご 見 学 1 ロ " プ ウ ェ イ 甲州 随 の 美しい 紅葉 ) ャ て パノラマ 台 駅 ャ ン 
いた だ きま す 。 仙 嫌 滝 駅 王 一 甲府 湯村 泊 (16:30 絡 ) 
ぶどう 畑 や 醸造 棟 、 国 登録 有形 文化 財 [ 石 蔵 加 2 五感 で 味わう 常吉 流 会 席 
発酵 槽 ]& 地 下 セ ラー な ど を ご 案内 いた し ます 。 [ 」 賠 図 
91 S * ホテ ル (9:45 頃 ) = 一 つ 〇 ルミ エー ル ワ イ ナリ ー 見 学 (醸造 棟 や 地下 
上 富士 河口 湖 紅 葉 ま つり セラ ー 等 の ご 見 学 と お 買い 物 後 「 ゼ ズル コバ 」 に て フラ ンス 料理 の 
(も み じ 回 廊 ) (2 日 利 ) 2 ご 昼食 符 子 席 ]) ニー\ 〇 富士 河口 湖 紅 葉 ま つり ーー 
紅葉 の 見 頃 例年 ):1 1 月 上 旬 か ら 中 旬 強 苺 泊 (16:30 悦 
湖畔 に 約 60 本 の 巨大 も み じ が 立ち 並ぶ が 「 も み じ 4 き 参 彩り 鮮やか な 懐石 料理 
i き 借 回 廊 」 は 、 約 1.5Kkm に 渡り 続く も み じ 街 道 が 色 囲 局 区 
鮮やか に 色づく と と も に 富士 山 や 河口 湖 を お 
『 者 秋 愉し みい た だ け ます 。 ホテ ル (10.00 叶 一 \ 〇 箱根 美術 館 ( 国 指定 名 騰 紅葉 の 庭園 散策 
本) 良和 59Y 民 産物 の 販売 も 行わ れる 人 気 の 観光 う と 美術 品 鑑賞 ) 一 一 小田 原 [会 席 大 清水 ] (和食 の ご 昼食 ) [ 符 子 誠 
真 提供: まな じ 認 光 折 作柄 2 の AN \ 〇 小田 原 城 一 一 東京 駅 (16:30 財 着 
國 悦 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

画 宿 泊 :〈1 泊 目 プ 山梨 県 ・ 甲 府 湯村 ) 硫 芋 常 磐 ホテ ル ( 和 室 また は 和洋 室 ※ 選 べ 
ませ ん また は 和室 ・ 離 れ 露 天風 呂 付 ) 

〈⑫ 泊 目 神 奈川 県 ・ 強 羅 〉 用 還 還 強 叫 花壇 (和室 ・ 檜 内 風呂 付 ま た は 和室 ・ 展 望 椅 
風呂 付 ) 


将棋 の 竜王 戦 ・ 王 座 戦 も 行わ れる 純 和 風 旅館 。 
3.000 坪 の 日 本 庭園 と 、 そ れ を 望め る 臨 天風 呂 
で 贅 な る ひと 時 を お 過ごし くだ さい 。 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 11 月 12 日 詩 ) 


強羅 花壇 


旧 宮 家 の 庭 園 に 建つ 離れ を 改装 し た お 宿 は 箱根 
の 豊か な 自然 を 凝縮 し た か の よう な 贅沢 な 空間 。 
厳し い 審 査 で 知ら れる 「 ル レ ・ エ ・ シ ャ トー」 会 員 
の 美食 宿 で も あり ます 。 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 人 最少 催行 人 員 :2 名 コー ス 番 号 :1GGYRO0-Y 
出発 ・ 到 着地 | 1 泊 目 部 屋 タイ プ | 2 泊 目 部 屋 タ イブ 2 名 1 室 1 名 1 室 


和 呈 また は | 和束 | 390.000m| 440.000m 


和 宣 和 宣 
(人 れ 革 叶 )| 展 放出 呂 付 | 4 う 0.000 四 500.000 由 
添乗 員 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


東京 駅 発着 
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の 作 昌 「 


秋 の 上 州 2 つ の 紅葉 絶景 を 愉し む 了 IS 
室 俺 寺 の 「 末 も み じ 」 と わた ら せ 決 谷 銭 造 2H 問 隊 


スケ ジュ ー ル は 場 信 %、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、\ は 紅葉 の みどころ 
東京 駅 (9:00) 発 一 高崎 「 和 食 か ね こ ]」 (日 本 料理 の ご 昼食 ) 


椅子 席 | 一 \ 〇 徳明 園 (上 州 随 一 紅葉 が 美しい と いわ れる 庭園 ) 
1 ハ 井 沢 泊 (16:30 頃 ) 
主 フラ ンス 料理 
田 昼 [| 


ホテ ル (8:50 頃 ) 一 大 間々 駅 ササ (\ 〇 わたらせ 渓谷 鐵道 紅葉 
の 渓谷 を 走る プ 約 40 分 ) 神戸 駅 ー「 桐 生 吉野 家 ] (会 席料 理 
フ の ご 昼食 ) | 椅子 席 | 一 \ 〇 宝 徳 寺 ( 美 し い 床 紅葉 で 有名 ) 

ー 東京 駅 (18:30 頃 ) 次 

わた ら せ 渓 谷 鍋 道 (1 1 月 頃 ) 國 層 し 」 


フラ プレ ス また は (株 ) km モビ リティ サー ビ 
、 、 ニン バス ジ エ ク ス ス ま た m モ ビリ ティ ス 
宝 徳 寺本 堂 の 漆黒 の 床 に 映り 込む 美しい エメ ラル ド グ リ ー ン の 渡良 瀬川 と 紅葉 の 渓谷  % わ た ら せ 人 よ 窓 ガラ ス 付 車 両 で の ご 案内 と な り ま す 。 お 席 の 希望 指定 は 


0 AA お 受け で きま せん 。 

泊 AS 

ルグラン 軽井沢 ホテ ル & リ ゾー ト 画 宿 泊 :〈 長 野上 軽井沢 \ ル ブラ ン 軽 井沢 ホテ ル & リ ゾー ト ( 洋 室 ・ ジ ュ ニ アス イー ト 
ノ 約 68m) 


森 の 高台 に 他 み 雄大 な 浅間 山 と 湖 を 望む お ホテ ル 。 
当 ツ アー で は 68m 超 の 広 さ を 誇る 「 ジ ュ ニ アス イー 
ミシュ ラン 一 つ 星 シェ フ に よる フラ ンス 料理 の ディ ナー を お 愉し みく だ さ 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 11 月 15 日 () 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 旬 コ ー ス 番号 :1GGYRO0-Z 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 200.000 由 250,000 由 


添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


「 清 邊 奏楽 (せな c ざ そ ぅ 5 らく) 」 旬 を 知る & 味 わ う 5 FARM to TABLE-- 


修 療 寺 紅葉 狩り と 李 公 の フレ ンチ 2 日 間 


ロイ ヤル ロー ド ・ し 1 


< 間 日 上 は 伊豆 の 紅葉 名 所 「 修 和 寺 で 紅葉 狩り を 愉し み 、 
を 奈川 の 湖畔 の 「 和 の リゾ ー ト 」 で 会 席料 理 を 電 能 。 
2 日 目 は 料理 を 彩る オー ガニ ッ ク 野 菜 の 生 産地 訪問 
の レク チャ ー と 料理 を 味わう 特別 な 体験 を 。 


細 スケ ジュ ー ル お は ハ 坦 纏 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、\ は 紅葉 の みどころ 


東京 駅 (9:30) 発 一 一 三島 「 お 食事 処 松韻 ] (和食 膳 の ご 昼食 ) 
1 〇 修善 寺 自然 公園 も み じ 林 (紅葉 の 中 を 徒歩 で 散策 ) = 一 

吉 奈 温泉 泊 (16:00 頂 
2 き 珍 会 席料 理 L 司 力 


そう ら 


ホテ ル (9:00 頂 ) 一 一 〇 「 清 深 奏 楽 」 三島 の オー ガニ ッ ク 野 菜 生 産 地 


し | 訪問 後 「ABBA RESORTS |ZU- 学 光 」 に て オー ガニ ッ ク 野 菜 と 
前 修 半 き の 紅葉 (イメ ー ジ 有機 茶 を 味わう ティ ー ペ アリ ング 付 フ レン チ の ご 昼食 腔 子 席 
ぎ そう らく 東京 駅 (18:30 頃 ) 誠 國 悦 
剛 ^BBA RESORTS IZU- 党 漁 荘 院 青学 奏楽 oB 昭 ) 利用 バス 会 社 ) (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 
旬 を 知る & 味 わ う 地元 野菜 を 学び 味わう オリ ジ ナ ル 料 理 教室 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


個性 あふ れる 野菜 を 育て る 「 フ ー ド カル チャ ー・ ル ネ サ ンス 」 の 鈴木 達也 氏 に よる 野菜 の レフ 軒 宿 泊 :〈 条 岡 県 : 吉 奈 温泉 ) 東 付 や Resort&Spa-IZu( 和 室 〈 ベ バッド 付 〉》 ま た は 和洋 室 ) 
チャ ー と フレ ンチ レス トラ ン 「 や ま も も 」 に て シェ フ 山 本 普 平 氏 の 料理 を 目 で 愉し み 、 味 わ う 


買 重 な 体験 で す 。 最大 10 名 | /1 名 参加 可能 | / 流 乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 1 1 月 27 日 (日 ) 


ご 旅行 代金 おぉ 1 人 様 あたり )  @ 最 少 催 行人 員 :2 名 @ コ ー ス 番号 :1GGYRO1.0 
出発 * 到 着地 部 屋 タイ プ 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発 半 和室 (バッ ド 付 )・ 半 寺 天 周 人 210,.000 円 | 260.000 由 

西館 和洋 室 * 半 路 天 風呂 付 | 220.000 円 | 280.000 円 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 2 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


東 府 や Resort&Spa-Izu 


吉 奈 川 の ほとり に 広がる [ 和 リ ゾー ト ] 。 
温泉 半 忠 天 風呂 付 客室 を ご 用 意 。 
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中 部 


夢 の 人 上 


南 房 総 の 小さ PP 風 の 抄 」 に 宿泊 


記 ロイ ヤル ロー ド ・ 


スケ ジュ ー ル は ハ 場 纏 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鶴 光 、\ は 紅葉 の みどころ 


東京 駅 9⑨30) 発 (東京 湾 ア フク アライン) デー ビ 〇 講 誠 寺 ( 旬 唯 子 の 
舞台 と し て 有名 ) 〇 中 の 島 大 橋 王 一 木更津 「 鮨 一 海 ] (江戸 前 
1 司 の ご 昼食 ) [椅子 席 も み じ ロ ー ド ) ーー\ 〇 小松 寺 (紅葉 
の 美しい 千倉 の 名 和 剥 ) 一 館山 泊 (16:30 頃 ) 
ee 診 新鮮 な 海 の 幸 を 使っ た 会 席料 理 
し 層 多 
ホテ ル (9:00 頃 ) = 王 \ 〇 亀山 湖 一 一 \ 〇 養老 渓谷 一 
大 多喜 「 蔵 精 」 (和食 の ご 昼食 ) | 椅子 席 〇 房総 の 小江 戸 ・ 大 多喜 
2| の 散策 一 (東京 湾 ア クア ライ ン ) 一 つう みほ た る 
美 宅 肖 人 6 日 目 ) 生葉 南部 に 流れ る 養老 川 に よっ て 長い 年 月 を か け て 形作ら れ 、 日 本 一 遅く 東京 駅 (18:00 頃 ) 間 
まで 紅葉 が 見 られ る 場所 と も いわ れる 養老 渓谷 。100 メ ー ト ル に わた っ て ゆる や か な 岩肌 を 流れ 國 悦 


落ち る 粟 又 の 滝 周辺 も 赤く 色付き ます 。 例 年 1 1 月 下旬 か ら 12 月 上 旬 が 見 頃 と な り ます 。 


較 電 山 湖 の 紅葉 (2 日 目 ) 


1980 年 に 完成 し た 電 山 ダム に より で きた 人 人 造 湖 、 
晶 山 湖 。 養 老 渓谷 と 並び 、 千 葉 県 を 代表 する 紅葉 の 
名 所 と し て 知ら れ て いま す 。 整 備 され た 遊歩 道 を 散策 
し な が ら 、 の ん びり と 紅葉 を お 愉し みく だ さい 。 


(利用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

画 宿 泊 :〈 千 葉 県 ・ 館 山 〉 ホテ ル 洲 の 崎 風 の 抄 ( 和 洋室 ) ※ 眺 望 の 指定 は で き 
ませ ん 。 


復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 11 月 29 日 Q) 


ホテ ル 洲 の 崎 出 の 抄 


海風 と 向き 合い 、 風 が 揺らす 光景 と 磯 の 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO1-1 


香 に 触れ て 、 な ご み の と き を 過ごす 海辺 の - コ 中 発 到着 地 っ 名 1 室 
小さ な 宿 。 房 総 の 新鮮 な 旬 の 魚 内 を 中 必 ほ NN 東京 駅 発着 210.000 
と し た 会 席料 理 を お 召し 上 が りく だ さい 。 隊 ん malS 結 の)842 朗 当 BR2IRPSEIE Il 添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


細 の 人 


ロ 


1Y2 ル ロー ド : = 


スケ ジュ ー ル は 入場 紋 %、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観 、 
東京 駅 930) 発 一 一 咽 約 120 分 一 甲府 「 レ スト ラン ・ イ チ 」 (フラ ンス 


は 紅葉 の みどころ 


料理 の ご 昼食 ) | 糖 子 席 〇 身延 山 久遠 寺 ( も み じ が 彩る 日 蓮 宗 
] | 総本山 ) = 本 平 泊 (16:30 頃 ) 
回 7 ホテ ル 内 レス トラ ン 「[ 結 久 ] に て 鉄板 焼 
| 届 多 
ホテ ル (9:30 頃 ) 一 日 本 平 駅 ア ィ (日 本 平 ロー プ ウ ェ イ ) ? ィ 
〇 久能 山東 照 宮 ィ ? 々 ィ 全 〇 日 本 平 夢 テラ ス 
ノ | 静岡 「 浮 月 楼 ] (懐石 料理 の ご 昼食 ) [ 短 子 席 ] 一 一 \ 〇 城北 公園 
ーー 忠 約 150 分 王 一 東京 駅 (18:00 頃 ) 着 
國 悦 


身延 山 久遠 寺 ( 作 ーー ジ ・1 1 月 頃 ) 


身延 山 久 遠 寺 (1 日 目 ) 鎌倉 時 代 に 日 蓮 聖人 が 身延 山 へ 入り 「 法 華 経 」 の 読 詩 と 門弟 た ち へ 
の 教導 に 終始 し て いた 、 日 蓮 宗 の 総本山 。 秋 に は 身延 山 周 辺 の も み じ が 美しく 寺 を 彩り ます 。 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


還 宿 泊 :〈 静 岡 県 ・ 日 本 平 〉 ]| 


日 本 平 ホ テル また は コー ナー スイ ー ト ン 約 87m 


標高 307m の 丘陵 地 に 位置 し "風景 美 術 館 "と も 称 さ れる ホテ ル 。 
ご 夕食 は 22 年 4 月 オー プン の 鉄板 焼 レ スト ラン 「 結 久 ] で ご 用 意 。 日 本 平 の 絶景 を 望む 16 席 
限定 の カウ ンタ ー 席 で 厳選 され た 至高 の 食材 の 鉄板 焼 を お 召し 上 が りく だ さい 


・ ス ー ペ リア ツイ ング 約 66m 


平 ホ テル ( 洋 


最大 10 名 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 11 月 20 日 (日 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 人 


ー ス 番号 :1GGYRO1-2 


出発 * 到 着地 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
0 の 12 250.000 貴 | 280.000 幅 
コー ナー スイ ー ト 260.000 円 | 300,000 由 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


夢 の 人 
「 ミ クニ ナゴヤ 」 で 本 格 フ レン チ を 愉し む 


秋 の お 伊 圭 ま いり と 香 履 渓 の 紅葉 を 愛でる 3 日 間 


236MUzli) 


山 全 体 が 秋色 に 染まる 「 香 嵐 渓 ] の 紅葉 (1 日 目 ) 
四季 折々 の 彩り を 見 せ て くれ る 渓谷 「 香 嵐 渓 ] 。 彩 り 鮮やか な 山々 が 、 巴 川 の 水面 に 美しく 映り 込む 景色 も お 愉し みく だ さい 


甘 和 和田 金 (3 日 目 太 人 


治 初期 創業 の 松阪 邊 料理 の 老舗 。 広 大 な 
本 拓 5 丹念 に 育て た 極上 の 松阪 牛 
が 味わえ ます 。 な か で も 和田 金 の 看板 料理 と 
いえ ば 「 寿 き 焼 」。 美 し い サ シ の 入っ た 徐 降 り 上 


スケ ジュ ー ル は 場 庫 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 欠 光 、 は 紅葉 の みどころ 
東京 駅 (9:00 一 11:00) 発 ーー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 )=ー 名 古 
屋 駅 一 一 導 〇 香 嵐 渓 ( イ ロ ハ カ エ デ や ヤマ モミ ジ な ど 1 1 種類 の 
1 カエ デ が 約 4000 本 ある と いわ れ て お り 、 山 全体 が 一 斉 に 色づく 


サッ ! 姿 は まさ に 圧巻 で す 。) 一 一 名 古屋 市 内 (16:30 頃 ) 
Pa の 上 で と 2 ける よう な は わい で す 。 生生 較 沈 ホテ ル 内 に て 「 ミ クニ ナ ゴヤ 」 で フラ ンス 料理 
ジニ 
ホテ ル (9:30 頃 ) 一 伊勢 「 割 烹 大 喜 」 (和食 の ご 昼 人 ) 昌子 上 
回 、 〇 伊勢 神宮 ・ 内 宮 ( お 伊勢 さん 観光 案内 人 付 / 約 90 分 )…… 
名 古屋 マリ オッ ト ア ソ シ ア ホ テル 陸 記 2| お か げ 村 本. お は らい (人 由 艇 第 ) 羽 泊 (17:15 頂 
名 古屋 駅 真 上 、 地 上 200m 超 の ロケ ーション を 誇る 超 高層 シテ ィ ホ テル 。 当 ツア ー で は ワ 回 腕 き 符 ホテ ル 内 に て 伊勢 志摩 の 魚 貝類 を ふん だ ん に 使用 し た 和 
ン ラ ンク 上 の ホテ ルス テイ を お 過ごし いた だ ける よう 、 ラ ウン ジ サ ービス な ど が 付い た コン 食 会 席 國 層 耳 
シェ ル ジ ュ フロ ア の お 部 屋 を ご 用 意 。 夜 は 、 フ ラン ス 料 理 の 巨匠 ・ 三 國 氏 が プロ デュ ー ス し た ー DO 
「 ミ クニ ナゴヤ 」 で 、 ツレ お 洒 沙 を し て 本 格 フ レン チ を お 愉し みく だ さい 。 ホテ ル (8:50 頃 ) 一 一 〇 伊勢 神宮 外宮 (ガイ ド が ご 案内 ) 一 一 松阪 
う 3| [和田 金 」 (松阪 邊 寿 き 焼 の ご 昼食 ) | 和子 席 | 一 一 名 古屋 駅 テー( 東 


海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) エ = 東京 駅 (19:30 一 20:30) 着 國 賠 し 


(利用 バス 会 社 ) 名 鉄 観光 バス 

※ 伊 勢 神宮 の 祭典 な ど に か か る 場合 、 一 部 参道 規制 や 行程 変更 と な る 場合 が あ 
り ま す 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

田 宿 泊 :〈1 泊 目 愛 知 県 ・ 名 古屋 市 内 〉 名 古屋 マリ オッ ト ア ソ シ ア ホ テル (洋室 ・ コ 
公 パ ン シ ェ ル ジ ュ フロ ア デラ ックス ツイ ング 38mi) 

朋 レ スト ド ラン [ミク ニナ ゴヤ ] お 部 屋 の 一 例 〈2 泊 目 三 重 県 ・ 鳥 羽 〉 鳥羽 国際 ホテ ル (洋室 ・ ツ イン オー シャ ン ビ ュー・ ス イー ト 


さ 


56mi) 
鳥羽 国際 ホテ ル 際 
鳥羽 湾 を 見 渡す オー シャ ン ビ ュー が 魅力 の ホテ ル 。 ご 夕食 は 食材 の 宝庫 と 呼ば れる 御 食 国 な 最大 15 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 
出発 日 2022 年 1 1 月 23 日 ( 水 ・ 祝 ) 


ら で は の 、 豊 富 な 山海 の 幸 を 活か し た 和食 を お 召し 上 が りく だ さい 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あたり ) @ 最 少 催 行人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY000-R 


出発 ・ 到 着 地 2 名 1 室 名 1 室 
東京 駅 発着 290,000 円 350,000 円 
往路 名 古屋 駅 合流 10.000 円 引き 
復路 名 古屋 駅 離 団 10.000 円 引き 


料理 (イメ ー ジ ) 添乗 員 は 1 の 東京 駅 か ら 3 の 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


伊勢 志摩 中 部 


し 2 


連 泊 で 愉し な 美食 宿 | 志麻 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト 」 20mruiggm 


東海 道 の 紅 葉 絶 景 5 日 間 


(月 


1 


香 嵐 渓 ・ 犬 山 寂 光 院 ・ 

宮 妻 峡 水沢 も み じ 谷 ・ 
伊勢 神宮 内 宮 神 苑 … 
東海 道 随 一 の 紅葉 名 所 


スケ ジュ ー ル は 和 坦 級 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 観 光 、\ は 紅葉 の みどころ 
東京 駅 (8:30) 発 静岡 「 苔 子 の 花 無 庵 ]( 和 食膳 の ご 昼食 ) 
] | | 短 子 席 |= 一 \ 〇 駿府 城 公園 ・ 穫 葉山 庭園 一 一 浜松 泊 (16:00 孔 ) 

還 多 4 きま 参 桃花 林 ]| に て 中 国 料 理 口 層 図 


を ラグ ジュ アリ ー バ ス で ホテ ル (9:00 頃 ) 王 一 \ 〇 香 嵐 渓 ( 東 ※ 随 と され る 紅葉 名 所 ) 

生生 P 田 (ご 昼食 ) 一 \ 〇 犬山 寂光 院 (「 尾 張 の も み じ 寺 ] と いわ れる 
巡り ます 。 - 全 宮 表 峡 水 沢 あ が * 全 (11 月頃) (hear 
和装 和 。 ノ ぞ そ 利 ) 一 犬山 泊 630 還 

と | ご 食 / [Indigo Home Kitchen Yamateras] に て 北欧 風 創作 

理 國 居 図 


ホテ ル (8:30 頃 ) デー\ 〇 宮 妻 峡 水沢 も み じ 谷 (百人 に も 
詠 ま れ た 三重 随 の 紅葉 名 所 ) 湯の山 泥 泉 「 サ ビア ン キ 
アル ケッ チア ー ノ |] に て ご 昼食 [椅子 席 賢島 泊 (16:30 妃 ) 

訪 符 ホテ ル 内 [ 浜 木綿 ] に て 会 席料 理 (17:30 よ り ) 國 屋 図 


ホテ ル (10:00 頃 ) 一 \ 〇 伊勢 神宮 内 宮 神 苑 ( 五 十 鈴川 の 水 相 
に 映る 秋色 の 樹々 ) 案 内 ガイ ド と ご 参拝 …… 〇 お か げ 横 丁 散策 
(自由 昼食 ) 一 賢島 泊 (15:30 局 ) 


ホテ ルイ ン デ ィ ゴ 犬山 有楽 2 記 ) 


天然 温泉 を 有 し 、 地 元 職 人 の 手 に よる 工芸 品 
や 家具 も 取り 入れ た モダ ン な 色調 の ホテ ル 。 
日 本 庭園 有楽 苑 に ある 国宝 茶室 「 如 庵 ] に 
隣接 し 、 国 宝 犬 山城 へ も 徒歩 園内 で す 。 


「 回 2 府 ホテ ル - メ イン ダイ ニン グ 「 ラ メー ル ] に て 樋口 宏 
才 し 是 い 総 料理 長 が 贈る “ 海 の 幸 フラ ンス 料理 " 國 図 
有楽 苑 ス イ 三 ホテ ル (9:30 頃 ) 一 一 鳥羽 港 ペ ベン (伊勢 洲 フ ェ リ ー) ツン 伊良湖 洪 
5 ご 昼 信 橋 駅 =( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 
東京 駅 (17:30-19:O0) 着 國 層 し 」 
3 レ 4 K い ーーー トニ ニー ニー ニー ドー ニー 
志摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト 誠 計 ) (利用 バス 会 社 ) (株 ) フジ エク スプ レス また は (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※ 宮 妻 峡 で は 近く で タク シー また は ジャ ン ボ タク シー に 乗り 換え て いた だ く 場 合 が 
Ps トル ー ム 。 英 膚 湾 に 面 し た 美食 ホテ ル 。 ぁ り ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
に 連 泊 。 ゆっ くり と 上 質 な 時 を お 愉し みく だ さい 画 泊 :〈1 泊 目 ノ 静岡 県 - 浜 松 ) オ ー フ ラ ア クト シテ ィ 浜 松 (プレ ミア コン フォ ー ト 
ンプ イー ング [ ラ NN 5 ア ・ デ ラッ クス ツイ ング 約 50m) 
2 の ジラ ジリ UI つげ 誕生 の 夫 の 向 時 寺 才 
メイ ンダ イニ ング で 味わう “ 海 の 幸 フ ラン ス 料 理 " ※ シ ャ ワー ブー ス の み の お 部 屋 と な り ます 。 大 浴場 を ご 利用 くだ さい 。 
伊勢 志摩 の 代表 食材 伊勢 エビ や 飽 を 、 志 摩 観光 ホテ ル の 代名詞 樋口 宏 江 総 料 理 長 ] が 、 女 性 3・4 泊 目 三 重 県 "賢島 ) 太 還 還 志 摩 観光 ホテ ル ザ ベイ スイ ー ト (洋室 ・ ツ インノ 


な ら で は の 繊細 な 感性 で 創り あげ る 「 海 の 幸 フ ラン ス 料 理 」 を お 愉し みく だ さい 。 (4 日 目 夕食 ) 約 100m) 


最大 10 名 | /1 名 参加 可能 | / 水中 同行 | / 往復 配付 
出発 日 2022 年 11 月 22 日 () 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO1-3 
出発 ・ 到 着地 2 泊 目 部 屋 タイ プ 2 名 1 室 名 1 室 

城 ビュ ー プ レミ ァ ム ツイ ン ( 約 35m) | 860.000 円 | 970,.000 円 
東京 駅 発着 | 有楽 苑 ス イー トッ イン 的 51m) |880.000 円 | 990.000 幅 
イン ディ ゴス イー ト (キン グ ベ ッ ド ) 約 70m) | 900.000 円 
復路 豊橋 駅 離 団 10.000 円 引き 

添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 5 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


T 
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中 国 : 四 国 近 吉 


細 の MRH 


* バ 
A 


た 
に 


本 デ の 


寒 霞 渓 の 紅葉 (3 昌利 ) 

瀬戸 内 海 国立 公園 に ある 景勝 地 「 寒 霞 渓 」。 
垂直 に そそ り 立 つ 巨 岩 の 中 を 行く ロープ ウ ェ 
イ は 、200 万 年 の 歳 月 が 刻ん だ 渓谷 美 と 、 紅 
葉 を 眼下 に 見 下ろ す 快 適 な 空中 散歩 が 愉し 
め 、「 四 国 八 十 八 景 」、「 日 本 遺産 ] に 認定 され 
て いま す 。 


紅葉 (11 月 頃 ) 
豆 島 観光 協会 


小豆 島 を 巡る 島 時 間 (2-3 日 引 ) 


1 年 を 通し て 温暖 な 気候 に 恵まれ た 小豆 島 。 エ ンジ ェ ル ロー ド や 二 十 四 の 瞳 映 画 村 な ど 、 


島内 の 名 所 へ ご 案内 し ます 。 


。 愛 十 四 の 瞳 映 画 村 
則 写 真 提供 :( 公 社 ) 香川 県 観光 協会 


演 路 島 3 年 と ら ふ ぐ と 小豆 島 オ リー ブ 会 席 を 味わう 
2 つの 美食 の 島 と 寒 霞 渓 の 紅 
ま すす 


日 常 を 忘れ させ る 洗練 され た 心地 良さ と 、 地 場 の 
魚介 類 や 島野 菜 を 使っ た 季節 の お 料理 が 魅力 の 
南仏 風 の オ ー ベ ル ジ ュ 。 当 ツア ー で は 78m 超 の 
ゆとり の 広 さと 眺望 が 魅力 の スイ ー ト ルー ム を 
ご 用 意 い た し ます 。 


oe 


瀬戸 内 の 美しい 海 を 望む 全 室 オー シャ ン ビ ュー 
の 宿 。 波 の 音 に 包ま れる 非 日 常 と 島 の 旬 の 食材 
を 使用 し た 「 オ リー ブ 会 席 」 に 身 も 心 も ゆ るり と 
ほど け ま す 。 


お 部 屋 の 一 例 
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| ロイ ヤル ロー ド ・ 


ラル ンジ S あ る 


悦 
9』/ 


11 月 頃 か ら 旬 を 迎え る 、 淡 路 島 の 冬 の 味覚 「 淡 路 島 3 年 
と ら ふ ぐ 」 を 使っ た お 食事 。 (1 日 目 夕食 ) 


。! 生 


海 音 真里 料理 (イメ ニ ジ ) 


時 季 の 素材 と 鮮度 を 活か し た 調理 法 、 そ の 味わい が より 
引き 立つ 小豆 島 産 オ リー ブ オ イル を 使っ た オリ ー ブ 会 席 。 
(2 日 目 夕食 ) 


スケ ジュ ー ル 上 ETD 
東京 駅 (7:30-8:00) 発 ーー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 
新 大 阪 駅 一 (信明 石 海峡 大 橋 〉 一 グラ ンド ニッ コー 淡路 「 コ ッ コ 
1 レ ] (洋食 の ご 昼食 ) [椅子 席 〇 あわ じ 花 さじ き = デ ーー 

困 那 賀 泊 (16:00 引 ) 
7 淡路 島 3 年 と ら ふ ぐ を 含む 会 席料 理 


ュ ン 


に = 王 


圏 昼 | 
ホテ ル 9:45 頃 ) 一 一 ( 念 大 只 て 門 橋 〉 一 一 高松 港 ン (小豆 島 フェ リー) 
マン 土 庄 港 一 一 「 レ スト ラン 中 左衛門] (オリ ー ブ 料 理 の ご 昼食 ) 
ノ | | 短 子 席 | 一 一 〇 二 十 四 の 瞳 映 画 村 一 一 小豆 島 泊 (16:30 思 
計時 符 オリ ー ブ 会 席 


國 怖 多 
ホテ ル (9:00 頃 ) 一 \ 〇 寒 霞 渓 ( ロ ー プ ウェ イ で 山頂 へ 。 日 本 三 大 
渓谷 の 紅葉 を お 愉し みく だ さい 。) 「 小 豆 島国 際 ホ テル 」 (和信 


1 の ご 昼食 ) [椅子 席 |…… 〇 エン ジェ ル ロ ー ド ーー 土庄 港 
ュー ン ( 小 豆 島 フェ リー) - ン 新 岡 山 港 一 一 岡山 駅 ーー( 東 海道 山陽 
新幹線 グリ ー ン 車 ) = 東京 駅 (19:45 一 20:30) 着 


國 居 」 


(利用 バス 会 社 (株 ) km モビ リティ サー ビス 
※ 食 材 ・ メ ニュ ー は 仕 入 状況 に より 変更 に な る 場合 が あり ます 。 

※3 日 目 、 エ ンジ ェ ル ロー ド は 潮 の 満ち 引き に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
画 宿 泊 :〈1 泊 目 兵 庫 県 * 阿 那賀 ) ホ テル アナ ガ ( 洋 室 ・ ツ イン ・ ス イー トノ 約 78 一 88m) 
⑫ 泊 目 香 川 県 ・ 小 豆 島 〉 海 音 真里 (和室 : 和 ベッ ド 付 展望 風呂 付 一 般 客 室 /54 一 
64m' ま た は 展望 風呂 付 離 れ プ 73…75m) ※ 館 内 に エレ ベー ター は あり ませ ん 。 


最大 10 名 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 11 月 6 日 (日 


ー い 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO1-4 


出発 ・ 到 着地 | 2 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 発着 | 左 購 上 付 一 有 客室 450,000 円 | 510,000 由 
4 展望 風呂 付 離 れ | 460.000 貴 証 計 
往路 新 大 阪 駅 合流 15,.000 円 引き 
復路 岡山 駅 離 団 20.000 円 き 
添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


近 談 


L 往 山 ・ 高野 山 ・ 吾野 山 控 抱 4 日 間 


秋 の 上 


金 則 峰 寺 (2 日 目 ) 高野 山 真言 宗 の 総本山 で ある 金 則 
峰寺 。 風 格 あ る その 建物 か ら 葉 、 脈 々 と 受け 継が れ て い 
る 深い 信仰 が 感じ られ ます 。 


l 抽 延 王 き 』 お 中 堂 (2 宮 ジン 


吉野 山 ( 秋 頃 イ メー ジ ) 較 
吉野 山 (4 日 目 ) 桜の 名 所 と し て 名 高い 吉野 山 。 比 吉山 延暦寺 (1 日 目 ) 比 吉山 延暦寺 の 総 本 堂 に 位置 
紅葉 の シー ズン に は 春の 桜色 と は 対照 的 に 、 赤 や 黄 、 椅 色 に 山 全 体 が 覆 わ れ 、 見 事 な 光 景 が 楽し め ま す 。 する の が 根本 中 堂 で す 。※ 現 在 は 大 改修 工事 の 為 、 写 真 


の よう な 姿 で は ご 覧 いた だ け ま せん 。 


国 但 人 で 訪れ に ぐい 三 つ の 世界 遺産 スケ ジュ ー ル は 入場 紋 %、O は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 は 紅葉 の みどころ 
ー 比 吉山 ・ 高 野山 ・ に dk 京都 駅 (12:15) 発 一 ( 比 吉 山 ド ライ ブウ ェ イ ) 一 一 \ 〇 加計 還 選 


1 比 避 山 延暦寺 (大 書院 の 特別 拝観 ・ 根本 中 堂 ) 一 京都 市 内 泊 
(16:45 頃 ) 


比 吉山 延暦寺 で は 通常 非 公 開 の 大 
書院 の 特別 拝観 や 国宝 「 根 本 中 堂 ] の 


大 改修 の 様子 を 間近 で ご 覧 いた だ け 回 人 ホテ ル 内 レス トラ ン で 洋 信 ス | 
る 「 修 学 ス テー ジ 」 に ご 案内 。 高 野山 
で は 専門 ガイ ド が 神仏 習合 の 文化 な ホテ ル (9:30 頃 ) 王 一 高野 山 「 花 鞭 」 ( 花 御堂 弁当 の ご 昼食 ) | 椅子 席 
どの ご 案内 を し な が ら 散 策 。 宿 坊 に 宿 ー- \ 〇 時 叶 高野 山 ( 金 則 峰 寺 ・ 奥 之 院 を 専門 ガイ ド と 散策 / 
泊 す る こと で より 深く 高野 山 を 知る こ ノブ | 暫 180 人 9 一 高 加 山 泊 (16:30 還 
と が で きま す 。 坂 道 が 多い 吉野 山 で は 症 ー 時 ー 2 

四季 折々 の 新鮮 な 旬 の 素材 を 生か し た 精進 料理 國 司 図 


ジャ ン ボ タク シー 利用 で 山内 を 移動 。 


紅葉 スポ ッ ト の 散策 が 楽に お 楽し みい "w さ ンー 本 ーー ーーー ーー 
6 高 10:00 頂 真田 ミ ァ ム ーー 九 ば 処 幸 本 
た だ け ま す 。 | CDPNNIDN 人 の 4 IS Se 
ロ に く ゴロ 


う 庵 ] (蕎麦 と 奈良 名 物 ・ 柿 の 葉 き 司 の ご 昼食 ) | 椅子 』 


2 大和 野 衣 な ど 地元 の 食材 を 活か し た フラ ンス 料理 還 了 
泊 | 総 持 院 菩 7 ホテ ル (9300 一 ーー 〇 回 情 吉 野山 散策 ・O 人 導 山 一 [ 衝 
金剛 寺 、 壇 上 人 に 隣接 し 、 靖 静 で 格式 ある 宿坊 で す 。 4 | 林 院 群 芳 園 ] (和食 の ご 昼食 ) | 答 子 席 ] 一 一 柱 原 神宮 前 駅 HH+ (近鉄 


四半 0CCNENSOMOP が 特急 ) rr 京都 駅 (15:50-1Z:00) 着 國 賠 


(利用 バス 会 社 〉 奈良 交通 (1 一 3 日 目 ) 
※ 延 暦 寺 根本 中 堂 は 改修 中 で す が 、 本 堂 の 屋根 、 回 廊 屋根 の 暮 き 替 え 工事 な 
どの ご 学 が で きる ステ ー ジ 還 E が っ iQ の いた だ だ くき と が 出来 ま 9e 

※4 は 小 名 リ り の きく ジャ ン ボ タク シー を 利用 し ます 。 ご 参加 人 数 に 応じ て 分 乗 

と な る か 中 型 タ クシ ー の 利用 と な る 場合 が あり ます 。 

※ 金 峯山 寺 は 拝観 いた だ け ま す が 、 仁 王 門 は 現在 保存 修理 工事 中 の た め 足 場 が 
組ま れ て くい ます 。 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈1 泊 目 京 都 府 京 都市 内 ) 京 都 東 女 ホ テル (洋室 ・ プ レミ アム フロ アツ イン ) 


テー 


7 ーーーーーーー (2 泊 目 和歌 山県 高野 山 ) 総 持 院 (本 館 和室 10 由 (風呂 無し ) ま た は 新館 和室) 
泊 オー ベル ジ ・ ド ・ ぷ ぶれ ざん す 桜 井 医 詞 E) (3 泊 目 奈良 県 ・ 桜 井 市 内 〉 メ オー ベル ジュ ド ・ ぷ れ ざ ん す 桜 井 (洋室 ・ ス タン ダー ド 
ツイ ン ノ 30m ま た は エグ ゼクティ ブス イー トン /90mi) 
回 濃く 残さ れ た 桜井 の 地 に 建つ 全 9 室 の オー ベル ジュ 。 
テラ ス 付 の 客室 か ら 豊 か な 自然 風景 を 眺め る ゆっ た り と し た 時 間 を どう ぞ 。 最大 12 名 1 名 参加 可能 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 10 月 25 日 ( 火 ) 、11 月 7 日 (月 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GG6103-5 

出発 到着 地 | 2 泊 目 部 屋 タ イプ | 3 泊 目 部 屋 タ イプ | 2 名 1 室 1 名 1 室 
) 本 0 人 g り スッ ンダ ー ド ッ イン 260.000 ロ | 290.000 
新館 和室 (風呂 有 ) | エグ ゼクティ ブス イー ト | 310.000 ロ 380.000 
員 回 (=) 添乗 員 は 1 日 目 京都 駅 か ら 4 日 目 京都 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


京都 駅 発着 


81 


夢 の 人 
日 本 が も っ と も 美しく 華やか に 彩 ら れる 季節 


紅葉 が * 秒 る 日 本 大 周作 放 


金 鱗 湖 1 月 頃 ) 
日 本 が も っ と も 美しく 華やか に 彩 ら れる 季節 に 西日本 の 紅葉 の 名 所 を 大 周遊 する 8 日 間 と 
秋色 に 染まる 城崎 か ら 、 荒 波 寄せ る 日 本 海 側 を 通り 九州 まで 。 紅 葉 の 名 所 を X 巡 りな が ら 西 日 本 を 大 周遊 する 旅 が 始ま り ます 。 9 
ゆっ た り し た 座席 と ワイ ド に 仕切 られ た 車窓 か ら の ダイ ナミ ッ ク な 景観 。 ラ グ ジ ュ アリ ー バ ス な ら で は の " 陸 の クル ー ズ "ツア ー を お 愉し みく だ さい 


西日本 ・ 九 州 各地 の 美食 の 数 々 住 区 皆 美 ( 泊 ) 。 家 
山陰 の 「 松 葉 ガニ 」 や 下関 の [ふぐ 」 、 九 州 の 絶品 フレ ンチ や 名 地 の 卿 土 料理 な どこ の 
時 期 な ら で は の 味 巡 り を 愉し み ま す 。 


お 身体 に 優し い ベ ッ ド 付 客室 を ご 用 意 


1 泊 目 を 除き 全て の お 宿 で お 身体 に 負担 の 少な い ベ ッ ド 付 客室 を ご 用 意 し まし た 。 


大 山 ( 秋 ) 松 集 か に (イメ ー ジ ) で 記 取 県 シェ ラ ト ン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾー ト 請 


高 さ 154m の 高層 リゾ ー ト ホテ ル 。 
プレ ミア ムカ テ ゴ リ ー36 階 以上 の 客室 
を ご 用 意 し ます 。 

「ARCO」 に て 落合 務 シ ェ フ 監修 の イタ | 」 
リア 料理 を お 召し 上 が りく だ さい 。 ー ド とこ 天 デ "・ 


由 
写真 提供 :( 一 社 ) 中津 耶馬 


お 部 屋 の 主 例 


九 州 | 中 国 ' 四 国 | 近 識 


ズ 


西日本 の 紅葉 の 名 所 を 大 周遊 する " 陸 の クル ー ESPNEYE 


く 丁 日 本 編 〉 8 日 間 関 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、\ は 紅葉 の みどころ 


東京 駅 (8:30-10:00) 発 テー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) =ー 
] | 新 大 阪 駅 ニー\ 〇 玄武 洞 公園 (美しい 石柱 と 紅葉 の コン トラ スト ) 
1120| = 一 城崎 温泉 泊 (16:30 絡 ) 
人 但馬 牛 を 含む 懐石 料理 I 


ホテ ル (9:00 頃 ) デー 〇 鳥取 砂丘 …… O 砂 の 美術 館 ご 昼食 


ノ | 短 子 席 | 一 〇 白兎 神社 (因幡 の 白 う さ ぎ 神話 の 舞台 ) 一 \ 食 大 山 
' 人 皆生 温泉 泊 (16:30 引 ) 

| 人 秋冬 な ら で は の 美食 材 「 松 葉 が に コー ス 」 朝 | 昼 | タ 
1 ホテ ル (9:30 頃 ) 一 \ 〇 足立 美術 館 ( 日 本 の 美 を 集め た 美術 館 。 
(W) | 〇 出雲 大 社 王 玉造 温泉 泊 (17:30 過 ) 朝 | 昼 | 


4 ホテ ル (9:00 頃 ) 〇 石見 銀山 大 森 の 旧い 町 並 散 策 一 一 
11723 郷土 料理 うず め 飯 の ご 昼 良 | 椅子 席 ーーO 計 庄 衣 松下 村塾 ーー 
(6) | 萩 泊 (16:30 頃 ) 國 司 狗 


ホテ ル (9:30 頃 ) = 王 〇 元 乃 隅 神 社 (CNN" 日 本 の 最も 美しい 場所 31 
5 選 " に 選ば れ た 景観 美 ) 念 角 島 大 橋 ( コ バル トブ ルー の 海 に 伸び る 
1i| 一 直線 の 橋 ) 一 一 名 物 角 島 カ レー の ご 昼食 椅子 席 
( ポ ) | 下関 泊 (16:30 刀 
多き 参 下関 の 冬 の 味覚 [天然 ふぐ の フル コー ス 」 國 層 較 


ホテ ル (9:00 頃 ) 一 〇 青 の 洞門 一 王 \ 〇 一 目 八景 (耶馬 湊 ) 

6 森 の 中 の オー ベル ジュ で ご 昼食 | 椅子 庫 〇 紅葉 彩る 金 鱗 湖 を 

1725 人 力 車 で や っ た り 巡 り ま す 由布 院 温泉 泊 (16:00 引 ) 

穫 葉 の 組 島 神宮 ( 和 頃 ) 写 真 提供 : 組 島 神宮 ( 全 ) 即 診 大 分 県 産 人 材 を ふん だ ん に 利用 し た 和 X 洋 の 創作 料理 
國 居 狗 

テル (9:00 頃 ) 一 \ 〇 高千穂 峡 (紅葉 と 切り 立つ 峡谷 の 幽玄 な 

閉 気 を お 愉し みく だ さい ) ※ 通 常 階段 や 坂道 を 約 30 分 歩く と ころ を 

クシ ー ま た は ジャ ン ボ タク シー で ご 案内 。 下車 後 徒歩 約 3 分 で 景勝 


1 
ン 「 


較 | 泊 や ゃ ど 紫 苑 享 


皆生 温泉 に 誕生 し た 1 日 10 組 限定 の ラグ 


識 


nA 
QA 


ジュ アリ ー ホ テル 。 100m の 広々 と し た 客室 116| 地 真 名 井 ご 覧 い ま 戸 

で ゆっ た りお 寛 ざい た だ きま す 。 Mi PA NN IE 記 

秋 ・ 冬 の 山陰 の 美食 材 「 松 葉 が に 」 を お 愉し み 還 衝 5 

くだ さい 芋 腔 人 符 ホテ ル 42 階 [ARCO」 に て イタ リア 料理 國 司 釣 


導 。 | ホテ ル (⑨:00 頃 ) 一 \ 〇 緒 人 神宮 (天久 降 旧 神話 が 伝わる 社 。 参 道 か 


ら 境 内 へ と 美しい 紅葉 が 続く ) 駿 島 「 妙 見 石原 荘 」 (和食 の ご 昼食 ) 


| 記 記 還 計 11727 
攻 城 三の丸 北門 屋敷 枕 5y (| [和子 民 一 鹿児島 空港 - へ 羽田 空港 (17.30-20:50) 着 國 還 


江戸 時 代 の 風情 が 色濃く 残る 萩 城 三ノ丸 、 (利用 予定 航空 会 社 )ANA ま た は JAL ま た は SNA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な り ます 。 
毛利 屋敷 跡 に 建つ 上 質 の 宿 。 (利用 バス 会 社 ) (株 )km モ ビリ ティ サー ビス また は (株 ) フ ジ エ ク スプ レス 
優雅 な 「 洋 」 と 落ち 着い た 「 和 」 の 融合 が ここ に ※P.Z の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

\ な い 特 別 な 時 間 を 紡ぎ 
2 画 窒 泊 :〈1 泊 目 兵 庫 県 : 城 央 温泉 西村 屋 ホテ ル 招 月 庭 ( 和 室 ) 
(2 泊 目 ノ 鳥 取 県 - 皆 生 温泉 〉 や ど 紫 苑 亭 (和洋 室 ・ プ レミ アム スイ ー ト ルー ム ノ 約 100m) 
(3 泊 目 ノ 島 根 県 ・ 玉 造 温泉 ) 改 語 佳 玉 苑 皆 美 ( 天 ゆら ・ 和 洋室 ) 
(4 泊 目 ノ 山口 県 ・ 秋 ) 攻 城 三の丸 北門 屋 表 ( 和 洋室 
(5 泊 目 ノン 山口 県 - 下 関 〉 下 関 温泉 風 の 海 (洋室 : ツ イン ノ 約 42m) ※ 客 室内 リビン グ 部 
分 は 和室 タ と タイ プ が あり ます 。 お 選び いた だ け ま せん 。 
(6 泊 目 ン 大 分 県 - 由 布 院 温泉 由布 院 別 嘆 洋室: ツイ ン ノ 約 64m) ※ 客 室 に テレ ビ の ご 
意 は あり ませ ん 。 
⑦ 泊 目 宮 崎 県 ・ 宮 崎 市 内 / シ ェ ラ トン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾー ト ( 洋 室 ・ ク ウラ ブツ イン ・ 
グラ ンド 50mi) 


| 泊 | 下関 温泉 風 の 海 本 虹 ! 


回 6 シャ ン ピ ビュ ー の 温泉 展望 風呂 付 客室 
か ら は 、 関 門 海峡 を 行き 交 う 船舶 を 眺め られ 
ます 。 

ご 夕食 は 下関 名 物 「 天 然 ふ ぐ の フル コー ス 」 
を ご 用 意 し ます 。 


由布 院 別邸 本 紀 


由布 岳 を 望む 2 千 坪 を 超え る 緑 に 囲ま れ た 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 往復 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 @ コ ー ス 番号 :1GG5412-0 


リゾ ー ト 。 独 立 型 の 邸宅 に は 、 絶 景 を 独り 出発 到着 地 2 名 1 室 1 名 1 室 
占め で きる 露天 風呂 が 完備 され て いま す 。 東京 駅 発 羽 田 空港 着 | 1.300.000 1.600.000 
夕食 は 地元 食材 を 中 心 に し た 和 ※ 洋 の 創作 往路 新 大 阪 駅 合流 15.500 円 引き 
料理 を お 価 し みく だ さい 。 復路 鹿児島 空港 本 団 20.000 円 き 

添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 8 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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む 
名 


八ヶ岳 高原 音楽 堂 
山形 テレ サ ホ ポール 
高崎 芸術 劇場 音楽 ホー ル 


福井 県 立 音 楽堂 
《 ハ ー モ ニー ホー ル ふ くい 》 


サン トリ ー ホ ー ル 大 ホー ル 
新 国立 劇場 オペ ラバ パレ ス 


上 野 文化 会 館 大 ホー ル 


| 


NINE2kS う on 


| 


し 


。 ぷ 党 へ で 喜 


S 層 


.W. 


Y び 沈 に 党 当 京 


し 
ト ト ap 
ニー 愉 も き 
が : 1 
すか ヤ 。 絆 ・ Ne 
「. 


筒井 統一 氏 
(P.93 掲 載 ツア ー 同 行 ) 


山本 股 子 氏 
(P.96・97 掲 載 ツア ー 同 行 ) 


トン 
田中 俊明 氏 
(P.94 掲 載 ツア ー 同 行 ) 


ド 


太田 治子 氏 
(P.98 掲 載 ツ アー 同行 ) 


僅 原 俊 洋 氏 
(P.95 掲 載 ツ アー 同行 ) 


遂 の 件 
秋 の 八 ヶ 基 で 愉し む 音 楽 と 紅葉 


千住 真理 子 ヴァ イオ リン ・ リ サイ タル 鑑賞 3 日 間 


スケ ジュ ー ル は 和 坦 級 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 観 光 、\ は 紅葉 の みどころ 
東京 駅 (9:00) 発 一 一 咽 約 210 分 =ー 一 軽井沢 「 熊 魚 蓋 た ん 熊 北 店 」 
| UE 膳 の ご 昼食 ) = 一 〇 セゾン 現代 美術 館 一 一 御代 田 泊 (16:00 妃 ) 
旬 の 信州 食材 を 使っ た イタ リア 料理 田 必 | 
ホテ ル (10:00 頃 ) 一 づつ ポー ル ・ ラ ッシュ 記 交 里 「 清 泉 寮 」 
(人 気 の オ リ ジ ナ ルビ ー フ カレ ー の ご 昼食 ) 生子 席 
2| 八ヶ岳 泊 (14:00 頃 ) チェ ッ ク イ ン 後 、 八 ヶ 岳 高原 音楽 堂 に て [千住 
真理 子 ヴァ イオ リン ・ リ サイ タル 」 鑑賞 (15:00-17Z:00 頃 ) 

[ ル ・ プ ラ ト ー」 に て フラ ンス 料理 國 局 較 
ホテ ル (9:00 頃 ) デー\ 〇 白駒 池 ( 北 八 ヶ 岳 の 紅葉 の 名 所 ) = 
中 国 料理 の ご 昼食 [椅子 席 (茅野 駅 ノ ご 希望 が ある 場合 の み 
Pf 4:00 頃 ) 一 一 咽 約 180 分 一 一 東 京 駅 (17:00 周 着 國 司 
千佳 真理 子 ヴァ イオ リン ・ リ サイ タル < 利用 パス 会 社 ) (株 ) 群馬 パス また は (株 ) フジ エク スプ レス ※3 晶 目 由 駒 池 へ は 
初秋 に 映え る 優美 な チェ ン バ パロ 。 名 曲 で 誘う バロック の 世界 。 バス 下車 後 、 遊 歩道 を 片道 約 20 分 歩き ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
【 プ ログ ラム 】 較 宿 泊 :〈1 泊 目 長 野 県 ・ 御 代田 )THE HIRAATSU 軽井沢 御代 田 (洋室 ・ ジ ュ 
J.S. パ ッ ハ : 主 よ 、 人 の 望み の 喜び を ン ヘ ン デ ル : ヴ ァ イ オリ ン ・ ソ ナタ 第 4 番 / ニー ア スイ ー ト ・ 半 協 天 温泉 風呂 付 / 約 98.7ー106.5m+ デ ラス ) 」 
ヴィ ター リ : シ ャ コン ヌン ヴィヴァルディ: 四季 より | 春 | 、「 夏 ] ほか 〈2 泊 目 長 野 県 ・ 人 ル ヶ 岳 〉 八ヶ岳 高原 ロッ ジ (洋室 ・ ラ ックス ツイ ング 約 40m パ ま 
[共演 】 山 洞 笛 ( チ ェ ン バ パロ) た は ジュ ニア スイ ー ト ノ 約 57ni ま た は スイ ー ト ノ 約 100m 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


八ヶ岳 高原 音楽 堂 外観 う 


出発 日 2022 年 10 月 8 日 詩 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 : 6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY000-S 


八ヶ岳 高原 ロッ ジ 計 Ey 


200 万 坪 の 広大 な 敷地 内 に あり 、 白 樺 ・ カ ラマ ツ ・ 
小 梨 な どの 植物 や 島 、 花 々 が 、 四 季 を 通じ て お 客 
様 を お 迎え し ます 。 

晴天 時 は 素晴らし い 星 空 を ご 覧 いた だ け ま す 。 


出発 * 到 着地 | 1 泊 目 部屋 タ イプ |2 泊 目 普 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
_ | 光 =72 イ トト 時 近 | デラ ックス ッ ツイン | 360.000 円 | 470,.000 円 
電 R | ラ ュ ァ スイ ー ト | 2 ュ ニ ァ ス イー ト | 380.000 ロ | 520.000 有 ロ 

2 ュー | ぇ 7- ト |410.000 ロ |580.000m 
流 乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


間 プラ ックス ジジ お 


細 の 人 


信州 属 指 の 湯 宿 と 気鋭 の チェ リス ト の 音楽 を 愉し む 


宮田 大 チェ ロ ・ リ サイ タル 錯 賞 き 3 日 間 


スケ ジュール O は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 
東京 駅 (8:30) 発 一 一 員 約 210 分 一 茅野 「 デ ィ モ ア 」 (フラ ンス 料理 
1 | の ご 昼食 ) [椅子 席 〇 諏訪 大 社 王 一 扉 温 泉 泊 (16:00 過 ) 
屋 祖 4 ま 珍 | 「OBIRA] に て 地産 食材 を 活か し た 和信 [ 司 図 
ホテ ル (9:30 頃 ) = デー 〇 松本 市 美術 館 王 一 松本 [深志 楼 」 (信州 医 

を 含む お 和食 の ご 昼食 ) [椅子 席 八ヶ岳 泊 (14:00 頃 ) 

ブ | チェ ッ ク イ ン 後 、 八 ヶ 岳 高原 音楽 堂 に て 「 宮 田 大 チェ ロ * リ サイ タル 」 
鑑賞 (15:00 一 17:00 刀 ) 
加 2 符 「 ル ・ プ ラ ト ー」 に て フラ ンス 料理 較 司 四 
ホテ ル (9:30 頃 ) デーQ 〇 山梨 県 立 美 術 館 一 一 山梨 市 [寿司 割烹 いづ 屋 ] 
う | (寿司 の ご 昼食 ) | 符 子 席 一 咽 約 150 分 一 東 京 駅 (16:30 頃 ) 着 
國 悦 


ミン 


宮田 大 チェ ロ ・ リ サイ タル (利用 パス 会 社 ) (株 ) 群馬 パス また は (株 ) フジ エフ スプ レス 
ST ※ 扉 温泉 明神 館 へ は 途中 か ら ホ テル の 送迎 車 に 乗り 換え て 移動 し ます 。 
盟友 ジュ リア ン を 迎え 、 さ ら な る 高み へ 。 ※P. フ の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

【 プ ログ ラム 】 ラ フ マ ニ ノ フ (ジュ リア ン ・ ジ ェ ルネ 編 ) :「 パ ガニ ー ニ 」 の 主題 に よる 狂詩曲 画 宿 泊 :〈1 泊 目 ノ 長野 県 * 扉 温泉 〉 扉 温泉 明神 館 ( お 麻 醒 洋室 / 約 56m1) 
作品 43 よ り 第 18 変 奏 / ハ チャ トウ ゥ リアン (ジュリ アン ・ ジ ェ ル ネ 編 ) : 組 曲 「 仮 面 舞踏 会 」 ②2 泊 目 ノ 長野 県 ・ 八 ヶ 岳 〉 八ヶ岳 高原 ロッ ジ (洋室 ・ デ ラッ フス ツイ ン ノ 約 40mt ま 
より ロマ ンス 、 ギ ャ ロッ プ ノ ラ フ マ ニ ノ フ : チ ェ ロ ・ ソ ナタ ト短調 作品 19 ほか た は ジュ ニア スイ ー ト ノ 約 57rfi ま た は スイ ー ト ノ 約 100mf 


【 共 演 】 ジ ュ リ アン ・ ジ ェ ル ネ ( ピ アノ) 本 es BE 
最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 12 月 2 日 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 : 6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY000-T 


扉 温 泉 明神 館 本 誠 % 


標高 1.050m の 自然 の 中 に 件 お 湯 宿 。 自 家 農 園 
で 栽培 し た 野菜 や 信州 の 食材 を 活か し た 料理 
が 自慢 で す 。 

2008 年 に は 世界 的 な ホテ ル ・ レ スト ラン 組織 の 
ルレ ・ エ ・ シ ャ トー に 加盟 。 


出発 * 到 着地 | 2 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
デラ ックス ツィン | 310,.000 円 370,000 由 
東京 駅 発着 | ジュ ニア スイ ー ト | 320.000 円 390,000 由 
PP スイ ー ト 340,000 円 | 430.000 ロ 
5 呈 添乗 員 は 1 日 目 東 京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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中 国 ・ 四 国 | 近 


原田 慶 友 楼 虎 


軒 還 還 eshn yan 用 癌 


阪田 知樹 所 
I⑥ 則 DEKI NAMAI 


10 月 23 日 (日 ) 山形 テル サ ホ ー ル 演奏 会 予定 プログ ラム 
山形 交響 楽団 第 304 回 定期 演奏 会 
開演 予定 時 間 15:00 
指揮 : 原 田 慶太 楼 ピア ノ : 板 田 知樹 
演奏 予定 曲名 
小田 実 結子 : 山 才 創 立 50 周 年 
ドヴォルザーク : ピ アノ 人 協奏曲 
ドヴォルザーク : 交 響 曲 第 9 番 


嘱 作品 (世界 初演 ) 
作品 33 
新 世界 より 作品 95 


関東 新潟 


中 部 


藤田 真央 氏 


阪 哲朗 氏 議 田 真 
⑥EIICHI_IKEDA 


@⑥Kazuhiko Suzuki 


11 月 20 日 (日 ) 山形 テル サ ホ ー ル 演奏 会 予定 プロ グラ ム 
山形 交響 楽団 第 305 回 定期 演奏 会 
開演 予定 時 間 15:00 
指揮 : 阪 哲 概 ピア ノ : 藤 田 真央 
演奏 予定 曲名 
ヘン デル : 合 奏 協 奏 曲 ト長調 作品 6-1 HWV 319 
マル タン :7 つ の 管楽器 、 テ ィ ン パニ 、 打 楽器 、 弦 楽器 の た め の 協 奏 曲 
ブラ ー ム ス : ピ アノ 協奏 曲 第 2 番 変 口 長調 作品 83 


美味 求 真 の 宿 「 天 童 ホ テル 」 連 泊 と 羽黒 山 


山形 交響 楽団 定期 演奏 会 敵 賞 3 日 間 


国 | 食 と 温泉 の 国 の オー ケス トラ 山形 交響 楽団 


1972 年 、 東 北 初 の プロ ・ 
オー ケス トラ と し て 誕生 し ま 
し た 。 現 在 、 年 間 150 回 に 
及ぶ 多彩 な 演奏 活動 を 展 
開 、 東 北 地方 の みな ら ず 日 
本 の 音楽 文化 を 代表 する 
オー ケス トラ と し て 活動 し 
て いま す 。 2022 年 に 創立 
50 周 年 を 迎え まし た 。 


si ュー ンー 


美味 求 真 の 宿 天童 ホテ ル 


将棋 の 駒 と さく らん ぼ の 里 「 天 童 」 山形 の 秋 の 旬 の 食材 を ふん だ ん に 使っ た 料理 の 数 々 や 街 
並 を 一 望 で きる 客室 や 滝見 露天 風呂 天童 一 の 広 さ を 誇る 大 浴場 の 湯舟 で お 寛 ざ くだ さい 。 


- 臨 天風 品 ( 男 性 用 誕 


スケ ジュ ー ル 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 
東京 駅 (8:00~9:30) 発 ーー( 山 形 新幹線 )=ー デ かみ 
の や まき 温泉 駅 ー 〇 斉藤 茂吉 記念 館 王 一 山形 市 内 で ご 昼 信 
] 天草 市 将棋 資料 館 一 一 天童 温泉 泊 (16:00 頃 ) 
充 符 ホテ ル に て こだわ り の 和洋 中 会 席料 理 圏 昼 | タ | 
ホテ ル (10:00 頃 ) 王 一 〇 山形 県 郷土 館 「 文 閉館] 見学 一 「 米 沢 
牛 登 起 波 」 (米沢 牛 すき や き の ご 昼食 ) | 短 子 席 〇 山形 テル 
ノ | 記 サポ ー ル (山形 交響 楽団 定期 演奏 会 ) 鑑賞 一 一 天童 温 泉 : 
(18:15 頃 ) 
避 時 特 ホテ ル に て こだわ り の 和洋 中 会 席料 理 國 層 図 


ホテ ル (9:00) = 一 〇 出羽 三山 羽黒 山 (山伏 の 案内 ・ 御 祈 裕 ) 一 一 


う | 羽黒 山 で 精進 料理 の ご 昼食 | 椅子 席 ] 一 一 山形 駅 デー( 山 形 新幹線 
)=ー 東 京 駅 (17:30~19:00) 着 國 因 


〈 利 用 パス 会 社 〉 山 交 パ ス ま た は 朝日 観光 パ バス また は トラ ンス オー シャ ン バ ス 

また は サイ トシ ー イ ング 蔵王 

画 宿 泊 :〈 山 形 県 天童 温泉 美味 求 真 の 宿 天童 ホ テル ( 和 
最大 12 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 10 月 22 日 土 )、11 月 19 日 土 ) 


ー い : 


・ 本 間 /10 畳 ) 


人 @ 最 少 催 行人 員 : 
/19 発 71GGS000-Z7 
1 名 1 室 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 
@ コ ー ス 番号 :〈10/22 発 〉1GGS000-6 〈1 


2 名 1 室 


240.000 円 | 300,.000 由 


出発 出発 ・ 到 着地 
10 月 22 日 ( 土 ) 


〈P.86 共 通 の ご 案内 〉 ※ 演 奏 予定 演目 、 


出演 予定 アー ティ スト は 、 事 前 の 通知 な く 変 更 


東京 駅 発着 


_11 月 19 日 ( 土 ) | 230,000 円 」 280,.000 由 


と な る 場合 が あり ます 。 演 奏 会 を 鑑賞 いた だ く お 席 は A 
で ご 用 意 し ます 。 席 


読み くだ さい 。 


馬 ( 設 定 の 最上 位 の カテ ゴリ 
席 番 は 、 原 則 、 公 演 直 前 の 抽選 と させ て いた だ きま す 。 チ ケッ ト の 原 券 
は 、 抽 選 後 、 お 渡し し ます 。 お 席 の 指定 、 ご 希望 は 承れ ませ ん 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 


) 


15,000 円 引き 
15.000 円 引き 
東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


往路 か み の や ま 温 泉 駅 合流 
復路 山形 駅 離 団 
東京 駅 か ら 3 


流 乗 上 員 は 1 
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関東 新潟 
の 


Pe 人 ニン グ の 美食 


ンー 
ー デ ご っ っ s デ 
Li 7/ 
品 ee | ぃ い 
j aa ンーMM y 】 局内 芸術 劇場 計 楽 小計 


可 央 半 術 劇場 音楽 ホー ル (1 日 目 ) 

リサ イタ ル や 室内 楽に 最も 適し た 412 席 の 空間 で 、 ど の 座席 か ら も 舞台 を 近く に 感じ られ 、 見 や すさ も 重 
視 し た 鑑賞 し や すい ホー ル で す 。 ホ ー ル 全体 は 、 木 の 優し い 温 も り に 包み 込ま れ 、 本 格 的 な 響き に こだわ っ 
と 音楽 空間 で す 。 聴 く 人 の 全て が 憧れ る 品格 ・ 高 感度 ・ 高 音質 を も っ た 音楽 の 殿堂 で す 。 


小山 実 稚 恵 氏 
@Hiromichi Uchida 


11 月 29 日 ( 火 ) 高崎 芸術 劇場 音楽 ホー ル 演奏 会 プロ グラ ム (予定 ) 
高崎 芸術 劇場 大 友 直 人 Presents T-Masters シ リー ズ vol.5 


小山 実 稚 恵 氏 小山 実 稚 串 ピア ノ ・ リ サイ タル 

圧倒 的 存在 感 を も つ 日 本 を 代表 する ピア ニス ト で す 。 開演 時 間 15:00 

チャ イコ フス キー 国際 コン フール 、 シ ョ パン 国際 ピア ノコ ンク ー ル 演奏 曲目 移 シ ュー ベル トノ 即興 曲 Op.90 よ り (D899) 

入賞 以来 、 常 に 第 一 線 で 活躍 し 続け て いま す 。 人 シュー ベル トノ 即興 曲 Op.142 よ り (D935) 

ショ パン 、 チ ャ イコ フス キー、 ロ ン ニ ティ ボー、 ミ ュ ン ヘン な ど 、 ベー トー ヴェ ンプ ピア ノ ・ ソ ナタ 第 31 番 変 イ 長調 Op.110 

国際 音楽 コン クー ル の 審査 員 も 務め て いま す 。 シュ ー ベ ルト ン ピ ア ノ ・ ソ ナタ 第 21 番 変 口 長調 D960 
白井 屋 ホ テル ダイ ニン グ (2 日 目 昼食 ) スク ショ ニル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鶴光 
ミシュ ラン 2 つ 星 を 獲得 し た 東京 青山 の 「 フ ロリ レー ジュ 」 の オー ナー シェ フ 川 手 算 康 氏 が ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:00) 発 一 一 高崎 市 役所 庁舎 21 階 「 ア ー ト ・ 
監修 する 白井 屋 ホ テル の メイ ンダ イニ ング 。 地 元 群馬 出身 の 片山 シェ フ が 、「 フ ロリ レー 1 レレ ee (8 ー ノ ] 1 リア ン の ご 昼 信 椅子 席 
ジュ | を は じ め と する 国内 外 の 名 店 で の 2 年 間 に も 及ぶ 研修 を 経て キッ チン に 立ち ます 。 トー 


上 州 の 食 文化 に 対す る オマ ー ジ ュ 、 地 元 の 大 自然 に 育ま れ た 食材 の 数 々 を 、 独 自 の 解釈 で 

再 築 する 一 皿 一 皿 は まさ に 上 州 キ ュ キイ ジー ヌ と 言え ます 。 世 界 の 善 名 な クリ エイ ター が 。 | シリ ー ズ ol yu 和束 ピア ノ ソ リサイタル) 一 
デザ イン し て 大 胆 に 生ま れ 変 わっ た 老舗 ホテ ル も 見 学 し ます 。 濁 長 泊 (18:30 頃 ) 

屋 腔 符 ホテ ル に て 地場 の 食材 を 存 分 に 生か し た 会 席料 理 


悦 力 


ホテ ル (10:00 頃 ) 一 一 〇 山田 か まち 美術 館 王 一 〇 前 橋 ホラ 
ノ | ルーー「 白 井 屋 ホテ ル ・ メ イン ダイ ニン グ 」 (上 州 キ ュ イ ジー ヌ の ご 
昼食 ) [椅子 席 ] 一 一 東京 駅 (16:30 頃 ) 着 國 固 


(利用 バス 会 社 〉 東急 トラ ン セ 

※ 演 奏 予 定 演目 は 、 事 前 の 通知 な く 変更 と な る 場合 が あり ます 。 リ サイ タル を 鑑賞 
いた だ く 御 1 両 (設定 の 最上 位 の カテ ゴリ ー) で ご 三 し ます 。 席 番 は 、 原 則 、 
公演 直前 の 抽選 と させ て いた だ きま す 。 チ ケッ ト の 原 券 は 、 抽 選 後 、 お 渡し し ます 。 


内 観 
画像 提供 : 白 井 屋 ホテ ル 株 式 会 社 


伊香 保温 泉 一 番 湯 の 宿 ホ テル 木暮 御 席 の 指定 、 町 は 承れ ませ ん 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
多く の 文化 人 に 愛さ れ て きた 伊香 保温 泉 で 天正 年 間 創 業 の 歴史 の ある 老舗 旅館 で す 。 時 泊 :( 導 人 人 温泉) 伊香 保温 泉 一 番 湯 の 宿 木 暮 ( 和 洋室 ・ 松 
北 関東 最大 級 の 大 浴場 棟 「 子 (ね ) の 湯 千 両 」、 四 季 の 味覚 を 味わう 創作 和 会 席 が 好評 で す 。 人 学 "月 あか り の 間 /42m 


伊香 保 石段 街 を 流れ る 「 黄 金 の 湯 ] 総 湧出 量 の 26.4% を 有する 湯量 が 自慢 で す 。 


最大 14 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :6 名 @ コ ー ス 番号 :1GGS000-8 
出発 到着 地 2 名 1 室 名 1 室 
東京 駅 発着 170.000 由 200,000 円 
二 茶 展 思 臨 天風 呂 中 あがり ( 和 : 間 添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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四季 <% 少 紀行 
福井 の 美食 、 三 國 淡 の 魅力 と 永平寺 参拝 


《 ハ ー モ ニー ホー ル ふ くい ) 特 別 見 学 中 越 の ルビ ー プ ロジ ェクト 」 3 日 間 


ンー デ 三宮 ホ 計 PS 
福井 県 立 音楽 堂 《 ハ ー モ ニー ホー ル ふ くい 》 は 、 福 井 県 の 芸術 文化 振興 の 中 核 施設 と し て 整 
備 さ れ た 最高 水準 の 音楽 性 能 を 誇る コン サー ト ・ ホ ー ル で す 。 世 界 の さま ざま な 情報 を 集め た 
ニュ ー ス サイ ト 「Daily News Agency」 (DNA) の アー ト と デザ イン 部 門 で 、「 世 界 の 非常 に 美 
し い コ ン サ ー ト ・ ホ ー ル 25 選 」 の 一 つと し て 、 日 本 国内 の 施設 と し て 唯一 紹介 され て いま す 。 


福井 県 立 音 楽堂 《 ハ ー モ ニー ホー ル ふ くい 》 小 ホ ー 

小宮 正安 プロ グラ ム 構 成 越 の ルビ ー プ ロジ ェクト 

オペ ラ ・ ア リア と 弦楽 の 調べ 「 モ ー ツ ァ ル ト に 消え た 才能 た ち 」 鑑賞 
長年 [東京 春 音楽 祭 ] で 多数 の 構成 を 担う ヨー ロッ パ 文 化 史 研究 家 の 小 宮 正 安 氏 が プロ グラ 
ム 構成 を 担い 、 解 説 進行 も 務め る 、 ハ ー モ ニー ホー ル ふ くい オリ ジ ナ ル の 企画 を 鎧 賞 し ます 。 
開演 予定 時 間 14:00 終演 予定 時 間 16:00 

企画 構成 : 小 宮 正 安 ソプラ ノ : 吉 田 珠代 

ー 東 京 フィ ル メ ン バ ー に よる 弦楽 五 重 奏 団 

ヴァ イオ リン : 近 藤 薫 、 戸 上 眞 里 ヴィ オラ : 加 藤 大 輔 

チェ ロ : 渡 中 辰 紀 コン トラ バス : 遠 藤 格 一 朗 


演奏 予定 曲目 モー ツァ ルト :「 フ ィ ガ ロ の 結婚 ] か ら の 

[楽し い 思い 出 は どこ へ 」 $「 ド ン ・ ジ ョ ヴァ ン ニ 」 か ら 」 0 Note 

 「 言 わな いで くだ さい 私 の 敬愛 する 人 」 | 羽田 空港 (8:30-10:00) 発 へ 小松 空港 一 〇 三国 湊 ・ 三 四 

アイ ブラ ー: 弦 楽 五 重 奏 曲 ほか 1 (ボラ ンティア ・ ガ イド さん の 案内 で 三 医 人 

小宮 正安 (こみ や まさ や す ) ヨー ロッ パ 文 化 史 ・ ド イツ 文学 研究 家 。 横 浜 国立 大 学 (大 ] | 還 周 の 坊 ] (越前 が に 料理 の ご 昼食 )…… え ち ぜ ん 鉄道 乗車 ・ 三 医 

学院 都市 イノ ベー ショ ン 研 究 院 ・ 都 市 科学 部 ) 教授 。 著 書 訳書 に 、「 チ ャ ー ル ズ ・ バ ー ニ みな と 駅 rrrH あ わら 湯 の ま ち 駅 …… あわ ら 5 温泉 泊 (15: 30 刀 

音楽 見 聞録 ドイ ツ 篇 」 音楽 史 影 の 仕掛 人 ] (春秋 社 ) 、「 コ ンス タン ツェ ・ モ ー ツ ァ ル ト ーー 6 

< 悪 妻 > 伝説 虚実 (講談社 選 書 メ チエ ) 、「 モ ー ツ ァ ルト を [造っ た 」 男 ケッ ヘル と 同時 回 2 調 ホテル に て し 」 居 多 

計量 義介 記 衣 宝生 ) な ど 多 私: ザ ルツ ウソ ルフ の モー ツィ ルデン ホテ ル (10:00 頃 ) 一 一 〇 福井 県 立 音楽 堂 《( ハ ー モ ニー ホー ル ふ 

学 に お ける 講演 や 、NHK テ レビ ・ ラ ジオ 「 ウ ィ ー ン フィ ル ・ ニ ュー イヤ ー コ ン サ ー ト 」 の コ 

剛昌 い ン レ ビン ン ウィー ンプ イー くい ) 見 学 (音楽 堂 内 の 見 学 と 大 ホー ル 備 え 付け の オル ガン 

の 音色 を 貸切 試聴 ) …… 「KUZE グラ ン ・ シ ェ フ ・ ク ー ゼ ー」( フ 


2 レン チコ ー ス の ご 昼食 ) | 椅子 席 
三國 湊 (( 日 自 ) 福井 県 立 音 楽堂 (ハー モニ ー ホ ー ル ふく い ) 小 ホ ー ル で 音楽 
丘 四 -- ゞ に に = ゞ MI ヽ EE トー 会 鑑賞 一 あわ ら 混 泉 : (1 Z:00 頃 ) 
福井 県 一 の 大 河 「 九 頭 竜 川 」 の 河口 に 位置 する 三國 湊 は 、 千 年 以上 昔 の 文献 に も 地名 の 1 京介 りり 還 
記述 が ある ほど 昔 か ら 栄 え 、 歴 史 が ある 町 で す 。 北 前 船 が 残し て いっ た 歴史 ・ 文 化 は も 回 緒 区 ホテ ル に て 「 越 の ルビ ー プ ロジ ェクト 」 プ ログ ラム 構成 
ちろ ん の こと 、 格子 戸 が 連なる 町 家 、 豪 商 の 面影 が 残る 歴史 的 建造 物 な ど 、 情 緒 あ る 町 普 小宮 正安 先生 と と も に 國 居 較 

SR 回 M し ー 

NASI2M02 ホテ ル (9:00 介 一 永平寺 ……「 伯 樹 関 」( 松 花堂 風 策 進 料 理 の 
永平寺 (3 日 自 ) う | ご 昼食 ) [ 短 子 席 ] 一 一 小松 空港 へ 羽田 空港 (18:0019:45) 着 
今 か ら 約 780 年 前 、 寛 元 二 年 (1244 年 ) 道 元 禅師 に よっ て 開創 され た 出家 参禅 の 道場 で 國 層 
す 。 大 俸 寺山 に 拠っ て 、 渓 声 山 色 豊 か な 地 に 七 堂 伽藍 を 中 心 と し た 大 小 70 奈 棟 の 殿 楼 問  , 利 用 予定 航空 会 社 ?ANA ま た は JAL ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 と な り ま す 。 
が 立ち 並ん で いま す 。 今 も つね に 二 百 余 名 の 修行 僧 が 、 日 夜 修行 に 励ん で いま す 。 (利用 パス 会 社交 沢 パス また は 北 鉄 白山 バス また は 北 鉄 加 賀 パ ス 
境内 は 約 10 万 坪 の 広 さ を も ち 、 樹 齢 700 年 と いわ れる 和 錦 蒼 と し た 老 杉 に 囲ま れ た 静寂 な  ※ 演 奏 予定 演目 、 出 演 予 定 ア ー テ ィ ス ト は 、 事 前 の 通知 な く 変 と な る 場合 が あ 
た た ず ま い は 、 出 家 道場 と し て 誠に ふさ わし い 霊 域 で す 。 り ま す 。 音 楽 会 を 鑑賞 いた だ く 席 番 は 、 原 則 、 公 演 直 前 の 抽選 と させ て いた だ き 

す 。 チ ケッ ト の 原 券 は 、 抽 選 後 、 お 渡し し ます . 御 席 の 指定 、 ご 希望 は 承れ ませ ん 。 


※P.7 の ご 案 内 も 必ず お 読み くだ さ い 。 


E3 ラ も コロ 同上 画 宿 泊 : (福井 県 - あ わら 温泉 ) 居民 国 ま つや 千 千 (和室 12.5 時 ) 


あわ ら 温 泉 の 中 で も 北陸 最大 級 の スケ ー ル 、 源 泉 大 浴 場 「 千 の こぼれ 湯 」 を 擁 す 旅館 で す 。 


で きた て ・ つ くり た て の 料理 を ご 提供 する ダイ ニン グ で 、 越 前 の 旬 の 味覚 を 盛 込 ん だ 新鮮 な 半 Sl / 生 UI 2 時 IE 
魚介 を お 愉し みい た だ きま す 。 出発 日 16 アル た: ゴ 1 1 | 26 日 ( 土 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 人 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS000-9 
出発 - 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 240.000 由 320,000 円 
往路 小松 空港 合流 11,.000 円 き 
復路 小松 空港 離 団 11,.000 円 き 
添乗 員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 3 日 目 羽 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


関東 新潟 


五嶋 みどり 氏 GE ノン エル ・ バ レン ボ イ ム 氏 
@ Timothy Greenfield-Sanders (⑨ Go BOrggreVe ィ ー @⑥mMonika Rittershaus 


サン トリ ー ホ ー ル スペ シャ ルス テー ジ 2022 4 レン ボ イ ム 指揮 ベル リン 国立 歌劇 場 管弦 楽団 
五嶋 みどり デビ ュー40 周 年 記念 《 シ ュ タ ー ツ カ ペ レ ・ ベ ルリ ン )〉 
ーー ベー トー ヴェ ン と アイ ザッ ク ・ ス ター ン に 拓 ぐ ー 協奏 曲 の タ ベ プラー ム スズ 交響 曲 全曲 演奏 会 一 第 一 夜 
開演 予定 時 間 19:0O ヴァ イオ リン : 五 嶋 みどり 指揮 : ラ イア ン ・ バ パン クロ フト 開演 予定 時 間 19:00 
新 日 本 フィ ル ハ ー モ ニー 交響 楽団 演奏 予定 曲目 : 
演奏 予定 曲目 @ ブラームス: 交響 曲 第 2 番 二 長 調 作品 73 
人 @ ベー トー ヴェ ン : 序 曲 「 レ オノ ー レ 第 3 番 ハ 長 調 作品 72b 
人 ベートーヴェン: ヴァイ オリ ン 協 奏 曲 二 長 調 作品 6 1 1 
NRN De ここ へ JIC019) 四 本 科 若 サダ イエ ル ・ パ レン ボ イ ム 指揮 ベル リン 国立 歌劇 場 人 
21 ーー モー 一 富 ヽ Q レンジ 5 ーー い 61 レ 。 の に 
印 、 ボ ル サ ン ・ イ スタ ン ブ ー ル ・ フ ィ ル ハー モニ ー 管 弦楽 団 共同 委嘱 ] 2 2 が し の 4 5 
ブラ ー ム スズ 交響 曲 全曲 演奏 会 一 第 二 夜 一 

開演 予定 時 間 19:00 

演奏 会 演奏 予定 曲目 : 
開演 予定 時 間 16:00 演奏 予定 曲目 : 多 マーラー: 交響 曲 第 6 番 イ 短調 ブラ ー ム ス : 交 響 曲 第 3 番 へ 長調 作品 90 / 交響 曲 第 4 番 ホ 短 調 作品 98 


The Okura Tokyo ヘリ テー ジウ ィング 滞在 と サン トリ ー ホ ー ル 珠玉 の 音楽 会 


、 SA ラ ュ ラン っ 下 預 | D・ バ バレンボイム 指揮 ベル リン 国立 歌劇 場 
五嶋 みどり 協奏 曲 の 夕べ と A・ ネ ルソン ス 指 揮 管 玉 楽 団 ( ン シン ュ ター ツ カ ベ ペレ ・ ベ ルリ ン ) 


ボス トン 交響 楽団 演 秦 会 鑑賞 重光 5 
SU プラ ー ム ス 交 響 曲 全曲 演奏 会 鑑 党 3 間 
11 月 12 日 ( 土 ) 発 12 月 7 日 ( 水 ) 発 
こち ら の コー ス は 87/1 (月 ) 発売 開始 で す 。 スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 鈴 光 
ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:00) 発 一 一 〇 国立 西洋 美術 館 一 一 「 レ スト 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 容 観 光 
ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:00) 発 一 O 〇 国立 西洋 美術 館 「 レ スト 
ラン ・ ア ピ シ ウ ス 」 (フラ ンス 料理 の コー ス の ご 昼食 ) [椅子 席 ホ 
テル (15:00 頃 ) ホテ ル (18:30 貫 ) 発 …… 〇 サン トリ ー ホ ー ル (五嶋 | | 
みどり 協奏 曲 の タ ベ ) 鑑賞 …… 東 京都 内 泊 (22:00 引 ) 


ン ・ ア ピ シ ウ ス 」 (フラ ンス 料理 の コー ス の ご 昼食 ) | 椅子 席 ホテ 
ル (15:00 頃 ) 
ホテ ル (18:30 頃 ) 発 …… 〇 サン トリ ー ホ ー ル (ベル リン 国立 歌劇 場 
管弦 楽団 演奏 会 ブラ ー ム ス 交 響 曲 全 曲 演奏 会 第 一 夜 ) 鑑 賞 …… 


ゆ 6 
っ 、 ゆ : :00 頃 ) 
回 回 お 部 屋 入 れ の 軽 人 局 國 @ 東京 都内 泊 (22:00 頃 
ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーー に 還 2 き お 部 屋 入れ の 埋 人 口 司 還 
負 ホテ ル (10:00 頃 ) 一 一 〇 東京 都 庭園 美術 館 ( 必 旅 と 移動 展 )ー 一 ーー 一 ーー 55 
固 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 さ ざん か ] (鉄板 焼き の ご 昼食 ) [椅子 席 四 ホテ ル (10:00 仙 一 東京 都 庭園 美術 館 (展覧 会 旅 と 移動 展 )ー 一 
の 款 | ホテ ル (15:30 頃 ) 発 …… 〇 ② サ ント リー ホー ル (ネル ソン ス 指 揮 ボ スト 暫 ホテ ル 内 レス トラ ン さざんか )] (鉄板 焼き の ご 昼食 ) | 符 子 語 
ン 交 響 楽団 演奏 会 ) 鑑賞 … 東 京都 内 泊 (19:00 画 ) 2 人 me 
人 ホテ ル 内 日 本 食 レス トラ ン 『 山 里 』 に て 会 席料 理 [ 符 子 席 パ ィ ル U1830 人 0 発 mm ント リー ホー ン 国立 
_ 凍 司 隊 管弦 楽団 演奏 会 ブラ ー ム ス 交 響 曲 全曲 演奏 会 第 二 夜 ) 鑑 賞 … 
ee 東京 都内 泊 (21:45 頃 ) 
う | ホテ ル (11:00 引 東京 駅 (1 1:10 頃 ) 着 國 2 お 部 屋 入れ の 埋 還 還 
(利用 パス 会 社 ) 富 雪 行 う 3 | ホテ ル (11:00 細 一 一 東京 駅 (1 1:10 過 着 較 [ 
較 泊 :( 東 京都 ・ 港 区 〉The Okura Tokyo (洋室: ソイ ン ま た は キン グ へ ヘリテージ ルー ム 
利用 60m) 〈 利 用 バス 会 社 〉 東 急 ト ラン セ ( 大 型 24 席 定員 プレ ミア ム バ ス 利 用 ) 
最大 12 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 画 宿 泊 :( 東 京都 ・ 港 区 〉The Okura Tokyo( 洋 室 : ツ イン また は キン グ へ ヘリ テー ジル ー ム 
用 ノ /60mf 
出発 日 2022 年 11 月 12 日 ( 土 )、12 月 7 日 (k) 隊 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) @ 最 少 侍 行 人 中:6 名 The Okura Tokyo 


コー ス 垂 号 : 3 
@⑯ コ ー ス 番号 :(11/12 91GGY000U 1277 玖 1GGY000Y 得 見 計 輝 和信 計 示 学 ル ホ ニ ジラ 細 基 お 
出発 出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 が 生ま れ 変 わっ た 「The Okura Tokyo」 そ 
11 月 12 日 ( 土 ) 東京 駅 350,000 円 470.000 幅 の スー パー ラグ ジュ アリ ー ブ ラ ンド と し て 、 
ーーーーーーーーーー 京 統 ・ 歴史 的 な 遺産 を 継 
12 月 7 日 ( 水 ) 400.000 ロ | 500.000 ロ SSD 性 
に ー る 、 気 品 溢 れる トラ ディ ショ ナル な ブラ ンド が ペリ テー シル ー ジ ミン イン | お が 孝 記 の 三 例 
流 乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 [オー クラ へ ヘリテージ ] で す 。 ワー ブリン お 部 屋 の ョ の 
(P.89 共 通 の ご 案内 〉 ※ 演 奏 予 定 曲目 、 出 演 予定 アー ティ スト は 、 事 前 の 通知 な く 、 変 更 と な る 場合 が あり ます 。 音 楽 会 を 鑑賞 いた だ く お 席 は S 席 (設定 され た 最上 位 の カテ ゴリ ー) で 
ご 用 意 し ます 。 席 番 は 、 演 奏 会 直前 の 抽選 と させ て いた だ きま す 。 チ ケッ ト の 原 券 は 、 抽 選 後 、 お 渡し し ます 。 お 席 の 指定 、 ご 希望 は 承れ ませ ん 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
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風景 (2021 年 公 


メサ イア 公演 サン トリ ー ホ ー ル 


12 月 24 日 ( 士 ) サン トリ ー ホ ー ル 大 ホー ル 


サン トリ ー ホ ー ル 

クリ スマ スコ ン サ ー ト 2022 

バッ ハ ・ コ レギ ウム ・ ジ ャ パン 

「 聖 夜 の メサ イア 」 

開演 予定 時 間 15:00 終演 予定 時 間 18:00 
指揮 : 鈴 木 雅 明 

合唱 管弦楽: パッ ハ ・ コ レギ ウム ・ ジ ャ パン ほか 


演奏 曲目 
ヘン デル : オ ラ ト リ オ 『 メ サイ ア 」』HWV 56 


年 揮 : 大 友 直 人 


12 月 25 日 (日 ) サン トリ ー ホ ー ル 大 ホー ル 


サン トリ ー ホ ー ル の クリ スマ ス 2022 
開演 予定 時 間 13:30 終演 予定 時 間 15:30 


演奏 : 新 日 本 フィ ル ハ ー モ ニー 交響 楽団 
演奏 予定 曲目 : 確 定 次 第 サン トリ ー ホ ー ル の ホー ム 
ペー ジ で 発表 いた し ます 。 


〇 サン トリ ー ボ ー ル くる み 割 り 人 形 舞台 か ら 


12 月 24 日 ( 土 ) 新 国立 劇場 オペ ラ パ レ ス 


新 国立 劇場 バレ エ 団 公演 

「 く る み 割 り 人 形 」 

開演 予定 時 間 18:00 終演 予定 時 間 20:20 
【 振 付 】 ウ エイ ン ・ イ ー グ リン グ 

音楽 】 ピ ョ ー ト ル ・ イ リ イ チ ・ チ ャ イコ フス キー 
【 美 術 】 川 口 直 次 【 衣 喪 】 前 田 文子 

【 照 明 】 沢 田 祐 二 【 指 揮 】 冨 田 実 時 ほか 

【 管 弦楽 】 東 京 フィ ル ハ ー モ ニー 交 手 楽 団 

【 合 唱 】 東 京 少年 少女 合唱 隊 


名 ホテ ル と 音楽 会 で 寛ぐ 東京 の クリ スマ ス 


The Okura Tokyo ヘリ テー ジウ ィング 滞在 と 
サン トリ ー ホ ー ル 主催 音楽 会 
バッ ハ ・ コ レギ ウム ・ ジ ャ パン | 聖 後 の メサ イヤ 」 
と クリ スマ ス ・ コ ン サ ー ト 鑑賞 3 日 間 
スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 
ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (1 1:00) 発 一 一 ホテ ルオ ー ク ラ 内 レス トラ ン 「 山 里 ] 
1 (会 席料 理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 |…… 〇 サン トリ ー ホ ー ル (バッハ ・ コ レ 
ギ ウ ム ・ ジ ャ パン 「 聖 夜 の メサ イア 」 鑑賞 ) …… 東 京都 内 泊 (18:15 属 ) 
回 訪 請 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 さ ざん か 」 に て 鉄板 焼 [椅子 席 | 口 届 賠 
午前 自由 行動 
ホテ ル (12:45 人 頃 ) …… 〇 サン トリ ー ホ ー ル 「 サ ント リー ホー ル の クリ 
2 フ スマ ス 2022」 鑑賞 ) …… 東 京都 内 泊 (15:45 頃 ) 
訪 符 ホテ ル 内 レス トラ ン 「『 ヌ ー ヴ ェ ル ・ エ ポッ ク 」 で フラ ンス 料 


理 の コー ス | 椅子 席 國 多 
う | ホテ ル (11:00 頃 ) 一 一 東 京 駅 (11:10 頃 ) 着 朝 | 
〈 利 用 バス 会 社 ) 東 急 ト ラン セ 
(東京 都 : 港 区 )The Okura Tokyo( 洋 室 : ソ イン また は キン グ へ ヘリテージ ルー 


グ 60m) 


較 泊 l The Okura Tokyo 置 


世界 に 名 を 馳せ た ホテ ルオ ー ク ラ 東 京 本 館 が 
生ま れ 変 わっ た 「The Okura Tokyo」 そ の 
スー パー ラグ ジュ アリ ー ブ ラ ンド と し て 、 そ の 
国 の 伝統 ・ 文 化 ・ 歴 史 的 な 遺産 を 継承 する 、 気 


品 : ニー レン ェ 人 な ブラ ンド が w ュ 
ラ 2 0 2 NN へー ラジ ルーズ ルン の 


最大 12 名 1 名 参加 可能 


出発 日 2022 年 12 月 24 日 圭 ) 


復路 宅配 付 


添乗 軸 同 行 


ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ ザ ・ メ イン 滞在 と 
新 国 立 劇 場 バ レ エ 公演 
新 国立 劇場 バレ エ 団 | くる み 割 り 人 形 」 と 
2 つの 美術 館 鑑 賞 3 日 間 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鶴光 
人 ゆっ くり 出発 東 京 駅 13007 寺 〇 国立 西洋 美術 館 一 一 東京 都内 
1 (16:00 因 ) 還 諸 緒 参 ホテ ル 内 「SATSUKI] で 洋食 [椅子 席 [ 
ゴ に 中 gl 
ホテ ル (10:00 頃 ) 王 一 づつ ア ー テ ィ ゾ ン 美 術 館 (展覧 会 「 パ リ ・ オ ペラ 
座 一 響き 合う 芸術 の 殿堂 」) 鑑賞 一 一 パレ ス ホ テル 東京 内 「 和 田倉 」 
2 (松花 堂 弁当 の ご 昼食 ) [椅子 席 | 一 一 ホテ ル (14:30 頃 ) 
ホテ ル (17:00 頃 ) 発 一 一 〇 G 新 国立 劇場 ( 新 国立 劇場 バレ エ 団 公演 
「 く る み 割 り 人 形 」 鑑 賞 ) 一 東京 都内 泊 (21:00 引 ) 


ペン 


こ 


お 部 屋 入 の 軽 人 國 層 國 
う | ホテ ル (11:00 頃 ) 一 一 東京 駅 (11:10 頃 ) 着 朝 | 
〈 利 用 バス 会 社 〉 東 怠 ト ラン セ 
画 宿 泊 :( 東 京都 ・ 港 区 ) 太 主 園 ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ (洋室 ・ ザ が ・ メ イン スタ ンダ ー ド 


ルー ム 利 用 /36m) 


ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ 
固 性 豊か な 数 多く の レス トラ ン や 100 店 も の ショ ッ 
ピン グ ア ー ケ ー ド 、 郵 便 局 、 診療 所 な ど を 備え 、1 


ます 。 お 部 屋 か ら は 、 新 宿 新 都心 や ホテ ル の 日 本 
庭園 の 緑 な ど が 眺め られ ます 。 ゆ と り の 空間 で お 
寛ぎ ざく だ さい 。 


出発 日 2022 年 12 月 23 日 ( 金 ) 


この コー ス は 、9/26( 月 ) 発売 開始 で す 。 この コー ス は 、9/20 ( 火 ) 発売 開始 で す 。 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYO00-W ご 旅行 代金 (お ぉ 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY000-X 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 270.000 申 410.000 東京 駅 発着 300,.000 由 400,000 由 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
(P.90 共 通 の ご 案内 〉 ※ 出 演 予定 アー ティ スト は 、 事 前 の 通知 な く 変 更 と な る 場合 が あり ます 。 音 楽 会 、 バ パレ エ を 鑑賞 いた だ く お 席 は S 席 (設定 され た 最上 位 の カテ ゴリ ー) で ご 
語 し ます 。 席 番 は 、 ぷ 前 の 抽選 と させ て いた だ きま す 。 チ ケッ ト の 原 券 は 、 抽 選 後 、 お 渡し し ます 。 お 席 の 指定 、 ご 希望 は 承れ ませ ん 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
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ミ 6 - 
し し 5 し し し 
9 と 


12 月 6 日 ( 火 ) 新 国立 劇場 オペ パラ パレ ス 


新 国立 劇場 オペ ラ 公演 モー ツァ ルト 「 ド ン ・ ジ ョ バン ニ 」 (初日 ) 
開演 予定 時 間 18:30 終演 予定 時 間 21:50 

指揮 パオ ロ ・ オ ルミ 演出: グリ シャ ・ ア サガ ロフ 

出演 予定 歌手 : シ モー ネ ・ ア ルベル ギー ニ 、 河 野 鉄平 、 レ ナー ト ・ ド ル チ ー ニ 、 
エレ オノ ー ラ ・ ブ ラッ ト 、 レ オナ ルド ・ コ ル テ ッ ラッ ツィ 、 セ レー ナ ・ マ ルフ ィ 、 
近藤 圭 、 石 橋 栄 実 

合唱 : 新 国立 劇場 合唱 団 管弦 楽 : 東 京 フ イル ハー モニ ー 交 導 楽 団 


近 譜 | 勢 志摩 


\ 謗 還 立 劇 場 オ ペラ パレ ス 内 観 


北 陸 


中 部 


上 | 東 北 | 北海 首 | 


世 〇 


7 の 
を も マ 
只 ン : ジ ョ バシ ニ 」2019 年 公演 まり で 寺 司 正彦 


2023 年 1 月 28 日 ( 土 ) 新 国立 劇場 オペ ラ パ レス 
新 国立 劇場 オペ ラ 公演 ワー グ ナ ー「 タ ン ホ イザ ー」 (初日 ) 
開演 予定 時 間 14:00 終演 予定 股間 18:05 

指揮 7 アレ ホ ・ ペ レス 演出 : ハ ンス = ペー ター・ レ ー マ ン 

出演 予定 歌手 : 妻 屋 秀和 、 ス テ フ ァ ン ・ グ ー ル ド 、 ダ ニ エ ル ・ オ クリ ッ チ 、 鈴 木 准 
青山 貴 、 今 尾 滋 、 後 藤 春 馬 、 サ ビー ナ ・ ツ ヴィ ラク 、 エ グレ ・ シ ドラ ウス カイ テ 
合唱 : 新 国立 劇場 合唱 団 

管弦 楽 : 東 京 交 響 楽 団 


ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ 「 ザ ・ メ イン 」2 連 泊 で 寛ぐ ひと と き 


新 国立 劇場 オペ ラ ・ ブ ログ ラム と アー ティ ゾン 美術 館 鑑賞 3 日 間 


12 月 5 日 (月 ) 発 
この コー ス は 9/20 ( 火 ) 発売 開始 で す 。 
③ は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 亀 は 車窓 観光 
[ 了 ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (13:00) 発 西洋 美術 館 一 一 東京 都 

内 泊 (16:00 較 ) 

回 錠 替 ホテ ル 内 「 ほ り 川 」 で 天ぷら | 椅子 席 ] 較 圏 | 夕 | 
ホテ ル (10.00 頃 ) 一 - つ アー ティ ゾン 美術 館 (展覧 会 「 パ リ ・ オ ペラ 
| 座 一 響き 合う 芸術 の 殿堂 」) 鑑 賞 一 東京 ステ ーション ホテ ル 内 「 ブ 
固 ラン - ル ー ジ ュ 」 (フラ ンス 料理 コー ス の ご 昼食 ) [ 短 子 席 | 一 一 ホテ ル 
固 4:30 例 ホテ ル (17:00 司 発 一 一 O 新 国立 劇場 ( 新 国 立 劇場 オペ 

ラ 公 演 「 ド ン ・ ジ ョ バン ニ 」 初日) 鑑賞) 一 東京 都内 泊 (22:30 納 ) 

回 お 部 屋 入れ の 軽食 


う | ホテ ル (11:00 頃 ) 一 一 東京 駅 (11:10 頃 ) 着 


(利用 パス 会 社 ) 東 京 ヤ サカ 観光 (大 型 32 席 定員 “サン シャ イン 32" 利 用 ) 


田 宿 泊 :〈 東 京都 ・ 港 区 〉 ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ (洋室 ・ ザ ・ メ イン スタ ンダ ー ド 
ルー ム 利 用 /36m) 


ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ 
個性 豊か な 数 多く の レス トラ ン や 100 

店 も の ショ ッ ピ ング アー ケー ド 、 郵 便 族 
局 、 診 療 所 な ど を 備え 、1 つ の 街 の よ 還 
うな 機能 を 有 し ます 。 数 多く の 国 公 寅 

を 接 遇 し て きた 経験 ・ サ ービス で お 客 

様 を お 迎え し ます 。 お 部 屋 か ら は 、 新 

宿 新 都心 や ホテ ル の 日 本 庭園 の 緑 な 

【 め られ ます 。 ゆ と り の 空間 で お 


きま す 。 チ ケッ ト の 原 券 は 、 抽 選 後 、 お 渡し し ます 。 お 席 の 指定 、 


1 月 27 日 ( 金 ) 発 
この コー ス は 1 1/7 (月 ) 発売 開始 で す 。 
② は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 但 は 車窓 観光 
[ 了 ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (13:00) 発 一 一 つ ア ー テ ィ ゾ ン 美 術 館 (展覧 会 
[パリ ・ オ ペラ 座 一 響き 合う 芸術 の 殿堂 」) 鑑賞 一 一 東京 都内 泊 
ゆ ゅ (15:45 頃 ) 
必 半 223 ホテ ル 内 [ 岡 半 ] で すき や き 科 子 
午前 自由 行動 
還 ホテ ル 内 「 ヴ ェ ラ ・ ビ スタ 」 (洋食 の ご 昼食 ) 
個 ホテ ル (13:00 頃 ) 一 〇 新 国立 劇場 ( 新 国立 劇場 オペ ラ 公 演 「 タ ン 
ホイ ザー」 (初日 ) 鑑賞) 一 一 東 京都 内 泊 (18:30 幼 ) 
回旋 優 ホテ ル 内 「 ほ り 川 」 で 天ぷら | 椅子 席 | 


LIL 田 


國 居 四 


う | ホテ ル (11:00 頃 ) 王 一 東京 駅 (1 1:10 頃 ) 着 


(利用 バス 会 社 ) 東 急 ト ラン セ ( 大 型 24 席 定員 プレ ミア ム バ ス 利 用 ) 
田 宿 泊 :〈 東 京都 ・ 港 区 〉 ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ (洋室 ・ ザ ・ メ イン スタ ンダ ー ド 


ルー ム 利 用 36m) 
出発 日 2022 年 12 月 5 日 (月 )、2023 年 1 月 27 日 ( 金 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) @ 最 少 催 行人 員 :6 名 
借 コ ー ス 番号 :〈12/5 発 〉 1GGY000-Y 〈1/27 発 ?〉 1GGY000-Z 
12 月 5 日 (月 ) | ae 360,000 
1 月 27 日 ( 金 ) 計 360,000 由 


添乗 貞 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


いた だ きま す 。 席 番 は 、 原 


ご 希望 は 承れ ませ ん 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お い 。 


間 
目 
| 
還 


北 陸 


中 部 


近 還 恋 | 9 


上 | 東 北 | 北海 道 | 


『、-。 wN | # か W コ 
1 1 | 


モジ カリ ml・ 人 | レ あ [ASA5 語 遇 | ら 過 IS が らら 「 シ ン フ ォ ニ ー・ イ ン ・C」 公 演 か ら 
⑥AlieelBlamlgere @The George Balanchine Trust 

10 月 29 日 ( 士 ) 新 国立 劇場 オペ ラ パ レ ス 11 月 11 日 ( 金 ) 上 野 文化 会 館 大 ホー ル 1 月 13 日 ( 金 ) 新 国立 劇場 オペ パラ パレ ス 
新 国立 劇場 開場 25 周 年 記念 公演 モナ コ 公 国 モン テカ ル ロ ・ バ レ エ 団 新 国立 劇場 パレ エ 団 「 ニ ュー イヤ ー・ バ パレ エ 」 
新 国立 劇場 バレ エ 団 「 ジ ゼル 」 く 新制 作 > 2022 年 日 本 公演 「 じ ゃ じゃ 馬 馴 らし 」 A Million Kisses to my Skin く 新制 作 > 
開演 予定 時 間 18:00 終演 予定 時 間 20:15 開演 予定 時 間 19:00 終演 予定 時 間 20:50 開演 予定 時 間 19:00 終演 予定 時 間 未 発表 
【 振 付 】 ジ ャ ン ・ コ ラリ / ジュ ー ル ・ ペ ロー / 振付 : ジ ャ ン = ニ クリ スト フ ・ マ イ ヨ ー [人 2 の 2 ま 

マリ ウス ・ プ ティ パ ※ 配 役 は モン テカ ル ロ ・ バ レ エ 団 の 方 針 に より 、 【 音 楽 】 ヨ ハン ・ ゼ バス ティ アン ・ バ ッ ハ 

【 演 出 】 吉 田 都 公演 当日 に 発表 し ます 。 【 美 術 ] デ ヴィ ッ ド ドウ ソン 1 6 
【 改 訂 振 付 】 ア ラス ター・ マ リオ ッ ト ※ 音 楽 は 特別 録音 に よる 音源 を 使用 し ます 。 【 衣 辻 】 竹島 由 美子 【 照 明 】 バ ー ト ・ ダ ル ハ イ ゼ ン 
音楽 】 ア ドル フ ・ ア ダン シン フォ ニー・ イ ン ・C 
【 美 術 ・ 衣 朋 ]】 デ ィ ッ ク ・ パ ー ド [振付 】 ジ ョ ー ジ ・ パ ラン シン 【 音 楽 】 ジ ョ ル ジ ュ ・ ビ ゼー 
【 照 明 】 リ ッ ク ・ フ ィ ッ シャ ー 


【 衣 喪 】 大 井 昌子 【 照 明 】 磯 野 睦 
[指揮 】 ポ ー ル ・ マ ー フ ィ ー 【 管 弦楽 】 東 京 交響 楽団 
ほか 1 演目 (7 月 1 日 現在 未 発表 ) 


【 指 揮 ]】 ア レク セイ ・ バ クラ ン / 冨 田 実里 
【 管 弦楽 東京 フィ ル ハ ー モ ニー 交響 楽団 


夢 の 介 
ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ 「 ザ ・ メ イン | 滞在 


新 国立 劇場 と モン テカ ル ロ 珠玉 の バレ エ 団 公演 鑑賞 3 日 間 


虹 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 


1/12 発 は 「 国 立新 美術 館 」 を 見 学 し ます 。 玉 (Tec 16: 00 順 
※2 1 日 日 ご タ 廊 の メニ ュー (ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ ) 10/28 発 と 1/12 発 は 

「 ほ り 川 で * 天 ぷら"、1 1/10 発 は 「 岡 半 ] で “すき や き "に な り ま す 。 ー テ ィ ゾ ン 美 術 館 展覧 会 見 学 ※3 う 3 
※3 2 日 目 アー ティ ゾン 美術 館 展覧 会 見 学 10/28 発 は 「 石 橋 財 団 コ レ 東京 ステ ー - シ ョ ン ホ テル 内 [プラ ラン ・ ル ー ジ ュ 」 (フラ ンス 料理 の コー ス 

クシ ョ ン 選 特集 コー ナー 展示 アー ト ・ イ ン ・ ボ ックス - マ ル セ ル ・ デ ュ = (14:30 催 

シャ ン の 《( ト ラン ク の 箱 》 と その 後 ] を 、11/10 発 と 1/12 発 は [パリ ・ :0 各 発 一 〇 都内 劇場 に て パレ エ 公 演 鑑賞 一 

オペ ラ 座 一 響き 合う 芸術 の 殿堂 ] を 見 学 し ます 。 都内 泊 (21:00 一 22:00 頃 ) 

診 お 部 屋 入 れ の 軽食 國 悦 國 


_ う | ホテ ル (11:00 頃 ) 一 一 東京 駅 (11:10 引 ) 着 
ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ (利用 パス 会 社 )〉10/28 発 、1/1 2 発 : 東 急 ト ラン セ 
個性 豊か な 数 多く の レス トラ ン や 100 店 も の ショ ッ ピ ング アー ケー ド 、 郵 便 局 、 診 11/10 発 東京 ヤサカ 観光 (大型 32 席 

な ど を 備え 、1 つ の 街 の よう な 機能 を 有 し ます 。 数 多く の 国 公費 を 接骨 し て きた 経験 ・ ※ 印 の 詳細 に つい て は 左 欄 を ご 覧 くだ さい 。 


サー ビス で お 客 様 を お 迎え し ます 。 お 部 屋 か ら は 、 新 宿 新 都 心 や ホテ ル の 日 本 庭園 の 
緑 な ど が 眺め られ ます 。 ゆ と り の 空間 で お 寛ぎ ざく だ さい 。 画 窒 泊 :〈 東 京都 ・ 港 区 ) 訪 胃 瑞 ホテ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ ( 洋 室 ・ ザ ・ メ イン スタ ンダ ー ド ルー 


du 1 名 参加 可能 | / 添 生 員 同行 
出発 日 2022 年 10 月 28 日 ( 金 )、1 1 月 10 日 ( 木 ) 、 
2023 年 1 月 12 日 ( 木 ) 


10/28 発 の コー ス は 8/15 (月 ) 発売 開始 で す 。 

1/12 発 の コー ス は 1 1/1 4 (月 ) 発売 開始 で す 。 

ご 旅行 代金 (お 1 人 様 ぁ あたり) @ 最 少 催行 人 中: 

借 コ ー ス 番号 :〈10/28 発 〉1GGY001-0 〈11/10 発 〉1GGY001-1 〈1/12 発 〉1GGY001-2 
出発 * 到 着地 

〈P.92 共 通 の ご 案内 〉 ※ 出 演 予定 アー ティ スト は 、 事 前 の 通知 な く 変 更 と な る 場合 10 月 28 日 ( 金 ) 270.000 円 | 330.000 由 

が あり ます 。 バ レ エ を 鑑賞 い : く お 席 は 、S 席 (設定 最上 位 の カテ ゴリ ー) で ご 用 0 

意 し ます 。 席 番号 は 、 原 則 、 公 演 直 前 に 抽選 と させ て いた だ きま す 。 チ ケッ ト の 原 券 11 月 10 日 ( 木 ) | 東京 駅 発着 | 270,000 円 | 330,000 由 

は 、 抽 選 後 、 お 渡し し ます 。 お 席 の 指定 、 ご 希望 は 承れ ませ ん 。※P.7 の ご 案内 も 必 1 月 12 日 ( 木 ) 250.000 円 | 300,.000 ロ 

すず お 謗 み くだ さい 。 添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


部 屋 の 一 例 


細め 


京都 国立 博物 館 に て 千 利 休 生 誕 500 年 記 


秋 の 京都 利休 ・ 織 部 ・ 避 州 ゆか り の 


菩 庵 (えん な ん ) は 表 内 家 を 象徴 する 茶室 。 屋 根 の 妻 に は 利休 か ら 託さ れ た 「 燕 庵 ] の 額 が 掲げ られ て いま す 。 


(2 日 目 ) 


び 茶 聖 ・ 千 利休 生誕 500 年 周年 に 、 利 休 と 共に 「 三 大 茶 人 」 と 称 さ れ た 古田 織部 、 
小堀 遠州 ゆか り の 茶室 を 訪ね ます 。 

の 遠州 ゆか り の 茶室 で 茶道 研究 家 ・ 筒 井 統 一 区 に よる お 茶席 。 

の 京都 国立 博物 館 に て 10 月 より 開催 の 特別 展 「 京 に 生き る 文化 茶の湯 」 鑑 賞 。 


TB ロイ ヤル ロー トド 銀座 特別 企画 
干 利休 生誕 500 周 年 に 、 茶道 研究 科 ・ 
筒井 統一 氏 と 京都 の 茶の湯 文化 を 学ぶ 


2 日 目 は 、 茶 道 研究 家 の 筒 井 統一 氏 が 茶 聖 ・ 千 利休 と その 後に 続く に 
古田 織部 と 小堀 遠州 た ちの 茶の湯 文化 と 歴史 に つい て 解説 し ます 。 商 井 統一 氏 


筒井 統一 (つつ い ひろ いち ) 氏 茶道 研究 家 。 裏 千家 茶道 資料 館 顧問 、 茶 道 研 究 会 会 
長 、 京 都 府 立 大 学 客員 教授 も 務め る 。 著 書 に [利休 の 逸話 ( 淡 交社 ) [利休 の 盆 石 」 (末川 
選書 ) 等 、 多 数 。※ ご 案内 する 筒井 氏 は 、 や お を え ず 変更 と な る 場合 が ご ざい ます 。 


2 日 目 : 松 花堂 庭園 茶室 「 松 隠 ] に て お 茶席 
遠州 が 建て た 茶室 を 再現 し た 「 松 隠 ] に て 筒井 氏 に よる 濃 茶 を いた 


畔 | 者 国立 博物 館 に て 特別 展 
「 京 に 生き る 文化 茶の湯 」 を 見 学 (2 昌利 


国宝 の 茶碗 「 大 江戸 茶碗 銘 豆 左衛門 ] や 狩野 秀頼 筆 の 「 観 楓 図 話 風 ] と いっ た 各 時 代 の 名 品 
を 展示 し 、 茶 の 湯 の 歴 史 と 茶 人 た ちの 美意識 を 感じ る 特別 展 で す 。 


だ きま す 。 


大 徳 寺 果 光 院 「 閑 隠 席 ] 
表 千 家 七 代 家 元 ・ 如 心 斎 が 利休 150 年 


忌 師 善 茶 会 に 寄進 。( 


スケ ジュ ー ル 


hw 王 に 


- 栓 花堂 庭園 茶室 「 松 障 ] 


族 寄 屋 研究 の 第 一 人 者 ・ 中 村 昌 生 氏 が 、 小 堀 遠 州 が 建 
て た 茶室 を 再現 。 (2 日 目 ) 


| 不 ほ 生き る | 答 共 の 湯 ] 退 ) 


重要 文化 財 「 色 絵 鱗 波 文 茶 碗 」 野 々 村 仁 清 作 北村 美術 


館 蔵 (2 日 目 ) 


1 日 目 ) 


@) 


キリ シタ ン 大 名 ・ 大 友 宗 麟 が 菩提 寺 と 
し て 建立 。 (1 日 目 ) 


は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 信 は 車窓 観光 


較 京都 吉兆 松花 堂 (2 上 


松花 堂 庭園 の 散策 、 そ し て お 茶会 を 愉し ん だ 後 、 こ の お 店 
発祥 の 「 松 花堂 弁当 ] を お 吾 上 が りく だ さい 


京都 ブラ イト ン ホ テル 
自然 光 が 降 り 注ぐ 開放 的 な アト リウ ムロ ビー が お 客 様 を お 迎え し ます 。 
寝心地 を 追求 し た ベッ ド や 大 型 の バス タブ な ど 、 ゆ と り の 客室 で お 宙 ざ くだ さい 


ss 


了 ド お 部 屋 の 一 史 料理 (イメ デー ジ ) 


東京 駅 (8:30 て 10:30)3 


Emー( 東 ポ 


道 新幹線 グリ ー ン 車 ) 


本 ー 


京都 駅 ーー (ご 昼食 ) = ニーO 〇 大徳 寺 *・ 察 光 院 特別 公開 ( 干 利休 と 
1 茶道 三 干 家 の 菩 提 寺 ) デー 大徳 寺 ・ 瑞 圭 院 (| 平成 待 庵 ] の 特別 
見 学 と 広間 で の 旦 茶 ) 〇 業 美 術 館 一 〇 古田 織部 美術 館 
ー デ 京都 市 内 泊 (17:00 眞 ) 
翌 訪 人 符 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 京 懐石 測 ] で 懐石 料理 圏 昼 | タ 
ホテ ル (9:00 頃 ) =@ 松 花堂 庭園 …… 定 商 司 O 人 茶室 「 松 隠 」 
(遠州 ゆみ かり の 茶室 。 筒 井 氏 の お 茶席 ) ニー「 京 都 吉兆 松花 堂 」 
松花 堂 弁当 の ご 昼食 ) ニー 〇 数 内 家 ・ 燕 護 特 別 見 学 (織部 ゆか り 
の 茶屋 ) 一 〇 京都 国立 博物 館 ( 特 別 展 「 京 に 生き る 文化 茶の湯 」 
見 学 ) = 京都 駅 テー (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) = デー 
東京 駅 (19:00 一 20:00) 着 國 悦 
※ ご 案内 する 筒井 氏 は 、2 日 目 「 松 隠 」 か ら 燕 庵 まで の ご 案内 と な り ま す 。 や む を え 
ず 変 更 と な る 場合 が あり ます 。 
※ 小 回 り の きく ジャ ン ボ タク シー を 利用 し ます 。 ご 参加 人 数 に 応じ て 分 乗 に な る か 、 
中 型 タ フクシ ー の 利用 と な る 場合 が あり ます 。 
※ 茶 室 の 見 学 は 、 外 側 か ら の 見 学 と な る 場合 が あり ます 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
画 宿泊 :〈 京 都 府 京 都市 内 悦 度 同 京都 ブラ イト ン ホ テル (洋室 ・ ラ ブ ジ ュ ア リー 
ツイ ン ) 
最大 12 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 
出発 日 2022 年 10 月 12 日 ( 水 ) 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 : 6 名 但 コ ー ス 番号 :1GG1099-3 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
東京 駅 発着 250.000 由 290,000 円 
往路 京都 駅 合流 15,000 円 引き 
復路 京都 駅 離 団 15,000 円 引き 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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鎮守 丹生 都 比 売 神社 


鎮守 丹生 都 比 売 神社 (3 日 目 ) 

高野 山 と 古く か ら 縁 の ある 神社 で 、 空 海 へ の 土地 譲り 伝説 な ども 残り ます 。 全 国 に 約 180 社 あ 
る 丹生 都 比 売 神 を 祀る 神社 の 総 本 社 。※ 上 記 写 真 及 び 、 右 の 3 点 (高野 山 、 大 聖 勝 軍 寺 、 淡 輪 ニ 
サン ザイ 古墳 ) 写真 は 田中 俊明 氏 提供 で す 。 


今回 の 旅行 は タイ トル の 通り 、 河 内 飛鳥 ( 近 つ 飛鳥 ) と 高野 山 ・ 和 歌 山 を 訪ね ます 。 渡 来 
人 関係 と 入 唐 僧 空 海 が テー マ で す 。 ま ず 高 句 詞 系 氏 の 許 麻 神 社 や 聖徳 太子 ゆか り の 
「 下 の 太子 大聖 勝 軍 寺 、 西 文 氏 の 氏 寺 西 丈 寺 と 「 中 の 太子 」 野 中 寺 を 訪ね ます 。 高野 
山 は 大 門 か ら 壇上 伽藍 ・ 金 剛 峯 寺 ・ 奥 の 院 ま で ゆっ くり と まわ り 、 空 海 を 頒 び ます 。 菜 の 
丹生 都 比 売 神社 は 空海 が 高野 山 の 守 護 神 と し まし た 。 和 歌 山 に 出 て 紀伊 国 風土 記 の 丘 
の 岩橋 千塚 や 高 句 豚 ・ 加 耶 に 多く 見 られ る 馬 青 が 出土 し た 大 谷 古 墳 、 そ し て 和泉 地方 を 
北上 し 、 円 仁 ゆ か り の 興善 寺 、 行 基 の 生 家 と いわ れる 家 原 寺 な ど を 訪ね ます 。 

あま り 行 く 機 会 の な いと ころ を 意識 し て 訪ね た いと 思い ます 。( 田 中 俊明 ) 


ー ム 


を 訪ね て 4 日 間 


0 杏 


高野 山 (上 空海 が 開い た 高野 山 。 仏 教 の 一 大 聖地 。 


淡 輸 三 サン ザイ 古墳 ( 宇 度 幕 ) 


大 聖 騰 軍 寺 (1 日 目 ) 
聖徳 太子 ゆか り の 大 聖 騰 軍 守 。 


スケ ジュ ー ル 


4 旧 。 ( 宇 度 曹 (4 日 目 ) 
人 地上 に 革 造 さ れ た 古墳 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 


田中 俊明 氏 ( ツ アー 同行 講師 ) 

略歴: 京都 大 学 ・ 同 大 学院 博士 課程 認定 修了 。 

堺 女 子 短期 大 学 を 経て 、 滋 賀 県 立 大 学 教授 。2018 年 3 月 に 退官 。 
専門 は 朝鮮 古代 史 ・ 古 代 日 朝 関係 史 。 

著書 は 「 大 加 耶 連合 の 興亡 と 「 任 那 」 (吉川 弘文 館 ) 、『 古 代 の 日 本 
と 加 耶 」 (山川 出版 社 ) 、「 韓 国 の 古代 遺跡 」2 國 ( 東 潮 と 共著 。 中 央 
公論 社 ) 、「 高 句 貞 の 歴史 と 遺跡 ] ( 同 ) 。 


| 信 買 山 観光 ホテ ル 華 記 ) 


EE 温泉 が 楽し め る お 宿 で す 。 


高野 山 宿坊 赤松 院 因 記 7 
古 の 歴史 と 広大 な 庭園 を 持つ 宿坊 。 伝 統 的 な 精進 料理 を どう ぞ 。 


※ 高 野山 の 宿泊 施設 の 大 半 は 宿坊 寺院 で す 。 MM RRB 
ル や 観光 旅館 と は 異な り ま す の で 予め ご 了承 くだ さ 


ダイ ワ ロ イ ネッ ト ホ テ ル 和 歌 山 隊 計 ) 
和歌 山城 に 面 し た 立地 の ホテ ル で す 。 
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東京 駅 (7/:00-9:00) 発 =ー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 )=ー 新 大 

阪 駅 ーー 〇 八尾 ・ 許 麻 神 社 王 一 〇 大 聖 勝 軍 寺 …… 〇 物 部 守屋 募 

1 ご 昼 信 〇 羽曳野 ・ 西 丈 寺 一 〇 野中 寺 テ ー 〇 大 狐 神社 

〇 朝 護 孫 子 寺 駒 泊 (18:00 眞 ) 

還 暑 書 参 ホテ ル に て 旬 の 素材 の 会 席料 理 口 恒 較 

ホテ ル (8:30 頃 ) 〇 隅田 八幡 神社 王 一 〇 慈 尊 院 すり 生 官 省 

神社 一 一 「 別 格 本 山 総 持 院 ] (精進 料理 の ご 昼食 ) 

ノ | 高野山 専 門 ガ イド 案内 ( 〇 大 門 …… 〇 女人 堂 …… 〇 霊宝 館 …… 

〇 壇上 伽藍 …… 〇 人 金剛 内 寺 ) デ 高野山 泊 (17:00 頃 ) 

腔 診 宿坊 に て 精進 料理 國 層 耳 

ホテ ル (8:00 頃 )ーー 本 誠 稀 記 〇 高野 山 」 (奥の院 ) ニ ー 本流 英紀 〇 丹 

生 都 比 売 神社 一 一 ご 昼 人 〇 紀の川 市 井田 ・ 稲 荷 神社 一 一 〇 玉垣 

3 に 勾 頓 宮 == デ 紀伊 国 風土 記 の 丘 デ 一 〇 岩橋 干 塚 ー 〇 哉 内 神社 

〇 徳 動 津 宮 蹴 石碑 一 一 〇 大 谷 古墳 一 二 和 歌 山 市 内 泊 (18:00 思 

司 寺 除 ホテ ル 内 に て 和歌 山城 が 見 える レス トラ ン で 地元 の 素材 を 

使っ 良 コ ー ス 國 層 耳 

ホテ ル (8:00 頃 ) 〇 多奈川 ・ 興 善 寺 テー で 〇 産土 神社 王 王 〇 西 

陵 古 墳 一 〇 淡輪 ニ サ ン ザ イ 古 墳 一 〇 和泉 ・ 泉 井上 神社 一 一 
人 4| 〇 聖 神社 ご 昼 信 〇 和泉 黄金 塚 古墳 = 一 〇 家 原 寺 

〇 堺 市 博物 館 一 一 新 大 阪 駅 テー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 )=ー 

東京 駅 (20:30 て 21:30) 着 國 層 し 

(利用 バス 会 社 〉 中 紀 バ ス ま た は ユタ カ 観 光 バ ス ※ 狭 い 道 が 多い 海 、 夫人 


中 型 バ ス を 利用 し ます 。 ※ 田 中 俊明 氏 は 新 大 阪 合流 ・ 解 散 に な り ま す 。※ 見 

地 の 一 部 に 、 女 な 坂道 や 古墳 の 斜面 、 山 道 、 長 い 階段 を 登る 場合 や 長い 交 を 

歩く こと が あり ます 。 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

画 宿 泊 :〈1 泊 目 奈 良 県 ・ 生 駒 )〉 信 足 山 観光 ホテ ル (和室 ・ バ スト イレ 付 ) 

〈2 泊 目 ノ 和 肖 JM 県 ・ 高 時 )〉 赤 松 院 (和室 ・ バ スト イレ 付 ) 

⑬ 泊 目 和 歌 山県 ・ 和 歌 山 市 ) ダ イワ ロイ ネッ ト ホ テ ル 和 和歌山 (洋室 ・ パ スト イレ 付 ) 
最大 18 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 1 Me 12 日 ( 水 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS000-」 
出発 - 到 着地 ーーーー 1 名 1 室 
東京 駅 発着 320,000 円 330,000 
往路 新 大 阪 駅 合流 15.000 円 引き 
復路 新 大 阪 駅 離 団 15,000 円 引き 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 4 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


の パク 紀行 


関東 新潟 


日 米 関係 ・ 国 際 政 治 研 究 家 ・ 代 原 俊 洋 氏 と 訪ね る 幕末 ・ 開 国 の 歴 喝 


日 米 は じ め て 物語 


| 「 は じ ま り の 地 」 下田 の 
iesyoynm (1 日 目 ) 


ペリ ー が 黒船 で 来航 し 、 最 初 の 開港 地 と な っ 
た 下田 に て 、 当 時 の レト ロ な 家並み 残る ペリ ー 
ロー ド や 、 条 約 を 結ん だ 場所 ・ 了 仙 寺 と 買 重 な 
資料 を 展示 する 敷地 内 の 美術 館 な ど 巡 り ます 。 


| 観光 列車 「 サ フィ ー ル 嗣 り 子 」 
回 症 で 下田 へ (日 旨 

サフ ィ ー ル と は 「 サ ファ イア 」 を 意味 する フラ ンス 語 。 
サフ ァ イ ア の ご と く 青 く 輝 く 美しい 伊豆 の 海 車 
か ら お 愉し みく だ さい 

※ お 座席 の 希望 は 承れ ませ ん 。 


サフィール 呈 り 子 提供 :JR 東 目 本 


下田 ・ 横 浜 歴 喝 散 歩 2 日 間 


日 米 和 親 条約 が 綿 結 され た 場所 で 記念 中 が 残り ます 。 


(2 日 目 ) 


日 米 和 親 条約 に よっ て ペリ ー 角 隊 が 上 陸 し た 地 。 (1 日 目 ) 


853 年 ( 裏 永 6 年 ) に ペリ ー が 黒 租 で 来航 し て 最初 に 開港 し た 街 ・ 下 田 は 、 
本 の 鎖国 政策 が 終 靖 を 迎え た 地 で あり 、 ま た 、 日 米 関係 の 出発 点 で も あり 
ます 。 百 聞 は 一 見 に 名 か ず と 言わ れ ま す が 、 当 時 の 歴史 的 建築 が 今 も 多 導 

の 街 を 歩き 、 ま た 、 開 国 に 伴っ て 急 発展 し た 横浜 で 当時 の 史跡 の 見 学 
を 通じ 、 近 代 国家 日 本 の 原点 と な る 開国 に つい て 知る と と も に 、 そ こ か ら 現 在 
へ 至る 日 米 関係 の 特別 な 関係 に つい て 解説 し ます 。 ( 信 原 公洋 


儲 原 俊 洋 氏 ( ツ アー 同行 講師 ) 
米国 カリ フォ ルニア 州 出身 。 

カリ フォ ルニア 大 学 デイ ヴィ ス 校 を 卒業 後 、 神 戸 大 学 
大 学院 法学 研究 科 を 修了 、 博 士 ( 政 治 学 ) 。 

同 研究 科 助教 授 を 経て 、2007 年 より 現職 。 二 デ ー 
専門 は 、 近 現代 の 日 米 関係 ・ 国 際 政 治 。2019 年 4 月 

より 認定 NPO 法 人 イン ド 太 平 洋 問題 研究 所 (RIIPA) 
理事 長 。 外 務 省 の 外部 評価 委員 、KREAB( 株 ) の シニア ・ 
アド バイ ザー も 務め る 。 現在 、「 産 経 新 聞 ] [揺らぐ 穫 権 ] (隔月 ) など 、 数 
多く の コラ ム を 執筆 中 。 清 水 博 賞 、 日 本 研究 奨励 賞 を 受賞 。 


国学 目 昼食 ) 


横浜 開港 ま も な い 1863 年 創業 の 老舗 割烹 店 。 
米国 総領 事 ハ リス が 度々 訪れ る 一 方 で 、 幕 末 
志士 た ち も 足 繋 く 通い 、 幕 末 お よび 明治 の 歴史 
の 舞台 と な っ た 場所 で し た 。 


上 呆 則 国 の 歴史 を 見 続け た [割烹 田中 家 


スン ジョ ーー ルル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 


ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (11:00) 発 


= デー (観光 列車 「 サ フィ ー ル 踊り 子 ] 
グリ ー ン 車 ) = 二 伊 豆 急 下田 駅 一 ー 〇 ペリ ー 上 陸 記 念 碑 …… 
] |O ぺ リー ロー ド ……⑨ 了 仙 寺 (ご 住職 の 話 「 下 田 開国 物語 ]) …… 
〇 黒 腸 ミ ュー ジア ム …… 〇 長楽 寺下 田 温泉 (17:00 局 ) 
宿 内 で 会 席料 理 一 借 | タ 


里山 の 別邸 
下田 セン トラ ル 
天城 連山 の 緑 豊か な 山 懐 に 広がる 日 本 の 原 風景 
と 、 南 伊豆 随 一 の 豊富 な 湯量 を 誇る 自家 源泉 が 
魅力 。 川 の せせらぎ を 聴き 、 旬 の 素材 を 味わい 、 
ゆっ くり 里山 の 魅力 を 五感 で お 愉し みく だ さい 


ホテ ル (9:00 頃 ) = 一 〇 玉泉 寺 ( 最 初 の 米国 総領 事 館 ) と 境内 の 〇 
ハリ ス 記 念 館 一 横浜 [割烹 田中 家 」] (ハリ ス や 幕末 志士 が 訪れ た 
2 | 老舗 店 に て 会 席料 理 の ご 昼食 ) ニー 〇 本 覚寺 (アメ リカ 領事 館 と 
な っ た お 寺 ) 一 〇 開港 広場 一 一 O 横 浜 開港 資料 館 


綾部 正洋 (添乗 貞 ) 

アメ リカ 在住 経験 も ある 、JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 在籍 の 社員 。 
添乗 経験 27 年 、 訪 問 国 数 は 1 10 か 国 を 超え る 。 

日 本 と アメ リカ の 関係 史 を 知る 上 で 欠か すこ と の で き な い 今回 の 
訪問 地 に は 、 深 い 思 い 入 れ が ある 。 


横浜 駅 (17:30 頃 ) 着 國 因 
〈 利 用 バス 会 社 ) 伊豆 箱 根 バ ス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読 みく だ さい 。 
画 宿 泊 :( 静 岡 県 ・ 下 田 温泉 〉 里 山 の 別邸 下田 セン トラ ル ( 和 洋室 ) 
最大 18 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 11 月 15 日 () 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GG5000F 
出発 到着 地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発 * 横 浜 駅 着 135,.000 由 145,.000 由 
往路 伊豆 急 下田 駅 合流 10.000 円 き 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 2 横浜 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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紅葉 の 名 所 、 秋 田 の 千秋 公園 ・ 久 保田 城 表門 。 (2 日 目 ) 


ぐ 毎 回 大 好評 ! 料理 研究 家 の 山 本 麗子 さん が ご 案内 する 、 旬 の 味覚 を 愉し お む グ ル メ ツア ー 

2022 年 7 月 新築 移転 し た イタ リア ン の 巨匠 ・ 奥 田 政行 シェ フ の 「 ア ル ・ ケ ッ チ ァ ー ン ノ 」 
本 店 で 「 創 作 イ タリ アン の ディ ナー コー ス ] 

ぐ へ 老 舗 料 亭 が この 時 期 だ け 手作り する 1 年 で 一 番 お いし い 「 新 米 の きり た ん ぽ 銅 ] 

アツ アツ の 石 を 桶 鍋 に 投げ 込む ・ 豪 快 ! 男鹿 半島 の 漁師 料理 「 石 焼き 鍋 」 

ぐ 絶 時 ! ピー ク を 迎え る 紅葉 の 名 所 めぐ り 


居 』 アル ・ ケ ッ チ ァ ー ノ 
。 (1 日 目 夕食 ) 


イタ リア ン の 巨匠 ・ 奥 田 政行 シェ フ が 地元 ・ 
庄内 地方 や 山形 の 食材 に こだわ っ た 究極 
の 地産 地 消 レス トラ ン 。 

和 の テイ スト を 融合 させ た スタ イリ ッシュ で 
新しい 山形 料理 。 山 形 県 産 ワ イン や 地酒 と 
の マリ アー ジュ も ご 堪能 くだ さい ! 


料理 (イメ ー ジ ) 


割烹 「 か め 清 
ーー (2 日 目 タ 食 ) 


創業 明治 19 年 、 旭 川 を 見 渡せ る 場所 に 伯 む 
老舗 割烹 。 

地元 秋田 の 旬 な 食材 を ふん だ ん に 使っ た 郷土 
色 豊 か な コー ス 料 理 を お 愉し みく だ さい 。 


ショ ウナ イ ホ テル スイ デン テラ ス 用 時 


世界 的 建築 家 ・ 坂 茂 氏 設計 の 水田 に 浮か ぶ 木 造 ホ テル 。 
周囲 の 山並 みや 田園 風景 に 溶け 込む お よう な 休ま いで 、 寛 ぎの 空間 が 広がり ます 。 


、JW emig 


8 作 ・ as ドー 


多 暮 れれ 時 ( 語 ジ ) 


東北 ー 山 形 ・ 内 か ら 秋 田 ・ 田 典 一 


きり た ん ぼ ぽ 鋼 (イメ ー ジ ) 


この 時 期 だ け の 味 ! 絶品 の 新米 で 作っ た きり た ん ぽ 銅 
を お 召 上 が りく だ さい 、。 (2 日 目 昼食 ) 


千秋 公園 (10 月 下旬 頃 ) 


熱し た 石 を 鋼 に 入れ 豪快 に お 魚や 野菜 を 煮込む 秋田 ・ 
男鹿 半島 の 名 物 料理 。 (3 日 目 昼食 ) 


山本 記 子 氏 ( ツ アー 同行 講師 ) 

20 代 か ら フ ラン ス を 中 心 に ヨー ロッ パ 等 で 料理 を 学ぶ 。 
その 後 、 香 港 を は じ め と し て アジ ア 料 理 の 研究 を 重ね 、 
広く 和洋 中 の 料理 を 探求 。1979 年 か ら 「 ス ウィ ー ト ハー ト 」 
を 開き 、 現 在 も 全国 か ら 生徒 が 集まる 人 気 の 料 理 ・ お 菓子 
教室 と し て 開催 。NHK「 き ょ う の 料 理 ] ほ か テレ ビ 、 雑 誌 、| 
新聞 、 講 演 な ど で 活 躍 中 。 


スケ ジュ ー ル は 入場 編 光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 、 は 紅葉 の みどころ 


東京 駅 (8:00 一 9:00) 発 デー( 東 北新 幹線 ) ーー 山 形 駅 ーー 
「 ア ル ・ ケ ッ チ ァ ー ノ ・ コ ンチ ェ ル ト ] (奥田 政行 シェ フ 考 案 の 「 オ イル 
1 寿司 」 の ご 昼食 ) 絶景 の 紅葉 の 名 所 めぐ り ( 〇 アカ クラ アオ 

クラ 、 〇 苑 字 川 渓谷 、 〇 米 の 粉 の 滝 ) 一 一 鶴岡 市 内 泊 (17:00 紀 ) 
「 ア ル ・ ケ ッ チ ァ ー ノ 」 に て イタ リア ン の 巨匠 ・ 奥 田 政行 
に よる 創作 イタ リア ン 
ホテ ル (9:00 頃 ) ーー 〇 秋田 国際 ダリ ア 園 一 [料亭 志田 屋 」(1 年 で 
2 一 番 お いし い 「 新 米 ・ き り た ん ぽ 鍋 」 の ご 昼食 ) 

(紅葉 の 名 所 ) = 王 〇 道 の 駅 あき た 港 秋 田 市 内 泊 (18:00 頃 ) 
名 京 「 か め 清 ] で 秋田 郷土 料理 の 会 席 コ ー ス 


ホテ ル (9:00 引 ) 三 一 の 〇 なまはげ 館 王 一 〇 入道 崎 ( 男 鹿 半 島 の 西北 端 ・ 
較 海 と 空 の 絶景 スポ ッ ト ) (男鹿 半島 名 物 の 豪快 「 石 焼き 鍋 」 の 

ご 昼食 ) = 一 秋田 駅 テー (東北 新幹線 ) = デー 東京 駅 (19:00 

20:00) 其 國 司 


(利用 バス 会 社 〉 秋 北 バ ス 、 山 交 バ ス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈1 泊 目 山 形 県 * 鈴 岡市 内 〉 シ ョ ウナ イ ホ テル スイ デン テラ ス (洋室 ・ ツ イン ) 
⑫ 泊 目 秋 田 県 秋田 市 内 〉 秋田 キャ ッ ス ル ホ テル (洋室 ・ ツ イン ) 
最大 20 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 貞 同 行 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 10 月 22 日 詩 ) 


ご 旅行 代金 おぉ 1 人様 あたり ) @ 最 少 催 行人 員 :10 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS000-G 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 275,000 由 295,000 由 
往路 山形 駅 合流 15.000 円 き 
復路 秋田 駅 離 団 20.000 円 き 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


紀行 


四季 


お いし い 横 浜 


この 時 期限 定 ! 旬 の 上 海 ガ ニ 」 や 『 絶 品 飲茶 ] を 賞味 。 

国情 緒 た だ よう 横浜 ・ 山 手 に 仔 む 素敵 な 邸宅 レス トラ ン 。 

気品 ある 最上 級 の 空間 の 中 、「 中 国 料理 世界 チャンピオン 」 の シェ フ が も て な す 
ヌー ベル シノ ワ を 取り 入れ た 美食 を 堪能 。 

や 横浜 の 迎 買 館 と し て 世界 の VIP を 迎え て きた 、 開 港 当時 か ら の 面影 を 残す 
老舗 フラ シッ フク ホテ ル で 「 優 雅 な フル コー スラ ンチ 」 。 

競い 合う よう な 数 々 の 個性 豊か な フク リス マス ツリ ー や 、 幻 想 的 な 光景 に 街中 が 
溢れ か える 「 大 人 が 楽し む "“ 横 浜 フ リス マス イル ミネ ーション "」 。 

〇 この 時 期 ひ と きわ 美しい 夜景 が 広がる 「 横 浜 ベ イサ イド エリ ア の シン ボル ホテ ル ]」 に 宿泊 。 
横浜 随 一 の 超 高 層 階 か ら の 眺め を お 愉し みく だ さい 。 


記 横浜 中 華 街 
[重慶 飯 店 ] (日 目 昼食 ) 


香港 の 有名 デザ イナ ー が 手掛け た 重厚 感 
漂う 旗艦 店 と し て 生ま れ 変 わっ た 重慶 飯店 ・ 
本 館 に て 、「 本 場 の 味 の 飲茶 ] や 「 旬 の 上 海 ガニ 」 
の 昼食 を お 召し 上 が りく だ さい 。 


の 本場 の 味 を 知り 尽く し た 山本 肌 子 さん が 案内 する 「 横 浜中 華 街 ] で 、 
「 
異 


料理 研究 家 ・ 山 本 刻 子 さん と 行く クリ スマ スシ ー ズ ン の 「 口 福 (こぅ ょ く ) の 旅 」 


重慶 飯店 : 帳 海 ガ 詩 ( イ メー ジ ) 


山本 麗子 氏 ( ツ アー 同行 講師 ) 

20 代 か ら フ ラン ス を 中 心 に ヨー ロッ パ 等 で 料理 を 学ぶ 。 
その 後 、 香 港 を は じ め と し て アジ ア 料 理 の 研究 を 重ね 、 
広く 和洋 中 の 料理 を 探求 。1979 年 か ら 「 ス ウィ ー ト ハー ト ] 
を 開き 、 現 在 も 全国 か ら 生 徒 が 集まる 人 気 の 料 理 ・ お 菓子 
教室 と し て 開催 。NHK「 き ょ う の 料 理 ] ほ か テレ ビ 、 雑 誌 、 


新聞 、 講 演 な ど で 活 躍 中 。 


スク クン ュー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 


ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:30) 発 一 横浜 駅 ( 導 中 合流 ) = 一 山本 訪 
さん と 楽し む 横 浜中 華 街 「 重 慶 飯店 ] (本 場 の 飲茶 や 上 海 ガ ニ の 
ご 昼食 ) …… 〇 関 帝 刻 …… 〇 中 華 街 を 散策 一 一 ホテ ル に チェ ッ ク 
1 イン 。 夕 刻 、 ホ テル 出発 。 徒 歩 に てこ イル ミネ ーション を 楽し みな が ら 

散策 。……… ひ YOKOHAMA AIR CABIN( 空 中 ロー プ ウ ェ イ 乗車) 
TI 〇 新港 中 央 広場 ・…… 〇 赤レンガ 倉庫 一 一 横浜 市 内 泊 (21:30 思 
縛 4 き 参 凶 宅 レス トラ ン 「 エ リア 」 に て ヌー ベル シノ ワ を 取り 入れ た 
美食 メニ ュー 較 尽 | 
ド テ ル (9:30 頃 ) 一 〇 カッ プ ヌ ー ド ルミ ュー ジア ム (見 学 と オリ ジ ナ ル 
カッ プ ヌ ー ド ル 作 り 体 験 ) …… 〇 コス モク ロッ ク 21 (観覧 車 乗車 ) 


1 


ーー 2 | 一 本 洪 マリ ンタ ワー… の 山下 公園 
て 人 」 回 山手 ! エ ! リア 糧 」 老舗 ホテ ル 「 ニ ュー グラ ンド ] (シェ ブフ 特選 フル コー ス の ご 昼食 ) 
で) 一 東京 駅 (17:00 頃 着 園 司 
【 天 異国 情 結 が 漂う 横浜 : 山 手 に ひっ そり 佑 む ーー スス 東名 トラ ン セ 
邸宅 レス トラ ン 。 記 に 
了 ン ピ オ ン 」 の シェ フ が ※ ご 案内 する 山本 柚子 氏 は 1 日 目 の 東 京 駅 か ら 2 日 目 の 東京 駅 まで を ご 案内 し ます 。 
な を 先 可 。 ※1 日 目 の ご 食後 の ホテ ル 到 時 間 は 21:30 頃 と な り ま す 。※1 日 上 の 昼 食 は レ 
・ ある 空間 の 中 で お 属し みく だ さい 。  ” スト ラン 側 の 食材 の 仕入れ の 事情 に より メニ ュー が 容 り ます 。 
。 6 3028 ※7 月 1 日 現在 、 ク リス マス イル ミネ ーション の 開催 時 期 が て いな いた 
こ め 、 状 況 に よっ て は 見 学 施設 や 順番 が 変更 と な る の 横浜 
マリ ンタ ワー は 現在 改修 工事 中 で 夏 に 入場 再開 の 予定 で す が 、 再 開 が 遅れ た 場合 
は 水川 丸 の 見 学 に ご 案内 いた し ます 。※ そ の 他 、 コ ロナ の 影響 に よる 休館 や 団体 


横浜 ロイ ヤル パー ク ホ テル 


横浜 みな と みらい 21 の シン ボル と し て 誕生 し た 、 ラ ンド マー クタ ワー の 最上 層 部 を 占め る 高級 
ホテ ル 。 ホ テル の 窓 か ら 見 える 夜 の 横浜 は 絶景 で す 。 


| Ei。。 


入場 が で き な く な っ た 場合 は 講師 と 相談 の 上 、 代 替 箇所 に ご 案内 いた し ます 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈 神 奈川 県 ・ 横 浜 市 内 横浜 ロイ ヤル パー ク ホ テル (洋室 : ツ イン ) 
最大 20 名 復路 宅配 付 


名 参加 可能 | / 添乗 貞 同 行 


出発 日 2022 年 12 月 6 日 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 人 最少 催行 人 員 :10 名 但 コ ー ス 番号 :1GG5000HH 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 185.000 ロ 195.000 ロ 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 2 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


も 承り ます ( 同 料金 ) ご 希望 の 方 は お 申込 み 時 に お 


※ 横 浜 駅 で の 途中 合流 プ 離 団 
知ら せく だ さい 。 


Ui 還 較 に: 
四季 <% 少 紀行 


犬 阪 中 之 伺 美術 館 と 京都 珠玉 の 美 策 館 迎 り 9 日 間 


嵐 山 (2 日 目 ) 京都 を 代表 する 観光 地 。 [ 渡 月 橋 」 な ど 、 四季 
折々 の 風景 UMS uu 


中 之 上 美 術 館 写真 提供 : ( 公 時 ) 大 阪 鋭 光 局 


大 阪 中 之 島 美術 館 (1 日 目 ) 構想 の 発表 か ら 40 年 寺 り の 長い 年 月 を 経て 2022 年 2 月 に 開館 し まし た 。 泉屋 博 古 館 (3 日 目 ) 京都 左京 区 の ひな び た 了 れ 時. 庫 
19 世 紀 後 半 か ら 今 日 に 至る 日 本 と 海外 の 代表 的 な 美術 作品 を 核 と し て 約 6000 点 を 越え る コレ フク ション を 所 蔵 し ます 。 谷 に ある 美術 館 で す 。 


回 、 少 し 足 を 延ばし 関西 の 美術 館 を 訪ね ます 。 今 最も 注目 を 集め る 中 之 島 エ リア 、 妙 陀 羅山 寂 庵 
2 の クラ シッ ク な 空間 の 今年 オー プン し た 大 阪 中 之 島 美術 館 を 1 日 目 に 訪れ ーー 
ます 。 翌 日 は 京都 へ 。 美 し い 庭園 と 貴重 な 建物 を 利用 し た 大 山崎 山荘 美術 館 、3 日 目 生前 か ら 親 交 の あっ た 瀬戸 内 寂聴 


さん を 侵 び 、 京 都 の 塁 陀 羅 山 寂 庵 


に 住友 が 寄贈 し た 京都 の ひな び た 良 さ の 残る 隠れ 里 、 鹿 ケ 谷 ( 若 王子 ) に ある 泉屋 博 に 太田 治子 さん と 共に 訪れ ます 


古館 を 訪ね ます 。 ま た 、 老 舗 料亭 や 景色 の 素晴らし い 中 で の お 食事 、 紅 葉 に 染まり 始 
め る 財 峨 貞 山 の 散策 な ども 楽し み で す 。 ご 一 緒 に 出かけ まし ょ う 。 (太田 治子 ) 


写真 提供 : 曖 陀 羅 山 寂 庵 


太田 治子 氏 ( ツ アー 同行 講師 ) 

略歴 : 神 奈川 県 小田 原市 生ま れ 。 明 治 学院 大 学 英文 学科 卒 。 
1976 一 79 年 、NHK[ 日 曜 美術 館 」 の 司会 アシ スタ ント を 努め 
る 。86 年 、「 心 映え の 記 』 で 坪田 譲二 文学 賞 受 賞 。 主 な 著書 に 
「 母 の 万 年 筆 、「 私 の ヨー ロッ パ 美 術 紀行 ] 、『 絵 の 中 の 人 生 」 、 
「 万 里子 の 色鉛筆 』 、「 青 い 絵 葉書 』「 恋 する 手 」 、『 小 さ な 神 
様 、『 石 の 花 一 林 甘 美子 の 真実 」 、『 明 る い 方 へ 一 父 ・ 太 宰 治 と 
母 ・ 太 田 静子 」 、「 時 こそ 今 は 」 [湘南 幻想 美術 館 」 な ど 多 数 。 


カン ョ ニー リル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 
東京 駅 (10:00 一 12:00) 発 = デー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 ) エー 新 
大 阪 駅 デー 大阪 中 之 島 美 術 館 ( 目 を 見 張る クラ シッ ク な 空間 
1 に 佐伯 祐三 の 絵画 を は じ め 一 級 の 作品 を 収蔵 )ーー 〇 中 之 sl 
書館 (住友 家 に より 寄贈 され た 建築 ・ 国 の 重要 文化 財 )=ー 〇 
頓 堀 一 一 大 阪 市 内 泊 (20:30 頃 ) 
加計 府 ホテ ル 内 57 階 レス トラ ン 「ZK」 に て 欧風 料理 [ 
ホテ ル (9:00 頃 ) ニ ーー 〇 大 山崎 山荘 美術 館 ( ロ ダン ・ モ ネ ・ ピ カ ソ や 
バー ナー ドリ ー チ の 陶器 な ど 一 級 の 美術 品 が 収 基 ) 「 旅 亭 嵐 月 
ノ | ( 責 山 特製 湯豆腐 会 席 の ご 昼食 )ーー 〇 明 陀 羅山 寂 庵 ( 瀬 戸 内 寂 
助 さん が 開い た 寺院 院 ) ニ デー 〇 嵐山 散策 一 一 京都 市 内 泊 (16:00 妃 ) 


山荘 京 大 和 (3 日 邊 昼食) 


明治 10 年 創業 、 京 都 東 山 三 十 六 峰 の 麓 に 建 


つ 老 舗 料亭 。 京 都市 内 が 一 望 出来 る 眺望 と 、 7< 移 ホ テル に て フラ ンス 料理 

季節 感 溢れ る お 料理 を 五感 で お 愉し みい た 0 EC. に 

人 本 ツア ー で は 江戸 時 代 に 桂 小 五郎 テー 1 ホテ ル 9:30 頃 ) ニ ーー 〇 回 設計 衣 清 水 寺 一 一 「 山 蘭 京 大 和 」 (明治 十 

藩 志士 代表 が 集まる 翠 紅 館 会 議 が 行わ 属 KN = 【 誠 計 3 年 創業 、 京 都 東山 三 十 六 峰 の 訂 に 建つ 老舗 料 記 の ご 昼食 )ーーG 泉 
た 隊 を ど 電 し ます 。 < 共 博 古館 (住友 コレ フシ ョ ン を は じ め と し た 美術 品 を 鑑賞 ) 一 一 京都 駅 
=ー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 )== 東 京 駅 (18:00-20:00) 着 國 悦 

(利用 バス 会 社 〉 ヤ サカ 観光 バス 大 阪 支社 また は 奈良 交通 また は 帝 産 観光 バス 
23295) の 移動 は 小回り の きく ジャ ン ボ タク シー の ご 利用 と な り 、 参 加 人 数 に 

大 阪 マ リオ ッ ト 都 ホテ ル 降 時 ) 応じ て の 分 乗 と な り ま す 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

高 さ 日 本 一 の 超 高層 複合 ビル 「 あ べ の ハル カス 」 の 上 層 階 に ある 天空 の ホテ ル で す 。 EL SdbssoNI0200 園 ア ッ パー フ 

50 一 52 階 に 位置 する 38m ヤ スー ペリ アル ー ム で 、 ゆ っ くり と お 過ごし だ さい 。 2 泊 目 京都 府 京都 市 内 〉 ホ テル 日 航 プ リン セス 京都 (洋室 ツイ ン ・ ス ー ペ リフ 

ーー ルー ム ノ 36mi) 

く 」 ーー = e/ に ーー テー > 

ホテ ル 日 航 プ リン セス 京都 区 滞 7 最大 14 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 


京都 ・ 四 条 島 丸 よ り 徒 歩 5 分 に 立地 する ホテ 
ル 。 賑 や か な 四条 通 や 八坂 神社 界隈 の 散策 
に も 便利 。 ま た 、 全 部 屋 エ アウ ィ ー ブ の 寝具 
利用 な ど 快 適 な 滞在 を 提供 し ます 。 京 都 の 地 


出発 日 2022 年 11 16 日 ( 水 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 人 @ コ ー ス 番号 :1GGS000K 


出発 ・ 到 着地 ー タ 1 名 1 室 
野菜 を た フラ ンス 料理 も 愉し み ま す 。 ーー 
AS 東京 駅 290.000 320.000 
往路 新 大 阪 駅 合流 15,000 円 引き 
復路 京都 駅 離 団 15,000 円 引き 


添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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小 笠 原 諸島 
受 岐 ・ 対 馬 
屋久 島 
美 大 島 
宮古 島 
八重 山 諸島 


九 州 
四季 紀行 BS 
責 の 楽園 世界 自 直 フ 上 人大 島 を 訪れ る 4 日 間 


EN こる まで - 全 


2 問 田中 一 村 記 念 美術 館 (1 日 目 ) 奄美 の 自然 を 描い た 日 本 画家 
う 田中 一 村 の 作品 を 常設 展示 し て いま す 。 


te = Ne 、 金 作 原 原生 栖 伺 紀 (Ge 
金 作 原 原 生 林 (2 晶 目 ) 生き た 化石 と いわ れる 巨大 な ヒ カ ゲ ヘ ゴ な どの 下 半 物 や 、 大 島 細 村 (4 日 目 ) 大 島 細 の 製造 の 様子 を ご 覧 いた だ け ま す 。 
国 指定 天然 記念 物 の 希少 生物 が 生息 し て いま す 。 
スク ショ ニル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 借 は 車窓 観光 
議 ゆっ くり 出発 | 羽田 空港 (10:00 一 13:00) 発 - ヽ 奄美 大 島 空港 
( 泊 ) 本 | 一 - 〇 田中 一 村 記 念 美術館 一 一 奄美 大 島 泊 (16:30 細 
大 泊 泊 公園 人 @ ゅ 。 @ @* 内 ホテ ル (10.30 一 大 浜 海浜 公 園 一 「 錠 大 和食 の ご 昼 
『 | 富 r ロ 2 か / バ 茹 記 史 ・ 頃 
| 田中 一 村 記 念 美術館 | 回 WS 夫人 EE 
金 作 原 原 生 林 回 22 遇 ホテ ル に て 洋食 
wm 放 ホテ ル (10:00 頃 ) ニ 一 〇 黒 湖 の 森 マ ング ロー ブ パ ー ク ーー 奄美 大 
黒潮 の 森 々 マン グロ ー ブ パ ー ク っ | 見 泊 (1 2:30 頃 ) ホテ ル に て 和食 ( 飯 ) の ご 昼食 後 は 全員 演 奏 を 
お 愉し みい た だ きま す 。 
護 珍 ホテ ル に て イタ リア 料理 國 選 釣 
1 る THE SCEINE ( 泊 ) ホテ ル (9:00 頃 = 一 〇 ホ ノ ホ シ ※ 岩 品 9 約 120 分 一 一 「 プ チ リゾ ー 
4 ト ネ イ ティ ブシ ー 奄 美 ] (洋食 の ご 昼食 ) [椅子 席 〇 大 島 細 村 (大 
喝 細 製造 工程 を 見 学 奄美 大 島 空 : 羽田 空港 (16:00 一 
19:00) 着 國 層 し 」 
観 | さ … 安 に OO < へ < へ < へ <、<、<、。、ー、 パ < パー パー パ 。 ご 
加 ま 人 原生 林 を ガイ ド 付 で ご ご 案内 2 日 皮 ) (利用 予定 航空 会 社 ) JAL ま た は ANA ま た は JAC ま た は SNA ※ 航 空 機 の 座席 は 
天然 の 亜熱帯 広葉 樹 が 多数 残っ て いる 金 作 原 原生 林 を 訪れ 、 普通 席 利用 と な り ます 。 〈 利 用 バス 会 社 株 式 会 社 し ま パ ス 
ガイ ド が 同行 し 約 120 分 の ゆっ くり と し た 散策 に ご 案内 し ます 。 ※2 晶 目 金 作 原 原生 散策 は 、 重 装備 の 必要 は あり ませ ん が 、 履 さ な れ た 歩 さ や 
往復 約 3ktm ほ どの ゆる や か な 傾斜 の ある 山道 ・ 林 道 ( 未 舗装 道路 ) を 歩き ます 。 すい 靴 、 長 そ で ・ 長 ズボン の 着用 を お すす めし ます 。※23 日 目黒 湖 の 森 マ ング 


ブ パ ー ク で は カヌ ー 等 の アクティビティ は 行い ませ ん 。※3 泊 目 THE SCENE の 
客室 は ダブ ル ベ ッ ド 1 台 と な り ま す 。 ベッ ド 2 台 ご 希望 の 場合 は エキ スト ラベ ッ ド 


区 = 6 (110qm 幅 ) 1 台 を お 入れ し ます 。 販 売店 係員 に お 申し 出 く だ さい 。※P.7 の ご 案 
泊 | 奄美 山羊 島 ホ テル K 旨 人 =5 内 も 必ず お 読み くだ さい 。 ー ー 


名 瀬 港 近く の 小島 に ある 大 浴場 スパ 付 リ ゾー ト ホ テル 。 画 宿 泊 :〈1・2 泊 目 鹿 児島 県 奄美 大 島 〉 カ ジア ァ ル 規 美 山羊 島 ホ テル (洋室 ・ ス タン 
ダー ド ツ イン / 約 29m) ※ お 部 屋 ま で の ポー ター サー ビス は ご ざい ませ ん 。 


^m | 〈3 泊 目 / 鹿 児島 県 ・ 飼 美 大 島 )/THE SCENE (洋室 ・ ス タン ダー ド ダ ブル ノ 約 30m 
THE SCENE が グフ レル ペッ ド と な り ます 


奄美 大 島 最 南端 に 位置 する 全 室 オ ー シ ャ ン ビ ュー の ホテ ル 。 


最大 12 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添 条 員 同 行 | / 復路 宅 配付 
出発 日 2022 年 1 2 日 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 人 コー ス 番 号 :1GGS000-A 


出発 ・ 到 着地 ー( 定 名 1 室 
ww 羽田 空港 発芽 390.000 貴 430.000 ロ 
さ 往路 奄美 大 島 空 港 合流 15.000 円 き 
| 復路 奄美 大 島 空 港 離 団 15.000 円 a き 


お 部 屋 の 三 例 


添乗 員 は 1 羽田 空港 か ら 4 日 目 羽 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


100 文 写真 提供 : 公 益 社団 法人 鹿児島 県 観光 連盟 


九 州 


古代 か ら の 歴史 の 記憶 と 神々 が 宿る パワ ー ス ポ ボット を 訪ね て 


夫 * ク 約 行 


交 久 の 目 然 と 歴史 が 息づく 岐 ・ 対 同 4H 間 


ポ 攻 (2 日 上 美しい 景 


- 和 多 都 美 神社 (1 日 目 )  」 3 
写真 提供 :( 一 社 ) 長 崎 県 観光 連盟 住吉 神社 


> 還 康 の my @ 
り まさ | はら ほげ 地 生 
で 
和 多 者 美神 社 ee 人 る 8 望 所 ゥ 本 
| 宮 
Ho | 万 還 還 還 
SOAR RESORT Is 電 オ 
対馬 空港 
害 ーー ーーーーー 
万 松 院 @ 
人 


厳原 港 


は 5 ら ほげ 地 工 (4 壱岐 邊 (イメ ー ジ ) 


写真 提供 :( 一 社 ) 長 崎 県 観光 連盟 


上 人 が 縛 く 日 本 和 有 救 の リア ス 式 海岸 。 貸 切 の クル ー ザ ー で 、 手 つか ず の 自然 江 大 


_ 4 


し 】 
を 
親 
夫 、 
H 
れれ 
上 


本 真 提供 3 守 神 ) 長 内 県 観光 連 選 | 
壱岐 神楽 (4 日 目 ) 古 より の 伝統 が 受け 継が れ て きた [壱岐 
神楽 ] を 、 格 式 高い 住吉 神社 の 境内 で ご 鑑賞 いた だ きま す 。 


小島 神社 (4 日 目 ) 


療 段 は 海 に 浮か ぶ 島 に ある 小島 神 
社 。 こ の 島 全 体 が 神域 と され て いる た め 、 小 枝 1 本 も 持ち 
出し て は な ら な いと いう 慣習 が あり ます 。 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 


羽田 空港 (⑨30 一 11:30) 発 一 人 福岡 空港 また は 長崎 空港 一 へ 対馬 空 
] | 港 一 - 〇 和 多 都 美 神社 (鳥居 が 海中 に 立つ 神秘 的 な 古 社 ) 一 
〇 鳥 帽子 岳 展望 所 一代 万 関 橋 王 一 対馬 市 泊 (17:30 妃 ) | 
ホテ ル (8:20 頃 ) 一 O 浅 茅 湾 ク ルー ズ ( 約 50 分 ) 一 万 松 院 
(1615 年 建立 の 宗家 の 菩提 寺 ) ご 昼 信 厳原 港 ニン 
(ジェ ッ ト フ ォ イ ル 約 65 分 ) ン 芦 辺 港 一 一 〇 月 讃 神社 一 一 〇 猿 
岩 ・ 人 砲台 誤 之 岐 湯本 温泉 (16:00 頃 ) 


こ 獲れ た 人 魚 介 類 な ど 天 然 素材 に こだわ っ た 会 


國 司 力 


ホテ ル (9:00 頃 ) 一 - 〇 ー 支 国 博物 館 一 一 〇 原の辻 遺跡 一 
と ら ふ ぐ 養 殖 場 見 学 一 と ら ふ ぐ 料 理 の ご 昼食 [ 騎 子 席 一 一 
券 本 城跡 ・ 勝 本 町 歩き テー 〇 辰 の 島 フ ルー ズ ( 美 し い 海 と 絶 
景 ・ 約 40 分 ) ーー 壱岐 湯本 温泉 泊 (17:00 頃 ) 


ゆ 
っ 
く 
り 
2 
連 
泊 


問 連 き 壱岐 和牛 ステ ー キ な ど 洋 食 コー ス | 符 子 席 朝 居 | タ 
ホテ ル (9:00 頃 ) 一 一 〇 住吉 神社 (神功 皇后 由来 の 格式 高い 神社 、 索 

| 岐 神楽 鑑賞 ) 〇 壱岐 焼酎 蔵元 見 学 〇 小 神社 で 〇 はら ほ 
げ 地 蔵 一 一 海鮮 丼 の ご 昼 人 芦辺 港 ヘン (ジェ ッ ト フ ォ イ ル 約 65 


分 ) - ン 博多港 一 一 福岡 空港 へ 羽田 空港 (18:50-20:50) 勘 國 悦 」 


《 利 用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ま た は ORC ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利 
用 と な り ま す 。〈 利 用 バス 会 社 〉 対 馬 交 通 (1・2 日 目 ) 、 壱 岐 交通 また は 玄海 交通 
(2 一 4 日 目 ) 、 ジジ EEE 時 に 


崎 県 営 パス (4 日 目 ) ※1・2 日 目 対馬 で は 、 中 型 バ パス を 利用 し ます 。※2 日 
松 院 で は 、132 段 の 階段 を 上 り ま す 。 ※4 日 目 の 小島 神社 は 、 潮 の 千 関係 で 上 
陸 し な い 場 合 が あり ます 。※4 日 目 の ジ ェ ッ ト フ ォ イ ル 搭 乗 の 際 、 船 内 に 持ち 込み 


EN まで 、 そ の 全て の 3 辺 の 合計 が 200cm 以 下 ・ か 


泊 | 壱岐 リト リー ト 海里 村上 計 / 


回 k 湯量 豊富 な 源泉 か け 流 し の 名 旅館 。 
全 12 室 露天 風呂 付 の ゆとり ある 客室 で お くつ ろ ぎ いた だ け ま す 。 


お 部 屋 の 二 例 


つ 重 さ が 30kg 以 下 の 物 と な ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


一 答 泊 :〈1 泊 目 /[ ジ アル 恨 崎 県 : 対 馬 市 ySOAR RESORT (和室 /10 畳 )※ お 部 
屋 に パス タプ は あり ませ ん 。 シ ャ ワー ブー ス の み と な り ま す 。 


(2・3 泊 目 ノ 必 言 語 長 崎 県 壱岐 湯本 温泉 壱岐 リト リー ト 海里 村上 (プレ ミア ム 
和洋 室 また は プ レミ アム 和室 ・ ベ ッ ド 付 、82n・ テ ラス 含む ) ※ 選 べ ま せん 


最大 12 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 9 月 1 1 日 (日 )、10 月 23 日 (日 ) 、 


2023 年 3 月 12 日 (日 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) @ 最 少 催行 人 員 :8 名 
@ コ ー ス 番号 :〈9/1 1 発 〉〈10/23 発 〉1GG6101-2 〈3/12 発 〉1GGS000-B 


出発 ・ 到 着地 

羽田 空港 発 落 
往路 対馬 空港 合流 
復路 福岡 空港 離 団 
添乗 員 は 1 羽田 空港 か ら 4 


2 名 1 室 1 名 1 室 
430.000 円 480.000 貼 
20,000 円 引き 
15,000 円 引き 

羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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102 文 写真 提供 :G 小 笠原 村 観 光 局 


四季 3 少 紀行 


ネイ チャ ー ガ イド と めぐ る 自然 観察 (3 日 目 ) 小笠 原 の 森 に 入る と 、 固 有 の 動植物 は も ちろ 
ん 、 海 洋 島 と いう 制約 され た 環境 の 中 で 進化 を 続け て いる 生物 の 様子 を 実際 に 目 に する こ 
と が で きま す 。 そ ん な 貴重 な 自然 を より 深く 理解 する に は 地元 ガイ ド の 解説 を 聞き な が ら 歩 
く の が お 勧め で す 。 意 義 深く 感動 的 な ハイ キン グ を 楽し め ま す 。 


_ 名 本 4 


| 
1 


- 諾 / 」 隊 キマ メージ x マル ハチ (イメ ー ジ ) 
小笠 原 に は 、 独 自 の 進化 を 遂げ た 数 多く の 動植物 が 生息 し て いま す 。 


国有 種 の 植物 


小笠 原 の 玄関 口 ・ 父 島 二 見 湾 の 北側 に 父島 最大 の 港 ・ 二 見 港 が あり ます 。 ま た 湾内 東部 に ある 波 静か な 海岸 で ある 境 浦 に は 、 
太平 洋 戦争 中 に 座礁 し た 演 江 丸 が 鎮座 し て いま す 。 ※ 写 真 は イメ ー ジ で 、 実 際 に ご 覧 いた だ く 景 色 と は 異な り ま す 。 


っ 1 父島 境 浦 と 三 見 溶 ( イ 狼 剛 ) 竣 


) 宛 島 海 域 公園 の 


星空 (イメージ ) 雄 
天気 が 良い 日 に は 空 か ら 降っ て 
くる 様 な 星空 を 観 貰 で きま す 。 


父島 メイ ンス トリ ー ト (湾岸 通り ) 
お が さわ ら 丸 が 入港 する 二見 港 に 面 
し た 大 村 地 区 の メイ ンス トリ ー ト で あ 計 二 eW 
る 湾岸 通り に は 、 土 産物 屋 や 商店 、 飲 『 き 
食 店 な ど が 並ん で いま す 。 名 XN 


5 ル 注 渦 庄 (GPX メニ ジ /)6 
タマ ナ や ハス ノ ハ ギリ の 海岸 林 を 抜け る と 、 見 渡す 限り 


父島 小 港 海岸 (3 日 目 ) 
の 真っ 白 な 砂浜 が 広がり ます 。 枕 状 溶岩 跡 が 目 の 前 で 見 られ ます 。 


| 関東 新潟 


世界 目 然 導 上 導 小 芝 県 6 日 間 


肝 こ | の ジョ ュー ルル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 


竹芝 客船 ター ミナ ル (10:00 集 合 11:00 発 ) ヘー (お が さわ ら 丸 特 2 等 寝 


5 1 | 合 - プ レミ アム ペッ ド 約 24 時 間 ) ン ン ! 

。 小笠 原 諸島 父島 二見 港 (1 1:00 頃 着 ) 一 一 ー ガ イ 
ド と めぐ る 自然 観察 (つの ウェ ザー ステ ショ ン 展 昧 台 一 - 〇 長嶋 民 
望 台 一 一 念 境 ) 信 扇 浦 ) 王 一 小笠 原 父島 泊 (16:00 頃 ) 


ト テ ル (9:00 頃 )ーー ネ イチ ャ ー ガ イド と 巡る 自然 観察 【 の ん びり 歩く 
世界 遺産 の 森 】 ( 〇 小 港 海岸 ・ 枕 状 溶 者 の 貴一 一 〇 夜 明 山 周辺 の 戦 
跡 世界 然 遺産 区 域 を 中 心 に 、 地 元 ネイ チャ ガイ ド と 一 緒 に 歩き 
ます 。) デ ーー 小 笠原 父島 泊 (16:00 妃 ) 朝 | 圏 | 夕 
ホテ ル (8:30 頃 ) …… 二見 港 〇 パノラマ ボー ト ツ アー( ネ イ 
チャ ー ガ イド 同行 で 、 小 笠原 特有 の 青い 海 へ 。 色 と り ど り の 魚 が 群 
れ を な し て 泳ぐ 兄 島 海域 公園 へ 。 運 が 良けれ ば イル カ の 群れ 、 マ ン 
タ 、 ア オウ ミ ガ メ な ど に も 出会え る 可能 性 が あり ます 。) 還 
見 港 … 小 笠原 父島 泊 (16:00 需 ) 
24 き 参 島 魚 料理 が 人 気 の 大 村 の 居酒屋 へ ご 案内 し ます 。 國 較 


(出発 まで フリ ー タ イム 、 大 村 周 辺 の 散策 な ど を お 愉し みく だ さい 。) 
| 小笠 原 ・ 二 見 港 (15:00 発 ) ヘン (お が さわ ら 丸 特 2 等 絆 馬 ・ プ レミ アム 
ベッ ド 約 24 時 間 ) 國 | 


6 竹芝 客船 ター ミナ ル (15:00 頃 北 ) I 


※ 島 内 の 移動 は 自動 車 ( 混 乗 ) と な り ま す 。 ま た 、 島 内 の 自動 車 や ボー ト は 、「 四 季 彩 紀 
行 ] に ご 参加 の お 客 様 以外 の お 客 様 と 一 緒 に な る 場合 が あり ます 。 ※3 日 目 と 4 日 目 の 
観光 は 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が あり ます 。 ※ 気 象 ・ 海 況 な どの 状況 に より 、 島 内 ツ 
パノラマ ボー ト ツ アー (4 日 目 ) ボ ニ ン ブル ー と 呼ば れる 小笠 原 特有 の 美しい 海 を アー の 内 容 を 変更 する 場合 が あり ます 。 ※3 日 目 の が 「 ネ イチ ャ ー ガ イド と 巡る 自然 観察 
満喫 。 イ ルカ を は じ め と し た 海洋 動物 と の 遭遇 が 期待 で きま す 。 よ 、 歩 き 通し の コー ス で は あり ませ ん が 、 未 舗装 の 森 の 中 を 歩き ます 。 (歩行 距離 3 
(※ 野 生生 物 の た め 、 見 られ な い 場合 も で ざい ます 。) 4km) ※4 日 目 の パ ノラ マ ボ ー ト ツア ー は 、 悪 天候 の 場合 、 中 止 と な り 、 他 の プロ グラ ム 
こ 変更 と な り ま す 。 小型 ボー ト 1 艇 又は 2 有 艇 の 分 乗 と な る 場合 が あり ます 。※2020 年 9 
ee = H よ り 、 お が さわ ら 丸 乗船 に 際 し 、PCR 検 査 が 実施 され て いま す 。 離 島 の 医療 状況 を ご 

語 人 へ 4H jn/ 時 解い た だ き 、 必 ず 検 査 に ご 協力 くだ さい ます 様 、 お 願い いた し ます 。 ※P.7 の ご 案内 
= も 必ず お 読み くだ さい 。 


一 宿泊 :〈2 一 4 泊 目 | が = アル | 東京 都 ・ 小 笠原 父島 ) ハ ー ト ロッ ク ヴ イィ レッ ジ (洋室 / ツ 
イン 海 側 デ ラッ クス ルー ム ) 


1 


兄 島 海域 公園 


ゆ 
つ ) 
く 
り 
) 
連 
泊 


ン 


2016 年 7 月 に 就航 し た 第 3 代 
目 お が さわ ら 丸 の 特 2 等 寝台 
(プレ ミア ム ベ ッ ド ) を 利用 し 
ます 。 上下 2 段 ベッ ド ・ テ レビ ・ 
コン セン ト ・ ス リッ パ 付 

※ シ ャ ワー、 お 手洗 い は # 
と な り ま す 。 貴重 品 用 ロッ カ 
が あり ます 。※ 個 室 で は あり ま 
せん 。1 人 1 人 の 寝台 スペ ー ス 


最大 8 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 


出発 日 2022 年 10 月 12 日 ( 水 ) 、11 月 26 日 圭 ) 、 
12 月 9 日 ( 金 ) 


が カー テン で 仕切 られ 、 プ ライ ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :6 名 介 コ ー ス 番号 :1GGS000-C 
ベー ト が 確保 され ます 。 2 名 1 室 1 名 1 室 
310,000 由 360,000 由 
※ 添 乗員 は 1 の 竹芝 客船 ミナ ル が から 6 の 竹芝 客船 ター ミナ ル ま で 1 名 同 


行い た し ます 。 


ハー トロ ッ ク ヴ ィ レ ッ ジ 比 培 5 
二見 港 か ら 徒 歩 1 分 の ロ Fo 

ケー ショ ン の 自然 に 配慮 し 
た エコ ヴィ レッ ジ で す 。 お 部 
屋 の ベラ ンダ か ら は ボ ニ ン 
ブル ー の 海 の 景 色 を お 愉し 
みい た だ け ま す 。 


お が ざわ らら 832 き 人 1 


個室 へ の グレ ー ド アッ プ も 承り ます (出発 日 の 2 ヵ月 前 以降 、 手 配 可 否 を お 知ら せ し ま す 。) 


全般 宣 数 ME お 一人 利用 追加 船室 の 概要 
特等 室 ( ス イー ト ) 全 4 室 118,000 円 46.,000 円 キン グ サ イズ ベッ ド 1 台 、 バ ス 、 ト イレ 、 テ レビ 、 冷 蔵 庫 、 専 用 ラウ ンジ & デ ッ キ 
特 1 等 室 ( デ ラッ クス ) 全 24 室 98,000 円 46,.000 円 シン グル サイ ズ ベ ッ ド 2 台 、 バ パス 、 ト イレ 、 テ レビ 、 冷 蔵 庫 
1 等 室 ( ス タン ダー ド ) 全 39 室 48,.000 円 16,000 円 シン グル サイ ズ ベ ッ ド 2 台 、 テ レビ 


※ 片 道 で の ご 利用 の 場合 は 半額 と な り ます 。 
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隊 # 3 \ チ 
| 中 | 間 4 


誠 川 の 少 写真 協 罰 : 交 益 社団 法人 鹿児島 県 観光 連 明 蘭 り 。 と 
大 川 の 滝 (2 日 目 ) 「 日 本 の 滝 百 選 ] に も 選ば れ て いる 屋久 島 最大 の 滝 。 紀元 杉 (2 日 目 ) 樹齢 3.000 年 と 島 に 伝わる 巨 杉 。 


夢 の 人 日 
| sankara hotel&spa 屋久 島 に 2 連 泊 


ゃ や ゃ や ざさ (4 
ジャ ン ボ タク シー で 述 る 3 日 重 
スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 記 鈴 ※ 上 剛 議 0 し NZ まい か 
羽田 空港 (9:30 一 14:00) 発 一 鹿児島 空港 また は 福岡 空港 ま y P WW 才 だ / | で 
た は 伊丹 空港 一 屋久 島 空 港 一 一 O 〇 屋久島 環境 文化 村 セ ン ト 洒 叉 し ナ 
1 | 園 ター( 屋 久 島 の 自然 や 文化 を ご 紹介 ) 一 一 屋久 島 泊 (17:00 頃 ) = に N 


ホテ ル 内 レス トラ ン ayana に て 九州 の 地方 料理 を 絶妙 
内 に 取り 入れ た カジ ュ ア ルフ レン チ 画 較 | タ | 


] ホテ ル (9:00 細 一 - 〇 天川 の 滝 一 -@ 丁 部 林道 一 - 〇 永田 い 
夫 な か 浜 (ウミガメ の 産卵 地 と し て 有名 ) 一 一 「 お 食事 処 潮 触 」 
| (和食 の ご 昼食 ) [季子 席 ] 一 一 〇 紀元 杉 ( 車 で 行く こと が で きる 
ノ | 軒 最も 大 き な 屋 久 杉 ) 一 の ヤク スギ ラン ド (標高 約 1.000m の 
自然 公園 ) 久 島 泊 (17:30 引 ) 


診 ホテ ル 内 レス トラ ン okas に て 地元 食材 で 創る 自然 派 フ 
レン チ フ ルコ ー ス 國 司 図 
せん ぴろ っ 4: We と 
ホテ ル (10:00 頃 ) ーー 〇 千尋 の 滝 一 一 郷土 料理 の ご 昼食 | 椅子 席 * ao に 団 法 入 鹿児島 県 観光 連盟 
ロ ェ > コワ ロ > ロロ に | ロロ に ペーー、 さ 
う | 一 太 島 空 港 一 伊丹 空 洪 ま た は 福岡 空港 また は 鹿児島 空 畔 ヤ フ ス ギラ ンド ci) 
| 羽田 容 港 (1600~20:50 着 。 ソソ 較 因 け 屋久 島 は 登山 ・ 長 時 間 の トレ ッ キ ング を する イメ ー ジ が あり ます が 、 登 山 を する こと も 
〈 利 用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は ANA ま た は JAC ま た は SNA な く 屋 久 島 らし い 美 し い 自然 を 楽し め る スポ ッ ト が 多く あり ます 。 本 コー ス で 最も 長い 
3WRC 人 の 外 誠 は 重利 国 や な り ま が 。 距離 を 歩く の は ヤク スギ ラン ド の 「 ふ れ あ い の 径 コー ス ] 約 30 分 (0.8km) 。 
※ 全 日 ジャ ン ボ タク シー 利用 と な り ます 。 ご 参加 人 数 に 応じ て 分 乗 と な る 場合 が 整備 され た 木 道 を め ゆっくり と 一 周 し ます 。 ※ 重 装備 の 必要 は あり ませ ん が 、 履 き な れ た 


歩き や すい 靴 、 長 そ で 、 長 ズボン の 着 用 を お すす めし ます 。 


あり ます 。 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

画 宿 泊 :〈 鹿 児島 県 ・ 屋 久 島 ) 罰 諸 嗣 sankara hotel&spa 屋久 島 ( 洋 室 ・ サ ンド 
ラ ヴィ ラ ツ イ ング ノ 約 53mi) 

※ 客 室 の 1 階 ・2 階 の 指定 は 出 で き ませ ん 。 2 階 へ は 階段 で の 昇降 と な り ま す 。 


sankara hotel&spa 屋久 島 


屋久 島 の 東南 、 山 を 背 に 望む 緑 深 き 高台 に 位置 する リゾ ー ト ホテ ル 。 


最大 12 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 3 月 24 日 ( 金 ) 
ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY001.9 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発 基 440,000 円 530,000 円 
往路 屋久 島 空港 合流 20.000 円 引き 
復路 屋久 島 空港 離 団 20.000 円 き 


添乗 員 は 1 羽田 空港 か ら 3 日 目 羽 田 空 港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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四季 < 紀行 
JR ホテ ル 屋 久 島 に 3 連 泊 


世界 自然 遺 


回 加 白人 5 


本 コー ス で は 、 白 谷 雲 
弥生 杉 の 周辺 を 、 ガイ ド 付 で 通常 1 時 
間 の と ころ を ゆっ くり と 2 時 間 か け て 散 
策 し ます (高低 差 約 100m) 


PE 
温泉 の 大 浴場 で お 軸 ざ いた だ け ま す 。 
0 2 ター サー ビス は ご ざい ませ ん 。 


ケシ \ 


ケ ジ ュ ー ル 


氷 田 いな か 浜 2 晶 目 ) 島内 で 最も 大 き な 。 例年 5 月 7 月 に か け ウ ミ ガメ が 座 卵 する 浜 と し て 知ら れ て いま す 。 


中 産 の 大 | 屋久 感 」 を 包 る 4 日 間 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 


羽田 空港 (9:30 一 14:00) 発 鹿児島 空港 3 


また は 福 岡 空港 ま 


た は 伊丹 空港 


屋久 島 ビ 洪 屋久 


タ 屋久 島 泊 (1Z: 


ホテ ル に て 和洋 折 喪 料理 (1 一 3 


00 頃 ) 


昌 環 境 文化 村 セ ン 


共通 )  [ 


な か 浜 一 一 


ホテ ル (8:30 頃 ) 一 〇 大 川 の 滝 一 一 @ 西 き 


道 一 つ 永田 い 


クス ギラ ンド ( 約 30 分 散策 ・0.8km) 


郷土 料理 の ご 昼食 | 特 子 席 | ニ 一 〇 紀元 杉 一 〇 ヤ 


久 島 : 


男 g 


〇 ボタ ニカ ル 


弥生 杉 一 白谷 SA (高低 差 1 00m ン 和 1 50207 ガ TP 


ゆっ くり 散策 ) ) 一 一 「 お 


リサ ー チ / 


良 事 処 潮 騒 ] (和食 の ご 昼 


良 ) [椅子 席 


パー クー 屋久島 泊 ( 


6: 


00 鍋 ) 朝 | 昼 | 夕 


ホテ ル (10:O0 頃 


ーー 〇 千尋 の 滝 一 -[11711 発 


4|5Da 久 島 」 (洋食 の ご 昼食 ) [椅子 席 |、[ 3/10 発 


[sankara hotel& 
「 か た ぎり さん 」 (と 


び う お の ひつ まぶし の ご 


ヾ 


昼食) 屋久 島 空 港 


1 


] SE 


福岡 空港 また は 


〈 利 用 予定 航空 会 社 )JAL ま た は AN 
は 普通 席 利用 と な り ま す 。 


※ 屋 久 島 島内 の 移動 は 
合 が あり ます 。※4 


(利用 バス 会 社 〉 


、 小 型 ・ マイ 


B 児 島 空港 へ 羽田 空港 (16:00 一 20:50) 着 國 悦 」 
A ま た は JAC ま た は SNA 航空 機 の 座席 


種子 島 ・ 屋 久 島 交 通 (1 一 3 日 目 ) 
クロ バス また は ジャ ン ボ タク シー 利用 と な る 場 


乗 と な る 場合 が あり ます 。※3 


道路 を 散策 する 健 肛 


人 は コー ス を 変 9 る 場合 が あり ます 。※ ヤ ク 2 


あく リュ ッ ク を お すす め 


装備 の 必要 は あり ませ ん が 、 


は ジャ ン ボ タク シー を 利用 し ます 。 ご 参加 人 数 に 
谷 雲水 峡 で は 急 な 階段 や 舗装 され て いな い 


当 | 二 780UESe 応 E 


大 雨 な ど に 隊 


履 さ な れ た 加 、 長 


で : 長 ズボン の 間 、 両 手 の 
※ ワウ の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さ 


画 宿 泊 :〈 鹿 児島 県 屋久 


JR ホラ 


ル 屋久 島 ( 洋 0 シタ 7 


最大 1 


出発 日 2022 年 11 月 11 日 ( 金 ) 、 


2023 年 3 月 10 日 ( 金 ) 


名 参加 可能 | / 添乗 貞 同 行 


復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GG5000-D 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 390,.000 由 410.000 幅 
往路 屋久 島 空港 合流 20.000 円 き 
復路 屋久 鳥 空港 本 団 20.000 円 き 
添乗 上 員 は 1 羽田 空港 か ら 4 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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豊か な 自然 と ふた つの リゾ ー ト で 過ごす 伺 時 間 


二天 (で の ー ン / 
画像 提供 直 己 観 玩 協 会 (plotoWWAWARWI 還 RA) 
東平 安 名 崎 (2 日 目 ) 宮古 島 の 最 東端 に 長く 伸び た 岬 日 
本 百 景 の ひと つ に 数 えら れる 景色 は 、360 度 に 見 渡せ る 
コバ ルト ブル ー の 海 、 水 平 線 、 断 崖 、 隆 起 正 頑 礁 の 石灰 岩 
が あり まさ に 絶景 で す 。 


三面 開口 の 窓 か ら 海 を 見 渡す こと が 出来 る レス トラ ン 
(1・2 日 目 ) 


スケ ジョー ル O は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 
ゆっ くり 出発 | 羽田 空港 (10:00-12:30) 発 へ 那 媒 空港 
宮古 空港 一 一 宮古 島 泊 (16:0017:00 由 ) 

回 腔 診 ホテ ル に て 創作 フレ ンチ コー ス [ 
ホテ ル (10:30 頃 念 伊良部 大 橋 ( 全 長 約 3.5km の 絶景 ロー 
ド ) 〇 宮古 島 海中 公園 (海中 観察 施設 で 日 々 違う 表情 の あ 
り の まま の 海中 世界 を 感じ る こと が で きま す ) 一 借 来 問 大 橋 
ーー 王 「 来 間島 シー ウッ ド ホ テル 」 (洋食 の ご 昼食 ) [椅子 席 | 
〇 東平 安 名 崎 王 宮古 島 泊 (16:30 頃 
眉 4 ま 参 ホテ ル に て 和風 フレ ンチ コー ス 國 層 較 


竹富 島 観光 (4 日 目 ) 


古き 良き 八重 山 の 原 風景 が 残る 竹富 
島 赤 瓦 集落 を 水牛 車 に 乗っ て ゆっ くり 
と し た 時 間 を お 愉し みく だ さい 


AN に こ 】 


峰 石垣 屋 (< 昌 上 ほ の) ホテ ル (10:00 頃 ) = 一宮 石垣 空港 一 「 舟 蔵 の 里 」 
記 に ジュ (沖縄 料理 の ご 昼食 ) 〇 川平 湾 グ ラス ボー ト 遊 覧 一 
石垣 伝統 の 琉球 瓦 と 吉野 杉 が ふん だ EN 
ん に 使わ れ た 落ち 着い た 雰囲気 の お う 石垣 島 泊 (16:00 皿 ) 
店 。 石 垣 生 で 生ま れ 育っ た 石垣 牛 と 島 肥 診 ホテ ル に て 和 琉 コー ス 國 司 図 
芸 却 ご 慢 能 有 と だ 
SS | ホテ ル (8:40 順 ) 一 石垣 港 ン ン 竹 富 港 一 竹富 島 観光 ( 〇 星 
角 償 の 浜 一 臣 コ ンド イ ビ ー チ ー 〇 赤 瓦 の 町 6 み を 水 千 車 に て の 
ん びり 散策 ) 一 一 竹富 港 ツ ン 石 垣 港 一 「 石 垣 屋 ] (石垣 牛 炭 
上 火 焼 コ ス の ご 昼食 ) 一 一 石垣 島 泊 (14:30 刀 


0 虹 た の 湖 4 日 目 の ご 夕食 は ミー ルフ クー ポン を お 渡し し ま 
誤 き す 。 ホ テル 指定 の レス トラ ン よ りお 選び くだ さい (ブル ー プ 毎 ) 。 

イラ フ 5UI ラ 2 ※ ご 出発 前 に 添乗 員 よ りお 伺い 

海 を 臨む 立地 に ラグ ジュ アリ ー な 施設 と 洗練 され た サー ビス で お 客 様 を お 迎え いた し ます 。 較 局 図 


> 5 


D | ホテ ル (930 届 一 一石 垣 空 港 一 へ 羽田 空港 (13:00-15:00) 着 國 | 


〈 利 用 航空 会 社 〉JAL ま た は ANA ま た は JTA ま た は JAC ま た は RAC ま た は SNA ※ 航 
空 機 の お 座 証 は 普通 席 と な り ます 〈 利 用 バス 会 社 ) 宮古 島 : 八 千代 バス 、 石 垣 島 : 東 運 
輸 また は 南 ぬ 島 交通 ※2 日 目 海中 公園 内 は 約 75 段 の 階段 が あり ます 。 ま た 、 悪 天候 
時 は 閉園 と な る 場合 が あり ます す 。※4 竹富 島 の 観光 は 「 安 栄 観光 」 の 運行 と な り 、 他 
ツア ー の お 客 様 と 混 乗 に な る 場合 が あり ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
| > 泊 : く 1・ 県 ・ フ SUI ラブ ジュ アリ ー コ レク ショ ン ホ テル 
4 沖縄 宮古 (洋室 / ア ッ パ ー オ ン ビ ュー ルー ムツ イン 45mi) 、 
〈③3・4 泊 目 沖 縄 県 石垣 島 ) 大 語 ANA イ ンタ ー コ ンチ ネン タル 石垣 リゾ ー ト ( 洋 
クラ ブイ ンタ ー コ ンチ ネン タル デラ ックス ツイ ン (JTB ア 〉 43.2m) 


ANA イ ンタ ー コ ンチ ネン タル 石垣 リゾ ー ト 攻 誠 3 大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 負 同行 | / 往復 宅配 付 


バル コニー か ら は 遮る も の ひと つない 青い 海 が 広がり 、 ラ グ ゾ ジ ュ ア リー な ひと と き を お 過ごし 
本 出発 日 2022 年 12 月 11 日 (日)、 


| 
ーーーー 


T 


2023 年 1 月 22 日 (日 )、2 月 12 日 (日 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 健 行 人 員 :6 名 便 コ ー ス 番号 :1GGY001-A 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 690,000 由 890,000 由 
往路 宮古 空港 合流 30.000 円 き 
復路 石垣 空港 離 団 30.000 円 き 

お 部 屋 の 一 例 gg2P2226 多 時 2 乗員 は 1 日 目 羽 田 空 港 か ら 5 日 目 の 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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沖縄 
四季 <% 少 紀行 


石垣 島 ・ 西 表 鳥 ・ 由 布 鳥 ・ 小 浜 伺 ・ 竹 冨 伺 4 日 間 


西表 島 人 間 川 マン プロ ー ブ ク ルー 騰 時 仲間 川 は 
マン グロ ー ブ の 流域 面積 日 本 最大 級 を 誇り ます 。 


由布 人 水生 車 \⑥ ぐ 稀 宇 軒 観 発 協会 


竹富 島 ⑥ 人 宮 町 


竹富 島 (2 日 目 隆生 町 が 守り 続け て きた 素朴 な 赤 レ ン 
ガ の 昔ながら の 風景 を 残す 島 。 


由布 島 水牛 車 (3 日 目 ) 西表 島 と 由布 島 を つなぐ 浅瀬 を 水牛 車 で の ん びり 渡り ま 


スケ ジョ ニュ ニル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 
ゆっ くり 出発 | 羽田 空港 (10:00-12:00) 発 へ 那覇 空港 - ヽ 石 
垣 空 港 一 一石 垣 島 泊 (17:00 妃 ) 
翌 訪 符 ホテ ル に て 石垣 邊 焼肉 セッ ト | 
ト テ ル (8:40 人 眞一 二 石垣 港 ヘン ( 約 15 分 ) 、… ン 竹富 港 一 一 
島 観 光 ( 〇 星 砂 の 浜 ・ 豊 コン ドイ ビー チ ・ 〇 赤 瓦 屋根 の 町 並み を 水 
牛車 で の ん びり 散策) 一 一 竹富 港 -^ ン 石垣 港 一 一 「 舟 蔵 の 里 ] ( 沖 
縄 E の ご 昼食 )=ー 〇 石垣 や いま 村 一 二 石 垣 島 泊 (16:00 刀 
回 壇 計 ホテ ル に て 和 琉 コー ス 國 司 較 
ホテ ル (7:30 頃 ) 王 一 石垣 港 、- ン ( 約 40 分 ) - ン 西表 島 ・ 大 原 
港 一 一 西表 島 観光 ( 〇 仲間 川 マ ンプ ロー ブフ ルー ズ ( 約 60 分 ) 
美原 …… 西表 島 と 由布 島 を つなぐ 浅瀬 を 水牛 車 で の ん び 
り 渡 り ま す ( 片 道 約 10 分 )…… 〇 由布 島 (昼食 ・ 由 見 学 
浅瀬 を 水牛 車 で ご 移動 …… 美原 = ( 約 40 分 ) 
ンー 小浜 港 着 一 一 マイ クロ バス に て 小浜 島内 車窓 観光 ( 約 


岬 | 岡 


1 


= 


30 分 )= 一 小浜 港 ^ ン ( 約 50 分 ) - ン (竹富 島 経由 ※ 予 定 ) 
マン 石垣 港 一 一 石垣 島 泊 (16:50 頃 ) 
難 訪 人 符 ホテ ル に て 鉄板 焼き を ハー フ ブ ッ フェ 較 司 回 
4 ホテ ル (10:00 頃 ⑨ 川 平 沙 グラ ス ボ ー ト 人 遊覧 一 一 石垣 空港 
那覇 空港 一 人 へ 羽田 空港 (16:00 一 20:00) 勘 國 L] 


《 利 用 予定 航空 会 社 〉JAL ま た は JTA ま た は RAC ま た は ANA ま た は SNA ※ 航 空 
機 の 座席 は 普通 席 利用 と な り ま す 。 〈 利 用 バス 会 社 ) 東 運輸 
6 ※2・3 日 目 竹富 島 、 西 表 島 、 由 布 島 、 小 浜島 観光 は 「 安 栄 観光 」 の 運行 と な り 、 他 ツ 

e アー の お 客 様 と 混 乗 に な る 場合 が あり ます 。※ 天 候 ・ 潮 の 干潮 及び その 他 の 理由 
川平 湾 (4 日 目 ) に より 発着 港 や 出 


寺 は 行程 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 各 島 へ の 観光 
が 中 止 と な る 場合 で ざい ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
圏 宿泊 :〈 当 開 ョ グラン ヴィ リオ リゾ ー ト 石垣 島 (洋室 : ツ イン ・ オ ー シ ャ ン 
Ro アァ ゲー \ ) 記 ズ ウ イ ング オー シャ ン ビ ュー・ 本 館 テ ィ ン ガ ー ラ 棟 ノ 37m)) ※ お 部 屋 ま で の ポー 
グラ ン ヴ ィ リ オリ ゾー ト 石 垣 島 クー リー ビス は ど ざ ませ ん 。 
石垣 島 で は 珍し い 訓 天 風呂 付 の 大 浴場 で ゆっ た り と お 寛ぎ ざい た だ け ま す 。 最大 12 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 復路 宅配 付 
※ 温 泉 で は あり ませ ん 。 


出発 日 2022 年 12 月 18 日 (日) 、 


2023 年 1 月 15 日 (日) 時 19 日 (日 )、3 月 12 日 (日 ) 


ご 旅行 代金 (お 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 コー ス 番 号 :1GGS000E 
出発 * 到 着地 ーー- 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 390,.000 由 440.000 円 
往路 石垣 空港 合 流 30.000 円 き 
N 復 路 石垣 空港 離 団 30.000 円 き 
シャ ンズ ウ ョ ング 外観 . 負 ggMg2 証 M 添乗 貞 は 1 日 目 羽 田 空港 か ら 4 日 目 羽 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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に も IS よこ 


部 
北陸 


東北 

関東 

骨 
伊勢 志摩 


牙 町 ま 回 
的 王 芝 


| 沖縄 | 丸 _ 州 『 四国 | 近 
fr 記 e 
ま 
SM り ゝ アー (4 ア 

4 ( 〇 幸 ま a 

ー デ テマ 計 い ーー 
ジル ヴェ スタ ー 公 演 風 景 (2019 年 公演 ) 
ぐ サン トリ ー ホ ー ル 

12 月 31 日 ( 土 ) サン トリ ー ホ ー ル 大 ホー ル 演奏 会 予定 プロ グラ ム 


サン トリ ー ホ ー ル ジル ヴェ スタ ー・ コ ン サ ー ト 2022 
ウィ ー ン ・ フ ォ ル クス オー パー 交響 楽団 
開演 予定 時 間 22:00 終演 予定 時 間 00:20 
出演 予定 アー ティ スト 

ソプラ ノ : エ リー ザ ベ ト ・ フ レヒ ル テノール : メ ルツ ァ ー 
指揮 ヴァ イオ リン : オ ー ラ ・ ル 9 ウィ 
パレ エ ・ ア ン サ ン ブ ル SVO ウ ィ ー 


ド ・ モ ンタ ゼー リ 
ン ・ フ ォ ル クス オー パー 交響 楽団 


細め 人 


1 月 1 日 (日 ・ 祝 ) サン トリ ー 
サン トリ ー ホ ー 
ウィ ー ン ・ フ ォ ル クス オー パー 交 
開演 予定 時 間 14:00 終演 予定 時 間 15:30 
出演 予定 アー ティ スト 
ソプラ ノ : エ リー ザ ベ ト ・ フ レヒ ル テノール : メ ルツ ァ ー ド ・ モ ンタ ゼー リ 
指 提 & ヴ ァ イ オ リン : オ ー ラ ・ ル ー ド ナー ウィ 
バレ エ ・ ア ン サ ン ブ ル SVO ウ ィ ー ン 


天 
上 | 東 1 


・ コ ン サ ー ト 公演 風景 
⑥ サン トリ ー ホ ー ル 


ホー ル 大 ホー ル 演奏 会 予定 プロ グラ ム 


ニュ ー イ ヤー・ コ ン サ ー ト 2023 
響 楽 団 


ン ・ フ ォ ル クス オー パー 交響 楽団 


サン トリ ー ホ ー ル 年 年始 の 格別 邊 半 楽 会 を 愉し わ 3 日 間 


サン トリ ー ホ ー ル 大 ホー ル 

サン トリ ー ホ ー ル は 、 東 京 で 最初 の コン サー ト 専 
用 ホー ル と し て 「 世 界 一 美しい 響き ] を コン セ プ 
ト に 1986 年 秋 に 誕生 し まし た 。 日 本 で 初め て 
ヴィ ン ヤー ド ( ブ ドウ 畑 ) 形式 を 採用 し 、 演 奏 家 と 
陳 家 が 一 体 と な っ た 臣 場 感 減れ る 音楽 体験 を 
共有 で きま す 。 現 在 で は 、 日 本 を 代表 する コン 
サー ト ホ ー ル と し て 、 毎 年 、 約 550 の 公演 に 60 
万 人 規模 の お 客 様 が 来場 し て いま す 。 こ の ツ 
アー で は 、 ホ ー ル 主催 の 年 末年 始 の 格別 な 2 つ 


の 音楽 会 を 鑑賞 し て 新しい 年 を 迎え ます 。 サン トリ ー ホ ー ル 大 ホー ル 


ザ ・ キ ャ ピ ト ル ホテ ル 東 急 


東京 ・ 赤 坂 、 由 緒 あ る 山王 日 枝 神社 の 杜 に 接する 緑 豊か な 一 角 に ザ ・ キ ャ ピ ト ル ホテ ル 東 
女 は 位置 し て いま す 。 大 都会 の 喧騒 を 忘れ させ る 閑静 な 環境 、 し か も 皇居 、 丸 の 内 、 銀 座 


へ も 地下 鉄 や タク シー で 約 10 分 と いう アク セス の 良さ を 誇り ます 。 美 し く 雅 や か な 日 本 庭 
園 、 ゆ つた り し た 客室 。 心 か ら お くつ ろ ぎ 、 お 愉し みい た だ け ま す よ う 、 最 新 の 設備 と 真心 の 
サー ビス で 皆様 を お も て な し いた し ます 。 


お 部 屋 の 一 例 


《P.109 共 通 の ご 案内 〉 ※ 演 奏 予定 曲目 、 出 演 予 定 ア セー ティスト は は 、 事 前 の 通知 な く 変更 と 
な る 場合 が あり ます 。 音 楽 会 を 鑑賞 いた だ く お 席 は 5 席 (設定 され た 最上 位 の カテ ゴリ ー) で 
"用 意 し ます 。 席 番 は 、 演 奏 会 直前 の 抽選 と させ て いた だ きま す 。 チ ケッ ト の 原 券 は 、 抽 選 後 、 
お 渡し し ます 。 お 席 の 指定 、 ご 希望 は 承れ ませ ん 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 
[ 了 ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:00) 発 一 〇 鶴岡 八幡 宮 、 〇 鎌倉 殿 
の 13 人 大 河 ド ラマ 館 王 一 ホテ ル (15:00 幼 ) 
お 部 屋 入れ の 軽食 の ご 昼食 
同 回 及 診 1 /:30 一 ホテ ル に て 「 大 星 日 ビュ ッ フェ ] 
加 ホテ ル (21: eZ ー コ 
京都 内 泊 (00:45 頃 ) 圏 軽 | 
記 生前 : 目 由 行 動 
| 11:30- ホテ ル に て 「 新 礁 ビュッフェ] の ご 昼食 
:00 頃 ) 発 一 一 づつ サン トリ ー ホ ー ル (ニュ ー イ ヤー コン 
サー ト ) 鑑賞 王 一 東京 都内 泊 (16:00 頃 ) 
17:30- ホテ ル に て [新春 メニ ュー ビュ ッ フ ェ ] 
國 居 名 


(利用 バス 会 社 〉 東 急 ト ラン セ (大型 24 席 定員 プレ ミア ム バ ス 利 用 ) 


出発 日 の 生 2 月 31 日 中) 
この コー ス は 9/26 (月 ) 発売 開始 で す 。 
ご 旅行 代金 (おぉ 1 人 様 あたり) 上 人 行人 具 6 る @ コ ー ス 番号 :1GGY001.B 


出発 ・ 到 着地 1 名 1 室 
東京 駅 発 基 480,.000 由 520,000 円 


添乗 員 は 1 日 目 羽 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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縄 | 九 州 


中 国 ・ 四 国 


'i0 1 り '1 


人 生 WW 


1 i 『W 1 
| 軸 組 し 
旨 妥 旧 )A 力 員 / 
8Y を し WuP 
リツ 【 特 


The Okura Tokyo ヘリ テー ジル ー ム で 過ごす 格別 な 年 末 


| レデ ィ ク リス タル 貸切 クル ー ズ と サン トリ ー ホ ー ル | 第 九 」 3H 間 


PB ロ イヤ ル ロ ー ト 銀座 特別 企画 
レデ ィ ク リス タル 貸切 クル ー ズ (2 日 目 ) 
凛と し た 美しい 姿 で " 海 の 上 の 

貢 婦人 ” と 呼ば れる フク ルー ズ 

シッ プ 、 レ ディ クリ スタ ル 。 

プラ イベ ー ト デッキ や 個室 も 備 

えた 3 フロ ア と 展望 デッキ で 構 

成 され 、 最 大 120 名 が 乗船 で き 

る 大 型 で 優雅 な クル ー ズ シッ プ 

を 貸し 切り 、 東 京 湾 を 1 時 間 ク 

ルー ズ し ます 。 

出航 前 に は 、 ク ラブ ハウ ス で の 

フラ ンス 料理 の 昼食 を お 召し 上 

が り い た だ きま す 。 


近 


12 月 28 日 ( 水 ) サン トリ ー ホ ー ル 大 ホー ル 演奏 会 プロ グラ ム 


東京 交響 楽団 スペ シャ ルコ ン サ ー ト 「 第 九 」2022 
開演 予定 時 間 18:30 終演 予定 時 間 19:45 

演奏 曲目 : ベー トー ヴェ ン : 交 響 曲 第 9 番 二 短調 op.125 「 合 唱 付 」 
出演 予定 アー ティ スト 

指揮 : ジョ ナ サ ン ・ ノ ッ ト 

ソプラ ノ : 隠岐 彩夏 

メゾ ソプラ ノ : 秋本 悠希 

テノール : 小堀 勇介 

バリ トン : 与那城 敬 

合唱 : 東響 コー ラス 

合唱 指揮 : 冨 平 恭平 


了 ヨ の ョ ウジ ルツ トド (で IN.Ikegami 


The Okura Tokyo 


世界 に 名 を 馳せ た ホテ ルオ ー ク シラ 東京 本 館 
が 生ま れ 変 わっ た 「The Okura Tokyo」 そ | 
の スー パー ラグ ジュ アリ ー ブ ラ ンド と し て 、 目 
その 国 の 伝統 ・ 文 化 ・ 歴 史 的 な 遺産 を 継承 す | 
る 、 気 品 溢れ る トラ ディ ショ ナル な ブラ ンド が 
「 オ ー ク ラ ヘリテージ 」 で す 。 


お 部 屋 の 一 例 


機 橋 と レデ ィ ク リス タル 


ョ り 名 様 より 出発 保証 
イヤ ル ロ ー ド ・ 
有 グ レミ アム な 


4 / 

スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 容 鈴 光 
ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (13:00) 発 一 一 O 〇 浅草 (人 力 車 と 徒歩 (ガイ 
ド 付 き ) で の ご 案内 )「 浅 草 今 半 ] (すき 焼き の ご 昼食 ) | 椅子 
王 二 信昌 居 王 一 念 赤坂 離宮 迎 賀 館 王 一 ホテ ル (16:30 頃 ) 
ホテ ル (17Z:45 頃 ) 発 一 一 づつ サン トリ ー ホ ー ル (東京 交響 楽団 「 第 
9 演奏 会 鑑賞 ) 一 一 東京 都内 泊 (20:00 引 ) 

に 究 診 お 部 屋 入 れ の 軽 


圏 昼 | 経 


内 ホテ ル (11:45 頃 ) 王 一 「 ザ ・ フ ルー ズクラブ 東京 の フラ ブ ハ ウ ス ] 
遇 | (フラ ンス 料理 の ご 昼食 ) [ 椅 子 席 |…… 

因果 計 司 O "東京 湾 の 貴婦人 ”"「 レ ディ クリ スタ ル 」 を 貸切 乗 
船 、 東 京 湾 を クル ー ズ し ます 。 

東京 都内 泊 (15:00 頃 ) 

華 唆 健 The Okura Tokyo 内 「 山 里 」 で 会 席料 理 


國 司 還 


ホテ ル (9:00 頃 )= 一 〇 鶴岡 八幡 宮 ・G 鎌 倉 殿 の 13 人 大 河 ド ラマ 
う 館 見 学 下 倉 パ ク ホ テル 内 [| 和 みな も と ] (和食 コー ス の ご 昼 
良 ) | 椅子 席 新横浜 駅 王 一 東京 駅 (16:30 頃 ) 蓄 


國 居 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス 

※ 出 演 予 定 ア ー テ ィ ス ト は 、 事 前 の 通知 な く 、 変 更 と な る 場合 が あり ます 。 演奏 

会 を 鑑賞 いた だ く お 席 は SS 席 (演奏 会 で 設定 され て いる 最上 位 の お 席 ) で ご 
意 し ます 。 席 番 は 、 原 則 、 演 直前 の 抽選 と させ て いた だ きま す 。 チ ケッ ト 

の 原 券 は 、 抽 選 後 お 渡し し ます 。 お 席 の 指定 、 ご 希望 は 承れ ませ ん 。 

※ 最 終日 、 ご 希望 が な い 場 合 は 新横浜 駅 に は 立ち 寄り ませ ん 。 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈 東 京都 ・ 港 区 〉)The 〇 kura Tokyo (洋室 ・ ツ イン また は キン グ ヘリ 
テー ジル ー ム 利用 プ 約 60m) 


最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 
出発 日 2022 年 12 月 28 日 ( 水 ) 
ご 旅行 代金 おぉ 1 人 様 あたり) 


復路 宅配 付 


@ 最 少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO1-5 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 名 1 室 
東京 駅 発着 480,000 円 600.,000 円 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


夢 の 介 


「 オ ー ベ ル ジ ュ ・ ド ・ ぶ れ ざ ん す 桜 井 」 と 「 奈 


ゴ 2 を 四 よ り 出発 保証 有 
ME ド ・ 
プレ ミア ム 


9』/ 


良 ホ テル 」 で 過ごす お 正月 


、 


アラ リョ も La 
| 
1 衣 1 | 
人 補 
ら = 本 す - 1 
こ し モネ ニュー オミ ーー まっ M 
ーー ーーーー-ーー**ー ーーー ーーー- ニ ーーー= 


ーr mw 
2 


ーー 


| 書 


安倍 文殊 院 全景 


『] 
』. 


- ' 1 人 ae 
> デーーー ーーーーーーーー ーー 5 2 人 


6 : 
大 和 野 菜 を は じ め 奈 良 の 豊か な 風土 で 育っ た 食材 と 、 


そう そう た る 名 土 や 文豪 も 訪れ た 、 奈 良 屈指 の 名 料亭 西暦 645 年 に 創建 され た 寺院 「 安 倍 文殊 院 」。 
フラ ンス 料理 の 調理 技法 を 合わ せ た 「 奈 良 発 ]」 の フラ ンス  「 菊 水 楼 」。(2 日 目 夕食 ) 新年 の 初 語 へ ご 案内 し ます 。 (2 日 目 ) 
料理 。(1 泊 目 夕食 ) 
歴史 を 紡ぐ 料亭 スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 
[菊水 楼 ] で 味わう 東京 駅 (8:30-9:30) 発 (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) デー 
新春 会 席 (2 日 自信 ) 新 大 阪 駅 一 シ ェ ラ トン 都 ホ テル 大 阪 「 日 本 料理 うえ まち 」 ( 和 
5 1 の ご 硫 ) [椅子 席 ] 一 一 〇 橿原 神宮 一 一 桜井 市 内 泊 (16:15 怖 ) 
明治 二 十 四 年 創業 、1 20 余 年 の 歴史 ある 料亭 
「 菊 水 楼 」 。 伝統 に 磨 か れ た 味わい と 老舗 の 7 奈 良 の 旬 の 食材 を 使っ た 「 奈 良 発 」 の フラ ンス 料理 
お も て な し を ご 堪能 くだ さい 料理 (イメ ー ジ ) 口 層 了 
ホテ ル (10:30 頃 ) ーー 〇 安倍 文殊 院 一 一 JVV マ リオ ッ ト ・ ホ テル 奈 民 
古都 奈 ミ 良 の 名 刺 館 巡り 「 校 倉 」 (鉄板 焼き の ご 昼食 ) | 椅子 席 奈良 市 内 泊 (15:15 頃 ) 
世界 遺産 に 登録 され て いる 東大 寺 や 、 国 宝 の の ご 希望 の 方 の み 東 大 寺 へ ご 案内 し ます 


文殊 菩薩 で 日 本 一 の 大 き さ を 誇る 安倍 文殊 院 


な ど を 訪れ 、 新 年 に 奈良 の 名 利 で 1 年 の 無事 
と 平安 を 祈り ます 。 


MM 申込 時 選択 制 ) 
「 菊 水 楼 ] に て 会 席料 理 


計 東 大 寺 大 仏殿 
号 頁 提 人 = 一 般 た 奈良 県 ビジ ター ズ ビ ュー ロー 
写真 : 三 好 和 義 


國 居 皿 


ホテ ル (9:45 頃 ) = 一 〇 疲 計 英 良 法隆寺 ーーTHE THOUSAND 
KYOTO「SCALAE」 (イタ リア 料理 の ご 昼食 ) [和子 席 


う | O 本 計 還 国 下鴨 神社 一 一 京都 駅 テー (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 ) 

オー ベル ジュ ・ ド ・ ぷ れ ざ ん す 桜 井 度 記 ) MM 
彰 居 | 

悠 大 な 歴史 文化 が 色濃く 残さ れ た 桜井 の 地 に 建つ 全 9 室 の オー ベル ジュ で す 。 
テラ ス 付 の 客室 か ら 豊 か な 自然 風景 を 眺め 、 ゆ っ た り と し た 時 間 を お 過ごし いた だ け ま す 。 (利用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス 

※2 日 目 、 東 大 寺 へ の 移動 は 往復 タフ シー 利用 と な り ま す 。 

※2 日 目 、 ホ テル か ら 夕 食 箇所 の 移動 は 往復 タフ シー 利用 と な り ま す 。 ま た 、 ご 夕食 

後 ホ テル の 到着 時 間 は 20:15 頃 を 予定 し て いま す 。 

※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

較 宿 泊 :〈1 泊 目 奈 良 県 ・ 桜 井 市 内 ^y オ ー ベ ル ジ ュ ド ・ ぷ れ ざ ん す 桜 井 (洋室 ・ ス タン 

ダー ド ツ イン ノ 約 30mi ま た は エグ ゼクティ ブス イー トノ 約 87m) 

(2 泊 目 ン 奈 良 県 ・ 奈 良 市 内 〉 奈 良 ホテ ル (洋室 ・ 新 館 ツ イン 33m) 

お 部 屋 の 主 例 
奈良 ホテ ル (新館 ) 
最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


創業 100 余 年 の 歴史 を 持ち 、3 万 m そ に お よぶ 広大 な 自然 公園 に 団 ま れ た ホテ ル 。 
瓦 屋根 の 本 館 は 格調 高い 桃山 御殿 風 総 栓 造り で 、 新 館 は 吉野 地方 の 建築 様式 「 吉 野 建て ] 


を 取り 入れ た ユニ ー ク な 建物 で す 。 


出発 日 2022 年 12 月 31 日 吐 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あ た り ) 但 最 少 催 行人 員 :2 名 人 


ー ス 番号 :1GGYR01-6 


出発 * 到 着地 | 1 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
和 スタ ンダ ー ド ッ ツイン | 440.000 円 」 490,.000 幅 
0 エグ ゼクティ ブス イー ト | 470.000 円 | 520.000 
往路 新 大 阪 駅 合流 15,000 円 引き 
復路 京都 駅 離 団 15,000 円 引き 


添乗 貞 は 1 


東京 駅 ま 


東京 駅 か ら 3 


で 1 名 同行 いた し ます 。 


・ 四 攻 8 中 部 | 関東 新潟 


4 


ノ 


[2 2 を 位 * り 出発 保証 


大 只 日 は ディ ナー クル ー ズ で 横浜 の 夜景 と と も に 


どす 年 末年 始 3 日 問 上 


ふた つの ラグ ジュ アリ ー ホ ボテ ル で 過 


還 ーー ー 等 害 | 


横浜 の 「 み な と みらい 」 エ リア に 位置 する ハワイ ・ ホ ノル ル の 雄大 な 自然 の 息吹 を 感じ る 箱根 ・ 人 石原 に ある レス トラ ン か ら 生ま れ た ホテ ル 。 
「 ザ ・ カ ハラ ・ ホ テル & リ ゾー ト 」 を ルー ツ と する ホテ ル 。 (2 泊 目 ) 箱根 の 森 の 美しい 景色 と と も に 上 質 な 時 間 を お 過ごし くだ さい 。 (1 泊 目 ) 
1 年 の し めく くり に 山中 湖 と ダイ ヤ モ ン ド 富 士 を 望む スケ ジュ ー ル O は 入場 上 光 、 〇 は 下車 観光 、 は 還 鶴 
(1 日 目 ) ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:00) 発 一 一 咽 約 120 分 

「 ダ イヤ モン ド 富 士 」 と は 、 富 士 山頂 に 太陽 が 重なる 瞬間 、 ダ イヤ モン ド の よう に 輝く 現象 の 了 富士 吉田 [浅間 茶屋 富士 吉田 本 店 ] (甲州 ワイ ン ビ ー フ と 名 物 
こと 。 山 中 湖 で は 非常 に 長い 期間 見 られ る 事 か ら 「 ダ イヤ モン ド 富 士 の 聖地 ] と 呼ば れ て いま す 。 ュ ュ エニ ュ の っ > AN 男 ( 

eeー の かさ パーラ トー PSERIES U まう と う の ご 昼食 ) | 椅子 席 〇 山中 湖 花 の 都 公園 (ダイ ヤ 
1 日 目 の み 左側 2 多 シ ト の ラグ ジュ アリ EAMES 1 G モン ド 富 士 を ご 覧 くだ さ い ) ※ 例 年 は 15:30 頃 に ご 覧 いた だ け ま す 
| 4 ー デ 仙石 原 泊 (17:00 引 ) 

時 参 各地 の 生産 者 か ら 届 く 新 鮮 な 食材 を 用 いた 目 で も 


愉し め る イタ リア 料理 圏 昼 | 


ホテ ル (10:00 頃 ) 一 @ 箱 根 駅 伝 ミ ュー ジア ムーー 
浜 「 重 慶 飯店 新館 ] (中 華 料 理 の ご 昼食 ) [椅子 席 |…… 
〇 横浜 中 華 街 散策 と 〇 横浜 関 天 遍 


ロ 
イ 
記 YUGA(l 内 鈴 了 ホテ ルー 赤レンガ 倉庫 ヘン マリ ー ン ルー ジュ ディ ナー クル ー ズ 
上 マン ン 赤レンガ 倉庫 一 横浜 市 内 泊 (22:00 頃 ) 朝 | 昼 | 夕 | 
固 マリ ー ン ルー ジュ で 還 出発 まで 自由 行動 
優雅 な ひと と き を 了 ※ チ ェ ッ クア ウト は 1 2:00 で す 。 ご 希望 の 方 は ロイ ヤル ロー ド ・ 
(2 日 目 夕食 ) 国 プレ ミア ム で 〇 みな と みらい 地区 へ ご 案内 いた し ます 
巡 
ム 


大 星 日 は ディ ナー クル ー ズ に ご 案内 いた し 


ます 。 今回 は 特別 に 皆様 を 窓側 の 席 に ご 案内 ト テ ル (13:30 頃 ) = 一 〇 三渓 園 (横浜 を 代表 する 名 勝 庭園 )ー 一 
いた し ます 。 


東京 駅 (17:00 頃 ) 着 國 悦 
フラ ンス 料理 を お 召し 上 が り い た だ き な が ら 、 - - - - 
横浜 の 夜景 を お 性 し みく だ さい 。 (利用 バス 会 社 〉 (株 ) km モビ リティ サー ビス ・( 株 ) フ ジ エ ク スプ レス 
※ 気 象 状況 に より 、 ダ イヤ モン ド 富 士 が 見 られ な い 場 合 が あり ます 。 そ の 場合 で も 
ツア ー は 実施 し 、 旅 行 代 金 の 払戻 し は あり ませ ん 。 
※ 山 中 湖 花 の 都 公園 で ダイ ヤ モ ン ド 富 士 ご 見 学 場所 まで は 徒歩 5 分 一 10 分 と な り 
ます 。 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
圏 宿泊 :〈1 泊 目 神 奈川 県 ・ 仙 石原 〉THE HIRAMATSU HOTELS & RESORTS 
仙石 原 (洋室 ・ ス ー ペ リア ツイ ング 49ri ま た は デラ ックス ツイ ング 69m) 
2 泊 目 ノ 神 奈川 県 ・ 横 浜 市 内 ザ が: カハラ ・ ホ テル & リ ゾー ト 横 浜 ( ツ ソイ ン ま た は キン 
グ ノ 約 50n? ※ 選 べ ま せん ) 


最大 10 名 | /1 名 参加 可能 | / 系 員 同 行 | / 復路 配付 
出発 日 2022 年 12 月 30 日 ( 金 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 :2 名 介 コ ー ス 番号 :1GGYRO1-7 
出発 到着 地 | 1 泊 目 部 屋 タイ ブ 2 名 1 室 1 名 1 室 


名 門 と し て の 地位 を 確立 し て いる 「 ザ ・ カ ハラ 」。 東京 了 発 状 | ズ ー ペ リア ッ イ ン | 470.000 円 630.000 円 
エレ ガン ス な 空間 と 上 質 な ホス ピタ リティ に あふ れ た ee、 デラ ックス ツィン | 520,000 円 720.000 円 
3 ee 人 較 2 語 滑 水 目 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東 京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


加 
ト テ ル 内 レス トラ ン で ご 昼食 [椅子 席 
國 


| 
| 


美食 と 温泉 で 癒さ れる 「 滞 在 す る レス トラ ン 」 。 

こだわ り の 家具 や 絵画 も 美しい 客室 に は 源泉 掛け 流し 
の 温泉 風呂 が 付い て お り 、 牙 沢 な 時 間 を お 過ごし い 
た だ け ま す 。 ご 夕食 は 旬 の 食材 を 味わう イタ リア 料理 
を コー ス で ご 堪能 くだ さい 


ザ ・ カ ハラ ・ ホ テル & 
リゾ ー ト 横浜 要 


半 世 紀 以 上 多く の セレ ブリ ティ に 愛さ れ 続 け 、 世 界 の 才 


112 


人 


雪上 車 で めぐ る 「 み や き ぎ 蔵 王 の 樹氷 」 3 日 間 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 
ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:30ー12:30) 発 =( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 ) 
] | = デー 郡山 駅 , (若松 城 ) 一 一 磐 桶 熱 海 温泉 泊 (15:30 妃 ) 
回 2 移 みず みず し い 旬 が 薫る 和食 会 席 | 
ト テ ル (9:00 頃 )ー 一 〇 つみ やぎ 蔵 王 の 樹 水 め ぐり (雪上 車 「 ワ イル ド 
ノ | モン スタ ー 号 」 乗 車 ) ニ ーー ご 昼食 一 秋 保温 泉 泊 (15:30 需 ) 

四 4 ま 参 形 り 豊か な 懐石 料理 國 居 較 


1 


Cm ホテ ル (9:30 四 一 一 塩 釜 港 ン 〇 松島 遊覧 船 ー ン 松島 港 一 伊達 懐 
| " 放 も 6 | う 石 雲 外 」 ( 和 良 の ご 昼食 ) 椅子 局 〇 瑞 厳 寺 ( 年 末 庶 )= 仙 台 駅 
と 2 、 N 0 ーー( 東 北新 幹線 グリ ー ン 車 )== 東 京 駅 (18.30-2000 着 國 居 し] 
(利用 パス 会 社 ) 郡山 中 央 交通 ※[ 若 松 城 ] は 工事 に 伴い 天守 間 内 へ の 入場 は 
部 間 。 洛 。 で きま せん 。※ 寺 上 車 は 、 荒 天 時 、 ド ライ バー の 判断 で 行け る と ころ まで ご 案内 し 
雪上 車 「 ワ イル ドモ ンス ター 号 」 ます が 、 運 休 する 場合 あり ます 。 ま た 12 月 は 樹 水 の 成 長 時 期 と な り 、 自 然 現象 
< 村 す > ^【 - レー の た め ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 そ の 場合 で も ツア ー は 実施 し 、 払 戻し 

で 樹 水 めぐ 7(2 目 ) ーー は あり ませ ん 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 

世界 的 に も 希少 な 自然 現象 の 芸術 品 「 村 水 」 の 世界 へ 、 


暖房 完備 、 前 向き 独立 シー ト の 「 デ ラッ クス 車両 」 の 雪上 車 V NII 議 。 罰 宿 泊 〈1 泊 目 ン 福島 県 ' 毅 和 熱 海 温泉 ) 悦 司 四季 彩 一 力 (区 の 倉 館 和室 ・1 2 連 ) 
[ワイ ルド モン スタ ー 号 で ご 案内 し ます 。 こ の 時 期 な ら で * Ya 〈② 泊 目 ノ 宮 城 県 秋保 温泉 茶寮 宗 園 (和室 ・ 本 館 また は 離れ 露天 風呂 付 ) 
は 、 真 の 東北 を 体験 いた だ きま す 。 


最大 14 名 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 12 月 29 日 ( 木 ) 


ロン 3 
四季 条 一 力 二 ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 人 最少 催行 人 員 :10 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY001-C 


四半 出発 ・ 到 着地 | 2 泊 目 部 屋 タ イプ 3 名 1 室 2 名 1 1 名 1 室 
を 感じ て くだ さ 二 本 館 240.000 ロ |250.000 ロ | 320,.000 
8 離れ 270.000 ロ |280.000 ロ | 一 一 
較 余 察 宗 園 燃 往路 郡山 駅 合流 フ 7.000 円 きき 
台 の 奥 座敷 に 侍 む 、 日 本 庭園 に 囲ま れ た 数 寄 屋 風 建築 の 日 本 旅館 。 復路 仙台 駅 離 団 10,000 円 引き 
還 和 光生 の 中 科 の 折 C 計 どけ 人 に に ば の 83 拉 入 SS 添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


夢 の 人 H 
異国 情緒 あふ れる 神戸 と 大 塚 国際 美術 人 


国生 み の 短 ・ 湊 路 で 通す お 正月 3 日 間 


大 塚 国際 美術 館 スケ ジョー ル O は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 


前 較 MM ゆっ くり H 発 東京 駅 1700 一 12.00) 発 ==( 東 海 道 - 則 新幹線 グ 
の 美術 館 が 所 蔵 す る の 人 一 神戸 市 ( 6:00 頃 ) 壇 符 ホテ ル 内 「 メ イン ダイ ニン 
西洋 名 画 1000 点 以上 グ バイ ザ ハウ ス オブ パシ フィ ッ ク 」 に て イタ リア ン の コー ス [ 
を 、 陶 板 で 原寸 大 に 再 ホテ ル (9:45 頃 ) (@@ 明 石 海峡 大 橋 ) 「 日 本 料理 鮨 阿 那賀 ] 
※ 全 は 大 泊 田 際 美 2| ' 地 春 懐 石 の ご 昼食 ) 須子 出 一 一 (大 昌 門 橋 ) 一 O 大 塚 国際 
術 館 の 展示 作品 を 撮 美術 館 一 一 阿 那賀 泊 (16:00 頃 ) 還 夫 参 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 カ 
風見 廊 の 館 外観 @ 三 般 財団 法人 神戸 観光 局 影 し た も の で す 。 ドー ドゥ ・ ラ ・ メ ー ル 」 に て 淡路 島 フ レン チ 國 司 賠 
風見 鶏 の 館 (1 日 目 ) 失 塔 上 の 風見 鶏 と 赤 レ ン と ホテ ル (9: 人 AL に (人 明石 海峡 
ガ の 外壁 が Eh 象 的 な 、 ド イツ 人 貿易 商 の 旧 邸 。 | (中 国 料理 の ご 昼食 ) | 特 


にゃ を を 戸 駅 デー( 東 海道 ・ 山 陽 新幹線 グリ ー ン 車 ) = 東京 駅 
| 伊 痢 諾 神宮 (SB 


(18:00 一 19:30) 着 國 悦 」 
証 ー も , 負 | 酒 が (利用 パス 会 社 〉 み な と 観光 バス (2・ 3 日 目 ) ※ 1 UN 


の 利用 と な る 場合 が あり ます 。※P. の 内 も 深く だ 


う 


国 宿 泊 :〈1 泊 目 兵 庫 県 ・ 神 戸 市 内 ?ORIENTAL HOTEL( 洋 グ ゼ クティ ブ フ 

ア ハー パー ピュ ー ツ イン ノ 36.6m) (2 泊 目 生 庫 県 同 那 負 ) ホ テル アナ ガ ( 洋 

回 ORIENTAL HOTEL 僕 記 M スタ ンダ ー ド ツイ ン ノ 39.2mf ま た は スー ペリ アツ イン 44mfi ま た は スイ ー ト ツイ ン 78.4m) 
情緒 溢れ る 神戸 旧居 留 地 に 位置 し 、 館 内 は スタ イリ ッ UI AR ASSIOI 


BY どこ か 懐か し さと 温か み を 感じ る 空間 。 
高層 階 の エグ ゼクティ ブフ ロア の お 部 屋 で は 、 お 部 屋 の 冷 
蔵 庫 内 の お 飲物 を 無料 で お 召し 上 が り い た だ け ま す 。 
寛 ざ と 上 質 の 時 間 を 心ゆく まで お 週 ご し くだ さい 。 


ーー 年 を 通じ て 温暖 な 気候 に 恵まれ た 淡路 島 の 南仏 風 


出発 日 2022 年 12 月 31 日 土 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY001.D 


出発 ・ 到 着地 2 泊 目 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
スタ ンダ ー ド ッ イ ン | 290,000 円 | 350,000 由 

東京 駅 発 基 スー ペリ アツ ィ ン | 310,.000 円 ーー 

スイ ー ト ツィン | 360.000 幅 三 三 


の オー ベル ジュ 。 日常 を 忘れ させ る 洗練 され た 心地 よ 往路 新神戸 駅 合流 15,000 円 引き 
さと 近海 の 魚介 や 島野 菜 を 使っ た 季節 の お 料理 を お 愉 復路 新神戸 駅 離 団 15,000 円 引き 


し みく だ さい 


添乗 具 は 1 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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夢 の 人 


飛騨 高山 で 過ごす 年 末年 始 


字 奈 月 温泉 ・ 


日 本 の 原 風 泉 | 五 商 山 ・ 日 川 都 」 と 金沢 の 和 景 人 色 3 日 間 


スケ ジュ ー ル 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 氏 は 車窓 観光 

罰 東 京 駅 (1000-13:30) 発 (北陸 道 新幹線 グリ ー ン 
1 車 )=ー 黒 部 ジン ヨ 温 泉 駅 また は 由 駅 中 放 ミ 温泉 日 (15:30 頃 ) 
情 4 参 日 本 海 の 食 を 生か し た 和食 会 席 | 
ホテ ル (9:00 頃 ) ニ 一 〇 本 計 甘 習 五 筒 山 一 一 「 桜 ヶ 池 クア ガー デン 」 
フ | (洋食 の ご 昼食 ) | 椅 子 席 - 一 高山 泊 (16:00 引 ) 
2 飛騨 牛 を 使っ た 和食 会 席 彰 [ 太 | タ | 
ホテ ル (9:00 頂 ーーO 想 謗 和 引 白川 卿 一 一 「 金 城 机 ] (加賀 料理 の 
う | ご 昼食 ) [ 椅 子 席 ] 一 一 〇 尾山 神社 ( 初 語 ) ニーO 薄 六 園 一 一 金沢 駅 
ーー-( 北 陸 新 幹線 グリ ー ン 車 )= テ 東京 駅 (18:20-20:30) 着 國 悦 [] 
(利用 バス 会 社 〉 富山 地方 鉄道 また は 加 越 能 パ ス ※ 積 雪 状 況 に より 雪景 色 
と な ら な い 場 合 が あり ます 。 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読 みく だ さい 。 


田 宿 泊 :〈1 泊 目 富 山県 ・ 宇 奈月 温泉 〉 訪 評 玉 延 楽 (対話 閣 ) (和室 また は 和室 
明 天 風呂 付 ) 
(2 泊 グ 岐 県 ・ 高 山 〉 高 山 グ リ ン ホ ラ ヲ ル ( 桜 凛 韻 ) ( 洋 ・ プ レミ アツ イン 
約 48m ま た は プレ ミア ム 和 洋室 / 約 66mm ま た は プレ ミア スイ ー ト 和洋 室 約 


80m) 
最大 15 名 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


ンー へ 


ゆっ くり 出 


兼 久 園 (人 頃 ) 
写真 提供 座 沢 市 


議 征 川 元 合 宇 造り /( 員 訪 真 所 


白川 郷 (3 日 目 ) 
風情 ある 冬 景色 の 世界 遺産 「 白 川 郷 ]。 


食 還 和 将 域 櫻 で 新春 加 光 全 

(3 日 目 昼食 

創業 明治 23 年 。 金沢 の 料亭 で 伝統 的 な 加賀 料理 を 
ご 坦 能 くだ さい 


出発 日 2022 年 12 月 30 日 ( 金 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :10 名 人 


番号 :1GGY001E 


出発 到着 地 | 1 泊 目 部 屋 タ イブ 2 泊 目 部 屋 タイ プ 2 名 1 室 
延 楽 【 絶 記 ! 和室 プレ ミア ツイ ン 290,000 
眼前 黒部 の 山並 み を 望み 、 眼 東京 発生 各 天風 叶 プ Me 1330 8608 
下 に 黒部 の 流れ を 見 下っ ろ せ る - レミ アス イー ト 和 洋室 80m| う 3U,000U 円 
深山 幽谷 の 只 囲 気 に 包 まれ た 往時 部 宇奈月 温泉 駅 また は 富山 駅 合流 12.000 円 引き 
全 室 渓谷 沿い の 静か で 落ち 着 復路 金沢 駅 離 団 15,000 円 引き 
いた 純 和 風 の 老 舗 旅館 。 em 活 未 中 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


競 の 人 
| 加 貨 屋 別邸 松乃 」 で 真 で お 正月 3 日 間 


スケ ジュ ー ル 


尾 湾 一 思 の お 宿 に 連 泊 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 
東京 駅 (8:00~12:00) 発 テー( 北 陸 新 幹線 グリ ー ン 車 )=ー 富 山 
| 駅 また は 新高 岡 駅 王 一 倫 雨 晴海 岸 一 和 廊 温 泉 泊 (15:00 頃 ) 
時 参 名 の 食材 を 使っ た 和食 会 席 | 
終 : 自 由 行 動 加賀 屋 ニ ュー イベ ント や 七福神 めぐ りな ど 、 
由 に お 過ごし くだ さい 。 

和 人 温泉 泊 

加代 際 旬 の 食材 を 使っ た 和食 会 席 
ホテ ル (9:30 頃 )ーー 〇 尾山 神社 ( 初 語 )ーー「 ホ テル 日 航 人 金沢 ]( フ 
ラン ス 料 理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 時 語 ( 冬 の 風物 詩 雪 吊り ) 
指定 重要 文化 財 志摩 一 一 金沢 駅 テー( 北 陸 新 幹線 グリ 
ン 車 )= テ = 東京 駅 (19:20-21:30) 着 彰 昼 | 較 
(利用 バス 会 社 〉 北 鉄 能 登 バ ス ま た は 北 鉄 金沢 バス また は 北 鉄 白 山 バス 
※ イ ベン ト は 一 部 、 有 料 ま た 
は 予約 が 必要 と な り ま す 。 内 容 ・ 詳 細 は 未定 と な り 、 中 止 の 場合 も あり ます 。※P.7 
の ご 案内 も 必ず お 読 みく だ さい 。 


囲 宿泊 :〈 石 川 県 : 和 礼 温泉 〉 屋 


3 


較 前 田 衣 ゆか り リ 「 尾 販社 で 初 語 Gmg) 革 き 


金沢 の 中 心 に 位置 する 、 加 貨 藩 祖 前 田 利家 公 と 正 室 お 松 の 方 を 
祀る 、 尾 山神 社 で 初 語 。 


き 屋 別邸 松乃 碧 
添乗 員 同 行 


出発 日 2022 年 12 月 31 日 詩 ) 


(和室 < ベッ ド 有 >) 
復路 宅配 付 


ーー 
尾山 神社 (イメ ー ジ ) 最大 16 名 
石川 県 観光 連盟 


泊 記 PlRK 和 り 理 ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 侍 行 人 員 :10 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY001F 
消 | 加 貨 屋 別 恥 松乃 震 出発 到着 地 3.2 名 1 室 
ご 夕食 は 、 能 登 の 食材 を 中 心 に 使っ た 会 席 で 、 日 東京 駅 発着 310,.000 幅 
I た だ き o 2 本 了 の 
本 沼 と みわ せ で お 債 し みい た だ きま す 。 ラ ウン ジ 往時 山 駅 また は 新高 駅 合流 14.000 円 引き 
た だ け ま す ( 一 部 有料 ) 。 七 尾 湾 を 眺め な が ら 大 人 ま ミ 復路 金沢 駅 離 団 15,000 円 引き 
の 格別 な 時 間 を お 過ごし くだ さい 時 了 電 証 24E 有 六条 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 
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近 譜 


夢 の 人 H 
上 人 茂 神社 ・ 下 鴨 神社 の 両 参 り 


THE HIRAMATSU 京都 」 で 過ごす お 正月 3 日 間 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車窓 観光 


ゆっ くり 出発 | 京都 駅 (14:00) 発 一 〇 加計 計 記 下鴨 神社 一 一 
1 ホテ ル (16:00 頃 ) 
ホテ ルー 料亭 「 高 台 寺 十 牛 庵 ] (和食 の ご 夕食 ) | 符 子 席 
ーーー 京都 市 内 泊 (20:30 頃 ) I 
占 2 日 目 は グル ー プ ご と に タク シー で 新春 初 語 
※ 添 乗員 は 同行 し ませ ん 。 
ンー 京 ホテ ル (10:00 頃 )ー 一 〇 可 餅 自販 上 賀 MM 和食 の ご 昼 信 
TH 還 HIRAMATSU 京都 外観 ミン キ / 呈 品 
Sa 2 〇 美 須 神 社 一 一 〇 行 願 寺 ( 革 党 :30 居 ) 
ホテ ル デ ーー「 レ スト ラン ひら まつ 高台 寺 」 で フラ ンス 料理 の ご タタ 
[THE HIRAATSU 京都 」 に 2 連 泊 良 | 椅子 席 京都 市 内 泊 (20:30 頃 ) 國 司 較 
大 星 日 は 、 料 亭 「 高 台 寺 十 牛 庵 ] に て 季節 の 華やか さ を 詰 め 込 ん だ 美しい 京 料理 を 、 回 ホテ ル (10:30 頃 ) デ 〇 平安 神宮 一 [「 京 料理 は り 清 | (新春 会 席 
元旦 は 「 レ スト ラン ひら まつ 高台 寺 」 で 正 続 な る フラ ンス 料理 を お 愉し みく だ さい の ご 昼食 ) [椅子 席 ] 一 京都 駅 (15:00 頃 ) 着 國 賠 
※ 1 日 目 ・2 日 目 の 夕食 時 ・3 日 目 の 移動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 ・ 中 型 タク 
ミ ss シー と な り ま す ( 人 数 に より 分 乗 ) 。※2 日 目 の 移動 は 、1 組 に 1 台 の タク シー( 中 型 ) 
THE HIRAMATSU 京都 で 移動 し ます 。 添 乗員 は 同行 いた し ませ ん 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
京町 家 の 意 匠 を 受け 継ぎ 、 進 化 さ せ た ひ ら ま つ 初 の 都市 型 ラ グ ジ ュ アリ ー ホ テル 。 系 屋 格子 や 走 画 宿泊 :〈 京 都 府 京 都市 内 yTHE HIRAMATSU 京都 (洋室 ・ デ ラッ フス ツイ ン ノ 
り 庭 、 蔵 な ど 町 家 の つ くり を 継承 し な が ら 、 現 代 の 建築 と も 調和 し て いま す 。 町 家 の 歴 史 を 感じ る 約 60mi、 ジ ュ ニ アス イー トノ 約 87nf( い ずれ も ツイ ン ベ ッ ド )) 


大 き な 染 の ある ダイ ニン グ で 楽し お 朝食 は 、 日 本 料理 と イタ リア 料理 か ら お 選び いた だ け ま す 。 


最大 10 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同行 | / 復路 宅配 付 

出発 日 2022 年 12 月 31 日 土 ) 

ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY001-G 

出発 ・ 到 着地 部 屋 タ イプ 2 名 1 室 1 名 1 室 
デラ ックス ツイ ン 40, 10. 

生生 思 340.000 円 | 510,000 貼 
ジュ ニア スイ ー ト | 400,.000 円 計 

添乗 員 は 1 日 目 京都 駅 か ら 3 日 目 京都 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


寺 渡 訓 本 店 和 茂 楼 の 新春 険 石 を 味わう お 正月 3 日 間 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、@ は 車 鶴光 
東京 駅 (9:30-10:30) 発 (東海 道 新幹線 グ ! 
1 京都 駅 一 ー 〇 三 十 三間 堂 〇 醒 癌 科 届 下 嶋 神社 (大 現 式 ) 
京都 市 内 泊 (16:30 頃 ) 上 充 符 ホテ ル 内 「 ド ミニ ク ・ ブ 
シェ ・ キ ョ ー ト ・ ル ・ レ スト ラン 」 で フレ ンチ I 
ホテ ル (10:00 頃 ) ニ 一 〇 [ 軸 有 人身 衣 東 寺 (万 重 塔 初 層 新 春 特別 
開 )= 和 食 の ご 椅子 席 ]-- 一 〇 上 凍 計 計 中 上 偶 茂 神 社 
ーー デ ホテ ル (1 5:30 頃 )ーー「 南 禅 寺 参 道 菊水 ] ( 和 会 席 の ご 
良 ) | 椅子 席 ] 一 一 京都 市 内 泊 (20:45 頃 ) 朝 昼 | 夕 
ホテ ル (11:00 山 界隈 を 人 力 車 で 散策 ( 約 60 分 ) ) 
「 京 懐石 美濃 吉本 店 竹 茂 楼 」 (新春 懐石 の ご 昼食 ) | 短 子 席 
ーー 京都 駅 (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 )== 東 京 駅 (18:00 一 
19:30) 着 國 悦 
(利用 バス 会 社 〉 ヤ サカ 観光 バス (1 日 目 ) 


ー ン 車 ) =ー 


徹 


京 懐石 美濃 吉本 店 竹 茂 楼 料理 (イメ ー ジ ) 


際 刀 京 隔 石 美濃 吉本 店 竹 茂 楼 の 新春 懐石 G 日 目 昼食 


創業 は 享 保 年 間 に さ か の ぼる 京 懐石 の 老舗 。 
落ち 着い た 風情 の 中 で 新春 の お 料理 を お 愉し みく だ さい 


う 


Sa 一 ノヽ ー ョ | 司 ※2・3 の 移動 は ジャ ン ボ タク シー また は 小型 ・ 中 型 タ クシ ー と な り ま す (人 
ウェ ステ ィ ン 都 ホテ ル 京 都 数 に より 分 生 ) 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 - 
ホテ ル 敷地 内 で 堀 削 し た 温泉 を 利用 し た 、 庭 園 と 一 体 と な る 半 露 天風 呂 の スパ が 4 月 に 画 宿 泊 :( 京 者 京都 市 内 ) ウェ ステ ィ ン 都 ホテ ル 京都 (洋室 ・ ジ ュ ニ アス イー トノ 
オー プン 。 滞在 中 自由 に ご 利用 いた だ け ま す 。 大 了 星 日 の ご 夕食 は 世界 の 巨匠 が 監修 する ラ 約 50 一 62m) ※ ダ ブル また は ツイ ン 。 選 べ ま せん 。 

アリ ー フ レン チ を お 愉し みく だ さい 。 ジ ュ ニ アス イー ト に ご 宿泊 の お 客 様 は ウェ ステ 
人 0 1 最大 15 名 | /1 名 参加 可能 | / 泊 条 中 同 | / 復路 配付 


出発 日 2022 年 12 月 31 日 ( 圭 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY001-H 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 490.000 由 680.000 
往路 京都 駅 合流 15,000 円 引き 
復路 京都 駅 離 団 15,000 円 き 
ACE4 格 2 有 。 添 乗 貞 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


京都 吉兆 属 山 本 店 イー" で "7 マー う 


ー 
本 店 


OS 
茶の湯 の 心 が 生 きた 「 お 
も て な し ] を 堪能 で きる 
老舗 料亭 。 季 節 ご と の 食 
材 を 用 いて 、 心 を こめ て 
作ら れ た 特別 献立 を お 愉 
し みく だ さい 


京都 吉光 嵐山 本 店 料理 (イメ ー ジ ) 


剛 | 除夜の鐘 を 挿 き 願 う 
新年 の 幸 q 日 旨 


新年 を 寿 ぐ に 相応 し い 、 園 城 寺 (三井 寺 ) で 献 灯 行 
列 、 阿 間 梨 様 の お 加持 、 除 夜 の 鐘 と 、 厳 か な 雰 囲 
気 の な か 新年 を お 迎え いた だ きま す 。 【 


園城寺 ( 三 5 ジ ) 


1 名 参加 可能 


出発 日 2022 年 12 月 31 日 ( 土 ) 


流 乗 員 同 行 復路 宅配 付 


硬 泊 | THE THOUSAND KYOTO 


京都 駅 か ら 徒歩 約 2 分 と いう 立地 に あり 
な が ら 、 落 ち 着 き と 寛 ぎ を 兼ね 備え た ホテ 
ル 。 京 都 な ら で は の お も て な し の 空間 で 、 
心地 よい ひと と き を お 過ごし くだ さい 。 


スケ ジュ ー ル 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 介 は 車窓 観光 


っ くり 出発 | 東京 駅 (1 00011 1:30) 発 =ー( 東 海道 新幹線 グリ ー 


ン 車 )== 京 都 駅 ーーO 想 記 鞭 良 本 醐 寺 ( 霊 宝 館 と 三宝 院 庭園 
1 拝観 ) 一 一 京都 市 内 (16:00 過 ) ” ホ テル に て ご 8 (イタ リア ン ※ 和 
良 の 折 表 特 別 メ ニュ ー) の 後 、「 三 井 の 晩 鐘 ] で 知ら れる 園城寺 ( 三 
井 寺 ) へ ご 案内 。 除夜の鐘 を た た いて 、 厄 除け と 新年 の 招福 を 祈 
愛し ます 。 王 京都 市 内 泊 (1:30 頃 ) | 
2 日 目 は 下記 G①⑦② か ら お 好き な プラ ン を お 選び くだ さい 
(予約 時 選択 制 ) 
① ホ テル で ゆっ くり 滞在 プラ ン (終日 自由 行動 ・ 自 由 昼食 ) 
9 ② 新 春 初 語 プラ ン (添乗 員 が 同行 し ます ) 
ホテ ル (10:00 頃 )ー 一 〇 相応 請 選 東寺 ( 太 重 塔 初 層 新 春 特 別 公 
開 ) = 和食 の ご 昼食 | 椅子 席 |- 一 〇 平安 神宮 一 一 京都 市 内 泊 
(15:30 頃 ) 還 才 計 葬 京都 セン チュ リー ホテ ル 「 ラ ジョ ウ 」 に て 
ブッ フェ の ご る 人 國 ※1) 多 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あたり) @ 最 少 催行 人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GGY001-J 
出発 - 到 着地 2 日 目 プラ ン 2 名 1 室 1 名 1 室 
。。。。。 | ①* ァ ル 邊 ブラン | 325.000 円 | 395.000R 
② 初 語 プ ラン 330.000 円 400.000 円 
往路 京都 駅 合流 15,000 円 引き 
復路 京都 駅 離 団 15,000 円 引き 
添乗 員 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


(2 「① 〇 ホテ ル で ゆっ くり 滞在 プラ ン 」 は 同行 し ませ ん 。) 


ホテ ル (10:00 枯 一 回国 上 損 神 社 一 [京都 吉 店 山 
う | 本 店 」 (打上 立 の ご 尾 食 一 部 駅 = (2 道 新幹線 グリ ー 
ン 車 )=ー 東 京 駅 (18:0019:30) 着 較 司 
(利用 バス 会 社 〉 奈良 交通 (1 日 目 ) 〈※1〉2 は ① の プラ ン は ご 昼食 が つき 
ませ ん 。② の プラ ン は 昼食 付 で す 。 ※ 2・3 日 目 の 移動 は ジャ ン ボ タク シー また は 
小型 ・ 中 型 タ クシ ー と な り ま す (人 数 に より 分 乗 ) 。※ 初 日 、 鐘 播き 後 の ホ テル 到着 
は 、 午 前 1 時 30 分 頃 の 予定 で す 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


圏 宿泊 :〈 京 都 府 ・ 京 都市 内 y THE THOUSAND KYOTO (洋室 ・ ツ イン プ 約 37m) 


伊勢 志摩 の 「 迎 軟 館 」 で 過ごす 年 末年 始 


伊勢 神 滞 例 語 と 城下 町 犬山 3 日 間 


伊勢 神宮 内 宮 (正宮 自 放 還 楽 , 茶 室 「 元 誠 | 


「 お 伊勢 さん 」 と も 称 さ れる 、 伊 勢 神宮 ・ 内 宮 
( 皇 大 神宮 ) で 初 語 (2 日 目 ) 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 人 は 車窓 観光 
東京 駅 (8:30-9:30) 発 (東海 道 新幹線 グリ ー ン 車 )=ー 
名 古屋 駅 Hr (近鉄 特急 ) rr 鳥羽 駅 一 づ ミ キモ ト 真 珠 島 一 


1 鳥羽 泊 (15:00 頃 ) 
疹 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 シ ー ホ ー ス 」 に て フラ ンス 料理 [ 
ホテ ル (8:30 頃 ) 一 一 〇 伊勢 神宮 内 宮 ( 初 語 ) ニ ー ご 昼食 一 
泊 (17:00 結 ) 
容 人 ホテ ル 内 レス トラ ン 「 京 都 つる 家 ] で 和食 会 席 
ホテ ル (9:30 頂 ) 一 一 〇 日 本 庭園 有楽 苑 ……「 ホ テル イン ディ ゴ 
3 犬山 1 楽 苑 ] (洋食 の ご 昼食 ) [椅子 席 【 下 町 犬山 (自由 
= 名 古屋 駅 テー( 東 海道 新幹線 グリ ー ン 車 )=ー= 東 京 駅 
生 D0ee 00) 着 國 悦 


人 名 鉄 観 光 バ ス ※ 伊 勢 神宮 周辺 は 交通 規制 の た め 、 大 変 混雑 が 
。 状 況 に より 、 途 中 バ 科 車 し 、 NR 
る 坦 和 が あり ます 。 予め ご 了承 くだ さい 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈 泊 羽 国際 ホラ し ( 洋 ・ オ シャ ン ビ ュ 


國 居 劉 


鳥羽 国際 ホテ ル 会 諾 5 


鳥羽 湾 を 見 渡す 高台 に 建つ リゾ ー ト ホテ ル 。 
大 き な 窓 か ら 雄 大 な 海 の 風景 、 定 常 の ある 料理 の 数 々 を お 愉し みく だ さい 。 


お 部 屋 の 主 例 


ズ 三 ・ 鳥 羽 〉 選 
スイ ー ト ツイ ン ノ 納 56m1) 
〈2 泊 目 ノ 愛知 県 ・ 名 古屋 〉 及 著 王 名 古屋 マリ オッ ト ア ソ シ ア ホ テル ( 洋 
クス ツイ ング 約 38m) 


届 
に っ 


最大 12 名 流 乗 貞 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2022 年 12 月 31 日 ( 圭 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人 様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY001-K 


出発 ・ 到 着地 3 名 1 室 2 名 1 室 
東京 駅 発着 320,000 由 330,000 由 
往路 名 古屋 駅 合流 10.000 円 引き 
復路 名 古屋 駅 離 団 10.000 円 引き 
添乗 貞 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


州 | 中 国 ・ 四 国 


274 が id 


瀬戸 内 の 絶景 を 紐 む 極上 の 時 間 


出 * フ ビス タス パ & マ リー ナ 必 】 道 」 で 寛ぐ お 正月 3 日 間 


ベラ ビス タ スパ & マ リー ナ 尾道 
メイ ンダ イニ ング 「 エ レ テ ギ ア 」 店 内 


ベラ ビ ヌ スタ スパ & マ リナ 尾道 


ベラ ビス タ スパ & マ リ 展望 風呂 


「 ベ ラビ スタ スパ & マ リー ナ - 四 に 連 泊 


瀬戸 内 の 旬 の 食材 に 彩 ら れ た お 料理 を お 愉し みく だ さ 


町 並み に 趣 が 0 
尾道 ・ 千 光 寺 公園 に ご 案内 し ます IP の の 清 人 


ベラ ビス タ スパ & マ リー ナ 尾道 
瀬戸 内 海 を 望む 高台 に 建ち 、 客 室 か ら は 多 島 美 が 織り な す 風 景 を 愉し むこ と が で きる リゾ ー 
ト ホ テ ル で す 。 


っ だ cs ャ wwY…- 


お 部 屋 の 詩 例 


め め 生 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 


東京 駅 (8:00-10:00) 発 (東海 道 ・ 山 陽 新幹線 グリ ー ン 車 ) 
ーー 岡山 駅 一 〇 岡山 後楽 園 一 一 境 ガ 浜 泊 (16:00 隊 ) 


避 較 22 日 本 料理 [瀬戸 内 双 忘 ] に て 和 会 席 | 


ホテ ル (11:30 略 ーー「SOFU PASTA&CAFE」 (イタ リア ン の ご 
昼食 ) | 特 子 席 ] 一 一 〇 町 の 浦和 散策 ( レ トロ な 港町 を ガイ ド が ご 案 
き が ガ 浜 泊 (16:00 引 ) 
メイ ンダ イニ ング 「 エ レ テ ギ ア 」 に て 創作 料理 國 貼 図 


ホテ ル (10:00 頃 ) 王 王 〇 千 光 寺 公 園 一 一 「 料 亭 旅 館 魚 信 」 (オコゼ 付 
う | の ミニ 会 席 の ご 昼食 ) [椅子 席 | 一 一 福山 駅 また は 岡山 駅 =ー( 東 ※ 
道 ・ 山 陽 新幹線 グリ ー ン 車 )=〒ー 東 京 駅 (18:00 一 20:30) 着 國 賠 
MI 社 〉 中 国 ジェ イア ー ル バス 株 式 会 社 (1・3 日 目 ) 


は ジャ ン ボ タク シー を 利用 し ます 。 ご 参加 人 数 に 応じ て の 分 乗 と な り ま す 。 
6 7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈 広 島 県 ・ 境 ガ 浜 〉 太 改 周 ベ ラビ スタ スパ & 
50n) ※ ハ リウ ッ ド ツイ ンタ イプ の 客室 と な り ます 。 


リー ナ 尾道 (洋室 ・ ツ イン 


最大 12 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 


出発 日 2022 年 12 月 31 日 ( 土 ) 


復路 宅配 付 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY001-L 
出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 400.000 由 480,000 円 
往路 岡山 駅 合流 5.000 円 引き 
復路 福山 駅 また は 岡山 駅 区 団 5.000 円 引き 
添乗 上 員 は 1 東京 駅 か ら 3 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


客室 より 花火 ・ 初 日 の 出 を の ぞ む 


宮崎 シー ガイ アリ ゾ 


ググ 
シェ ラド シェ グラ ジ 須 : オニ リソー ド 


シェ ラ ト ン : グ ラジ: オー ジ ポ シリ ゾ ゴ 回 花火 (イメ デジ ) クラ グラ ウジ ジ ( イ メジ ) 


シェ ラ ト ン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リ 
全 客 室 か ら 太 平 洋 を 望む 、 高 さ 約 154m の 高層 リ | 

ゾー ト ホ テ ル の プレ ミア ムカ テ ゴ リ ー「 ク ラブ フロ 
ア ] (36 階 以上 ) の 客室 に 2 連 泊 。 客 室 か ら は カウ 
ント ダウ ン & ニ ュー イヤ ー 花 火 、1/1 の 朝 は お 天 
気 が 良 けれ ば 初日 の 出 が ご 覧 いた だ け ます 。 

※ 花 火 は 予定 と な り 、 荒 天 時 中 止 と な る 場合 が あ 
り ま す 。 そ の 場合 で も ツア ー は 実施 し 、 ご 旅行 代 
金 の 払戻 し は ご ざい ませ ん 。 


ー ト で 迎え る お 正月 3 日 間 


スケ ジュ ー ル 
ゆっ くり 出発 | 羽田 空港 (1 
育 市 内 泊 (14:30 頃 ) 
[gg 時 主 久 | 2 日 目 の ご 夕食 は 下記 ② ま た は ⑧ か ら 
お 選び くだ さい 。( グ ループ 毎 ) ※ 予 約 時 選択 制 
⑳1 日 目 「 藍 海 ] (中 国 料 理 ) 19:00ー/ 

2 日 目 「 米 九 」 ( 鍋 料 理 ) 18:00 一 

また は 
⑤1 日 目 「 米 九 」 ( 銅 料理 ) 19:00ー ノ 

2 日 目 「 リ スト ラン テ ・ ア ルコ 」 (イタ リア ン ) 1 8:00 一 
※ し \ ず れ も 席 数 | こ 限 り が あり ヽ 希望 ( こ 添え な し 場合 が あり に Eigi o 
客室 より カウ ント ダウ ン 花 火 を 観賞 (24:00 一 ・ 約 3 分 間 ) [ 
お 天気 が 良けれ ば 客室 より 初 の 日 の 出 を ご 覧 いた だ け ま す 
ホテ ル (10:00 頃 ) デ 一 〇 宮崎 神宮 に て 初 語 王 一 「 ガ ー デ ン テ ラ ス 
宮崎 (フレ ンチ の ご 昼食 ) | 椅子 席 宮崎 市 内 泊 (15:00 頃 ) 
ホテ ル ご 到着 後 は ラウ ンジ の ご 利用 等 ゆ つ くり ホテ ル ご 滞在 を 
お 愉し みく だ さい 。 
客室 より ニュ ー イ ヤー 花火 を 観賞 (20:00 一 ・ 約 3 分 間 ) 國 居 了 


〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 
0:00 一 12:00) 発 一 宮崎 空港 一 一 宮 


李 則 いこ へ uS 


最大 12 名 | / 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 


出発 日 2022 年 12 月 31 日 ( 土 ) 


ご 旅行 代金 お 1 人様 あたり ) @ 最 少 侍 行人 員 :8 名 @ コ ー ス 番号 :1GGY001-M 
出発 到着 地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 430.000 由 530.000 由 
往路 宮崎 空港 合流 20,000 円 引き 
復路 宮崎 空港 離 団 20,.000 円 引き 
添乗 員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 3 日 目 羽 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


ホテ ル (9:30 頃 ) 王 王 〇 青島 神社 (青島 の 中 央 に 鎮座 する 神社 )ー 一 
う 3|「ANA ホ リ デ ィ イ ン リ ゾー ト 宮 崎 」 (中 国 料理 の ご 昼食 ) | 短 子 席 
ーー 一 宮崎 空港 へ 羽田 空港 (17:30 一 20:40) 彰 昼 圏 
(利用 予定 航空 会 社 〉JAL ま た は ANA ま た は SNA ※ 航 空 機 の 座席 は 普通 席 利用 
と な り ま す 。 < 利用 バス 会 社 〉 宮崎 交通 ※1・2 日 目 の 夕 食 の 米 久 は グル ー プ 
毎 の お 鍋 の ご 用 意 と な り ま す 。※3 島 神社 は 駐車 場 よ り 神社 まで 片道 約 
25 分 徒歩 移動 と な り ま す 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
圏 宿泊 :〈 宮 崎 県 ・ 宮 崎 市 内 シェ ラ ト ン ・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾー ト (洋室 ・ フ ラブ 
ツイ ン ・ グ ラン ドン 50m) 


9 
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沖 縄 | 九 州 


夢 の 人 H 
緑 深き 世界 自然 和 産 島 


| sankara hotel&spa 屋 久 島 」 で 覚 ぐ 年 末年 始 3 日 間 


スケ ジュ ー ル O は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 鈴 光 
羽田 空港 (9.30 て 14:00) 記 話 E ノ ロ 呈 5 宮 港 また は 福 届 ご 港 ま 
1 | 園 た は 伊丹 空港 久 島 空港 一 一 屋久 島 泊 (15:00 頃 ) 
開 育 府 ホテ ル に て カジ ュ ア ルフ レン チ (1 一 2 日 目 共通 ) [ 


ホテ ル (9:00 頃 ) 王 一 〇 大 川 の 滝 王 信 西部 林 〇 永田 いな 
ご か 浜 (ウミガメ 産卵 地 と し て 有名 ) 〇 人 益 救 神社 一 
本 稼 92| 。 ノ | 軸 sankara hotel&spa 屋 久 島 ] (創作 料理 の ご 昼食 ) | 策 子 席 
ご 昼食 後 は ホテ ル で ご ゆっ くり と お 寛ぎ くだ さい 
屋久 島 泊 (13:00 頃 ) 國 居 多 
ホテ ル (10:00 頃 ) 王 一 〇 千尋 の 滝 一 和 食 の ご 昼食 | 椅子 席 
う 久 島 空港 伊丹 空港 また は 福岡 空港 また は 鹿児島 空港 

羽田 空港 (16:00 一 20:50) 着 朝 昼 | 較 
(利用 予定 航空 会 社 ) JAL ま た は ANA ま た は JAC ま た は SNA ※ 航 空 機 の 座席 
は 普 』 遇 0 ※ 屋 久 島 内 の 移動 は 、 ジ ャ ン ボ タク シー を 利用 し ま 


す 。 ご 人 加 人 数 に 応じ て の 分 果 と な り ま す 。※ 積 雪 や 荒天 等 に より 、 行 程 が 変更 
に な る 場合 が ご ざい ます 。 ※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


sankara hotel&spa 屋久 島 画 宿 泊 : (鹿児島 県 ・ 屋 久 島 〉 國民 国 sankara hotel&spa 屋久 島 (洋室 ・ サ ンド 
ラ ヴィ ラ ツ イ ン ノ 約 53m1) ※ 1・2 階 の ご 指定 は 承れ ませ ん 。 2 階 へ は 階段 で の 昇 

屋久 島 の 東南 、 山 を 育 に 思 緑 深き 高台 に 位置 する リゾ ー ト ホテ ル 。 自 然 の 馴 み を 生か し 、 e と りす ニー ニー 生 NH 

九州 の 地方 料理 を 絶妙 に 取り 入れ た シン プル な カジ ュ アル フレ ンチ を お 押し みく だ さい 。 最大 1 2 名 | / 1 名 参加 可能 | / 洒 員 同行 | / 復路 配付 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あ た り ) 最少 催行 人 員 :8 名 介 コ ー ス 番号 :1GGY001.N 


出発 ・ 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
羽田 空港 発着 540.000 由 710.000 
往路 屋久 島 空港 合流 20.000 円 き 
復路 屋久 島 空港 離 団 20.000 円 き 
添乗 員 は 1 日 目 羽田 空港 か ら 3 日 目 羽田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


| 消 | THE HIRAMATSU HOTELS & RESORTS 宜野座 


水平 線 か ら 昇 る 朝日 が 美しい 東海 岸 な ら で は の ロケ ー tid ト 。 
ジェ ッ ト バ ス を 設え た 客室 で ゆっ くり と 滞在 を お 愉し みく だ さ 
※ ジ ェ ッ トバ ス は 水着 が 必要 で す 。 


スゲ ジョ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 は 車窓 観光 
羽田 空港 (8:30-12:00) 発 へ 那覇 空港 = 一 〇 守 礼 門 一 

1 野 座 泊 (16:00 怖 
回 罰 診 フラ ンス 料 時 を ベー ス に 県 産 食 材 を あわ せ た フ ル 
コ コー ス (1・ 2 日 目 共通 ) | 


ホテ ルーー ト 【 終 日 自由 行動 】 一 周辺 の 観光 を お 愉し みく だ さ し 


ン 


沖縄 の 食材 も 盛り 
込ん だ 、 こ の 地 で し 


Ni 


0 お ひと 組 様 に 1 台 の 専用 観光 タク シー を ご 用 意 し ます 。 (タク 
は の 料理 を お 愉し み / シー 利 ) 可能 時 間 :10:00 一 16:00、 、 泊 乗員 は 同行 し ませ ん ) 
くだ さい 。 ※ 観 光 ス ポッ ト の 一 例 : 古 宇 利 大 橋 、 残 波 岬 、 美 ら 海水 族 館 な ど 
宜野座 泊 (16:00 引 ) 
最大 12 名 | /1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 っ ホテ ル (10:00 頃 ) 王 一 〇 ブ セ ナ 海 中 公園 (グラ ス ボ ー ド で 約 20 分 の 
熱帯 魚 観賞 ) 名 嘉 真直 ( オ ー シ ャ ン ビ ュー の 食事 如 で 和食 の ご 昼 
軸 2022 年 12 月 31 日 ーー 良 ) | 椅子 席 那覇 空港 へ 羽田 空港 (16:30 一 20:30) 着 國 悦 [し] 
ご 旅行 代金 (お 1 人 あ た り 最 仙 行人 貞 8 名 の コー ズ 番 呈 1GGYO01P < 用 予定 航 会 社 JAL ま た は JTA ま た は ANA ま た は SNA ※ 航 機 の 座 
出発 ・ 到 着地 部 屋 タ イプ 3 名 1 2 名 1 室 1 名 1 は 普通 席 利 用 と な り ま す 。 〈 利 用 バス 会 社 〉 琉球 バス 交通 (1・3 日 目 ) 
Jms | ルミ アム ダブ ル (⑭53m) | ーー |490.000m|630.000  \※2 昌 上 有料 施 設 の 入場 料 、 有 料 道 代 、 時 車 代 は お 客 様 ご 人 担 、 現 地 払 い 
羽田 空 アッ と な り ま す 。※ 1・2 日 目 の ご 昼食 は 付い て お り ま せん 。※「THE HIRAMATSU 
村 尊 | 后 PC プク 2 ク て 520.000g HOTELS & RESORTS 宜野座 」 に は エレ ベー ター は あり ませ ん 。 プ ー ル は 温水 
ェ グ ゼクティ ブッ イン (55~61m) |470.000 ロ |520.000F660.000 プール で は あり ませ ん 。※3 日 目 ブ セ ナ 海 中 公園 グラ ス ボ ー ド 遊覧 が 欠 朋 の 場合 
往路 那覇 空港 合流 20,000 円 引き は 、 海 中 展望 塔 へ ご 案内 し ます 。※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 
復路 那覇 空港 離 団 20.000 円 引き 画 宿 泊 : (沖縄 県 ・ 家 野 座 〉 THE HIRAMATSU HOTELS & RESORTS 宜野座 
添乗 員 は 1 日 目 羽 田 空港 か ら 3 日 目 羽 田 空港 まで 1 名 同行 いた し ます 。 2 日 目 は 同行 し ませ ん 。 (洋室 / ツ イン また は ダブ ル ) 
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細 の 人 
曲 士 山本 宮 


ETTTTIIWIETTISTTUIWTTTIWT 
「 jl HL LA1. HEHELININIUL IM ML 


Hi itues 
Mi di 


MIA_ 還 量 で ITTTTT UL. ーーーー | ーー ャ ーー Is 吉 


富 主 スピ ー ド ウェ イ ホ テル 外観 (イメ デー ジ パ ー ヌ ) 


[唯一 無 二 の ホテ ル 」 の 先 の 、 価 値 あ る スト ー リ ー を お 届け する ハイ アッ ト の 独立 系 ブラ ンド 、 ア ン パ ウン ドコ レク ショ ン 
by Hyatt が 2022 年 秋 に 国内 初 進出 。 日 本 を 代表 する サー キッ ト の ひと つ で ある 富士 スピ ー ド ウェ イ に 隣接 し 、 ホ テル 


内 に 富士 モー ター スポ 


新年 に 霊験 あら た か な 
富士 山 を 望む 

富士山 を ご 神体 と する 富士 山本 宮 浅 間 大 社 
で の 初 語 に ご 案内 し た 後 、 富 士 山麓 か ら 伊豆 
に か け て 八 面 玲 瑞 な 富士 山 を 眺め る 新年 の 上 
旅 で す 。 ? 
三島 の 楽 寿 園 の 自然 は 、 す べ て 富士 山 の 三 
島 溶岩 と 関係 を 持つ も の で 、 貴 重 な 物 が 数 多 
く あ り ま す 。 


富士 スピ ビー ドウ ェ イ ホテ ル 放 江 7 


「 モ ー タ ー ス ポー ツ と ホス ピタ リティ ー の 融合 ] を コン セプト に ユニ ー ク な 体験 を 提供 する 富士 
スピ ー ド ウェ イ ホ テル 。 炉端 ダ イニ ング 「Robata OYAMA」 で は 、 静 岡 各地 の 豊か な 食材 と 
その 奥 に 秘め られ た ジャ ー ニ ー ま で ご 堪能 いた だ ける 上 質 な ディ ナー を お 届け し ます 。 


ツ ミ ュー ジア ム を 有する こと が 特徴 的 。 (1 泊 目 ) 


夕食 レス トラ ン (イメ ー ジ が が 滞り お 部 屋 の 語 例 (イメ ニ ジ パ テス) 


ふた り と わ に 緑 本 虹 ! 


全 10 室 すべ て が スイ ー ト ルー ム の 宿 。 
専用 臨 天風 呂 付 テ ラス より 、 富 士 山 や 験 河 湾 の 絶 時 を 満 也 で きま す 。 
目 に も 鮮やか な 膳 で 響 さ れる 新鮮 な 魚介 や 旬 の 味覚 を お 愉し みく だ さい 


』 


R( 全 ) 


日 本 初 上 陸 “ ア ン バ ウ ンド コレ クシ ョ ン by Hyatt の ホテ ル に 宿泊 


浅間 大 社 初 語 と 帳 炒 の 富士 3 軒 


中 部 


Sa ci 
宣 直 山本 宮 浅 間 央 祉 [社殿 (1 三 ジ ) 


富士 山 を 浅間 大 神 と し て 祀っ た こと を 起源 と し 、 全 
1.300 社 あま り を 数 える 浅間 神社 の 総 本 宮 。 

本 殿 ・ 拝 殿 ・ 桜 門 な ど は 徳川 家康 の 建立 寄進 に よる も の 
で す 。 (1 日 目 ) 


が Dee ジジ ウォ ニク sMISORAg( イ 区 王 ジ ) 
リフ ト に 乗っ て 向かう 小室 山 山頂 に 202 1 年 4 月 に オー 
プン し た “ 海 "と “" 空 "が 広がる 紺碧 の 世界 と 一 体 に な れ 
る 伊豆 の 新 名 所 。 (2 日 目 ) 


スケ ジュ ー ル 〇 は 入場 観光 、 〇 は 下車 観光 、 代 は 車窓 観光 


ゆっ くり 出発 | 東京 駅 (10:00) 発 一 咽 約 120 分 ニー 

御殿 場 「 名 鉄 菜館 ] (中 華 料 理 の ご 昼食 ) | 椅子 席 ]- 一 

1 〇 [ 相 計 庄 恨 富士 山本 宮 浅 間 大 社 -ー 一 須 走 泊 (16:30 需 ) 
人生 静岡 各地 の 食材 を 豊富 に 用 いた スタ イリ ッシュ な 炉端 焼き 


し 届 軌 


ホテ ル (10:00 頃 ) 一 忠 約 120 分 王 一 伊東 「 け ステ ー キ ハウ ス 人 金井 
大 室 高原 店 ] (ステ ー キ の ご 昼食 ) | 椅子 席 | = ニー て 〇 小室 山 
2 リッ ジウ ォ ー ク “MISORA" イッ ーー 土肥 温泉 泊 (16:30 頃 ) 


安 伊豆 の 旬 の 味覚 を 仕立 て た 創作 和食 懐石 
國 選 多 
ホテ ル (9:30 頃 ) ーー 〇 黄金 震 クリ スタ ル パ ー ク = ニー 
三島 [三島 プラ ザ ホ テル 」 (うな ぎ 会 席 の ご 昼食 ) | 和 椅 子 席 
う |O 楽 寿 園 一 忠 約 120 分 一 一 東京 駅 (17:30 頃 ) 着 
國 司 


〈 利 用 バス 会 社 〉 (株 ) フジ エフ スプ レス 
※P.7 の ご 案内 も 必ず お 読み くだ さい 。 


画 宿 泊 :〈1 泊 目 プ 静岡 県 ・ 須 走 〉 富 士 ス ビー ドウ ェ イ ホテ ル (洋室 ・ ス タン ダー ド ツ イン 
また は キン ググ 約 43m) ※ べ ッ ド タイ プ - 眺 思 の 指定 は で きま せん 
〈2 泊 目 静 岡 県 ・ 土 肥 温 泉 ? ふ た り と わ に 縁 (和洋 室 ・ 露 天風 君 付 ) 


9 


最大 10 名 1 名 参加 可能 | / 添乗 員 同 行 | / 復路 宅配 付 


出発 日 2023 年 1 月 3 日 ( 火 ) 


ご 旅行 代金 (お 1 人様 あたり ) 最少 催行 人 員 :2 名 代 コ ー ス 番号 :1GGYRO1-8 


出発 * 到 着地 2 名 1 室 1 名 1 室 
東京 駅 発着 450.000 620.000 ロ 
添乗 貞 は 1 日 目 東京 駅 か ら 3 日 目 東京 駅 まで 1 名 同行 いた し ます 。 


119 


パン フレ ッ ト で は お 伝え し きれ な い 
コー ス の 魅力 や 、 
全 10 席 の ラグ ジュ アリ ー バ ス 
「 ロ イヤ ル ロ ー ド ・ プ レミ アム 」 に 
動画 で ご 紹介 し ます 。 


つい て 


| 
| 


相談 
信 当 コー ス 相 


お すす め ポ イン ト を 資料 を 交 
いた だ け ま す 。 ぜ ひ お 気軽 に 
談 は JTB ロ イヤ ル ロ ー ド 銀座 本 店 が 実施 する サー ビス で す 。 


本 パン フレ ッ ト に 掲載 され て いる ツア ー 
お 客 様 を 対象 に 、 お 電話 だ け で は 伝わら な い 情 報 や 企画 担当 者 の 
えて 夢 の 休日 オペ レー ター と 対面 で ご 
ご 相談 くだ さい 。 


の ご 参加 を 検討 され て いる 


人 @ 募 集 型 企画 旅行 契約 

この 旅行 は 、( 株 )JTB (以下 「 当 社 ] と いう ) が 企画 ・ 実 施す る 旅行 で あり 、 こ の 

旅行 に 参加 され る お 客 様 は 当社 と 募集 型 企画 旅行 契約 (以下 「 旅 行 契約 ] と 

いう ) を 締結 する こと に な り ま す 。 ま た 、 旅 行 条件 は 、 下 記 に よる ほか 、 別 途 お 渡 

し する 旅行 条件 書 ( 全 文 ) 、 出 発 前 に お 渡し する 最終 日 程 表 と 称す る 確定 書 

面 及 び 当 社 旅行 業 約款 募集 型 企画 旅行 契約 の 部 に より ます 。 な お 、 下 記 旅 

行 条件 と 別途 お 渡し する 旅行 条件 書 ( 全 文 ) に 記載 され た 条件 と の 相違 が あ 

る 場合 は 、 下 記 旅行 条件 が 適用 され ます 。 

信 旅 行 の お 申し 込み 及び 契約 成立 時 其 

(1) 必 要 事 項 を お 申し 出 の うえ 、 下 記 の お 申込 金 を 添え て お 申し 込み くだ さい 。 
お 申込 金 は 、 旅 行 代 金 お 支払 い の 際 差 し 引か せ て いた だ きま す 。 

(2) 電話 、 郵 便 、 フ ァ ク シミ リ 及 び イ ンタ ーネット その 他 の 通信 手段 で お 申し 込 
み の 場 合 、 当 社 が 予約 の 承諾 の 旨 通 知 し た 翌日 か ら 起算 し て 3 日 以内 に 
申込 金 の 支払 を し て いた だ きま す 。 

(3) 旅行 契約 は 、 当 社 が 契約 の 締結 を 承諾 し 、 申 込 金 を 受 
る も の と し ます 。 


し た と き に 成立 す 


契約 解除 の 日 取消 料 ( お ひと り 欄 ) 
1) 21 日 目 に あたる 日 以前 の 解除 了 
還 (日帰り 旅行 に あっ て は 1 1 日 目 ) 較 
0 2) 20 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 
上 (日 帰り 旅行 に あっ て は 10 日 目 ) 旅行 代金 の 20% 
中 人 (3-6 を 除く ) 
さか の ぼっ て |)7 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 
(4 こ 6 を 除く ) 3 旅行 代金 の 30% 
2) 旅行 開始 日 の 前 日 の 解除 旅行 代金 の 40% 
5) 当日 の 解除 (6 を 除く ) 旅行 代金 の 50% 
6) 旅行 開始 後 の 解 除 又 は 無 連絡 不参加 | 旅行 代金 の 100% 


※ お 客 様 の ご 都合 に よる 出発 日 お よび コー ス 変 更 、 運 送 ・ 宿 泊 機 関 等 行程 の 一 部 
の 変更 に つい て も 、 全 体 に 対す る お 取消 と みな し 、 取 消 料 の 対象 と な り ます 。 


人 @ 旅 行 代金 に 含ま れる も の 


(受託 旅行 業者 に より 当該 取扱 が で き な い 場合 が あり ます 。 ま た 取扱 で きる 
カー ド の 種類 も 受託 旅行 業者 に より 異な り ま す 。 ) 

(1) 約 成立 は 、 当 社 が 電話 又は 郵便 で 旅行 契約 の 締結 の 承諾 通知 を 発信 

し た と き (e-mail 等 電子 承諾 通知 を 利用 する 場合 は 、 そ の 通知 が お 客 様 

に 到達 し た と き ) と し ます 。 ま た 申込 時 に は 「 会 員 番号 ・ カ ー ド 有効 期限 等 

を 通知 し て 頂き ます 。 

(2) [カー は 旅行 科 の を 負い 2 は 失 必 し 信和 を 屋 入 人 


和 陣 


を いい ます 。 旅行 代金 の カー ド 利 用 日 は 「 契 約 成 立 日 ] と し ます 。 (但し 、 成 
立 日 が 旅行 開始 前 日 か ら 1 4 日 目 に あたる 日 より 前 を 12 
業 日 に あたる 場合 は 翌 営業 日 ) に 取 ー ド の 利用 日 は 


NL ( 但 約 解除 依頼 日 旅行 代 例 の カー ド 
利用 日 以降 で あっ た 場合 は 、 当 社 は 旅行 代金 か ら 取消 料 を 差し 引い た 額 
URIRRG ド 利 用 日 と し て 払い 戻し 


(3) 与信 等 の より 会 員 の お 申し 出 の クレ ジッ トカ ー ド で の お 支払 い が で 
場合 、 出社 は 通信 契約 を 朋 除 し 、 規定 の 取消 料 と 同額 の 違約 料 


(1) 旅行 日 程 に 明示 し た 運送 機関 の 運賃 ・ 料 金 (注釈 の な いか ぎり 航空 機 は 普通 席 


(4) ぉ 申込 金 ( お ひと り ) (エコ ノミ ー ク ラス ) 、 宿 泊 費 、 食 事 代 、 入 場 料 振 観 料 等 及び 消費 税 諸 税 。 
氷 行 代金 お 申込 多 (2) 添 乗員 が 同行 する コー ス に お ける 添乗 貞 経費 団体 行動 に 必要 な 心 付 。 
RE efR 全 の 2098D 上 行人 研 ま で (3) そ の 他 、 旅 行 代金 に 含ま れる 旨 表 示し た も の 。 
AA これ ら の 費用 は お 客 様 の ご 都合 に より 、 一 部 利用 され な く て も 原則 と し て 払い 戻し は い 
35 万 円 未満 70.000 円 以上 旅行 代金 まで た し ませ ん 。 (コー ス に 含ま れ な い 交 通 費 等 の 諸費 用 及び 個人 的 費用 は 含み ませ ん 。) 
30 万 円 未 江 60.000 円 以上 旅行 代金 で @ 特 別 補償 
25 万 円 未 江 50.000 円 以上 旅行 代金 で 半 当社 また と は 当社 が 手配 を 代行 させ た ECWEUTGEYRG 
20 万 円 未 : 40.000 円 以上 旅行 代金 まで 企画 旅行 定 に が 企画 旅行 
本 和信 参加 中 に 急激 か つ 偶 然 な 外来 の 事 認 に より 、 そ の 身体 生 人 又は 和 物 上 に 拉 
3 1 が Km た 一 定 の 損害 に つい て 、 以 下 の 金額 の 範囲 に お いて 、 補 償 多 又は 見 舞 金 を 支払 い 
10 万 円 未満 20.000 円 以上 旅行 代金 まで ます 。 な お 、 手 荷物 の 損害 に 対し て 保険 金 を 支 払う べき 保険 全 契 約 が ある 場合 は 、 
5 万 円 未 江 10.000 円 以上 旅行 代金 まで 当社 は 、 当社 が 支 う べき 損害 人 を 小品 する こと が あり ます 。 時 
- 死 亡 補償 金 :1500 万 円 ・ 入 院 見 舞 金 : 2 ご 20 万 円 ・ 通 院 見 舞 金 :1-5 万 P 
@ 旅 行 代金 の お 支払 い 之 2 
行人 は 角間 か らき か の っ て 13 旧 に あたる 上 すり (お し 9 を 衣 ます 5 「 の oo 
が 是 携 カー ド 会 の カー ド 会 員 で , る 場 、 お の な し て 行 1 お は 、 に お に た ービス を 円 滑 に 受 
人 取消 料 人 加 有用 な ど を お玉 い た だ く と と か あり ます 、 こ の 場 人 る の カー ド 人 は 、 旅 行 開 始 後 に お いて 、 下 約 書面 に ピス が 提 人 を かれ たと 馬路 
利用 日 は 、 お 客 様 か ら お 申し 出 が な い 限 り 、 お 客 様 の 承諾 日 と いた し ます 。 行 地 に お いて 速やか に その 旨 を 添乗 員 、 現 地 ガ イド 、 当 該 旅行 サー ビス 提供 機関 又 


人 @ 取 消 料 
旅行 契約 成立 後 、 お 客 様 の 都合 で 契約 を 解除 され る と き は 、 次 の 金額 を 取消 
料 と し て 申し 受け ます 。 


は お 申込 店 に 申し 出 な けれ ば な り ま せん 。 
@ ur YE 
当社 提携 ク ー ド 会 社 の カー ド 会 員 (以下 


会 員 ] と いい ます 。 ) より 「 会 員 の 


還 各 なく し て 旅行 代 全 や 取消 大 の 支払 い を 受け る | こと (以下 通信 契 約 」 と いい 
ます 。) を 条件 に お 申込 み を 受け た 場合 、 通 常 の 旅行 条件 と は 以下 の 点 で 異な り ま す 。 


人 @ 受 託 販 売 ( お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ ) 


し 受け ます 。 た だ し 、 当 社 が 別途 指定 する 期日 まで に 現金 に よる 旅行 代 
の お 支払 い を いた だ いた 場合 は この 限り で は あり ませ ん 。 
@ 国 内 旅行 保険 へ の 加入 に つい て 
ご 旅行 中 、 け が を し た 場合 、 多 額 の 治療 費 、 HP まり 
また 、 事 故 の 場合 、 加 吾 者 へ の 提 有 人 講 や 区 大 変 困難 で 
ある 場合 が あり ます 。 こ れ ら を 担保 する た め に 、 お 客 様 ご 自身 で 友人 人 な の 国 
内 旅行 保険 に 人 人 する こと を お 勧め し ます 。 国 内 旅行 保 に こつ いて は 、 お 申 
込 店 の 販売 員 に お 問合せ くだ さい 。 
@ 個 人 情報 の 取扱 に つい て 
当社 及び 販売 店 は 、 旅 行 申込 の 際 に 提出 され た 申込 書 等 に 記載 され た 個人 
情報 に つい て 、 お 客 様 と の 間 の 連絡 の た め に 利用 させ て いた だ く ほ か 、 お 客 欄 
が お 中 し 込み いた だ いた 搬 行 に お いて 間 ・ 宿 泊 欄 ・ 官公 内 等 の 提供 する 
サー ビス の 手配 及び それ ら の サー ビス の 受領 の た め ( 手続 に 必要 な 範 内 で 
IT 1 8 より 生 売店 取得 し た 個人 情 
報 及 び 当社 の サイ ト 閲 覧 履歴 、 購 買 履歴 に 当社 提供 アブ リ 利 用 時 の 生 
動 履歴 な どの 個人 情報 を 、 当社 及び 痕 社 と 提 失 す る 人 業 の 商品 ヤ サ ー 
ス 、 キ ャ ン ペ ー ン の ご 案内 旅行 参 加 従 の ご 意 見 や ご 膨 想 の ご 提供 の お 願い 
アン ケー ト の お 願い ④ 特 典 サ ービス の 提供 ⑤ 統 計 資 料 の 作成 に お 客 様 の 
個人 情報 を 利用 させ て いた だ く こ と が あり ます 。 
@ 旅 行 条 件 ・ 旅 行 代金 の 基準 
この 旅行 条件 は 2022 年 7 月 1 日 を 基準 と し て いま す 。 ま た 、 旅 行 代 金 は 2022 
年 6 月 1 日 現在 の 有効 な 運賃 ・ 規 則 を 基準 と し て 算出 し て いま す 。 


旅館 ・ ホ テル 等 に お いて 、 お 客 様 が 酒類 ・ 料 理 ・ そ の 他 の サー ビス 等 を 追加 され 
た 場合 は 、 原 則 と し て 消費 税 な どの 諸税 が 課せ られ ます の で ご 了承 くだ さい 。 


陵 


半 
品 


半 5 


@ 旅 行 企画 ・ 実 施 
72 要 会 社 ]B 
有 観光 庁 長官 登録 旅行 業 第 64 号 一 般 社団 法人 日 本 旅行 業 協会 正会員 
感動 の そば に 、 い つも 。 東京 都 品川 区 東 品川 2-3-11 〒140-8602 2 
どき ポッ ド 避 証 会 員 旅行 業 公正 取引 (の 
1 トン _elaAm+ik 和 gs | 2 g 表 会 会 上 員 ング 


管理 者 に お 尋ね 下さ い 。 


総合 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営業 所 で の 取引 に 関す る 責任 者 で す 。 
この 旅行 契約 に 関し 、 担 当 者 か ら の 説明 に ご 不明 な 点 が あれ ば 、 御 遠慮 な く 総合 旅行 業務 取扱 


夢 の 休 日 国内 


栓 索 」 ヌ は 


4444065 


